
    
      
        
      
    

  
































フェアリーテイル・クロニクル




～空気読まない異世界ライフ～ 3








埴輪星人





ＭＦブックス









本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。








　目次









【ファーレーン編】

第一七・五話

第一八話

第一九話

第二〇話

第二一話

エピローグ

後日談その一

後日談その二

後日談その三

真エピローグ






[image: ]






ファーレーン編　第一七・五話






「ほんなら春はる菜なさん、澪みお。リストみて触しょく診しんしたって」

「了解」

　国王達といろいろ悪だくみした翌日の午後。

　宏ひろし達は予定に従い、エレーナの診察に来ていた。

　とはいっても、ここまでの食事はちゃんと食前に万能薬を飲んでいるため、恐らく一服盛られても大した問題にはなっていない。

　あくまで、念のためだ。

「さて、採血させてもろた血をこいつとこいつとこいつにたらり、と」

　などといいながら、侍女達の視線から逃れつつ、状態を調べるための試薬を並べて次々と垂らしていく宏。

　十数種類のそれを観察している宏を見る侍女達の目には、どうにも胡う散さん臭いという感情が微妙に見え隠れする。それでも、今のところは筆頭侍女を除き、昨日のようにはっきり指摘できるほど態度に出しているわけではないので、宏の側も必死になって気がつかないふりをしている。

「とりあえず、昨日も特に盛られた様子はないな。あと、最近いろいろ変わったもんも食うとったけど、そのせいでアレルギーが発症したとかも特になさそうや」

　試薬の反応を確認し、そんな事を呟つぶやく宏。試薬の数がやたら多かったのは、この際、毒物反応だけでなく、アレルギーの類たぐいも分かる範囲で調べておこう、と考えたらしい。

　なお、長期持続型の万能薬を飲んで予防した、といっても、半日ぐらいならば毒を盛られた形跡までは消せない。ゲーム的にいえば、毒を受けたというシステムメッセージのログが残る感じだろうか。

「あとは、この際やから侍女さん達もちょっと調べときたいんやけど、ええかな？」

「……何を、でございますか？」

「自分らの中で、体調おかしい人とかおらん？」

「……どういう意味でしょうか？」

　宏の言葉を聞いた瞬間、筆頭侍女の視線がきつくなる。

　その視線に女性恐怖症を刺激されてかなり怯ひるみながら、それでも依頼された内容の一つなので腹に力を入れて最後まで答える宏。

「いやな。僕の工房で診察した時、エレーナ様が皮膚接触でも毒盛られとった形跡があってな。見た感じ、片付けの時とか基本的に素手で触っとるみたいやから、もしかしたらそういう時に毒に触ってもうた人がおるかも、って」

「私達を疑っているのですか？」

「そういうんは僕の仕事やあらへん。僕が陛下から言われたんは、今回の件で巻き添え食って体調崩しとる人がおったら、それも治療せいっちゅう事だけやし」

　宏の言葉を信用せず、殺気だった目で睨にらみつける筆頭侍女。

　昨日は簡単な検査だけだったためか、嫌悪感の類を駄だ々だ漏もれにはしていても、特に噛みついてきたりはしなかった。だが、今回は自分達まで範囲に入るからか、憎悪のこもった眼で睨みつけながら正面から反発してくる。

「控えなさい、オリア！」

　宏に対して反論をぶつけようとした、ちょうどそのタイミングで、診察が終わって出てきたエレーナが雷を落とす。

　この客人に対して無礼な振る舞いをするのは、国の顔に泥を塗るのと同じ事だ。

　いろいろあってピリピリしているのだろうと、一度目は宏達が気にしていない事に甘えて釘を刺す程度にとどめたが、二度目はそういうわけにはいかない。客人の前で部下を叱しかりつけるなどやり方としては下の下だが、同じ粗相を二度も繰り返した以上はちゃんと厳しく言い聞かせているところを見せないと、裏でなあなあで済ませていると思われかねない。

「ごめんなさいね、ヒロシ。普段はこんな事はないのだけど……」

「まあ、どこの馬の骨とも知らん男がこんなところにおったら、そら側そば仕づかえとしては気に食わんやろうなあ、っちゅうんは分かるんで、気にせんといてください」

「いいえ、そういうわけにはいかないわ。ここでちゃんと厳しくやっておかないと、ファーレーンの第二王女は客人に無礼を働くような侍女を重用している、なんて言われてしまうもの」

　宏に謝罪し、ため息交じりに語るエレーナを見て、国のメンツを背負っている立場というのも大変だ、と、しみじみ思う宏達。

「とりあえず、そこらへんは置いとくとしてや。春菜さん、澪、結果は？」

「触診結果は問題なし」

「問診結果も、大体は問題なしかな。ただ、私じゃ判断できない事もあるから、あとは宏君に任せるよ」

「了解や。……まあ、問題はなさそうやな」

　春菜から問診票を受け取ってチェックし、現状では特に問題なしと判断を下す宏。

　あとは毒物混入に警けい戒かいしつつ経過観察するしかないだろう。

　後遺症に関しては、よくて三級までしか作れない現状では手の打ちようがない。

　念のために空き瓶を回収して作った三級スタミナポーションをエレーナに飲んでもらったが、残念ながら後遺症が発症してから時間が経ちすぎたようで、状態の改善は見られなかった。

「ほな、向こうおった時に作ったリハビリメニューでちょっと頑張ったって。とりあえず今日の診察はこれで」

「ええ。ありがとう」

「いやいや、これが仕事やし」

　そう挨拶して立ち去った宏達を見送って、再び自身の筆頭侍女に視線を向けるエレーナ。

　彼女の上司としての仕事は、これからが本番になるのであった。




　　　　☆




「やっぱあの視線はきついわあ……」

　エレーナの診察を終え部屋に戻った宏が思わずぼやく。

　助手として従っていた春菜と澪が、そんな彼を気遣わしげに見つめていた。

　昨日と違って診察時間が午後だったのは、単純にエレーナ側の都合である。

「お疲れ様」

「師匠、ますます嫌われてる」

「まあ、どこの馬の骨とも知らん人間が自分の主あるじかっさらって治療名目で好き放題やって、しかも知らんうちに主に取り入っとるとかいうたら、そら目つきも悪うなるやろうけど……」

　宏のぼやきに同意するように頷うなずきながら、さすがにこのまま放置するのはまずいと頭の中で対応策を検討する春菜。

　昨日は客人の前という事もあり、せいぜい窘たしなめて釘を刺す程度で済ませていたエレーナも、今日は宏達の前だというのに、かなり厳しい叱責をしていた。

　ほとんどのメンバーは昨日注意された時点でそれなりに頭を冷やし、少なくとも表面上は宏達を嫌っているような気配は見せなくなった。

　だが、侍女達を束ねる筆頭の一人だけ、ますます嫌悪感だの憎悪だのを前に出してくるようになった。正直、先ほどの宏への態度は、周囲の評判や本人の言動からくるイメージと比べるとものすごく違和感が強い。

　生理的に合わないとかそもそも人として相性が悪いとか、そういう次元ではない嫌い方も、それを駄々漏れといってもいいほどの形で漏らしている事も、どうにも不自然である。

　もっとも不自然といえば、昨日あれだけ堂々と出ていけと言ってきた老ろう臣しんが、今日すれ違った時は単に顔見知りに会釈をする程度の反応しか見せなかったのも不自然だ。昨日との違いは周囲に誰もいなかった事ぐらいだが、それが理由だとすればこれまた何がしたいのかよく分からない。

　古い国だけに派閥やら何やらややこしいウルス城の人間関係だが、現時点では所属に関係なく宏達に当たりがきつい事は共通している。

　ぽっと出のどこの馬の骨とも分からない連中が王家に重用されているのだから、あまり歓迎されていないのも当然といえば当然である。

「ねえ、宏君、澪ちゃん」

「何？」

「どうしたの、春はる姉ねえ？」

「これから厨房に行こうと思うんだけど、ちょっと手伝ってくれないかな？」

　あれやこれやを考えているうちに、どうやら、何か思いつく事があったらしい。唐突に春菜がそんな事を申し出てくる。

「厨房？　ええけど、なに作るん？」

「いわゆるスイーツ、ってやつかな？　おあつらえ向きに、この国にはまだ存在しない乙女の恋人があるし」

　そう言いながらいたずらっぽく笑う春菜を見て、何を作る気なのか微妙に不安が先立つ宏。逆に、春菜が作るものに対して何一つ疑いを持たない澪は、一も二もなく賛成する。

「単なるスイーツだけやったら、春菜さん一人で十分やんな？　僕が協力せなあかんのは何で？」

「数が数だから、一人でやると終わらないっていうのもあるんだけど、ちょっといい感じの器を作ってくれると嬉うれしいかな、って」

「器ぐらいいくらでも作るけど、一体何個作るつもりなん？」

「ざっと千単位？」

「待てい！　何ぼなんでもそらぶっ飛びすぎや！」

　とんでもない事を言い出した春菜に、ノータイムで突っ込みを入れる宏。

　この組み合わせの場合、普段突っ込みに回るのは春菜か澪である事を考えると、非常に珍しい光景であるといえる。

「この城を実務面で実質的に動かしてるのって、誰だと思う？」

　宏の突っ込みに対してコメントを返さず、話を切り替えてくる春菜。

　いきなりの話題転換に戸惑いながらも、とりあえずこういう迎げい賓ひん館かんと行政機能が一体化した施設について、常識的な回答を返す事にする。

「まあ、実務、いう話やったら官僚と使用人やろうなあ。あの人らに指示する人間がおらんかったら機能停止するけど、あの人らがおらんかったら実務が進まへんし」

「じゃあ、官僚と使用人を全部集めた、その男女比率は？」

「使用人に女の人が多いから、全体でいうたら女の人寄り？」

「つまり、そういう事」

　どうやら、それが春菜の回答らしい。分かるような分からないようなその台詞に、思わず首をかしげる宏。

「恋バナと甘いものが嫌いな女の子なんてほとんどいないから、いつものように胃袋掴つかむところからスタートしようかなって」

「いつものようにって、自分が食いたいからこだわっとるだけで、別に他人の胃袋掴むためにうまいもん作ってるわけやないんやけど……」

「そうなんだけど、今回はちょっと戦略的にいこうかって思ったの」

　春菜がこんな事を考えたのは、ある種の危機感からだ。

　今の彼らは、正直歓迎されていない。さすがに国王の腹心や国王直属の文官などはこちらに気を使ってくれているが、それ以外は態度に出していないだけで友好的とは言い難い。

　特に王子達に近い文官や使用人の中には宏達に主を取られた、などと考えて勝手に敵てき愾がい心しんを燃やすものもそれなりにいて、そういう意味で気を使う必要がないのはエアリスの関係者ぐらいなものである。

　今までの経緯だけを見て判断するなら、やたらうまく立ち回って王家に取り入ってでかい顔をしているよそ者と思われてしまうのも仕方がないのは確かだが、どんな事で足を引っ張られるか分からない以上、これを放置しておくのはいろいろとまずい。

　現状、春菜が囮おとりの役目を買って出ている事も考えると、直接実務をやっている層に味方がいるのといないのとでは大違いだ。特に、女性の噂話ネットワークを利用できるかできないかは死活問題になってくる。

　それに、侍女や使用人をたくさん抱き込めれば、いろんなところでこっそり便宜を図ってもらえる可能性も高い。そのためには金銭的な賄わい賂ろではなく、自分達に味方する明確なメリットを用意するほうが都合がいい。

　そのためのスイーツばら撒まき作戦であると春菜は考えているのだ。

「そないにうまい事、食いついてくるん？」

「師匠、認識が甘い」

「ここは美食と飽食の国・日本じゃないって事を肝に銘じて行動しようね、宏君」

　澪と春菜の言葉にたじろぎながら、迫力に負けて頷くしかない宏。

「で、結局なに作るん？」

「プリン・アラモード、もしくはプリンパフェ」

「なるほど。確かに見栄えがする容器があれば完璧やな」

　宏が納得したところで、意気揚々と厨房に突撃する。

　こうして、ウルス城の食改革の火ぶたが、切って落とされたのであった。




　　　　☆




「微妙に上の空だけど、どうしたの？」

　宏達がプリンを作りに行ったのと同時刻。

　どうにも訓練に身が入っていないエアリスを見かねて、真ま琴ことが質問する。

　なお、達たつ也やは昨日に引き続き、書庫に缶詰め。レイナは例によって、少し離れた場所でいろんな事に対して警戒している。

「あまりいい噂を聞かなくて、いろいろ心配になりまして……」

　真琴の問いかけに、ため息交じりにそう答えるエアリス。

「私達のせいで、皆様には相当ご迷惑をかけてしまって、申しわけありません……」

「子供は、そんな事気にしないの」

　エアリスの消沈ぶりに、なんとなく苦笑が漏れる真琴。

「ですが、カタリナお姉様達だけでなく、ほかにも皆様の事をよく思っていない人間もいるのですよね？」

「そりゃ、いないほうがおかしいわよ。いくら知られざる大陸からの客人を王宮が保護してるっていっても、あたし達自身はどこの馬の骨ともつかない、正体不明の怪しい集団でしかないんだし」

　真琴の身も蓋ふたもない意見に、現実の厳しさを思い知るしかないエアリス。

　宏達が恩人だといっても、それだけでファーレーンという国家が全面的に受け入れるというのは無理がある。それが分からないほど、エアリスは察しが悪くない。

「それにね、トップの命令はどんな不条理な事でも絶対で、構成員の間でまったく意見のブレがない完全な一枚岩、何されても裏切るという考えが起こらない組織なんて、逆に怖くて関わりあいになりたくないわよ？」

「構成する人員が完全に洗脳されてでもおらん限り、そんな組織は存在せんじゃろうなあ」

「だから、関わりあいになりたくないのよ」

「違いないの」

　真琴の言葉に、何やら書類を持ってきたドーガが口を挟む。

「とりあえず、昨日のお爺さんみたいなのもどうかとは思うけど、あたし達の存在に異を唱える人間がいないってのも、それはそれで組織としてはどうなのか、って思うわね」

「まあ、あやつに関しては気にする必要はなかろう。あれは口だけじゃ」

「そんな気はしてるけど、言われて愉快なものでもないわよ？　しかも宏とあたし達とで、わざわざ別々のタイミングで接触して個別に文句言うとか、どうなのよ？」

「回数を増やしたほうが、いろんな意味で印象に残るからじゃろう？」

　どうにもドーガとの意見が噛み合わない。何やら、前提とする部分が違う気がする。

「そもそも、不自然だと思わんかったか？」

「……まあ、確かに不自然だと思ったけど……」

「お主達に予断を与える事になるし、儂わしも確信を持っているわけではないからこれ以上の事は言えんが、見た目ほど単純ではない、というところかの」

　ドーガの言葉に、なんとなく察するところができる真琴。

「まあ、理由はともかく、お主らにとっとと出ていってもらいたいのは本音じゃろう」

「なに、そのあげて落とす発言……」

　ドーガがつけた落ちに、思わず苦笑が漏れる真琴。

「ですが、私も王宮からは早く出ていったほうがいい、とは思っています」

「私も、姫様に賛成です」

「そうじゃな。こういうところは、一般人があまり長居するような場所でもない」

　驚くような事を言い出すエアリスに、真顔で同意するレイナとドーガ。

　この三人は、どちらかと言えば王宮入りに賛成なのでは、と思っていただけに、真琴としてはどうしても戸惑ってしまう。

「あたし達がいなくなってもいいの？」

「正直に言いますと、一緒にいられなくなるのは寂しいし悲しいのですが、私がここに戻ってしまった以上、会える機会が減るのは覚悟しています。それは皆様がここにいても、城下の工房にいても同じ事です。だったら、皆様にとって快適な場所で暮らしてくださったほうが嬉しいのです」

「なるほどねえ……」

「それに、ここに長くいると、皆様が私の事を嫌いになってしまうかもしれない。それがとても怖いのです」

　切なそうな表情でため息交じりに語るエアリスに、何ともいえなくなってしまう真琴。

「それは、嫌われちゃうと美お味いしいものが食べられなくなるから？」

　微妙な空気に耐えられなくなった真琴が、無理やり茶化してみる。

「マコト様！　いくら私でも、そこまで食いしん坊ではありません！」

　それまで切なそうな顔をしていたエアリスが、顔を真っ赤に染めながら割と本気で怒る。

「好きになった皆さんに嫌われるのが悲しい、と思うのはそんなにおかしな事ですか？」

「全然。むしろ、当たり前の事ね」

　怒りのあまり泣きそうになるエアリスの言葉に、あの茶化し方はまずかった、と心底反省する真琴。

　とはいえ、

「何にしても、大変よね。あのお人よしが、少々の事でエルの事を嫌ったりはしないとは思うけど、あの女性恐怖症はなかなか厳しいわ」

　つつけるところはできるだけつつきたい、という欲求には普通に負けるわけだが。

「女性恐怖症でなくても、ヒロシ様にとっては私はせいぜい妹でしかありません。切なくて苦しいのですが、その現実は嫌というほど理解しています。だから、そういう風に見てもらえなくても仕方がない以上、せめてヒロシ様の支えとなれる女になれるよう、できるだけ努力するつもりではあります」

「……真顔で返されると、それはそれで困るんだけど……」

「話を振ったのは、マコト様ではありませんか。それに、確かに公の場で口にするのは立場上問題がありますが、こういう非公式な場で話題にするのは、別に問題はないと思っています。恋愛感情を語る事も、そのためにどんな自分になりたいかを語る事も、照れはしますが恥ずかしい事だとは思いません」

　微妙に照れながらもはっきり言い切ったエアリスに、思いっきり地雷を踏んだ事を思い知る真琴。

　彼女の想いの深さを嫌というほど理解させられ、天然ボケとツンが行きすぎている二人の日本人女性の先行きに、心底不安を感じるのであった。




　　　　☆




「殿下から話は聞いている。必要な食材があれば何でも言ってくれ」

　メインとなる厨房で料理長に挨拶をすると、口調こそ荒いがやけに友好的な言葉が返ってきた。

「随分待遇がいいんですけど、部外者に職場を荒らされるのは気にならないんですか？」

「珍しいものを作るんだろう？　こういってはなんだが、我々の作る料理もマンネリ気味でな」

「まあ、調理方法が揚げると煮る、調味料が塩コショウ以外ほとんどあらへんし、そこはしゃあないわなあ」

「ファーレーン料理は素材命」

　なんとなく料理長の言い分に納得し、とりあえず卵と生クリームと砂糖、それから果物類を大量に要求する。それらを必死になって仕込んでいると、奥のほうから悲鳴とも怒声ともつかない言葉が聞こえてきた。

「ちっ！　ラーザが一樽たる、腐ってやがる！」

　その言葉に、思わず顔を見合わせる三人。

　ラーザというのは麦を発酵させたこの世界の酒だが、ビールと違って発泡はしていない。蒸留させていないウィスキーという感じが強い酒だ。それが腐る、というのはなかなか妙な話である。

「師匠、お酒って腐ったっけ？」

「物によりけりやな。日本酒とかはたんぱく質が入ってるから腐る事もあるみたいやし」

「もしかして、腐ったっていうのはお酢になっちゃってるんじゃないかな？」

　この世界では、果物系以外の酸味は毒、もしくは腐敗として扱われがちな傾向がある。特にファーレーン人は強い酸味が苦手な人が多い。そして当然といえば当然だが、いわゆるアルコール醸造を経由してできる酢というのは、熟した果物に比べればかなり酸味がきつい。

　つまり、ラーザが腐ったというのは……。

「ちょい待ち。そいつは腐ってるんやないで」

「はあ？　これだけ酸っぱかったら、完全に腐ってんじゃねえかよ」

　宏の言葉に、とっさに反論する料理長。

　実際、このラーザ酢は、そのままでは舐なめるだけで意識が飛びそうなほど酸っぱい。

「そいつは調味料に使えるんや。量をわきまえれば体にええんやで」

　いまいち信用できない、という表情をありありと浮かべる厨房の連中に、証拠とばかりに入門編のマヨネーズ、応用編のポン酢などを取り出しながら答える。

　地味に黒酢も作ってはいるが、こいつは本来適していない土地で醸造するのを錬金術で強引にごまかしているため、それほどの量は作れていない。

「何だそれは？」

「この白いやつはマヨネーズっちゅうて、そいつを使うて作る調味料や。きゅうりにでもつけてかじってみ」

　そう言って、率先してマヨネーズをきゅうりにつけてかぶりつく。相変わらず程よい酸味が食を進ませる。

「……本当に腐ってるんじゃないんだな？」

「そもそも、そんな味で分かるほど腐ってるんやったら、一口舐めただけでも下手したらなかなかやばい事なるで」

　宏のその言葉に、思わずうなるように考え込みながらもマヨネーズを試してみる。

「変わった味だな」

「不ま味ずくはないやろ？」

「……まあ、な」

　不信感全開ながらも頷いてみせる料理長。その様子に気をよくした宏が、次にポン酢を個人的に一番うまいと思う食べ方で試させる事にする。

　一方、酢に対する考え方を改めさせるのを宏に任せ、ひたすらプリン作りに専念する事にする春菜。

「ちょうどここに半ば保存食化したワイバーンの竜田揚げがあるんやけど、こいつをそのまま食べた場合とこいつをかけて食べた場合を試してみてや」

「なに？　ワイバーンだと!?」

「そこは今はどうでもええから」

　そう言って、大根のような野菜をすりおろしてポン酢とあえたものを用意する。

　なお、このワイバーンの竜田揚げは以前に春菜が用意したものではなく、その後中途半端に残ったブロック肉の破片を揚げたものである。揚げたて熱々のまま保存庫に放り込まれているので、味の劣化も一切していない。

「ワイバーンは初めて食べるが、こんなに美う味まいのか……」

「まあ、春菜さんの手柄も大きいんやけどな」

「……そのまま食べるのも悪くないが、こいつをかけたほうがさっぱりして美味いな」

　さすがに王城の総料理長ともなると、おろしポン酢の味も分かるらしい。

「やろう？　ここだけの話、エアリス姫様はこのへんの調味料使うた料理が大好きやで」

「……そうなのか？」

「そうやで」

　さすがに今話題のお姫様の好みの味だと言われると、完全スルーはできないらしい。
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　なお、この場ではその存在を提示していないが、エアリスはポン酢やマヨネーズに限らず、ケチャップにマスタード、各種ソース、醤しょう油ゆ、味み噌そなど大概の味が大好きである。それどころか普通の酢漬けやわかめときゅうりの酢の物なども喜んで食べ、甘みや油の味も好み、その一方でざるそばのつゆにわさびを適量投入するのも躊躇ためらわない、十歳児とは思えないものすごくストライクゾーンの広い味覚をしている。

　とはいえ、あまりに度を越して濃かったり極端だったりする味付けや、単体の調味料の味しかしない味付けは拒否するところを見ると、単純に日本人の大人の味覚に近いだけなのだろう。

「料理長さんやったら、この手の調味料の使い道はドンと来いやろ？」

「……そうだな。いろいろインスピレーションが湧いてきた。悪いんだが、まずはこのマヨネーズとやらの作り方を教えてくれ」

「了解や。ほかにも酢漬けとか酢の物なんかも教えるわ」

　そう言って、マヨネーズの作り方から始まるお酢の上手な使い方講座を機嫌よく進めていく。

　講座が一通り終わった頃には、すでに春菜がプリンの第一弾を蒸し上げていた。

　別に焼いて作ってもよかったのだが、蒸すという調理法を教えるためにあえて蒸して作ったらしい。春菜個人が、蒸して作ったプリンの方が好みだというのも理由の一つである。

　因ちなみに、あとから簡単に容器から抜けるようにと、澪が即席でいろいろ容器に細工していた。スイーツのためなら手間を惜しまないあたり、彼女も女の子である。

「宏君、お疲れ様」

「あ、ごめん。そっち手伝わんかった」

「澪ちゃんがいたから、大丈夫。プリンぐらいだったら、そこまで腕の差は出ないし」

　そう言って、第一弾約三百個ほどを冷蔵保存する。

「さっきのはなんだ？」

「そういえば、妙な調理の仕方をしていましたよね？」

　新たな未知の料理を見て、料理人達が集まってくる。

「あれはプリンっていって、私の国で一般的に食べられているお菓子です。さっきの調理方法は蒸すといって、蒸気を使って加熱します」

　そう言って、蒸し器をはじめとした道具の構造を見せる。

「普通に直接焼くか煮るか茹ゆでるんじゃ、駄目なのか？」

「味とか食感が結構違うんですよ。また明日にでも、一緒に蒸し料理をしてみましょうか」

「ああ。お前達のせいでエアリス様の舌が肥えて大変だと伺っているからな。責任とって、今現状でどうにかできる事は洗いざらい教えていってくれ」

　料理長の言葉に苦笑をもらす三人。

　こうして宏と春菜は、胃袋を掴むのが難しいと思おぼしき料理人達を、真っ先に味方に引き込んでしまうのであった。








ファーレーン編　第一八話






　スイーツばら撒まき作戦開始から一週間後。

「お二人とも、ひどいです……」

　エアリス主催のお茶会。その席でプリン・アラモードをつつきながら、主催者が宏ひろしと春はる菜なに恨みがましく言い募る。その様子を微笑ほほえましそうにドーガと大神官が茶を嗜たしなみながら見守り、控えていたエアリス付きの侍女が意味ありげに宏と春菜を見ていた。

　あまりにあけすけに感情を露あらわにする妹に驚きながらも、マークはあえて見て見ぬふりでお茶に専念する。休憩も兼ねての参加なので、余計な事を口走って疲れるのは本末転倒だ。

　護衛としてこの場に立っているレイナは、今回はちゃんと自らの分をわきまえ、見ざる聞かざる言わざるに徹している。

　サロンの外には数人の侍女と護衛が控えているが、盗聴対策もばっちりであるため、中での会話内容は何一つ聞こえていない。

「いや、向こうおった時はしょっちゅう食べてましたやん……」

「ヒロシ様、その口調はだめです。工房にいた時のようにお話しください。呼び方もエルでないとだめですよ？」

　宏の反論にさらに機嫌を損ねた感じのエアリスが、すねたようにお願いの形をとった命令をしてくる。

　その言葉に、困ったように宏が同席している大神官や侍女に視線を走らせると、視線を向けられた連中が意味ありげににやにや笑いながら頷うなずいて見せる。

「……まあ、それでええんやったらかまへんけど……」

　意味ありげに笑っている連中の視線に居心地悪そうにしている宏を、苦笑しながら観察する春菜。

　主催者の注目度の割に、妙に参加者も控えている人間も少ないお茶会だが、現時点ではまだ明確に敵と味方を仕分けしていないため、安全パイでかつ時間の都合がついた人間だけに絞らざるを得なかったのだ。

　本来なら一緒に参加しているべき真ま琴ことと澪みお、達たつ也やの三人は現在、それぞれ別の場所でプリンを配っている。

　例の重じゅう鎮ちんの釣りとガス抜き、それに、この一週間のスイーツばら撒き作戦により、大体の勢力図は確定したと言ってもいい。

　だが、それでも敵ではない人間全員が好意的になるわけではない。場の空気に合わせてどっちつかずの態度をとる人間などいくらでもいる。

　特にエアリスに関しては、先の夜会で評価は急激に回復しつつあるものの、それまでがそれまでだけにまだまだ予断を許さないレベルなのだ。

　余談ながら、この場にいる侍女はそこそこ年配の人で、エアリスに悪い噂がたってから二度ほど彼女と接触した事がある、元々彼女寄りの人物だ。カタリナの関係者とはそりが合わず、エアリスがらみの事もあって冷れい遇ぐうされていたところを拾われ、専属に抜ばっ擢てきされたのである。

「呼び出せばいつでも食べられるプリンを持ってくるん後回しにしただけで、そこまですねんでも……」

「エアリス様が怒っておられるのは、それだけではありませんぞ」

　宏のぼやきに対し、穏やかな笑みを浮かべながら釘を刺す大神官。

　どうやら彼は結構な甘党なようで、宏達がプリンと一緒に持ち込んだサーターアンダギーもどきのドーナツも、すでにかなりの量を平らげている。そんな行動は、草食系のイメージがある大神官という職位とのギャップを感じさせる。

「お二人とも城に上がられてからは、最初の夜会の場以外では一度もエアリス様とお会いしていないはずです」

「あ～、そう言えば……」

「割とバタバタしとったからなあ……」

　なんだかんだと真琴と澪はエアリスと接触していたが、作業的な行動が多かった春菜と戦闘訓練以外は宮廷医や薬師に引っ張りだこだった宏はタイミングがなかなか合わず、この一週間は一度もエアリスと話をしていない。

「お忙しいのは分かっています。わがままを言って困らせる事になってしまうのも理解しています。機会が減るのも覚悟はしていました。でも、お二人に会えないのはやっぱり寂さみしいのです……」

「そういうてもなあ……」

「私達も、いずれは故郷に帰るためにこの国からは出ていくわけだし……」

「分かっています。分かっているからこそ、会えるうちにできるだけ会いたいのです」

　そんな事を言いながら二人を、正確には主に宏をじっと見つめるエアリス。

　その瞳ひとみに潜むある種の熱を見てとり、思わず内心でため息をつく春菜。

「まあ、できる限り時間は作るけど……」

「僕の方はともかく、春菜さんは割と厳しいんちゃう？」

「ある程度切ってはいるけど、正直難しい」

　宏の問いかけに、無意識に自身の金糸の髪をいじりながら難しい顔で答える春菜。

　夜会での活躍に加え、アルフェミナの秘術を授けられた事が知れ渡っている彼女は、今やエアリスと並び、国の中枢で最も注目を集めている人物だ。

　それゆえにいろいろなところから様々な催もよおしに誘われており、体がいくつあっても足りない状態になっている。おかげで宏から完全にマークが逸それたため、最初心配していたような全員参加を迫ってくるような催しはなくなったのだが。

　これ以上禁書庫に入って、また余計な何かを引っ掛けてはまずいという結論の下、書庫の調査からは外れているのでちょうどよいといえばちょうどよいのだが、性格上、女の武器を駆使するような戦いは苦手なのが不安要素ではある。

　元々彼女の最大の武器は注意力と機転とはいえ、あからさまなセクハラを何度もされてどこまで我慢できるかは、本人ですら何ともいえないという有り様だ。

　とりあえず、男性しかいない身の危険を感じる種類の催しや、女性主体の茶会などでも胡う散さん臭い人物がいるものは全て断り、それ以外は地位に関係なく先着順で対応しているが、先着順を徹底してしまっているがゆえに、エレーナやエアリスの誘いを断らざるを得なくなっている。

　今日は春菜が味方につけた使用人ネットワークを逆利用し、この時間なら空いているという確定情報をつかんだ上で強引に予定を合わせて誘ったのだ。

「エレーナ様やエルちゃんを最優先にするのは、私達にとっても王家の皆様にとってもいい事にはならないし」

「それは分かっています。分かっているから、今回はこんな強引な手を使ったのです」

「どっちにしても、もうちょっと時間をかけて吟味して、エルちゃんを誘っても大丈夫そうな人を確定しないと危ないから、それまでは我慢して」

　春菜の言葉に、不承不承という感じで頷くエアリス。春菜が自分達のために頑張ってくれている事など、最初からちゃんと分かっているのだ。

「エアリス、今は我慢するしかない。お前に絶対の味方ができたのはありがたいが、そのせいでお前自身やヒロシ達の立場が悪くなっては、元も子もないからな」

　マークにも窘たしなめられ、寂しさをできるだけ我慢しながらもう一度頷くエアリス。口を開くとわがままを言ってしまいそうなので、あえて口では返事をしない。

　その様子に胸が痛むが、ここで甘やかすのは誰のためにもならないと、慰なぐさめの言葉をぐっとこらえるマーク。エアリスが空き時間に会いに行くぐらいは堂々とできるように、一刻も早く事態を改善する事を心に誓う。

「とりあえず、宏君は都合がつくならできるだけエルちゃんに付き合ってあげて」

「了解。ただ、春菜さん」

「何？」

「気ぃつけや。今一番狙われやすいん、多分自分やから」

　宏の言葉に、真剣に頷く春菜。それぐらいの自覚はちゃんとあるのだ。

「宏君の方も注意してね。できれば真琴さんか澪ちゃんと一緒に行動してくれると安心できるんだけど……」

「まあ、春菜さんの存在がデコイになってる感じで、あんまり僕の方にちょっかいかけに来る人間はおらへんのが救いやな、そこらへんは」

「三級のポーションや万能薬を作る事ができる、という意味を理解している人間は、相手方には案外少ないようですからな」

　大神官の言葉が、宏の立ち位置を明快に説明している。

　薬というのはその重要性に反して、どうにも地味なのだ。特に、ファーレーンはそこまで製薬のレベルが低くない。さすがに学術都市・ルーフェウスを抱えるローレンには一歩劣るとはいえ、国内にいる薬師で五級までは普通に製造可能なのだから、低レベルとは口が裂けても言えない。

　そして騎士団レベルでも基本的に五級の薬があればある程度どうとでもなる以上、三級だの二級だの、材料を揃そろえるだけで怪我人を量産しかねないようなポーションなど、作れる人材がいても意味がないと考える人間が多くても仕方がないだろう。

　しかし、これが一級ともなると、死んでなければ何でも治るレベルになる。そこまで突き抜ければ、それこそ色仕掛けだろうが冤えん罪ざいによる逮捕だろうが、どんな手を使ってでも手元に置いておこうとするだろうが、宏が作ってみせたのは三級まで。

　現実には一級も作れるのだが、もしかしてと考える人間より、実質材料的な意味で作れない三級程度にはこだわる必要がないと考える人間の方が、王家と対立している集団には多い。さらに言うならば、重要性を理解している人間は、そもそも藪やぶ蛇へびを恐れて手を出してこないだろう。

　そんなこんなで、呼び出されたのは王族サイドの有力者に一度だけ、それも全員でかつ宏は夜会免除、こまごまとした相談に乗るのがメインの要件だった。それ以降は特に呼ばれる事もなく、現在宏の周りだけは奇妙な無風状態が続いている。

「そうや、忘れとった」

　いきなり話をぶった切って、素すっ頓とん狂きょうな声を上げる宏。

「王太子殿下、どっかで空き時間あるかな？」

「お兄様ですか？　夕食後ならば大丈夫かと思いますが？」

「一体何の用があるんだ？」

　レイオットに何か用なのか、と、小首をかしげて不思議そうな顔をするエアリスとマーク。

　現在不穏分子を一掃するために、水面下でいろいろやっている王太子殿下。下手に日本人一行と接触を持つとお互いにとって面倒な事になるため、基本的に日が高いうちに顔を合わせる事はない。

　そういった理由をちゃんと理解しているはずの宏が、なぜこんな事を言い出すのか。エアリスにとって、かなり不思議でしょうがなかった。

　マークにしても、宏がリスクを承知で会いたがるわけが思いつかない。

「大した用事やあらへんねんけど、ポールアックスを打ち直した時に、ついでに余っとった魔鉄とミスリル使うて、長剣一本作ったんよ」

「それを、殿下に献上する、と？」

「まあ、そんなとこや。ただ、前に持ち歩いとった剣を見せてもろた事があって、その時の記憶を参考にバランスとか取ってるから、いっぺん振ってもろて調整せんとあかんねん」

　宏達のチームでは、長剣を扱う人間はいない。いくら材料の残りがちょうどよかったといっても、なぜわざわざ今更恩を売らなくてもいい相手のためにそんなものを作ろうと思ったのか。その理由がピンとこない宮廷関係者一同。

「作ろう思った理由は、冗談抜きでついでやで。で、どうせ材料貰もらいもんやねんし、王家に返すんが筋やろう思うてそこそこのレベルのんを作った、っちゅうとこや」

　どうにも納得していない様子の彼らに対し、苦笑しながら理由を告げる。

「そこそこの、ですか……」

「そこそこの、やで。最高傑作となると、そもそも素材自体が桁違いやし」

　魔鉄やミスリルを使ってすら、そこそこ。

　宏の最高傑作というやつは正直想像できないし、したくもない。

「手斧おのとかつるはしとかを作るんじゃ駄目だったの？」

「どっちも、普通の鉄と魔鉄で採集できる範囲がさほど変わらんねん。そのくせ材料がものすごい微妙に余るし、今後武器としての出番も減るかもしれへんって考えたら、貰うたところに返しといたほうが無難やろ、思うてな。素材として抱えとくにしても、魔鉄なんざ次いつ回収できるか分からへんし」

　実のところ、オリハルコンぐらいまでは、鉱石の段階なら鉄のつるはしで掘り出す事ができる。あの手の金属は精製してはじめて本来の能力を発揮するものであり、採掘にコツこそ必要ながら、鉱石自体はただの岩だ。

　木材にしても、伐採方法にコツは必要なれど、要求される斧の強さ自体は知れている。ごく一部の鋼をものともしない樹木や特殊な金属でしか伐採できない樹木を除けば、基本鉄で全て賄まかなえるのである。

　ゆえに、魔鉄で採集用の装備を作るメリットはほとんどないのだ。

「まあ、それを作った理由は理解した。だが、それなら別段、今でなくてもいいんじゃないか？　わざわざリスクを冒おかして、兄上と接触する必要を感じない」

「正味な話、僕に届くレベルの噂ですら、なかなか物騒な話がいろいろ混ざっとるし、王族の一番重要なターゲットが少しでもええ装備持っとくんは悪いこっちゃないと思うで」

「……そうじゃのう。黒幕が儂わしらの想定どおりならば、そろそろ物理的な手段に出る可能性も否定できん」

「おそらく、ここまで綺き麗れいに地脈を浄化されてしまった事は、想定外どころの騒ぎではないでしょうからな」

　ドーガと大神官の言葉に、表情を引き締めながら一つ頷く四人。

　レイオットいわく、あとひと押し。そのひと押しで、『敵』がこれ以上日和見をする余裕は無くなる。そのために、露骨なまでに内部分裂を起こしているふりすらしているのだ。迂う闊かつな動きでふいにしたくはない。

「ちょっと疑問やねんけど、自分らを手こずらせた相手にしては、あんまりにも簡単にあれこれに引っかかりすぎてへん？」

「そうだよね。こんなに簡単に引っかかるんだったら、もっと早くにけりがついてるよね？」

　宏と春菜の疑問に、微妙な苦笑を浮かべるドーガと大神官。

　何とも言えない表情を浮かべるマーク。

「これはあくまでも仮説なのですが、瘴しょう気きに侵された人間は、それと分からないうちに思考能力や判断力が落ちていくのではないでしょうか？」

「その根拠は？」

「カタリナ様の言動、その変へん遷せんを考えると、そう結論をつけたほうがしっくりくるのです」

　大神官の言葉に、同意するように頷くマーク。

　実際、半年前のカタリナは、少なくとも表面上はちゃんと対話が成立していた。それが最近では、少しでも気に食わない事があればすぐにどなり散らすため、意思の疎通が困難になってきている。

　結果として、城に戻ってからのエアリスの支持率は急上昇しており、それと引き換えにカタリナの人気は極端に落ちていた。

「あと、一気に状況をひっくり返されて、焦っておるというのもあるじゃろうな」

「焦って取り戻そうとすると視野が狭くなって、大抵は余計に深みにはまって状況がさらに悪化するものですしな」

　ドーガと大神官の言葉に、ひどく納得してしまう宏と春菜。

「神に仕える身としては本当に情けない話ですが、正直なところ、この一件で明るみに出るまで、彼らがあそこまで瘴気に侵食されている事にはまったく気づけませんでした。今にして思えば、もしかしてと思うところはいくつもあったというのに、です」

「まあ、モンスターと違うて、人間はよっぽど行きついてない限り、感知できるほどの瘴気は外に漏れへんみたいやし、それもバルドとかやったら普通に隠せるみたいやからなあ」

　宏の言うとおり、普通にしているとバルドですらそこらの人間とまったく気配が変わらない。

　理屈は分からないが、この世界ではヒューマン種と称される普通の人間だけでなく、エルフなど一般的なファンタジーで亜人と呼ばれる種族も含めた、大きく人のくくりに入る知的生命体は、発散する瘴気がそれ以外の気配に紛れやすいようなのだ。

　元々、瘴気を感知できるのはそれ専門の訓練をしているか、宏や澪のように極端に感覚が鍛えられているかのどちらである。それだけ感知が難しいものが他の気配に紛れやすいとなると、どう頑張ってもひどく侵食されている事など分かるまい。

「忙しくて聞く暇がなかったんだけど、私の歌って瘴気を払う効果があるんだよね？　最終的に同じ事をするんだったら、どうして今の段階で怪しい人を集めて歌を聞かせないの？」

「ハルナの疑問はもっともだが、残念ながら現段階でお前やエアリスの力で浄化しても、解決につながらないんだ」

「何ぞややこしいみたいやけど、マー君、その心はいかに？」

「この場でマー君言うな」

　宏の混ぜ返すような一言に眉まゆをひそめて抗議しながらも、とりあえず宏と春菜に解説してやる事にするマーク。

「主な理由は二つだ。一つ目は、瘴気に侵されているだけでは罪にはならないこと。モンスターの大規模討伐やアンデッドの駆除なんかをすれば、それだけで浄化の際に苦痛を覚える程度には瘴気を溜め込む事も少なくないし、土地の状態によっては、ただ暮らしているだけで知らぬうちに侵されていく事もある」

「なるほど。浄化という回復手段がある以上、そういう人達をただそういう場所にいただけ、そういう仕事をしただけで処罰するのはまずいよね」

「そういう事だ。そんな事をすれば、誰もアンデッドを相手にしてくれなくなるからな」

　納得できる回答に頷いていると、マークがもう一つの理由を告げてくる。

「二つ目は、連中全員が瘴気に侵されているわけではないこと。残念ながら、素面しらふで今の姉上と運命を共にしようとしている愚か者も結構いるのだ」

「付け加えると、貴族どもは誰が取り返しがつかんほど瘴気に侵されているかはほぼ把握できているがの、文官や使用人のレベルになるとはっきりとは分からんのじゃ。彼らを放置しておいて、有事の際に利用されては目も当てられんし、かというて先に排除するのも人数を考えると難しい。どさくさにまぎれて隔離するのが一番現実的でのう」

「瘴気の話がさっきのとおりやったら、素面で狂っとるやつらはともかく、浄化したら使えるやつも居おるんちゃうん？」

「そういう人間は、とっくの昔にこちらに寝返っている。早い者はお前達が参加した夜会の時に、遅くてもハルナがアルフェミナ様の奥義を得たという情報を流した時点でな」

「その段階でこちらに寝返っておらん連中は、残念ながら浄化した時の命の保証がないらしくてな」

　宏の質問に対するマークとドーガの回答が、今の状況を全て説明している。

「せやったら、そいつらそのまま粛しゅく清せいしたらええやん。それとも、まだ証拠が足らん？」

「これがダールなら、とっくに解決している程度の証拠はあるんだが……」

「ファーレーンでは、先々代の事がまだ風化したわけではないからのう。取り巻きがもう少し少なければ、カタリナ殿下とバルドを強権を持って始末すれば終わりなんじゃが、それをすれば王族の強権行使を大義名分として、正当に反乱を起こした事にしそうな連中が少なくない」

「かといって、先手を打ってそれを全て粛清すれば、それこそ国を割った戦乱に突入しかねません。残念ながら、賢明かどうかとはまた別問題で、先々代の事が呪縛となって王家による粛清という行動に拒否感を持っているものは多いのですよ」

　ドーガと神官長の言葉が、ファーレーンの抱えている問題の全てであろう。

　言ってしまえば、この国は王家の強権発動に対し、極端なアレルギーを持っているのだ。

　外部から見れば明らかにおかしい態度でも、その国の空気ではそれ以外の選択肢がない、というケースは現実の世界においても枚まい挙きょに暇いとまがない。ファーレーンの場合は、それが最高権力者の手足を縛ってしまっている事が最大の問題なのだ。

「何にしても、近いうちに片がつくだろうとアルフェミナ様もおっしゃっています。あと、今夜から三日ほど、ハルナ様の身の回りに注意せよ、とも」

　エアリスの真剣な表情に、何とも言い難い気持ちが湧き上がる春菜。睨にらまれている自覚はあるが、話がそこまで進んでいたのは予想外であった。

「そうなると、ちょっと厄やっ介かいかも」

「厄介、ですか？」

「今日の晩、ロアノ侯爵に夕食に招待されてるの。さすがにその場で何かをしてくる事はないとは思うんだけど……」

　春菜の言葉に、厄介の意味を理解して黙りこむ。

　ロアノ侯爵は彼らが敵だと見込んでいる一派の、それも首しゅ魁かいに近い位置にいる人物だ。断るのも不自然だったために承諾したが、無事に帰れるかどうかが悩ましい。

「ハルナ。エスコート役はいるのか？」

「一応、達也さんにお願いしようかと思ってるんだけど……」

「それなら、私が代わりに行こうか？」

　マークの問いに対する春菜の回答、そこに割り込んで口を挟んだのは、アヴィン殿下であった。

「殿下!?」

「兄上!?」

「お兄様、それは少々問題なのでは……」

　急に現れた長兄に対し、困惑を露わにしながら反論を試みるエアリス。

　あまりに登場が唐突すぎて、絶句するしかないドーガと大神官。

　言っている内容があまりにも危険である事も、二人が言葉を失った理由である。

　なお、マークは声を上げた直後に言いたい事をエアリスに言われ、とりあえず黙っている。

「エアリス。それは、婚約者がいる身の上でほかの女性をエスコートする事に対してなのか、それとも、わざわざ怪しい動きをしている連中のもとに警護対象である王族がのこのこ顔を出す事なのか、どちらかな？」

「この場合、両方という事になるかと思います、お兄様」

「まず、前者については問題ないよ。我が婚約者殿は実に心の広い女性だ。可愛い妹達の恩人が困っている、と告げたところ、『男なら女性を体を張ってでも守るものだ』というありがたい返事が返ってきてね」

「……さすがはプレセア義姉様おねえさまです……」

　ファルダニア次期女王たるプレセア王女の、実に豪快なメッセージ。

　それを聞いて憧あこがれと感心が入り混じったような表情を浮かべるエアリス。

　堂々とのろけられて、砂糖でも吐きそうな顔をしているマークの様子に、思わず余計なシンパシーを感じそうになる宏と春菜。

「それでも浮気を疑うようならば、通信具を使って惚のろ気け話でもしてやれば一発で黙らせられるだろう」

　独り身にとって最強の嫌がらせとも思える手段をさらっと言ってのけたアヴィン。

　人前でいちゃつく事にまったく抵抗を覚えないその態度に対し、急に疲れを感じ始める宏と春菜。

「後者についても、それほど心配いらないよ。私に何かあってファルダニアとの関係がこじれるのは、ロアノにとっても致命的だからね」

「そういえば確か、ロアノ侯爵家の主要な取引先は、ファルダニアの商人でしたな」

「ああ。仮にファーレーンとファルダニアの関係がこじれなくても、彼の食事会に私が参加して何か危害を加えられた場合、ファルダニアの商人達がロアノと取引などすると思うかな？」

　アヴィンのその言葉に、苦笑しながら首を横に振るしかない一同。

　ロアノ家の特産品は乳製品と一部の果実。

　実際のところ、その程度のものはファーレーン国内を探せば、代替品などいくらでもある。ただ単にロアノ家のものがファルダニア人の好みにあっているだけの話で、大差ない味のものもないわけではない。あとは生産量の問題だが、それもファーレーンの農業技術ならば、その程度の余計な需要を満たすぐらいは問題ない。

　要するに、わざわざ王家の不興を買ってまで商売を続ける必要があるほど、重要な取引がある相手ではないのだ。

「アルフェミナ様が春菜さんに気をつけろいう三日間やけど、昼間はええとして夜中が厄介やな」

「ふむ。職人殿には、何か思いつく手があるのかな？」

「春菜さんが今借りとる部屋の入口にな、ちょこっと細工しようか、思ってんねん」

「入口に？　それだけで大丈夫なのかい？」

　アヴィン殿下の問いかけに、ニッと一つ笑って見せる宏。

「侵入防止を考えへんかったら、それで十分やで。単に春菜さんに安全圏に避難してもらうだけやねんから」

「安全圏？　……もしかして、部屋の扉をどこかにつなごう、というのかね？」

「まあ、そんなとこや。転移系やと逃げた先がばれる可能性があるから、特定条件で空間をつないだればええかな、って」

　ファーレーン人の常識からすればとんでもない解決策をあっさり言い切る宏。

　その斜め上の台詞に、今度はアヴィン殿下が額を押さえる。

「本当に、君と話をしていると常識というもののありかが分からなくなってくるよ」

「殿下に言われとうないで」

　宏の切り替えしに、にこやかに笑ってごまかすアヴィン。

「二人とも、笑い事では……」

「マー君、ここは常識というものを投げ捨てる場面だよ」

「兄上が言わないでください！　というか、こういう場でマー君と呼ばないでください！」

　あっさりいじられて絶叫するマークを、生温かい目で見守る春菜。

　それなりに有能なのは間違いないのだが、まだまだ修行が足りない。

「因ちなみに、避難先は？」

　大声で抗議するマークをしれっと放置して、話を元に戻すアヴィン。その様子に、これ以上はどう対応してもいじられるだけだと判断して、何も言わずに黙っている事にするマーク。

「工房にするつもりや。あそこは今、そう簡単に侵入できへんようにしてあるし」

「ここより安全な工房だなんて、すごく皮肉が効いてるね」

「魑ち魅み魍もう魎りょうがおらん分、安全やからな」

　宏達が借り受けるようになってから一カ月に満たない時間で、あの工房は下手な要塞より強固な防御機能を有する事になってしまった。

　特定の人物か正規の手段で中に入った存在以外は、澪が仕掛けた職人と罠わな師のスキルを高度に融合させた、あれでなになトラップの数々に迎撃される羽目になるし、そもそも洒落が通じない強度の侵入防止結界が張られているため、そこを突破するだけでも一仕事だ。

　エレーナとエアリスという重要人物を預かる羽目になったために必死になって強化した、本来ならすでに用済みのはずの防衛システムが、今度は違う形で役に立とうとしているのだから世の中奥が深い。

　湯治に行った時は騒動の直後でウルスを離れるのがベストだったが、今回は物理的な防衛能力の高さが要求される。外部からの侵入が難しく、現在は誰も使っていないために内部からの手引きもない工房は、暗殺者などから身を守るには最適である。

「何やったら、レイオット殿下とエレーナ姫と、あとエルの部屋の扉にも仕込んどくけど？」

「レイオットとエレーナは大丈夫だろうけど、エアリスに関しては必要かもしれないね」

「いっそなんか口実作って、春菜さんの部屋にエルが泊まりに行く、っちゅう感じで敵さんに伝わるようにしたらどないかな？」

「なるほど。彼らからすれば、排除したい人間が同時に一カ所に集まる絶好の状況。罠を疑いはしても、そろそろ後がなくなってきているから、分かっていても食いつくしかないだろうね。おあつらえ向きに、罪をかぶせるのにうってつけの人間がこちらにいるわけだし」

　なかなかに黒い会話をして、方針を固めに走る一同。

「ほな、念のためにドーガのおっちゃんとレイナさんも向こうに飛ぶようにして、春菜さんが今使うてる部屋には、囮おとりとして僕が入っとくわ」

「ちょ、ちょっと！　もし罠が成功したとして、どんな敵が来るか分からないところに宏君一人って、それはまずくない!?　プロの暗殺者かもしれないんだよ？」

「むしろ、僕一人の方が都合ええんちゃうかと思うねん。たぶんやけど、騎士の皆さんに隠密行動とか無理なんちゃうかな？」

「それでも、ヒロシ様がするべき事ではありません！」

　もはや誰が囮なのか分かったものではない会話を苦笑しながら聞き届け、この後のために席を立つ大神官。

　突っ込みを入れるだけ無駄だろうと判断し、実務的な問題を列挙してアヴィンと打ち合わせに入るマーク。

　彼らにつられて、それぞれの役割に戻る一同。

　負ける事が許されない勝負の幕が切って落とされようとしていた。




　　　　☆




　エレーナ付きの筆頭侍女・オリアは、自身の心の動きに戸惑っていた。

（どうして、ここまで自分の気持ちをコントロールできないのかしら……）

　エレーナに言われるまでもなく、自分が王宮勤め失格の態度で宏達に接している自覚はある。診察の度に気を引き締め、次こそはちゃんと王女付きの侍女として恥ずかしくない態度を取ろうと意識しているのに、いざその場になると、湧き上がる強烈な憎ぞう悪おに我を忘れないようにするのが精いっぱいになってしまう。

　確かに、治療の時に置いていかれた事に関しては、オリアの中で納得がいかない部分はあった。

　だが、それ自体は健康になって戻ってきたエレーナを見た瞬間、どこかに飛んでいってしまう程度のものにすぎなかった。

　自身に異変があったのは、夜会の翌日にエレーナの主治医として宏を紹介された時だった。

　生理的に合わないわけでもなければ感じが悪いわけでもない、どちらかといえば好感を持てる相手だったはずの宏。

　その彼を見た瞬間、思わず衝動的に殴りかかりそうになった。

（まるで、私の心が私のものではなくなっているみたい……）

　客人達が絡まない事柄は普段どおり冷静に、何の問題もなくこなす事ができる。

　なのに彼らを、特に宏と春菜の姿を見た瞬間、いわれのない怒りと憎しみが全身を支配し、間違ってもやってはいけない事ばかり頭に浮かんでくるのだ。それをしないように自制するだけでいっぱいいっぱいで、感情が外に漏れないようにする、などという事は不可能だった。

　もしかして、知らぬ間に瘴気に侵されているのかもしれない。今までに漏れ聞こえてくる話を総合すると、瘴気に侵食されている人間は、まったく自覚症状がないという。

　自分で自分がどこかおかしいと自覚している点は瘴気に侵されている症例とは違うが、そういう例外があっても不思議ではない。

　そう疑って神殿で浄化をしてもらったが、特に体に変化はなかった。

　何かおかしな呪いの類たぐいでもかかっていないか、それも確認したが問題なし。

　二度目の診察の後、言わずとも事情を察したらしいエレーナがしばらく休みをくれたのだが、取れる対応が全て空振りした以上はどうにもならない。

　このまま戻るわけにはいかない以上、取れる手は辞表を出すか首にしてもらう事だけだ。

　だが、辞表を出すという行動が取れるかどうか、自分でもまったく自信がない。

（このままだと、大変な事をしてしまう。早く何とかしないと……）

　そんな事を考えながら、見るともなしに部屋の中を見渡す。

　心の片隅で、もしかしたら部屋の中に何か妙なものが置いてあり、それによってコントロールされてしまっているのではないか、などという都合のいい事を考えながら。

　彼女は気がつかなかった。机の上にまったく見覚えのない黒い飾り籠かごが、何の変哲もない籠ですという顔で居座っていた事に。
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（どこまでも小こ賢ざかしい女だな……）

　表面を笑顔で取り繕いながら、ロアノ侯爵は内心で激しく舌打ちしていた。

　彼らが仕掛けたイメージ操作は、春菜達がばら撒いたプリンやシュークリーム、バウムクーヘン、まぜるんばなどの手間がかかる珍しいお菓子類の前に、何一つ成果を上げる事ができていなかった。

　たかがお菓子、されどお菓子、である。

　しかも、当人達が直接ばら撒いて、作り方を教えて、さらに普段あまりかかわる機会がない区域にいる有名人の話やそれにまつわる噂話まで持ち込まれれば、歓迎しない人間はまずいない。そうやって城の隅から隅まで顔を売ってのけた彼らに対してイメージ操作など不可能である。

　最近は事務方に使い勝手を追求した非常に手間がかかったペンと計算機、全ての休憩室にマッサージチェアをプレゼントして回っているらしく、そもそもの物珍しさ、使いやすさや気持ちよさにファンが急増中だとか調査した人間が言っていた。

　そして、元々近衛や親衛隊は実力主義ゆえ、ワイバーンを仕留められるような人間を下に見る事はない。それ以前の問題として、城に常備されている材料を使っているとはいえ、効果の高い薬や喉から手が出るほど欲しかった機材をたくさん用意してくれた宏やその仲間を、悪く言う人間など存在しない。

　これが、押しつけがましく物で釣ろうとしているのなら話は別だが、彼らの場合は、たまたま世間話で出てきた困り事を、その製造能力で解決しているだけなのだから、そういう方向で嫌われる事もあまりない。

　その上、渡した物の作り方やメンテナンス方法まで無償で伝授しているというのだから、悪評を信じろというほうが無理な話である。

　つまるところ、悪い噂を鵜う呑のみにする人間は、元々自分達寄りの貴族階級か、それほどちゃんと噂を確認しないタイプの、それも直接面識を持つ機会がない人間しかいないのだ。

　それどころか、そんな話をすれば、むしろ馬鹿にされるか軽蔑されるかで、まともに取り合ってすらもらえない有り様である。

　ロアノ達にとって、ここまで見事にイメージ操作に失敗したのは初めての経験だ。

「それにしても、最近は随分とご活躍のようで」

「とてもお世話になっている割に、大した仕事はできていないのが心苦しい限りですが」

　ロアノのお世辞に、そつなく切り返す春菜。食事をする姿にしても、完璧なテーブルマナーを実践しながらも、実に美お味いしそうに食べてみせる。

　時折給仕や料理人に声をかけ、食材や調理方法について説明を受け、逆にアレンジについて提案をしているところを見ると、敵地だというのに普通に食事を楽しんでいるようだ。

　嫌がらせに食べるのにコツが必要な料理を何点か混ぜさせたのだが、戸惑った様子も見せずに普通に食べられてしまっては、嫌みを言う事もできない。

「そういえば、ハルナは我が国の正式なコースメニューを食べるのは、これで何度目ぐらいになるのかな？」

　春菜が料理人に提案していたアレンジを、それも美味しそうだとにこにこしながら聞いていたアヴィンが、思いついたように話を振る。

「そうですね……。今回でようやく五回目くらいになります。まだこの国に来てから二カ月ほどですし、そもそも基本的に外食するより、ファーレーンの食材や料理と祖国の料理のいいとこどりをしようと、いろいろ自分達で試す事の方が多かったもので」

　春菜の回答に、所しょ詮せんは貧しい冒険者か、と蔑さげすむような貴族達の視線が集中する。

　その視線を綺麗に無視し、話を続ける二人。

「君達の作るものは、どれも素晴らしく美味しいとエレーナやエアリスが言っていたよ。実際、以前ご馳ち走そうになった料理も、我が国のフルコースに勝るとも劣らない見事なものだったしね」

「お気に召していただけて何よりです。ですが、やはり正式な格式の高い食事は、私が中途半端に真似をしたものより、味も見栄えも随分上ですね。現状では、ここまでのものはとても」

「謙けん遜そんする事はないさ。正直なところ、私とプレセアの結婚式の時、一品でもいいので君に料理を担当してほしいぐらいだ」

　まごう事なき本音を告げるアヴィンに、冒険者が厨房を担当する事に躊躇ためらいがないのであれば、と、どうとでも取れるような返事を返す春菜。

「本当に、その時に都合がつけば来てくれるかね？」

「冒険者ゆえに先の事は分かりませんので、絶対にと申し上げる事はできませんが」

「その時は、どんな珍しい食材を料理してくれるのか、楽しみだよ」

「そうですね。さすがにワイバーンはいい加減やりつくした感があるので、その時は別の何かを仕留めてきます。ガルバレンジアなんかが美味しいという噂を聞いた事がありますので、そのあたりが食材としては狙い目でしょうか？」

　さらっととんでもない事を言ってのける春菜に、それはいい、などとのんきに答えるアヴィン。

　春菜をはじめ日本人一行の事をよく知らないこのパーティの参加者達は、戦闘能力的にも調理難易度的にもしゃれにならないガルバレンジアを、ちょうどいい感じで狙い目の食材と言い切るこの小娘の感性には、さすがに動揺せざるを得ない空気が流れている。

　なお、ガルバレンジアとはピアラノークのような、いわゆるフィールドボスの一種で、その戦闘能力はワイバーンを超える。見た目は十五メートルを超える巨大な獅し子しだがその尾は七本あり、それぞれの尻尾が特殊な能力を持っている。

　狩る難易度も調理する難易度もワイバーンなど比較にならないほど厳しいが、日本でいうところの最高級黒毛和牛の最もいいところを超える美味だという話を、ゲーム中で何度も聞いている。

　いくら年々進化し続けるＶＲ技術といえど、さすがにその評価に関しては疑問だった春菜だが、別のモンスターでそれ以上の美味を味わって以降、ガルバレンジアについても同じだろうと考えるようになった。

「そういえば、やりつくしたといったが、もうワイバーンの肉は打ち止めかな？」

「いいえ。十メートル級の生き物のお肉を、私達みたいな少人数で食べきるのはそう簡単な事ではありませんよ。ただ、思いつく料理は大体試してしまいましたので、やりつくした感じがする、と申し上げました」

「なるほど。ならば、あのワイバーンの骨を煮込んでとったスープは、まだ在庫があるんだね？」

「ガラそのものがありますので、まだいくらでも作れますよ」

　ワイバーンの骨でスープを作る、というありえない会話に、場が完全に絶句する。

　ワイバーンを調理できるような料理人も、ごく少数ながらまったくいないわけではない。だが、そういう料理人は現在みんな辺境に引きこもっていて、ウルスのような都会に住んでいる人間が顔を見たのはもう三十年は前になる。

　栄えい耀よう栄えい華ががむなしくなった、とか、いい加減モンスターを調理するのに飽きた、とか、引きこもった理由になんともいえないものが多いのが特徴といえば特徴だろうか。

　そう。何の事はない。例の冒険者一同は、この国の王族の普段の食事よりも、はるかに珍しい食材を食べていたのだ。

「おや、どうしたのかな？　ワイバーン料理の希少性には確かに劣るけど、このコースも十分に最高級のものだと思うよ？」

　春菜との会話に絶句していたロアノに対し、少しばかり意地が悪い表情で声をかけるアヴィン。

「も、もちろんですとも。ですが、殿下は本当にワイバーン料理を口になさった事が？」

「ああ。初めてご馳走になった竜田揚げという料理も、骨でとったスープをベースにした鍋料理も、どちらも素晴らしく美味しかった。あ、ワイバーンだと断定する理由にはならないけど、食べた時に亜竜種の魔力を感じたから、間違いなく一定ラインより強力なモンスターの肉だった事は証明できるよ」

　アヴィンに言い切られ、それ以上疑問を挟む事ができなくなったロアノ。

　五年前に大型モンスターが大発生した際、彼もレイオットもワイバーンを直接目にしている。残骸に触れる機会もあったわけで、魔力を勘違いする可能性は低い。

「私は、今日のお料理は好きですよ。テローナがちょっと工夫するだけで、こんなに上品なお料理になるのは、私としても嬉うれしい発見です」

「君達が作る、醤しょう油ゆという調味料を使ったテローナも美味しいと聞くが、そっちと比べてどう思っている？」

「お醤油を使えば、大体の料理はそれなりの味に仕上げる自信はありますけど、なんというか、それだと、私の中ではテローナというよりただの煮込みという感じがするんですよ」

　春菜の回答に、なんとなく納得してしまうアヴィン。

　テローナとはファーレーンの固有種であるシャルプという鳥を解体し、内臓以外丸々一羽を野菜と一緒にコンソメスープで煮込む、この国全土で食べられている郷土料理である。

　郷土料理だけにコンソメスープではなくデミグラスソースだったり、魚介を一緒に煮たりと結構な地域性がある料理でもあるので、醤油やポン酢で煮込んでもテローナになるのだが、日本人的にはビーフシチューを米にかけるのとハヤシライスが別の料理ぐらいには違うものなのだろう。

「なんというか、そういうところはやはり料理人なのだね」

「料理人なんでしょうね」

　アヴィン殿下の言葉に、思わずしみじみ頷いてしまう春菜。

　結局、さすがに国際問題になりかねない相手にちょっかいを出すわけにもいかず、春菜が持ち込んだバウムクーヘンに軽い毒を仕込むという予定を慌てて取り下げるロアノ。

　彼は知らなかった。

　春菜達がばら撒いているお菓子には、全てかなりのレベルの万能薬が練り込まれており、仕込まれた薬の効能が消えるまでの三日間は、そのお菓子に普通のレベルの毒など何をどれだけ仕込んでも効果が中和されて即座に消えてなくなる事を。
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「侯爵、お聞きになりましたか？」

「ああ、あのあからさまな罠、ですか」

　アヴィンと春菜が帰るのを見計らって、取り巻きの一人がロアノに声をかける。

「あからさまに罠ではありますが、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスでもあります」

　話を持ちかけてきた取り巻きの一人が、妙に前のめりな発言をする。

　今までの流れを考えると、正直ロアノとしては触りたくないのだが、かといって打てる手もほとんどない。

「侯爵、例の暗殺者を、ここで投入してはいかがですか？」

「そうですぞ。幸いにして、身代わりにできそうな人間に当てはありますし、上う手まくやればエレーナ姫様も表舞台から追い出す事ができます」

「さて、そううまくいくのやら……」

　取り巻き達の言葉に、顔をしかめながら否定の言葉を告げるロアノ。

　残念ながら、ここまであからさまに張ってある罠に飛び込んで、自分達が無傷で済むなどというおめでたい考えは持てない。そもそも、仮に暗殺に成功したところで、今現在の状況で確実に疑われるのは自分達一派である。

　大体、わざわざ孤立させるように情報戦を仕掛けようとした理由も、直接関係ない人間を巻き込んで自分達への疑惑を誤魔化すためだ。それが失敗している以上、リスクの高い行動は避けたい。

　というよりも正直、もうこの一件には関わりたくないのだ。

　カタリナ達ほど瘴気に侵食されていないロアノの場合、そこまで積極的に春菜やエアリスを排除しに走る動機にも乏しい。今手を引けば少なくとも自身が処刑台に登らされる事はなく、浄化されたところで三カ月も寝込めば動けるようになるレベルとあれば、最適解はおのずと知れる。

　一度ならず敵対する側に回っている以上、さすがに多少立場が悪くなるだろうが、食いつめるほど追い込まれる事もないだろう。何しろ、そこまで決定的に王家に敵対的な行動は取っていないし、領民から見れば彼は善政を敷いているほうに入る。

　今回の動機も王家が憎いからではない。ちゃんとした政治を行い、領地を発展させ、正攻法で税収を増やしているのにいまいちちゃんと評価されず、地位の割に扱いが低い印象があった事が不満だっただけだ。カタリナ派についたのも、エアリスの悪評に加えエレーナが倒れたという条件で、誰が見ても最適だと考えるであろう行動をとったにすぎない。

「ロアノ侯爵、この場にいる以上、あなたも一いち蓮れん托たく生しょうなのですよ？」

　どうするべきかと思索にふけっていたロアノを現実に引き戻したのは、いつの間にか現れたカタリナの腰こし巾ぎん着ちゃくであった。

「一蓮托生、とは？」

「ここまであからさまな罠を仕掛けてくる以上、王家がこの場にいる顔触れを把握していてもおかしくはありません。ここであなた自身が動かなくとも、誰か一人が先走るだけで、それを口実にこの場にいる人間全てを処分しに動くのは間違いないでしょう」

「……」

　あえて目をそむけていた事をバルドに指摘され、苦々しい顔で睨み返すロアノ。

　どう言い訳したところで、エアリスを排除するための活動に手を貸していた事は事実だ。それに、暗殺者を斡旋したのも自分である。それはつまるところ、一度ならず政敵を始末しているという事でもある。探られれば、そのあたりの証拠も出てくる事だろう。

「それに、もはや手遅れですよ」

「手遅れ？」

「ええ。先ほど先走った誰かが、どうやって調べたのかあなたが使う予定だった暗殺者に対して、あなたの名前で仕事を発注してしまったようです」

「何だと!?」

「そういうわけですから、覚悟してください」

　バルドがその印象の薄い顔に、うっすらと酷こく薄はくな笑みを浮かべる。

「……貴様もただでは済まないはずだが、いいのか？」

「私としては、血がたくさん流れればそれだけでもありがたいのですよ。一人死ねばそれだけ聖なる気がこの地に満ちる。聖なる気が満ちればあの腐った女神も力を失う」

　バルドの狂気に彩られた表情を見て、絶句するしかないロアノ。

　今までのこの男の行動と矛む盾じゅんする言葉に、ただひたすら混乱するしかない。

「……だったら、なぜ最初からそうしなかった？」

「簡単です。最良の結果は、私のような存在がたくさん増える事でしたから。そのためには、このウルスを聖気で満たし、あの女神の祝福という名の呪じゅ詛そを受け入れられない人間で埋め尽くす必要があったからです。もっとも、あの忌いま々いましい冒険者達のおかげで、あと一歩というところで計画は破は綻たんしましたが」

　実に忌々しそうに吐き捨てるバルド。この男がこういう形で感情を露わにしたところを、その場にいる人間が見たのは初めてだ。

　因みに、ここでバルドが言っている聖気とは瘴気の事である。彼らからすれば、瘴気の恩恵を受けているのだから、このような表現で呼ぶのも妥当といえる。

「どちらに転んでも、明日からあなた達が取れる行動は一つだけです。なので皆様」

　淡々とした口調に戻り、じわじわと追い詰めるように言葉をつづったバルドが、最後の一言を言い放つ。

「兵の準備は、十分ですかな？」




　　　　☆




「……疲れた……」

「お疲れさん。何かえらいへろへろやなあ」

「体力的にはたいした事ないんだけど、精神的にものすごくくるよ……」

　王宮内の春菜の部屋。戻ってくるなり著しく消耗した様子を見せる春菜に、あちらこちらにいろいろ仕込みをしながらねぎらいの言葉をかける宏。

「それにしても、本気でお疲れやなあ」

「ん。今日は殿下がいたからましだったけど、それでもいろいろあったからね……」

「愚ぐ痴ちぐらいやったら聞くで？」

　宏の言葉に、一つため息をもらす春菜。宏がこんな事を言い出すぐらいだから、余程なのだろう。そう思い至って、せっかくだからその厚意に甘えて、軽く愚痴をこぼす事にする。

「あの人達、なんなんだろうね……」

　思ったより重い声になってしまった愚痴に驚きつつ、春菜は溜まった鬱うっ憤ぷんを吐き出していく。

「いちいちいちいち聞こえよがしに、食べ物で人の歓心を買おうなどとはさすがは下げ賎せんな冒険者だ、とか、贈り物に品がない、だとか、召使にすら媚こびるしかないとは情けないだとか、言いたい放題言ってくるんだ」

　言われた内容は鼻で笑ってもいいレベルの、正直春菜の心にまるで響かない言いがかりにすぎないが、いい年した大人がそういうくだらない事に血道をあげているという事が、正直死ぬほど面倒くさい上にいらいらする。

　反論したらそれだけで鬼の首を取ったかのように囀さえずるのは目に見えており、かといって黙っていれば肯こう定ていしたことになる。

　そういう連中の悪意というのは、じわじわとボディブローのように浸しん透とうしてくるもので、この一週間で春菜の精神は相当やさぐれていた。

「何より腹が立つのが、自分達だって恩恵にあずかってるくせに、薬や道具を作る人を馬鹿にするんだよ？　自分達だけじゃ何もできないくせに、地位がなきゃ人に言う事を聞いてもらえるほどの魅力も迫力もないくせに、自分達がどれだけ脆もろい砂の上に立ってるかも知らないくせに、見た目だけで宏君を馬鹿にするんだよ？　澪ちゃんを生きている価値すらない、なんて事を言い出すんだよ？　それもわざわざ直接私に」

　春菜自身が悪口陰口を言われる事はまったく気にならない。気にしていたら、この年まで生きてこれなかったのだから当然だろう。

　だが、自分が評価し尊敬し、どういう形かはともかく好意をもって接している相手を、狭い価値観だけでこき下ろされるのは殺意すら覚える。

　しかも、その内容が生存権すら否定しているのだから、なおのこと腹が立つのだ。

　そんな感じの愚痴を、時に怒ど涛とうのごとき口数で、時にポツリポツリとブツ切りにするような感じで、溜まっていたものを吐き出し続ける春菜。

　作業の手を止めずに、それでもちゃんと春菜の方に意識を向けながら、時折春菜の目を正面から見て、一切口を挟まずに愚痴を聞き続ける宏。

「……さよか」

　しばらく春菜の愚痴に付き合い、言いたい事を吐き出し終えたと判断した宏が、万感の思いを込めたその一言で感想を終わらせる。

　その一言が実に驚くほどの重さを伴っている事には気がついたが、あまりに簡潔すぎるその一言に、春菜がどうにもそれはそれで納得がいかないのもある意味仕方がない。

「さよか、って、それだけ……？」

「いや、春菜さんには嫌な役押し付けて悪いなあ、とは思うてるんやけど、正直自分とは違う意味で悪口なんざ言われ慣れとるからなあ……」

　宏の台詞に、なんとなく毒気が抜かれる春菜。

「慣れてるっていっても……」

「まあ、澪に対しての台詞は正直腹立つし、そんな言葉直に聞かされてる春菜さんにはほんまに悪い、思う。怒ってくれて、ありがたいとも。せやけど、僕とか澪が、そんな役目押し付けてごめんって謝るんもちゃうやろ？　せやから、こんな感想しか言えんで悪いんやけど、正直僕には、さよか、としか言いようがあらへん」

「うん、まあ、そうだよね……」

　宏の返事を聞いて、なんとなく頭がクールダウンする春菜。

　確かに宏の立場では、ほかの感想を言うのは難しいかもしれない。一緒に怒ってくれるのも嬉しいといえば嬉しいが、きっとそれは宏の性格とは合わない気もする。

「そもそも連中、自分らが孤立し始めとる事にも気がついてへんあたりが滑こっ稽けいでなあ……」

「孤立し始めてるって？」

「そら普通、たいした能力もあらへんくせに威張り散らして怒鳴り散らしとる連中が、自分らの仕事を便利にしてくれた人間の悪口を触れ回れば、反発するんも当然やろう？」

「それ、どうやって知ったの？」

「レイっちが教えてくれたわ。多分このあと、このあからさまな撒き餌えに引っかかってくれるやろうから、あとは勝手に自滅してくんを眺ながめとけばええと思うで」

「……宏君も、一緒に向こうに引き上げたほうがいいんじゃない？」

　宏の言葉に、さすがに心配になってくる春菜。

　撒き餌に引っかかる、という事は、来るのは本職である可能性が高い。

　これだけ条件が整っていて、わざわざ素人を使って失敗した挙げ句、足が付いては元も子もない。それに、現在宏達が寝泊まりしている区画は無関係の素人が出入りできる場所ではなく、警備も寝返りそうもない人間が担当している。

　その前提で考えると、いくら宏が人間をやめたレベルで頑丈だといっても、本職の暗殺者相手に通用するのかというのはかなり疑問である。

　地味にいろいろテンパっていたためにそこまで頭が回らなかったが、愚痴を終え冷静になってみると、宏にかなりひどい役目を押し付けている事に今更ながら気がついてしまう。

　確かに話が出た時には止めはした。だが、なんとなく暗殺者に殺されるというイメージが湧かず、エアリスほど本気で撤回を求める事はしなかった。

　その自分の薄情さと考えの甘さに背筋が寒くなる。

「やばい思ったら引き上げられるように準備してあるし、レザーアーマーも着とるし、そこまで心配せんでもええで」

「でも……」

「それに、リスクでいうたら僕の方がはるかにましやで。春菜さんの場合、一歩間違えたらそれこそ名誉棄損やの何やので合法的に処罰されかねへんねんし」

　宏の指摘は、身分制度の厄介な点である。たとえば春菜が言われたような事柄は、庶民と庶民、貴族と貴族の間だと半々の確率で名誉棄損に引っかかるが、貴族が庶民に向かって言い放った場合、そう簡単には罪に問えない。

　逆に、春菜が同じような事を言い返せば、確たる証拠があれば、たとえそれが売り言葉に買い言葉であっても、情状酌量の余地も認められず処罰されてしまう可能性がある。いくら王族や貴族の特権を大幅に削った法体系といえども、さすがに全ての特権を取り上げるには至っていない。

　夜会での会話など、基本的には所詮悪口の言い合いでしかないため、処罰されたところで大した罪には問われないのだが、そこからどういうふうに言いがかりをつけて処罰の内容を発展させにかかるか分かったものではない。

　悪口ごときをそう簡単に反逆罪だのなんだのにできるほど笊ざるな法でもないが、訴えられるとどうしても一定期間は行動が制約されてしまう。

　また、名誉棄損の実刑をきっかけに、一日二日ぐらいの短期間身柄を拘束する程度は、今認められている貴族の特権で可能だという事を考えると、春菜が背負っているリスクはかなりのものだといえる。

「そろそろエルが来る頃やし、今更の話やから気にせんとさっさ避難してくれると助かるわ」

「……ん、分かった。危ないと思ったら、すぐに逃げてね」

「分かっとる」

　そんな会話を交わした直後に、部屋がノックされる。

「来たみたいやな」

「だね。どうぞ！」

　予定どおり、入ってきたのはエアリスとドーガ、レイナの見慣れた三人組であった。

　宏に促うながされ、挨拶もそこそこに部屋に気配をなじませ、クローゼットの扉から工房に避難する。

「さて、なにが出るやら」

　相手の油断を誘うため、手斧を片手に気配を殺してベッドの陰に潜む宏。

　さすがにこの部屋の中でポールアックスは振り回せない。

　人が出払った部屋に一人潜み、宏はただひたすら待ち続けた。




　　　　☆




「……来たか」

　そろそろ日付が変わろうかという時間。

　余程でなければまず分からないであろう気配の揺らぎ、それを感じてレイオット達に連絡を入れ、事態に対応するために身構える宏。

　音も立てずに窓が開き、何者かが侵入してくる。

（……ん、まじかい……）

　侵入してきた何者かの姿を確認し、宏が硬直する。

　宏にとって一番厄介であろう存在。

　想定される侵入方法や警備状況から、可能性として無意識に排除していた相手。

　そう、暗殺者は、女性だった。

「……？」

　その瞬間、双方にとって無情にも、宏が仕掛けた罠は正確に作動する。

　まったく無駄のないタイミングで窓が閉まり扉が固定され、空間が世界から隔離される。

　特定の手段を除き転移系の魔法やアイテムも完全に無効化され、さらに霧状に散布された薬品により、毒物での自害も封じられる。

「……」

　ひっかけられた事を理解しつつも、特に動揺するでもなく部屋の中を観察する侵入者。

　噴ふん霧むされたものが何かまでは分かっていないが、自分の体に害を及ぼすようなものではなさそうなので、無視する事にしたらしい。

　侵入者は、宏が動揺からわずかに漏らした気配を読み取り、ベッドの陰へ何かを投げつける。

「うわぁ!?」

「……」

　ガタガタ震えながらベッドの陰から転がり出てきた宏を、まるで温度を感じさせない視線で捉える。とりあえず完全に動きが固まっている宏を排除すべく、仕事道具を片手に音もなく背後に回る。

　後ろに回られた瞬間、反射的に距離を置こうと全力で腕を振り回し、半ば転がるように走る宏。

「しもた！」

　逃げ出した時に手斧を落とし、大いにあせる。

　あってもなくても大差ないとはいえ、状況的に武器があるのとないのとでは違う。

　殺意すら持たぬ、単なる障害物を見るような目を向けてくる女にトラウマを刺激され、雰囲気に呑まれていつも以上に破れかぶれに突っ込んでいく宏。

　そんな抵抗とすら呼べない抵抗を軽くいなし、あっさり背後を取りしがみつく暗殺者。

　ほぼ全身を皮鎧よろいで覆っている宏を確実に仕留めるなら、背後から喉を切るのが一番だという判断だが、彼に対してはまた違う効果を見せる。

　何ともいえぬ女体の柔らかさ、それも春菜にこそ届かないがなかなかのサイズを誇る二つのふくらみが、在りし日にあったとある事件の記憶を呼び覚ます。

　宏にとって運が悪い事に、彼女が身にまとっている服は、潜入工作に特化した全身タイツのようなもので、肌の感触を阻害する機能は皆無に近い代物だった。

　女体の柔らかさにパニックを起こし、それまで以上に激しくジタバタ暴れようとする宏に手を焼きながらも、さっと喉を仕事道具で掻かっ切る暗殺者。

　本来なら、それで終わるはずなのだが……、

「……？」

　ジャイアントリザードの表皮を紙のように切り裂くはずの彼女の得物は、宏の喉を浅く切り裂いたにすぎなかった。

　確かに手ごたえはあったのだが、喉から血が出るどころか、見た目には傷が入ったかどうかすら分からない。

　この時点で彼女は悟った。この相手は、暗殺者にとって一筋縄ではいかない存在だと。

「……」

　それでも、彼女は与えられた任務を諦あきらめるつもりはなかった。いや、薬で自我の大半を殺されている彼女には、諦めるなんて概念が存在していないのだ。

　ナイフが駄目、毒もこの皮膚の強度では無理だろう。

　後頭部を殴って撲殺できるほど可愛らしい存在なら、喉を切った時点で終わっているはずだ。

　ならば、首を締めればいい。幸いにも、自分は相手の背後を取っている。

　暗殺者は即座にそう結論を出し、誰であろうと阻止できぬであろう手際で仕事道具からワイヤーのような物を取り出し、手早く首を締め上げようとする。

「やめて！　触らんで!!　離れてえな!!」

　女性恐怖症によるパニックのせいか、ものすごい力で暴れる宏。

　首が絞まっているはずなのに、まるで影響を受けた感じがしない。彼女の腕力ではこの相手を完全に絞め殺すのは難しいようだ。

　ならば、お互いの体重を利用すればいい。暗殺者がそこまで考えたところで、双方にとってさらに不幸な状況に陥おちいる。

「ひゃん!?」

　暴れていた宏の足が、彼女のかなり微妙な場所をかすめたのだ。

　今まで完全に無言だった彼女も、初めて体験するその感覚には、思わず声を上げてしまう。

　意外と若い、可愛らしい声だ。

　その妙に色っぽい声を聞いた宏がさらにパニックを加速させ、これまで以上にじたばたと暴れ始める。それが、さらなるピンチを招くとも知らずに。

　密着状態の人間が二人いて、一方がワイヤーを持った状態で下手に暴れるとどうなるのか。

　それもそのワイヤーの長さが、人一人を吊つり下げるのに十分な長さがあるとすれば？

　そう、絡まるのである。

　猫がじゃれに行った紐ひもに絡まって、身動きが取れなくなるあれと同じだ。

　先ほどの接触で思わず首に巻きつけてあったワイヤーを緩ゆるめてしまったのが運のつき、元々宏が暴れていたせいであちらこちらに半端な状態で巻きついていたワイヤーが、本格的にどうにもならない形で絡まり始める。

「がああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

「んっ！　あん！」

　ワイヤーが絡まる事で密着度合いが上がり、ますますパニックがひどくなって暴れ、さらにワイヤーが絡んでますますやばい感じに密着する。そんな悪循環を繰り広げているうちに、宏と彼女の体はついに、人にお見せできない感じで固定されてしまった。

　その過程で宏の手足が彼女の敏感なところを何度もかすめ、本人がまったく意図していないにもかかわらず、その体をじらすように責め立てる。

　そもそもここまで密着すると、暴れるといっても小さく藻も掻がくぐらいの事しかできず、互いに相手に対してダメージを与えるような動きはほとんど不可能になる。

　彼女の方もダメージを減らすよう動いているのだから、互いに大けがをするような事態にはなりようがない。

　結果として、宏は無意識のうちに、ひたすら中途半端にあちらこちらを触りまくるような感じになってしまった。

　本来、彼女にはこういった攻めは通用しない。

　人格とセットでその手の感覚を消すために、特殊な薬で体質をいじられているからだ。身体能力と学習能力の増強と引き換えに、人としてどころか生き物としてなくしてはまずいものを根こそぎ消滅させる、そんな薬。

　彼女はその薬により、使い捨ての暗殺者としては破格の能力を身につけていた。

　だが、この薬、時間が過ぎれば感覚まわりを消す効果は消え、反動でかえって敏感になるという副作用がある。その薬の効果を、噴霧されていた万能薬が根こそぎ消してしまったのだ。

　背後を取って首を切った時点でこういった反応がなかったのは、吸引という本来とは違う摂取方法をとったため、薬が消えるまでに時間がかかった事が原因である。

　そして、スタミナポーションとの住み分けのためか、万能薬は基本的に副作用の類には効果がなく……

「がああああああああああああああ！　ぐあああああああああああああああああああ!?」

「ひゃっ！　んあ!?」

　結果としてやばい感じで吼ほえながら暴れる宏に、敏感になった体をじらすように責め立てられ続ける暗殺者。

　二人の体がもはやどうにもならないほど絡まりあった時には、すでに彼女の体は入ってはいけない種類のスイッチが入り、すっかり出来上がっていた。

　少しの動きですら思わず甘い吐息を漏らす彼女とは裏腹に、そろそろ精神が限界を超えかけ、顔色がなかなか危険な感じになり始めている宏。

　暴れる力もずいぶんと弱くなり、もはや痙けい攣れんしている、という表現の方が近くなっている。そのまま後ろでもぞもぞと動いていた暗殺者に、ついに恐怖の限界を超えて宏が意識を手放す。

　相変わらず、身体の方は時折痙攣を繰り返している。

　結局、打ち合わせどおり十分後に突入したレイオット達にあっさり投降し、あまり人様にお見せできない種類の顔で洗いざらい情報をぶちまけてしまうのであった。

　なお、余談ながら、素直に避難するふりをして工房に移動後、アルフェミナと結託してタイミングを見てドーガを送り込む事で介入しようとしていたエアリスだったが、結局その目論見は完全に不発に終わった。

　宏の状況が初潮も来ていないような子供にはとてもお見せできないと判断したアルフェミナが、大事な巫み女この教育のために裏切ったからだ。

　後日、あの時何があったかエアリスに問われるも、アルフェミナは最後まできっちり黙秘を貫つらぬくのであった。








ファーレーン編　第一九話






「思っていたより、危険な相手だった」

　翌日の昼前。ようやく回復した宏ひろしのもとにやってきたレイオットが、宏がいろんな意味で無事だった事を確認したところでそう言い放った。

「危険って、そんなにやばい相手やったん？」

「お前のように桁外れの防御力を持っていなければ、組みつかれた時点で終わっていただろうな。おそらく春はる菜なでは、八割の確率で殺されていたはずだ。エルンストの場合、防御技が解けた瞬間が危ない、といったところか」

　レイオットの説明を聞き、顔がこわばる宏。

　自分が予想よりはるかに危ない橋を渡っていたと知っては、冷静でいられないのも当然といえば当然だろう。

「お前が相手をしたのは、キリングドールと呼ばれているタイプの、闇夜に紛れての侵入と殺人能力に特化した、使い捨て前提の暗殺者だ。特殊な薬物で最低限以外の感覚と感情、人格を殺し、指令をこなすため以外の思考能力と判断能力を一切残さないように調整されている、まさしく人形という存在だ」

「の割には、えらいあへあへ言うとったけどなあ……」

　思い出すたびに背筋に冷たいものを感じつつ、昨夜の出来事を記憶の隅からほじりだす。その作業だけでも胃の中身をぶちまけそうになるが、そこは根性で我慢だ。

「特殊な薬物、というのが問題でな。昨日あの部屋に仕掛けたトラップの中に、毒を中和するための万能薬を噴ふん霧むするものがあったのだろう？」

「あったなあ」

「その万能薬によって薬物が中和された結果、禁断症状のようなものが出たらしくてな。その禁断症状というのが」

「もしかして、性欲が増幅されたりでもしおるんか？」

「近いが、少々違う。感覚器が全体的に敏感になった上で、快感の類たぐいが増幅されるらしい。使い捨てだからと安価な薬で横着をしているのか、薬が切れた時の対処をしていなかったらしくてな。いざこういう形で副作用が出ると、まったく我慢がきかなくなるようだ」

　聞かなければよかった、と思うような情報を教えられ、反応に困り切ってしまう宏。女性恐怖症の身の上としては、正直そういう生々しい話は遠慮願いたい。

　これ以上続けられると、今度こそ血ヘドを吐きそうな予感がする。

　正直、一体どこのエロゲーかと小一時間ほど問い詰めたい。きっと相手が宏でなければ、年齢制限なしにはできない展開になっていたのだろう。

「それで、その暗殺者はどないしたん？」

「捕まえた直後に情報を吐かせた」

「ほうほう」

「その情報をもとに暗殺ギルドを特定し、そのまま襲撃に協力させた。急な作戦だったが、元々自我が薄い上に昨夜の強烈な体験で洗脳が解けていたから、寝返らせるのも実に簡単だった」

「大丈夫かいな、それ……」

「普通に戻ってきて大人しく牢ろう屋やに入ったから、問題はないだろう」

　それでいいのか、と言いたくなる状況に、思わず遠い目をしてしまう宏。暗殺なんていうリスキーな仕事を請け負っているくせに、そのものすごく杜ず撰さんな体制は何なのか。

「一ついい事を教えてやろう」

「何やのん？」

「あの暗殺者が常時与えられていた薬物は、アルパレノンという割と特殊なものらしくてな。連中しか製法を知らない類のものだが、やつらしか知らないちょっとしたコツが必要なだけで、材料も製法もそれほど難しいものではないとの事だ。そのくせほとんどの魔法や薬は効果がなく、時間で効果が切れる以外解毒方法が存在しないと思われていたらしい。うちの薬師も宮廷魔導師も、大神官すら同じ結論を出した。お前、何級の万能薬を噴霧した？」

「四級やけど？」

　宏の回答を聞き、思わず大きな声で笑ってしまうレイオット。

「さすがだな。いちいち一般人の常識を斜め上の方向で超えてくれる」

「いや、別段四級の万能薬って、そこまで珍しい材料がいるもんでもないやん。成功率が百パーやないだけで、澪みおでも普通に作りおんで」

「そのミオでも、我らが抱える薬師よりも腕がいい、という事情は理解しているか？」

「そうなん？」

「ああ。だから、材料があったところで、四級の万能薬などそう簡単に作れるわけではない。我が国の宮廷薬師の場合、五級のポーションですらそれなりの確率で失敗しているのだぞ？」

　宏の目利きでは、この国の薬師は大体中級を折り返したぐらいの技量を持っている。

　その内容を裏付けるレイオットの発言に、なんとなく納得したように頷うなずいてみせる。

　実際のところ、宮廷の薬師に会うまで、こちらの人間で中級に達している人材に会う機会すらなかったのだから、中級に入っているというだけでも、世界全体で見ても比較的優秀な範囲に入るだろう。

　そもそも、四級のポーション類は学問の国・ローレンぐらいでしかまともに作れない。その中でも万能薬は一段難易度が高く、四級ともなると年に何本も輸出されない。

　必然的に、暗殺者の尋じん問もんになど使われる事などあり得ないという結論になる。

　なお、アルパレノンは一度服用すると大体二週間ぐらい効果が続き、五級以下では万能薬でも薬を抜く事はできない。故に普通は仕事を振られる前に薬を飲ませれば、結果がどう転んだところで薬が抜けた結果裏切られる、という事は起こらないはずなのだ。

　因ちなみにアルパレノンに限らず、毒薬や特殊な薬の中には、作るために必要な腕は初級レベルなのに、効果を消すためにはやけに高度な魔法か薬が必要なものが多々ある。エミルラッドもその類の毒物に分類される。

「言われてみたら、四級がホイホイ作れんねんやったら、たかがポイズンウルフの毒ごときでガタガタ言うはずはないわな」

「ああ。だからたとえ暗殺者といえど、四級以上の薬物に対する備えなぞ普通はしないものだ。捕まったところで実行犯は大した情報を持っていないのが普通だし、そんな下っ端を尋問するのに、わざわざ高レベルの万能薬など使うやつはいない。まあ、今回の場合は尋問のためではなく、防御のために使ったわけだがな」

　実際のところは、それすら異常な話だ。しかも、予防用に服用しておくのなら話は分かるが、わざわざ噴霧して相手にも吸引させ、毒物による自殺を防ぐという発想はまず出てこない。

　当然だ。そもそも、その発想で行動する場合、前提となる薬はそれなり以上に高レベルの万能薬になる。そんなものは普通手に入らないし、もし手に入ったとしてもそんな使い方ができるほど安くはない。

「にしても、何ぼなんでも笊ざるすぎへんか？」

「確かにな。どうやら、今までがそれで上う手まくいきすぎて、そういった危機意識が随分薄れていたらしい。数年前に代替わりしたらしい今の長も、自身が卓越した暗殺者だったからこそか、かなりの油断があった気配がある。そもそも、組織の長というのに向いていなかったのだろうな」

「あかんやん。アンダーグラウンドの人間が、そういう危機管理ないがしろにしたら」

「もっともな意見だ。まあ何にしても、お前達のおかげで予想外の収穫があった。さすがに連中も、自我のないはずの使い捨てに逆襲されるとは予想してなかったようでな。実にあっけなく捕縛されたよ」

「そいつらこそ、脱走とか大丈夫なん？」

「指を全部落とした上で、死なないように傷を治しているからな。あれで脱走するのは難しいだろう。無論、自殺を防止するために、お前から預かった薬を強引に飲ませてある。もっとも尋問するまでもなく、裏帳簿や顧客リスト、依頼書の類も全部差し押さえてあるから、幹部連中の証言なぞせいぜい駄目押しにしかならんがな」

　なかなかえぐい事をさらっと言うレイオット。

　大国の王太子だけあって、やる事が黒い。

「で、あの暗殺者の処遇はどないするん？」

「現段階では、保留というところだな。色にボケているから、コントロールするのはそれほど難しくないし、まだまだ自我が薄いから、こちらが言い含めた事は素直に聞く。正直、急いで処刑する理由も特にない」

「……寝首かかれやんように、注意しいや……」

「それはむしろ、お前の方なんだがな……」

　レイオットの呟つぶやきを聞きつけた宏が、なんとなく彼女をどうやってコントロールしているのかを悟って青ざめる。想像どおりだとすれば、本気でこの王太子はえぐい。恩をあだで返すとはどういう事か。

「そうそう。確認しておくが、そろそろ何か食えそうか？」

「……なんか、いきなり話が飛んだけど、また何で？」

「そろそろちゃんと食って動けるように準備を整えておかないと、いつ食いっぱぐれるか分からないからな」

「何ぞ、やばい情勢なん？」

「追い詰められた小物どもが、最後の悪あがきをするはずだ。まだ全てを確認し終えてはいないが、暗殺ギルドを潰つぶした際にいくつか決定的な証拠を押さえたからな。敵もそれを把握している以上、取りうる手段は反乱以外ありえない。乾けん坤こん一いっ擲てきの勝負に出る以上、反乱軍を立ち上げるぐらいはするだろう。そのつもりで準備をしておいてくれ」

　最後の最後まで物騒な事を言い切るレイオットに、思いっきり顔をしかめる宏。一般庶民をそういう話に巻き込まないでいただきたいと、声を大にして言いたい。

「反乱軍って簡単に言うけど、そんな大層なもんそんなに早はようにこっちに集合できるもんなん？」

「バルドの動き方次第だろうな。召喚術を使えば、その気になれば万の軍勢でもすぐに呼び寄せられる。もっとも、連中の動員能力を最大限に使ったところで、この短時間ではいいところ三千、事前にある程度準備してあって五千、余程無茶をしたところで八千には届かないだろうとは思うが」

「しれっと言うてええ数やないと思うんやけど？」

「その程度の数、直接城内に呼び出されたところでどうとでもできる。それほどファーレーンの国防は甘くはないさ」

　自信満々に言い切るレイオットに、思わず一抹の不安を感じる宏。

　確かにこの城の構造上、最初から来る可能性を想定している軍勢など、五千やそこらが来ても大した問題ではない。が、これが二万や三万という数になったら？

「なあ、レイっち」

「何だ？」

「連中の最大動員能力って、どないなもん？　時間がどうとかそういうんを抜きにして考えて」

「一番多いのがロアノの二万五千だな。他は一番大きくても五千もかき集めれば破は綻たんするような連中ばかりだから、頑張って集めても七万には届かん程度だ。ただし、大方が多少訓練を受けただけの農民だから、収穫後の作業が忙しいこの時期には、どれほど強権を持って招集をかけたところでそれほど集まらんだろう。これは他の領主どもも同じだ。あとは傭兵だが、これも金がかかるから、それほどたくさんの数は雇やとえんはずだ。そもそも、ファーレーンは冒険者は多いが、傭兵の類は少ない」

　宏の心配症とも思える質問に、いざという時を考えて確認してあった数字を教えるレイオット。

「傭兵を最大まで雇うたとしたら？」

「国内にいる傭兵を全部集めたところで千がいいところだろう。ついでに言えば、財力的にもそれが限界だと思え」

「なるほど。で、そいつらが全部直接この城の中に入ってきたら、対処は？」

「問題ない。七万のうち五万五千から六万は確実に農夫だ。神殿の使う魔法で即座に無力化できる。残りの一万のうち、まともに騎士と打ちあえる数など一割程度だ。そもそも、この城に常駐している騎士の数だけでも八千はいるからな」

「そんなに居おったんかい……」

　予想以上の数にビビる宏だが、考えてみればウルスは住民登録をしている人口だけでも百五十万人を超える大都市だ。仮に常備できる兵力が人口の二パーセントだったとして、専属の戦闘要員が三万人はいる計算になる。ならば、政治の中枢である王城にそのうちの三分の一程度の兵力があっても、おかしくはない。

「とはいえ、備えをしておくに越した事はない。食えるならさっさと飯を済ませて、私の執務室に来てくれ」

「了解。確かに、いろいろ準備しといたほうがよさそうや」

　お互いに状況をひっくり返しうるワイルドカードを持っている以上、その前提で準備をするに越した事はない。

　無論、こちら側のワイルドカードは宏と春菜で、向こうは邪神教団だと思われる組織そのものだ。

　正確には、まだ邪神教団と決まったわけではないが、普通の人間を瘴しょう気きに侵す存在が教団とまったく無関係とも考えづらい。

「で、食事はどこでできるん？」

「すでに用意させている。さっさと食えるだけ食っておけ」

「はいな」

　レイオットの言葉と同時に、外に控えていた侍従が昼食というには豪勢な食事を運びこむ。

　最終決戦に向けて、彼らは着々と準備を進めていくのであった。




　　　　☆




「澪、その顔はやめなさい」

「ボク、そんなにダメな顔してる？」

「今回の事は、全員の連帯責任よ」

　アルフェミナ神殿の大広間。

　いろいろと不満そうな、というより釈然としない顔をしている澪を、真ま琴ことが窘たしなめる。

　宏不在の大広間では、春菜達日本人四人が今後に備えての準備をしながら、昨夜の暗殺者騒動について反省会のような事をしていた。

「本当、私としたことが、大失敗だよ……」

　澪の指示どおり魔法陣を描きながら、ため息交じりに反省の言葉を漏らす春菜。

　分かっている限りでも、朝からこの台詞は軽く二桁に届く。一番最後まで確認する余裕があったのに、最後まで気が回らなかった事が余程ショックらしい。

　短いなりに濃い日々を一緒に過ごし、自他共に認めるパートナーとして行動していたのにこの失態だ。彼女の性格で気にするなというのは厳しいだろう。

　因みに、彼女達が現在行っている作業は、春菜の歌を使って瘴気に侵された人間を全てあぶり出す、その作戦のためのステージ構築である。

　カタリナ一派の貴族達はともかく、使用人レベルまでとなると完全に把握できていないため、取りこぼしを避けるためにこれまで春菜の歌を使って何かを行う事は避けてきた。だが、もはや完全に機は熟している。今更こそこそ行動する理由もないため、要かなめとなる大広間のステージ構築を見せつけるように大胆に進めているのである。

　下準備として、スイーツばら撒まきのついでに思いつく限りの場所にスピーカー代わりの魔法陣を設置し、人がいない時間帯に動作チェックは済ませてある。

　なので今は、準備段階で見落としていた魔法陣の設置場所の確認やマイクの設置、増幅のための魔法陣構築とスピーカー用魔法陣との接続テストなどを急ピッチで進めているが、地味に宏のダウンが響いて工程が遅れており、素直に落ち込んでいる暇はまったくない。

「それも連帯責任だって、春菜」

「まあ、今までが今までだから、普通想定してるとは思うよなあ……」

　春菜を窘める真琴と、率直な感想を呟く達たつ也や。

　結構あれこれ仕込んでいた宏が、よもや暗殺者が女である可能性をまったく想定していないとは誰も考えていなかったのだ。あとから考えれば、宏だけでなく澪も待機させておけば今回の事は避けられたのは事実で、宏の防御力と精神力を過大評価しすぎたのは反省事項以外の何物でもない。

「師匠、だらしない……」

「無茶いうなって。レイナの時の話もあるし、むしろこじらせなかっただけでも大したもんなんだからな」

　一人辛しん辣らつな事を言う澪を窘める達也。

　レイオットからの報告で、宏の女性恐怖症は現状維持レベルだろうと聞かされた時、心底大したものだと思った。

　レイナの件については話に聞いただけで現場を見ていないのだが、以前ゲーム内で聞いた中学時代の話と合わせて考えると、冗談抜きで社会復帰できない可能性すら心配していたのだ。

　それらを踏まえると、いや踏まえるまでもなく澪の言い分は無茶もいいところだし、本来ならきっちり叱しかるべき事柄ではあるが、思春期の彼女に正論で頭ごなしに叱りつけても反発されるだけで効果が薄いのではないか、という考えで、とりあえずこの場は窘めるに留める。

　成熟した大人である達也ならではの采さい配はいだ。

「いつまでもあれなのは……」

「澪、気持ちは分かるけど、焦っちゃ駄目だって」

　宏に対する憧あこがれとも恋心ともつかない複雑な──もっと正確にいうと恋に恋しているといえなくもない澪の気持ちを酌くみつつも、若さというよりその幼さで先走って焦りがちな言動を窘める年長者二人。

「下着の時もそうだったけど、同居とかでちょっと慣れたからって、女性と関わるような事を宏にさせるのはまだまだ危なっかしいと思うわよ」

「でも、やらなきゃ進歩はない」

「だからあせんなって言ってんだよ。こじらせちゃ元も子もないんだし。そういう事は最低でも、この場の誰か、もしくはエルあたりが隣に並んでもまったく意識しなくなるまで待てって話だよ」

「これ以上、師匠のそういう面で情けない姿も、苦しんでるところも見たくない……」

　なんともいえない悲しそうな顔で、それでも主張を変える事はしない澪。

　澪が自分勝手なだけで言っているわけではないのも分かるため、どうしてもため息しか出ない達也と真琴。澪の言葉を検証するまでもなく、今後も女性と敵対し、直接戦闘する事になる可能性は高い。その時に今のままでは、宏自身の命が危ない。

　だが、彼が最も信頼している女性であろう春菜ですら、ストレスを与えずに近寄れる距離は半径九十五センチほど。一歩踏み込んで手を伸ばせば触れる事はできるが、その場から動かずに接触するには、宏の側からのアクションが必要な距離である。

　それを考えると、まだまだといわざるを得ない。

　ゲームのステータスと本当の意味での精神力や根性というのがおそらく完全には一致していない以上、本人が完全に折り合いをつけて、その傷を乗り越えるまでは外部から余計なまねをするべきではない。

　それが分かっているから、春菜は距離をとりながら一人のできた人間としての普通を貫つらぬこうとし、エアリスはできるだけ負担にならない距離を模索しながらも、あえてその好意を隠そうとしないのだろう。

　彼女達のその心遣いと努力には頭が下がる思いだが、澪にまで同じ事を求めるのは酷こくな話だ。

「とりあえず、一番きついのは本人だ。ある程度しゃれですむ他の事はまだしも、この件に関しては間違ってもヒロには直接言うなよ」

「……分かってる……」

　澪本人も、自分の言動が褒められたものではない事は分かっているのだ。

　だが、それでもうまく自分の感情を飲み込めず、それが褒められたものではない、ある種攻撃的な言動として表に出てしまうのである。

「とりあえず、時間がないから準備急ぐよ。澪、ほかに何をすればいい？」

「達たつ兄にいと真琴姉は、完成したやつを漏れてたところに設置してきて。春はる姉ねえ、そこの角度おかしい。あと、もっとペース上げて」

「了解、頑張る！」

　澪の指示を受け、今回の肝となる聖堂の準備に全力を注ぐ春菜。

　スピーカー代わりの小さな魔法陣を設置しにいく達也と真琴。

　時間的に間に合わないかもと思われた下準備は宏が合流した事で、圧倒的なスピードでどうにか無理やり全て間に合わせる事に成功するのであった。




　　　　☆




「どうやら、あのアサシンギルドも、噂ほどではなかったようです」

　朝一番にアサシンギルド壊滅の一報を聞き、呆あきれの混ざった口調で言い放つバルド。

「失敗するところまでは想定していましたが、よもや生け捕りにされた挙げ句に情報を漏らすとはね。その結果、ギルド自体が壊滅してしまうなど、情けない話です」

「他人事のように言うが、あれだけの証拠が集まっていれば、いかに王家が強権を使う事を忌き避ひする空気が強いと言えども、さすがに我々に陛下の矛先が向くのは必定。どうするつもりだ？」

「決まっていましょう。実力行使で現王家を廃はいせばよいのです」

　無茶な事をあっさり言ってのけたバルドに、思わず絶句する貴族達。

「……実力行使というが、ウルス城を落とすだけの兵力を集めるのは、我らだけでは不可能だぞ？　ロアノ侯以外は、元々それほど動員能力があるわけではない」

「それに、今は収穫の時期だ。月末には収穫祭を控えている村も多い。農民を兵として徴用するにも限度がある」

「そもそも、だ。農民達もそれなりに訓練は受けているが、ウルスの兵士には装備・技量・士気全てにおいて大きく劣る。数がいくらいたところで話にならん」

　ウルスを落とし、王家を廃するという事が、どれほどの無茶ぶりかを口々に言い募つのる貴族達。

　いくら後がないといえど、いくら現王家にそれほどの忠誠心を持ち合わせていないといえど、そこまでの思い切りはない。

「集めた兵士、全てを城内に直接送りこめたとしたら、どうですか？」

「……いや、やはり無理だ。城内となれば、結局臨時徴兵で集めた兵士は使い物にならない」

　バルドの提案に少し考え込み、結局却下の回答を返すロアノ。

「理由は？」

「アルフェミナ神殿の力だ。アルフェミナ様の加護を利用する事により、ある種の訓練を受けた者以外は身動きが取れなくなる。そうなってしまえばなまじ数が多いだけに、正規兵もまともに身動きが取れなくなる可能性がある。それとも、バルド殿にはそれを防ぐ手段があるのかな？」

　ロアノの言葉に、今度はバルドが少し考え込む。

　理想をいえば、騎士達が農民上がりの兵士を虐ぎゃく殺さつでもしてくれれば話が早いのだが、それをやってくれるとも思えない。同じ理由で、正規兵もほぼ死人を出さずに無力化されるだろう。

　かといって瘴気（バルドにとっては聖気だが）の量が減っている今、バルドが直接仕掛けても、ウルスの騎士達を一気に殺すのは難しい。

「そうですね。無力化されてしまうのであれば、即座に殺してしまえばいいでしょう。あなた達がどれぐらい動員できるかは知りませんが、合計で三千も死ねば、私の切り札を一枚、切る事ができます」

「正気か!?」

　考えた末、とりあえずこいつらの手下を惨殺して瘴気を補充すればいいか、という自分勝手な結論を出す。

　バルドの狂った意見に、思わず貴族の一人が絶叫する。別段民草の命などどうでもいいというか、摘つみすぎなければ勝手に増えるから心配ないとは思っているが、それでも動員した兵を自分達が殺すというのは、いくらなんでも外聞が悪すぎる。

「今更、何を言っているのかね？」

「ロアノ侯……？」

「この男が正気ではない事ぐらい、随分前から分かっていた事だろう？」

　深い深いため息とともに、諦あきらめたように言い切るロアノ。もっとも、彼も自身がすでに引き返せないほど瘴気に侵されているという自覚はないのだが。

「だが、さすがに無む為いに何千もの兵を死なせるわけにはいかん。私は民からの徴兵は行わず、私兵のみを動かす事にする」

「それで、何人ぐらいですか？」

「すぐに動かせる数は、二千程度だ。そこまでは、昨日のうちに動員をかけておいた。だが、それ以上となると、領内の町や村に散っている人間もかき集めなければならないから、今日言ってすぐにというのは不可能だ」

「そうですね。時間をかけるわけにはいきませんので、それで十分でしょう。ほかの方々は？」

　ロアノの言葉を聞き、次々に数を告げる貴族達。

「そこに、マズラックの私兵を合わせれば、どうにか七千ぐらいにはなりますか……」

「そういえば、マズラック伯爵は？」

「ウルス城を落とす、という話を聞いて、何やら準備を行っているようですよ」

「裏切ったりは？」

「まさか。彼の持つすねの傷は、この情報を王家に持ち込んだ程度ではどうにもなりませんよ」

　しれっと言い放ったバルドの一言に、同じ穴の狢むじなである彼らは沈黙するしかない。

「さて、できれば夜までには決行したいところですが、準備は間に合いますかな？」

　バルドが示した期限に顔を引きつらせつつも、不ふ承しょう不ぶ承しょうといった感じで頷く一同。

　実際、明日まで引っ張ればまず間違いなく、この場にいる人間全員が身柄を拘束される事になる。

　暗殺ギルドが壊滅したのが日付が変わってからだった事もあり、情報の確認と精査に一日はかかるだろう。いくらレイオットといえども、まだ全部確認が終わっていない資料をもとに貴族を拘束するほどの無茶はできない以上、それぐらいの猶ゆう予よはあるはずだ。

「最後に、カタリナ様」

「何かしら？」

「最悪の場合、この国の形が完全に変わってしまう可能性もありますが、問題ありませんか？」

「わたくしを受け入れなかった国など、滅んでしまえばいいのです」

　うっとりと笑いながら、かなり身勝手な事を言い放つカタリナ。

　その言葉が事実上のゴーサインとなり、彼らの反乱計画は動きだすのであった。




　　　　☆




　後にカタリナの乱として近代ファーレーン史に残るクーデター。

　その歴史に残る部分の始まりは、夕暮れ時であった。

「……そろそろ来るようだな」
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「ぎりぎり準備が間に合うた感じやな」

　アルフェミナ神殿にて、正門の中庭に現れた大量の転移反応を拾い、レイオットと宏が呟く。

　その言葉に顔が引き締まる日本人チーム。

　宏達は名目上は護衛として、実際はアルフェミナの神託によって大広間にいる。

　一方、王家組は、王妃達を除く全員が囮おとりも兼ねて残っている。戦闘が始まった段階で、儀式の都合上どうしても残らざるを得ないエアリス以外が順次避難する予定である。

　王妃および側室二人は別口ですでに工房の方に避難しており、この場で戦闘能力がない王族は、儀式中のエアリスだけである。

　ただし、エレーナは体調の問題から戦力として数えるにはやや不安があるため、今回は守られる側にカウントされている。

　ドーガとレイナはミスリードを誘うために城の玄関の間の方にスタンバイしており、彼らの代わりにエレーナとエアリスの護衛としてユリウスとその部下が数名と、エレーナの身の回りの世話をするために彼女付きの侍女がこの場にいる。

　また、場所が場所だけに当然の事ながら、神殿内部には大神官をはじめとする神官達もいるが、今彼らがスタンバイしている大広間には、大神官以外の神殿関係者はいない。

「マーク、避難の状況はどうなっている？」

　準備が全て整ったと見て、レイオットが状況確認を始める。

「少なくとも、瘴気に引っかかってない人間は全員終わっています。ハルナが一曲歌ってくれたおかげで、ずいぶん楽に進みました」

「瘴気に引っかかっている連中は、どうした？」

「全員まとめて、一時的に地下牢に放り込みました。ただ、歌に引っかかるほどではなく、だが暗示の影響は受けてる、という人間までは排除できていませんし、手遅れになっている人間とそれ以外の仕分けをする時間がなく、せいぜい男女を分ける以上の事をせずにまとめて拘束したため、後々問題になるかもしれません」

「今回は緊急事態だ。それに、変な言い方になるが、歌を聞いて意識を失ったのであれば、下手に避難場所にかつぎ込むよりも、むしろ頑丈な地下牢にいたほうが安全だ」

　マークの報告に一つ頷き、逃げ口上ともいえる言葉を告げるレイオット。

　水面下でこそこそと下準備を進めていたとはいえ、全てを完璧に行う余裕はない。予想以上にロアノ達の動きが早かった事もあるが、人数が多すぎてそこまで面倒を見切れなかったというのが本音である。

　それに、いざという時は地下牢の方が安全だというのも、それほど間違った言い分ではない。何かあった時に犯罪者を外に出さないために、地下牢は城内でもトップクラスの頑丈さを持っているのだ。

「兄上」

「人形の方はちゃんと起動している。兵の配置も問題ない。しかし、さすがは職人殿。私達でもあれが偽物だとは分からなかったよ」

「分かったら意味ありませんやん」

　アヴィンの台詞に対する宏の返事。それを聞いて思わず呆れたような視線を向ける一同。

　言うだけ無駄だが、身内が見ても分からないほど精巧な人形だから、用意する意味があるのだ。実際、一直線に王宮を目指している今の時点で、敵は囮の人形を見抜けず、完全に引っかかっている。

　当然の事ながら魔道具の類ではあるが、澪ですら身内を欺ききるほどのものは作る事ができない、と言えばどれほどの難易度か分かるだろう。

「話を戻そう。姉上、調子の方は？」

「走って逃げるぐらいは、問題ないわ。それに秘密兵器もあるし、そもそも魔力の方はまったく問題ないのよ？」

「そうか。ならば、ユリウス、マーク。いざという時は姉上を頼む。兄上は父上を」

「御意」

　転移反応を拾ってから、淡々と最終確認を続けていくレイオット。

　その言葉に便乗して、宏が澪に指示を飛ばす。

「事前打ち合わせでも言うたけど、エレーナ殿下が脱出する時は、澪がついてってサポートしたって。僕らは残って足止めするから」

「分かってる」

「ただ、状況次第ではこっちに残ってもらう事なるかもやから、そこらへんは臨機応変に」

「了解」

　当初から確定していた役割を、再度確認する。

　大人数を転移させているからか、まだ転移魔法は終わらない。

　一見、高レベルのキャンセル系なら、普通に割り込んで無効化できそうなだけの時間が空いているが、この種の大規模転移魔法は、割り込んで潰すのがかなり難しい。

　下手に力技でそういう真似をすると、空間がゆがんで異界化したり、揺り戻しで本来何かが転移してくるはずであった場所がえぐり取られたりと、碌ろくな事にならない。

　なので、仮に大軍が来ると分かっていても、転移魔法の発動中は決して手を出さないのが暗黙の了解となっている。

　なお、本来なら王族以外の魔法では城の内部に直接転移はできないのだが、カタリナが直接関わっているためにこれだけの軍勢が場内に飛び込んでこれるのだ。

　この欠けっ陥かんに関して、今のところ克服できた国は歴史上存在しない。

「では、大神官殿」

「分かっております」

　国王の言葉を受け、準備してあった術を起動させる大神官。

　神殿の各所に仕込まれた術具によって増幅されたそれは、瞬またたく間にウルス城全体を覆い尽くす。

「ふむ……。どうやら、大半には抵抗されてしまった模様ですな」

「どの程度効いた？」

「せいぜい、千といったところでしょう。ですが、普段どおりの力を振るう事はできますまい」

　アルフェミナ神殿に仕込まれた術は二つ。

　一つは、戦闘能力が一定以下の人間を無条件で眠らせる術。

　もう一つは王族もしくはアルフェミナ神殿が敵だと認識した相手に対して重圧をかける術である。

　基本的には、今回のように城内に直接攻撃を受けるケースを想定して用意されたものだが、実際に使われるのは二度目で、効果があったのは今回が初めてだ。

　因みに、アルフェミナ神殿が誰の目にも明らかなほど堕落していたり、王家が言い繕つくろいようもないほどの悪政を続けていたりすれば、この術の効果はほとんどなくなる。先々代の時は王家に問題があったために術そのものが発動しなかったが、今回はどちらにも該当しないため、ちゃんと加護があったようだ。

　なお、大神官の千という発言は、二つのうち前者の術で無力化できた数である。

　さすがにこの短時間で招集できるだけあって、ほとんどがちゃんとした訓練を受けた兵士であったようだ。

　とはいえ、ちゃんとした訓練、といったところで、地方領主の手勢の練度は一番いいところでウルスの騎士団の最下限にも届かない程度。

　数が互角程度であれば、地の利もあってまず負ける事はないラインである。

「今回に関しては、数から考えれば大して効かんだろうという事は分かっていた。千も無力化できれば十分だ」

　国王の言葉に一つ頷くと、外の様子を見るための魔道具を起動するレイオット。

　城の宝物庫に転がっていた数百年もののアーティファクトだ。

「さて、ここから先、しばらくは外の部隊に任せるしかない。エルンストとレイナのお手並み拝見、だな」

　中庭で始まった乱戦と、玄関広間での睨にらみ合いを大広間に用意された中継用魔法陣で映しながら、妙にリラックスした態度でそう告げるレイオットであった。




　　　　☆




「犯罪者として捕まってるのかと思えば、随分うまく取り入ったようじゃないか、女失格。その色気のない体でも、抱いてくれる男はいるって事か。よかったじゃないか、ゲテモノ好きが居て」

　マズラック騎士団団長、オドネル・マルトゥーンは、いつものようにレイナを挑発しにかかった。

　暗い場所で遠目に見れば宏と間違えても不思議ではないその顔には、レイナならずとも女性であれば嫌悪感を持つ以外の選択肢はないであろう下卑た笑みが浮かんでおり、間違っても騎士団と名がつく集団の長にふさわしい人格をしているとは思えない雰囲気を漂わせている。

　正直なところ、宏との共通点など立ち居振る舞いが妙にダサく見えるところと、どことなくヘタレオーラを発散しているところぐらいしかない。

　周りに控えている彼の部下達も、お世辞にも品がいいとはいえない雰囲気をまき散らしながら、同じように下卑た笑いを浮かべ言いたい放題レイナを侮ぶ辱じょくし始める。

　中にはとても文章にできないような、最低という言葉すら生温ぬるいほど下品な台詞もあり、普通の女性なら男という生き物に幻滅してもおかしくない状況になっている。

　もしこの場に達也がいれば、最後の一言を言う前にオキサイドサークルあたりを問答無用で食らわしている事間違いなしの、実に低レベルな台詞ばかりだ。

　正直まともな神経をしていれば、男であるというだけでこれと同じ扱いされるのはマジギレして許されるレベルである。はっきり言って、場合によってはチンピラの方がましだ。

「言いたい事は、それだけか？」

　一通り相手の口上を聞き終えたレイナが、淡々とした態度で冷ややかに言いかえす。

　今までなら、この程度の挑発で面白いように怒ってくれたレイナが、今回はまるで怒る様子も見せずに冷静なままで対応してくる。

　その様子に拍子抜けし、妙に毒気を抜かれるような気分になってしまうマズラック騎士団。

「なるほどのう。こいつらに、というかこいつらの同類に四六時中絡まれておれば、男が嫌いになっても仕方あるまいか」

「これを男の基準にしていた自分が、恥ずかしい限りです」

「まあ、今更言うまい」

　男社会の騎士団で、レイナのような極端な戦闘能力を持つ女が混ざれば、あまりいい目で見られないのも当然だろう。

　中にはこういう実力差を認められない、プライドだけは高い性質の悪いものも相応に存在するわけで、この手のあまり関わりあいになりたくない性格をしている人間が、性別や人格を攻撃してくるのもおかしな事ではない。

　だが、他人のどうしようもない身体的特徴をこき下ろして笑う事でプライドを保つような人間が、一流と呼ばれるほどにその実力を伸ばす事などそうそうない。それだけの実力があれば、そもそもレイナが騎士として己を鍛えている事、実力を伸ばそうと必死に努力している事自体をあざ笑っているだろう。

　逆に言えば、それができるほどの才能を生まれ持っていない限り、彼我の実力差から眼を背け、馬鹿にできる部分だけをつついてこき下ろす事で安心し、自分を磨く事を怠おこたるような連中が上に上がる事などありえない。

　その事に気がつかず、いや、気がついていながら目を背け続けた結果が今、もっとも残酷な形で現れようとしていた。

「とりあえず、一つ聞こう」

「女失格な体型のくせに体で騎士になった卑ひ怯きょう者が、何を聞きたいんだ？」

「その体でたらしこんで騎士になった、という女ですら、防具なし、ナイフ一本でも、一対一でバーサークベアぐらいは仕留められるのだが、お前達は当然できるのだろうな？」

　レイナの問いかけに、今度はマズラック騎士団の顔が屈辱にゆがむ。

　彼らは騎士団という名に反し、その戦闘能力は七級の冒険者程度。つまり、全身をがちがちに高品質の装備で固めて、ようやくバーサークベアとまともに勝負ができる程度でしかない。

　さすがにドーガやレイナのように普通の服とナイフだけでバーサークベアを余裕で秒殺できるような人間は少数派だが、ウルスを拠点としている騎士団は皆、一般的な皮鎧よろいと普通の剣や槍があれば、バーサークベアぐらいは楽勝で仕留めてのける。

　装備の質の分、一般兵よりはやや強いが、ファーレーンの騎士と名がつく存在としては最弱の集団、それが今のマズラック騎士団なのだ。

「人の事を馬鹿にするのだから、相応の実力はあるのだろう？　ならば、大口を叩たたくだけではなく、その実力を見せてみたらどうだ？」

　いつもとは逆に、レイナの方が挑発をかける。

　普段の彼女を知っている人間なら、この光景に驚くに違いない。

　いくら宏との一件で自分の駄目さ加減を痛感し、反省に反省を重ねて一皮むけたといったところで、まだ一カ月やそこらしか経っていないのだ。その程度の事でここまでの振る舞いができるようになるのであれば、最初から暴走なんぞするわけがない。

　実のところ、これにはからくりがある。

　この作戦が決まった時に、相手の挑発に乗って何もかも駄目にしないためにと、宏達に土下座して頼みこんで、頭をクールダウンする効果のある挑発潰しのための使い捨てアイテムを用意してもらったのだ。

　どれだけ自分の事を信用していないのかと呆れるやり口ではあるが、今回はそれが功を奏して、レイナでなくても切れて不思議ではない罵ば詈り雑ぞう言ごんの嵐を、きれいさっぱりスルーしてのける事ができたのである。

「それとも、それだけの頭数を揃そろえて、特殊な性癖の男に媚こびを売るしかできない女失格と、そんなゴミ屑に目をかける耄もう碌ろく爺に挑む事すらできないのか？」

「言わせておけば……！」

　今まで蔑さげすんでいた相手に、自分達の言葉を逆手に取られて見下される。

　その事実にごろつき達の怒りが沸騰する。

　目の前の二人がケルベロス三体を歯し牙がにもかけない存在だ、という事をさっくり忘れ、数の優位を頼みに進撃をかける事にするマズラック騎士団。

「いくら強いといったところで、相手はたったの二人だ！　耄碌爺と女失格に身の程を教えてやるぞ！」

　オドネルの号令に鬨ときの声を上げ、隊列も何も無茶苦茶なまま突っ込んでいく。

　そのなっていない様子を鼻で笑うと、二人は何のひねりもなく手に持った得物を横に薙なぎ払う。

「がぁ！」

「ぬあ!?」

「ぎゃあ!!」

　その何気ない動作の一撃により、ひと山いくらという感じで蹴け散ちらされるマズラック騎士団。

　彼らは知らなかった。この世界においては、ここまで実力差が開いてしまうと、数の差が何千倍あったところで無意味だ、という事を。

「まったく、耄碌爺に薙ぎ払われて気絶するとは、ぬるい連中だのう」

「鎧ばかり立派でも、中身が伴っていなければこんなものでしょう」

「この程度なら、ピアラノークの時のようにバインドの影響を受けておっても、欠片かけらたりとも負ける気がせんぞ」

　たった一撃。たった一撃で完全に士気を砕かれてしまったマズラック騎士団は、二人の嘲あざけるような言葉に心底恐怖を抱いて逃げ出そうとし始める。

　自分達の立場を忘れて逃げを打とうとする連中に一瞬呆れ、次の瞬間逃がさないための手段を講じる事にするドーガ。

「逃げるでない、未熟者が！」

　全身から巨大な闘気を発し、逃げ出そうとした私兵どもを威圧してその場に押しとどめる。

　アウトフェース、威圧型の集団挑発。宏にも伝授した、前衛にとって必須だといわれる技。

　ドーガほど熟練すれば、度を越した恐怖を与える事によって、逃げるという選択肢すら奪う事ができる。

　マズラック騎士団はこの期に及んでようやく、自分達が生きて帰れる選択肢が存在しない事を思い知ったのであった。




　　　　☆




　戦闘状態に突入した反乱軍。その陣を見渡せる位置にいるカタリナとバルド。

「そろそろ、次の一手に入りましょうか」

「許可するわ」

　バルドの言葉に頷くカタリナ。

　形の上だけではあるが許可を受け、バルドは予定どおり次のステップに移行する。

「さて、いい声で鳴いていただきましょう」

　にやりと狂った笑顔を浮かべ、目の前で劣勢に立たされている反乱軍に対し何やら魔法をかける。

　次の瞬間、中庭に広がったのは阿あ鼻び叫きょう喚かんの地獄絵図であった。

　ある者は唐突に業火に焼かれ、ある者は何の前触れもなく全身が腐り落ちる。

　虚空に現れた大口に丸呑のみにされた者、足元が底なし沼になり、いきなり引きずり込まれた者もいる。共通しているのは、それだけの目にあいながら誰一人として即死せず、気が狂うまで苦しみ続けたという事だけである。

　そもそも反乱軍の兵士達は、その大半が何も教えられずに領主の命令で集められ、唐突に城の中庭で正規の騎士団と交戦する事を強要されただけの集団だ。

　領主や指揮官の手前、とりあえず最初の降伏勧告以降は戦っているふりをしてはいるが、その戦意はとてつもなく低い。

　二度目の降伏勧告があれば即座に従うだろうし、詳細を教えられずに命令され、拒否できずに従っただけという立場上、降伏すれば大した罪に問われる事もないであろう人間ばかりである。

　犠牲になったのは、ほぼ全てがそういう運が悪かっただけの一般兵達だった。

　彼らがそんなむごたらしい殺され方をするほど悪い事をしていたのか、というと、ほぼ全員が否、というところだ。

　反乱軍の中には、よくある領民を搾り取っているような領主もまったくいないわけではないが、残念ながらここ十年ほどは王家の目がきつくなって、そういう無法は簡単にはできなくなっている。

　それらに消極的にかかわってきた人間もいないではないが、ほとんどはこの時たまたま兵士になっていただけの、領地をモンスターや無法者の被害から守ってきた人達だ。

　本来彼らは、こんな目にあって当然と言われるような人間ではないのである。

「な、なんだ!?」

「どういう事だ!?」

　唐突に起こったあまりにむごたらしい光景に、正規軍の騎士達も動揺を抑えきれない。

　元々、相手に対してこれといって思うところがあったわけではない。

　一部の連中のように本気になってかかってきていればともかく、形の上だけ戦闘を続けている彼らを本気で斬り捨てるつもりなどなかった。

　実際、割と外周の方にいた兵士達は、一合二合打ち合った後あっという間に武器を奪われ、後遺症が残らないように注意を払った一撃で意識を刈り取られ戦場から排除されたため、運よく今回の悪夢には巻き込まれずに済んでいる。

「いくら反逆者だからといって、こんな形で殺すのが貴様らの騎士道なのか!?」

　生き残りの一人が、あまりの光景に我を忘れて叫びだす。

　その声を聞いて我に返った騎士達が、口々に反論をする。

「そんな面倒な真似をして、我々に何の利がある!?」

「そもそも、皆殺しにするつもりなら貴様らごとき、とうの昔に始末し終えている！」

「第一、そのつもりがあるのならば、そこに転がっている連中に止とどめを刺さない理由がないだろうが！」

　怒りに任せてかなり手荒に相手を制圧しながら、本気で吼ほえる正規の騎士達。

　こんな雑魚相手にこんな外道そのものといった真似をしたと疑われる。それは彼らにとって、侮辱以外の何物でもない。

「っ！　これまでか……」

「降伏するか？」

「ああ……」

　惨状に対する不信感から抵抗していた反乱軍の指揮官だが、その圧倒的な実力差と一人も死者を出さない戦い方に気力を折られ、ついに降伏を申し出る。

「誰だかは知らんが、お望みどおり制圧してやったぞ！　出て来い！」

　反乱軍の指揮官が降伏を言い出したところで、中庭の部隊を指揮する近衛騎士の大隊長が姿を見せない犯人に対して吠ほえる。

　その声に応えて、彼らの前に姿を現すバルド。

「やはり貴様か……！」

「折角手間を省いて差し上げたというのに、何がそこまでご不満なので？」

「意識を刈り取れば事が足りる相手を、わざわざ後ろ指さされるようなやり口で仕留める必要など最初からないだろうが！」

「綺き麗れい事ごとは結構ですが、どうせ反逆者は死刑。ならば、どのような死に方をしても彼らの自業自得でしょう？」

「命令に対する拒否権のない末端の雑兵など、我が国の刑法ではわざわざ死罪になどせん！」

　自分に都合のいい解釈で好き勝手な事を言い放つバルドに、本気で怒りを覚える大隊長。

　呆ぼう然ぜんとそのやり取りを聞いていた反乱軍の指揮官が、大隊長同様に怒りを露わにする。

「そもそも、我らをここに送り込んだのは貴様だろうが！　その貴様が、何なに故ゆえ味方のはずの軍勢を虐殺する!?」

「味方？　何を言っておられるのですか？」

　指揮官の糾きゅう弾だんを聞き、本気で何の事か分からないという表情を浮かべるバルド。

　その口調に笑いがにじんでいるところを見るまでもなく、挑発しようとする意図が見え見えではあるが。

「何にせよ、貴様は国の法を明確に犯した！　今回ばかりは言い逃れは聞かん！　今日こそはその首を叩き斬る！」

「おやおや、怖い怖い」

　大隊長の気迫を受けて、おどけた様子で怯おびえたふりをして見せるバルド。

　とことんまで挑発的な態度にどんどん怒りのボルテージが上がっていき、いい加減限界を突破しそうな騎士達。

　もはや我慢できぬとばかりに攻撃を仕掛けようとしたところで、再びバルドが実力行使に移る。

「私もまだまだ仕事を抱えた身の上。言いがかりで殺されてはたまりませんので、少々抵抗させていただきましょう」

　いけしゃあしゃあとそんな言葉を言い放ち、なにがしかの術を発動させる。

　その瞬間、中庭を濃密な瘴気が満たし、先ほど虐殺された者の残骸や意識を失っている反乱軍の兵士達を変質させる。

「何!?」

「貴様、どこまで人を侮辱すれば気が済む!?」

「侮辱？　何をおっしゃるのやら。あなた達が無為に殺した人達の恨みを晴らしてもらうだけですよ。ただし、生きている者全てに対してね」

　にやにやと笑いながら悪趣味な事を言って、さらにケルベロスを十体ほど呼び出して悠々とその場から立ち去るバルド。

　その場に残されたのは趣味の悪い不死系モンスターと、強引に変質させられ正気と人格を失い、単なる半端なミュータントモンスターに堕だした反乱軍の兵士、いるだけで瘴気による汚染を拡大するケルベロス、そして否いやが応にもそれらに対応せざるを得ず、歯噛みしながら剣を振るう騎士団という地獄のような光景であった。




　　　　☆




　その違和感に真っ先に気がついたのは、やはり宏であった。

「なんか変な感じや」

　その呟きを聞きつけたレイオットが、険しい顔を宏に向ける。

「何かまずいのか？」

「何とも言えんとこですけど、なんかおかしい気がします」

「具体的には、と聞いても説明できないか。どうするべきだと考えている？」

「はっきりと言いきれる話やありませんけど、避難すべき人らはそろそろ避難を始めたほうがええと思います。ここがいつ戦闘になってもおかしない」

　その言葉を聞いたレイオットが、国王達に目配せをする。

　合図を受けた国王とエレーナが、最低限の荷物を確認して利用予定の秘密通路に向かって歩き始める。二人とも、宏の言葉を疑う気は一切ないらしい。

「澪も頼むわ」

「了解。師匠、気をつけて」

「そっちもな」

　打ち合わせどおり、避難を開始する国王一行についていく澪。彼女は最後尾を担当するため、隠し通路の入口で状況を確認している。

　なお、避難先は王妃達と同じく、宏達の工房を予定している。

　見た目はやや古く割と大きい建物が塀に囲まれてぽつんと建っているだけのアズマ工房だが、その実体は、物理的には攻城兵器を正面からはじき返し、魔法防御や魔法抵抗も宏本人と大差ない、大魔法すら場合によってはキャンセルしてしまうものが施されている、小型要塞のような建物だ。

　毒や呪いも敷地内に侵入する前に浄化してしまうシステムを組み込んでおり、その上、悪意ある人間はそもそも人払いの結界により近寄る事すらできないという、何を考えてそこまでガチガチに固めているのか分からない、この世界の技術レベルを考えるなら、この規模の建物としては完璧ともいえる防御能力を備えている。

　依頼や採集の度に新たに抱え込む食材や、宏が暇を見つけては充実させていく調味料をはじめとした物資の物量を考えるなら、今神殿にいる関係者全員を収容しても、その気になれば二カ月は余裕で籠ろう城じょうできる。

　何人かに外部で食料調達をさせておけば、古代竜クラスに襲撃されでもしない限りは老ろう衰すいで死ぬまで引きこもる事すら可能な、究極のシェルター機能を備えている。

　今回あえて反乱を誘う、なんて乱暴な手段に走れたのは、この工房の存在が大きい。

「あれ？」

　避難を始めた国王陛下一行を見守っていると、一緒に移動するはずの人物が一人、まったく動こうとしない事に気がつく春菜。

　エレーナの腹心ともいえる彼女付きの筆頭侍女・オリアが、移動を始めた主あるじを無視して、どこかうつろな目でぼんやり立っている。

　別ルートで避難するはずだった彼女のその表情を見て、非常に嫌な予感がしながらも一応声をかける事にする。

「ここは危険かもしれません。早く避難を」

　声をかけてきた春菜に顔を向けると、ぞっとするような笑みを浮かべて近寄ってくる。

　その笑顔を見て、背筋に冷たいものが走る春菜。

「避難ルートはあっちです！」

　その恐怖を振り払い、もう一度念のために声をかける。

　頭の中を最大音量で警報が鳴り響く。何かおかしい。何かがまずい。

　こうなったら殴り倒して気絶させて、誰かに運んでもらったほうがいいかもしれない。

　そんな物騒な考えの下、そろそろ自分の腕の延長ぐらいには馴染んできた愛用のレイピアに手をかけたところで、

「駄目です、ハルナ様！　彼女から離れてください！」

　儀式の間から飛び出したエアリスが、大声でそんな警告を発する。

　エアリスの言葉にとっさに距離を取ろうとする春菜。
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　その声に驚いて立ち止まり、思わず振り返ったエレーナ達が見たものは、驚くような光景であった。

　春菜が距離を取るより速く、それこそ何の訓練も受けていない侍女の身のこなしとしてはあり得ないほど速く鋭く、オリアが春菜に肉薄する。

　そのスピードに驚きょう愕がくしつつ、とっさに体をひねって身を守ろうとし、さらにスマッシュでオリアを弾き飛ばして攻撃を潰そうとする春菜。

　だが、その全ての行動がことごとく不発し、吸い込まれるかのようにオリアが懐ふところに潜り込んでくる。

「ハルナ様!?」

　一瞬の硬直の後、エアリスの悲鳴があたりに響き渡る。

　オリアの人間離れした動きの結果、その場に居た誰もが何が起こったかを理解できなかった。

　その場にいた人間が見たものは、距離を取ったはずの春菜の懐に潜り込み、狂気の混じった笑顔を浮かべて、彼女のわき腹に禍まが々まがしいオーラを発するナイフを突き立てるオリアの姿であった。






ファーレーン編　第二〇話






「外が騒がしいのう」

　マズラック騎士団をほぼ壊滅させたあたりで、中庭の異変を感じ取ったドーガが呟つぶやく。

「戦闘による喧けん噪そうではないのですか？」

「違うな。剣けん戟げきの音が聞こえん。それに、何やら言い争っておるようじゃ」

　戦闘中という観点から見れば、明らかに妙な状況。

　その状況に首をかしげながらも、とりあえずオドネルを追いつめるドーガ。

　一応隊長だけあって、毛が生えた程度とはいえ雑兵よりは強いオドネルだが、ドーガからすれば誤差の範囲でしかない。

「ぐあ！」

　抵抗らしい抵抗もできず、あっさり武器を砕かれ鎧よろいを壊され、腰が抜けてその場にへたりこむオドネル。

「おかしいなどと言うておっても話は進まん。少しばかり確認して……」

　しかし、ドーガは最後まで言葉を続ける事ができなかった。

　中庭と同じ種類の異変が、この玄関ホールでも起こり始めたからだ。

「……なんじゃ？」

　マズラック騎士団の体が、唐突に変異し始める。

　ある者は腕が急激に太くなってオーガですら引くほど筋骨隆りゅう々りゅうになり、ある者は髪の毛が触手に変化する。まだ人型を保っているのはマシなほうで、中にはそもそも人の体を保つ事ができず、スライム状の何かに化けてしまった者すらいる。

　共通点は瘴しょう気きを発散するようになった事と、サイズが人間の倍以上に膨れ上がった事ぐらいだ。

「……グロいのう」

　小さい子供が見たら、おそらく一生夢でうなされるであろう不気味な光景を油断なく観察しながら、嫌悪感たっぷりに言い捨てるドーガ。

「外が騒がしかった事と、何か関係があるのでしょうか？」

「分からん。分からんが、少なくともこやつらを放置しておくわけにはいかん、というのは間違いないじゃろう」

「……もし外でもこれと同じ事が起きているのであれば、少々まずい事になっている可能性もあります」

　レイナの指摘に頷うなずき、槍を構え直すドーガ。

　マズラック騎士団の総数は百。今回の変異でどの程度能力が化けるかは不明だが、ケルベロスほどのプレッシャーはない。

　とはいえ、人間としての知性が残っていれば、変異によって得た戦闘能力をどう使ってくるかは分からない。一挙に蹴け散ちらしてしまうべきだろう。

「とっととやってしまうぞ、レイナ！」

「ドーガ卿はこの場を突破して、中庭に加勢してください」

「む？」

「もはやこいつらに対しては、気を使わねばならない要素は皆無。見たところ、大した素材を残すような感じでもなく、ヒロシ達にしても元人間から取った素材を使って平気でいられるほど壊れてはいない。ならば、私が好き放題暴れたところで、誰も文句は言わないでしょう」

　獰どう猛もうな、実に獰猛な笑みを浮かべながら、襲いかかってきた最初のミュータントモンスターを三枚に下ろしつつ言い切るレイナ。

「だが、一人でこの数は、ちっとばかしきつくはないか？」

「少々変異した程度で、この愚か者どもを調子に乗せるのは腹立たしい。それに、これまでのあれこれに対して、合法的に報復できるまたとない機会。多少きつかろうがどうしようが、きちんと一体残さず完璧に殲せん滅めつしてみせます」

　ドーガの微妙に困ったような言葉に応える間にも、さらに二体切り捨てる。

　普通の斬ざん撃げきが通じにくい相手には、きっちり属性付与を行って攻撃を通しているあたり、なかなかにクールだ。

「……分かった。じゃが、突破する時に何匹か轢ひき殺す事については、一切苦情も文句も受け付けんからな」

「了解です」

　その相談を聞いていたらしい元オドネルだったミュータントモンスターが、あざ笑うように声を上げる。

「この数の差に加えてこれだけの力を我らが持ったというのに、中庭への加勢を考えるとは、本当に頭が悪いな、女失格！」

　オドネルの言葉を無視し、力を溜めるドーガをかばうようにどんどんと敵を切り捨てるレイナ。

　時間にして一秒あるかないかの溜め時間のあと、正面玄関を通って中庭に出られるルートのうち、最も大量に敵を巻き込めるラインを見切って技を放つ。

「貴様らにはもったいないが、時間短縮のため使わせてもらうぞ！　轟ごう天てん槍そう覇は！」

　己が使える最強の大技を解き放ち、正面玄関に向けて飛び出すドーガ。

　一本の巨大な鋭い錐きりとなったドーガは、進路上にいるミュータントモンスターの胴体を穿うがち、貫つらぬき、粉砕して進んでいく。

　正面にとらえたものだけでなく、進路の端をかすめただけのモンスターすらずたずたに引き裂いて突破し、三十を超える死し骸がいを作り上げて悠々と玄関を出ていくドーガ。

　瞬またたく間に半数近くまで数を削られたマズラック騎士団だが、彼らの受難はまだ終わってはいなかった。

「一体一体削るのは邪じゃ魔まくさい！　まとめて死ね！」

　ドーガの大技に意識が逸それている間に、レイナの方も技の準備が終わっていたようだ。

　濃密な殺気とともに、広域攻撃用の技を叩たたき込む。

「ブラスタースクエア！」

　闘気をこれでもかというぐらい乗せた刃を横一いっ閃せんに振り抜くと、その軌き跡せきに沿って濃密なエネルギーが進路上のものを焼き払っていく。

　距離による減げん衰すいもあって当たったもの全てを仕留めるには至らなかったが、この一連の流れにより、無傷なのはたまたまどちらの攻撃範囲からもそれ、逃げ切る事に成功したオドネルのみとなった。戦闘可能なモンスターの数も、すでに三十程度まで減っている。

「さて、頭の悪い女の正当な八つ当たりに、最後まで付き合ってもらおうか」

　とことんまで獰猛な笑みを浮かべてアウトフェースを放つレイナに、変異した力を持ってしてなお、恐怖を抑えきれないマズラック騎士団であった。




　　　　☆




「春はる菜な！」

「大丈夫！」

　わき腹にナイフを突き立てにきたオリアを弾き飛ばし、刺さったそれを呪いを警けい戒かいして柄えを握らないように注意しつつ引っこ抜きながら、真ま琴ことに応える春菜。

　攻撃力を上げる方向でかなりの呪いがかかっているナイフだが、彼女が着こんでいる防具を全て貫くには少々足りなかったようだ。

　今の必中攻撃でスタミナを根こそぎ持っていかれたからか、弾き飛ばすより前にオリアは意識を失っていた。相手の力量によって消耗が変わる類たぐいの特殊攻撃なのだから、当然といえば当然だ。

　そもそも、発動できただけ奇跡である。

　必中攻撃と防御力無視は、ＲＰＧとつくゲームには大抵存在する。それは『フェアリーテイル・クロニクル』も例外ではない。ただし、『フェアクロ』の場合はこの類の機能を持つスキルは非常に少なく、かなり高レベルのボスクラスの攻撃スキルかエクストラスキル、ごく一部のドロップもしくは製造装備の特殊機能に存在するのみである。あとはせいぜい、防具無視や防御力の一部無効化など劣化版の機能が上級スキルにある程度だ。

　また発動の際には、相手と自分の力量差や相手のスペックに応じてスタミナの消費が変わるため、宏ひろしやドーガの防御力を無視してダメージを与えるとなると、相当なコストがかかる。

　春菜相手に必中攻撃をかける場合、このケースに比べれば相当ましではあるものの、まったく訓練を積んでいない素人では、スタミナを根こそぎ持っていかれた挙げ句に気絶するのがオチだ。

　これはスキルではなく装備の特殊機能だった場合でも同様で、発動する度に相当のスタミナが必要となる。

　とはいえ、物理法則を無視させるのだから、ある意味当然といえば当然かもしれないが。

　そう考えれば、オリアは戦闘面でもそれなりに優秀だったという事になる。当人にとっては嬉うれしくもなんともないだろうが。

「とはいえ、タンクトップ越しにナイフの刃先が当たってる感触はあったから、本当にぎりぎりだった感じだけど……」

「だってさ。やっぱりタンクトップだけじゃなくて、ちゃんとしたブラとショーツも作ってあげたほうがよかったんじゃないの？」

「無茶言わんといてや……」

　さすがというかなんというか、その呪いのナイフは、ワイバーンレザーアーマーを完全に貫き、下に着ていたスパイダーシルクの服に穴をあけ、ほとんど皮鎧と変わらない防御力を持つ絹製のタンクトップに当たるところまで刃先をとどかせていた。

　刺されたあたりを触って確認したところ、タンクトップにも微妙に刃が突き立っていた感触があるため、本当に紙かみ一ひと重えだったようだ。

　もし仮に、タンクトップを作ったのが宏でなく澪みおだったら、糸を織って生地を作るところから始めていなければ、もしくは彼女を刺したのが昨夜の暗殺者のようにきちっとした訓練を受けていた人間だったなら──春菜は無傷では済まなかっただろう。

　そもそも、ナイフにどんな呪いがかかっているか分からない以上、ほんの少し刺さっただけでもいろいろアウトだった可能性は高い。

「思いつきとはいえ、タンクトップだけでも作っておいてもらってよかったよ、本当に……」

「まあ、あれやったら男もんのシャツとあんまり変わらへんから、そんなにプレッシャー感じんと作れた感じやけど……」

　いきなり言われて大慌てで五人分を織る羽目になった時の事を思い出し、微妙に遠い目をしてしまう宏。

　王宮サイドがたくさん用意してくれたおかげで絹糸の量が十分にあったからよかったものの、蜘く蛛もの巣に採りに行くとなると、なかなか微妙な分量だった。

　糸自体の質に思うところがないわけではないが、今現在市場から調達すると、これ以上の品質は手に入らない事も分かっているため、多少性能が落ちる事については妥協してもらった。

　わざわざ新しくタンクトップを作ったのは単純な話で、後衛に届く必中攻撃の類があった場合の備え、その一環である。

　さすがに操った侍女に必中攻撃の機能を持つ呪いのナイフを持たせる、というところまでは想定しきれなかったが（そもそも、オリアは今の今まで刃物の類を一切持っていなかった事は確認されている）、一枚重ねればそれだけいろいろな事に対処できるようになる。

　宏のガードが完璧ではない以上、こういう備えはいくらあっても困る事はない。

「とりあえず、そのうち冗談抜きで、全員分のちゃんとした下着をヒロが作る事も検討したほうがよさそうだな」

「やめてや……」

　達たつ也やの厳しい台詞に、肩を落としながら拒否の言葉を漏らす宏。

　まだ子供のエアリスですら、洒落にならないプレッシャーを受けたのだ。グラビアアイドルと勝負して勝てるような女の下着など、間違っても作りたくはない。

「下着の話はそろそろおいておけ」

「そうだな。で、結局今のはなんなんだ？」

「……多分、バルドに付け込まれたのね」

　気絶させられた自身の侍女を見下ろし、苦い口調で断定するエレーナ。彼女が宏や春菜に対して、半ば敵意と呼んでもいいような感情を持っていた事には気がついていた。

　エレーナがちゃんと治療を終えて帰ってきたため、さすがに宏達を詐欺師だとかそういう方向で疑ってはいなかったが、その治療に一切関わらせてもらえなかった事に対する不満は、バルドの手によってもはや憎しみと呼べるところまで膨れ上がりかけていたのだ。

　そんな彼女の感情には気がついていたが、かといって日頃の言動や強すぎる忠誠心を見ていると、もし仮に一緒に工房に連れていったところで、やれ部屋が狭いだ汚いだ、やれ食事が粗末だ食材が怪しいだと、つける必要のない文句をつけて治療を妨げたであろう事も想像に難くない。

　これが部屋や料理ぐらいならまだいい。

　薬について難癖をつけ始めたら、下手をすればそれこそエレーナの命にすら関わりかねない状況であった。

　考えすぎだと言いたいところだが、いくらこの件で反発を買い、そこをバルドに付け込まれたとはいえど、往診の度に宏達に対して見せていた態度を考えると、杞き憂ゆうだとは言い切れないのが難儀な話である。

「あなた達がお菓子をばら撒まいて、城の人達の歓心を買った事すら気に食わない様子だったし」

「余程、姉上の治療に関われなかった事を恨んでいるのだな」

「何度も釘を刺したのだけど、ね……」

「そういう恨みは、案外根深いものだからな。本人は心の整理をつけたつもりでも、些さ細さいな事でぶり返す事は珍しくない。ましてや、バルドはそういう小細工だけは得意だ」

　ため息交じりのエレーナの返事に、面倒な事をしてくれる、という表情を隠そうともせずに相あい槌づちを打つレイオット。

「さて、姉上。父上達は先に行かせた。安全のためにも、急いで合流してくれ」

「分かったわ」

「……あかん、手遅れや」

　さらにあたりの空気が変わった事を敏感に察して、ぼやくように宏が呟く。

「……この感じ、隔離結界？」

「近いけど多分違う。多分、異界化しかかっとる」

　顔をこわばらせながらの春菜の疑問に、同じく険しい顔で宏が答える。異界化した空間というのは、入るのは簡単だが出るのは難しい。

「お父様達は、大丈夫かしら？」

「向こうの移動速度と異界化のペースから考えたら、多分脱出はできると思う。下着がどうとか無駄話しとった時点で、今の異界化範囲からは出とったしな」

「ただ、エレ姉は今からだと無理。下手をすれば孤立する」

　本来、工房まで同行するはずだった澪だが、エレーナが動くのを待っていたため、結果的にこの場に残る羽目になったのだ。

　そんな澪の言葉に、表情を引き締めながら頷くエレーナ。

　最悪の場合でも、後衛として足を引っ張らない程度に支援する事はできる。それに、エアリスともども、宏から与えられた攻撃手段も持っている。

「とりあえず、何が出てきてもいいように心構えだけはしておいて。最悪、私達の対応能力を超えるかもしれない」

　春菜の厳しい言葉に、真面目な顔で頷く王女二人。

　エアリスだけなら最悪アルフェミナが守るだろうとは思うのだが、体の負担がどうとか言っていた事を考えると、エレーナの方に手が回るかは不明である。

「さすがにここがダンジョンになってはまずい。最悪の場合、王家の切り札を切る必要があるかもしれん。そうなったら姉上とエアリスを連れて、どうにか脱出してくれ」

「……それって、レイっちがやらなあかん事なん？」

「残念ながら、この札を切れるのは国王か王太子、元国王のみ。国王が健在であれば、王太子は代えがきく。残念ながら私がいなくなってもどうにかはなるが、今の政治情勢で父上がいなくなるのはまずいからな」

　その言葉で、切り札というやつがどんなものかを理解する日本人達。

　それが王家の重要な仕事とはいえ、なかなかえげつない立場だ。

「そういえば、異界化した空間を元に戻すって、できるの？」

「ゲーム内のイベントバトルと同じだったら、黒幕を仕留めて瘴気を浄化すれば元どおりになるわね」

　春菜の疑問に、真琴が明快な答えを返す。

　ある意味予想どおりの回答なので、方針を考える必要はない。やる事は何一つ変わらないのだ。

「……何か出てくる」

　澪がぽつりと呟く。

　その言葉に反射的に身構えると同時に、半透明の何かがうようよと現れる。

「スペクターか……」

「ヒロ、あいつらを一カ所に集められるか？」

　オリアを儀式の間の扉前に動かし、浄化系攻撃魔法のチャージに入りながら声をかける達也。

「やってみるわ」

　達也の言葉に一つ頷くと、ものはためしとアウトフェースを発動させてみる宏。

「来いやあ!!」

　掛け声とともに濃厚なプレッシャーを放つ。

　あまりの迫力に、一カ所に集まる前に吹き散らされるスペクター達。

「……何ぞ消えてもうたけど、どないなん？」

「いや、スペクターがアウトフェースで消滅するとか、俺も初めての経験なんだが……」

　微妙に間抜けな状況に、何ともいえない空気が流れる。

　その微妙な空気に呆あきれながら、レイオットが口を開く。

「……スペクターのような精神体が、あれだけの密度のプレッシャーにさらされて、無傷でいられるわけがなかろう」

「そういうもんなん？」

「ああ。ユリウスやエルンストも、あのレベルのスペクターなら、大抵アウトフェース一発で蹴散らしている」

　呆れたようなレイオットの解説に、そういうものかととりあえず納得する二人。

　そこにぼそりと、真琴が突っ込みを入れる。

「スペクターとかゴーストの類って、春菜が歌えば一発でけりがつくんじゃないの？」

「……そうかもな」

「……せやな。言われてみればそうや」

　瘴気を浄化できるのだから、アンデッドを成仏させる事ぐらいできても不思議ではない。

　とはいえ、ゲームの時の常識が完全に抜けきっているわけではない上、当の春菜がアンデッド相手に歌を歌うという行動をとった事がないため、できるかどうかは当人にも分からない。

　他にも何人か歌唱エクストラを持っているプレイヤーはいたが、呪歌の性能の問題で根本的に戦闘中に歌う事がほとんどないため、そんな実証実験は誰もしていない。

　そもそもの話、ゴーストとかスペクターの類は単純な物理攻撃は効果がなく、ボス級でもない限りドロップアイテムもないため、わざわざ積極的に狩りに行く機会がない。

　出現場所も限られる上に経験値面でもさほど美お味いしい相手でもなく、出現場所に何かいい素材や美味しいモンスターがいるわけでもない。

　ほとんどのプレイヤーがイベントで一度は戦った経験がある相手ではあるが、それ以外に遭そう遇ぐうする事自体がまずない事もあって、今回話題になっているスキルに限らず、あの連中によく効くスキルの調査自体行われていない。

　第一、こちらの世界とゲームのアウトフェースや神の歌が、同じ性能だという保証もない。

　故に、彼らがこのあたりの事を知らなかったとしても、何の不思議もない事ではある。

「また何か来た」

「春はる姉ねえ、お願い！」

「了解！」

　澪に言われて、地面からにじみ出るように現れた不定形の腐敗臭を放つ何かに対し、本気の歌を聞かせる春菜。

　とっさに歌えと言われたために即座にいい曲が思いつかず、日本人なら誰もが知っているであろう青いタヌキ、もといネコ型ロボットが出てくるアニメの主題歌を朗々と歌い上げる。因ちなみに一番長い期間オープニングを飾った歌詞の方である。

　予想どおりアンデッドの類だったらしく、春菜の歌が響き渡ると同時に動きを止め、崩れ去っていく腐った何か。どうやら綺き麗れいに浄化されたようで、肉片すら残らず消え去っている。

　とはいえ、日本人なら必ず一度は見た事があるあのアニメの主題歌が後から後から出てくるアンデッドを片っ端から浄化していくシーンは、恐ろしくシュールな絵面ではある。

「……なんだ、あの歌は？」

「うちらの国の、子供向けの物語の歌や」

「童話のようなものか？」

「似て非なるもの、っちゅうとこやな」

　宏の解説に、なんとなく納得するレイオット。

　そろそろ状況も佳境に差し掛かろうというのに、いまいち締まらない宏達であった。




　　　　☆




「……歌が聞こえるという事は、どうやらあの侍女は失敗したようですな」

「本当に、使えない……」

　城の物見やぐらの上で神殿の瘴気が薄まっていく様子を観察しながら、状況の悪さに嘆たん息そくするバルドとカタリナ。

　さすがに致命傷を与える事までは期待していなかったが、まったく効果なしというのは予想外にもほどがある。

「ですが、六千人分の怨おん念ねんを即座に払いのけるほどの力までは、さすがに持ち合わせていない様子。いい加減覚悟を決めて、直接仕留めに向かったほうがよさそうです」

「まったく、どこまでも忌いま々いましい話ね」

　ままならぬ現状に対し顔を醜しゅう悪あくに歪ゆがめ、怨念のこもった言葉を吐き捨てるカタリナ。その様子を見て、彼女をファーレーン一の美姫だとたたえる人間はいないだろう。

　春菜が来るまでは、まだちゃんとした誇りが存在していた。

　不思議なもので、前提条件がおかしくとも、誇りの持ち方そのものに筋が通っていれば、たとえそれがどれほど一般的なものと相容れなかろうと、醜悪という印象にはつながらない事が多い。

　カタリナもその例に漏れず、少し前までは悪女なりの美しさ、とでもいうべきものがあった。

　だが、今の彼女はそうではない。なまじ整った容姿をしているだけに、その醜悪さがかえって目立つ。もはや誇りと呼べるものを全て捨て去り、単に気に食わない事を気に食わないとわめき、八つ当たりして暴れているだけだ。

　そこに美学はなく、支持するに足る理念もなく、故に人を従わせるに足る説得力もなく、ただただ図体が立派で年齢を重ねただけの子供が持つ醜悪さしか表に出ていない。

　すでにバルドに捨て駒にされてしまってはいるが、彼女側についた貴族達がもう少しまともな時に今のカタリナの姿を見れば、己がいかに愚かな選択をしたのかを思い知る事になっただろう。

　もっとも、大半の者にとって、カタリナの姿は自身の鏡でしかないのだが。

「とにかく、あの小娘と巫み女こ二人を始末すれば、カタリナ様の勝利です。あとは好きなようになさればいい」

「そうね。ならばまずは、半分とはいえ血がつながっている事自体が腹立たしい、どこまでも生意気なあの小娘を、わたくしが直々に始末する事にしましょうか」

　もはや選択肢はない。仮に全てが上う手まくいったところで単なる簒さん奪だつ者扱いだろうし、首尾よくエレーナとエアリスを排除できても、普通のやり方で今から地脈を侵食するのはかなり難しい。

　バルドがそばにいる事で、凄すさまじい力を持つに至ったカタリナ。大量の瘴気を取り込み低能化する事によって行使される、いわば禁断の力。

　しかし、その力を持ってしても、地脈を汚しきる前に反作用で命を落とす事だろう。

　そもそも、国王とマークが逃げ延びている以上、カタリナには先などない。

　だがバルドは、それでもよいと考えている。たくさんの嘆なげきと恨み節こそが、彼が信仰する神に対して最大の捧げ物になる。ウルスほどの大都市ならば、姫巫女を排除するだけでも、それほど時を置かずして呪われた大地（バルドにとっては祝福された土地だが）に変える事ができるだろう。地脈を汚染しきるには時間がかかるが、呪われた土地になってしまえば、あとは時間の問題である。

　カタリナはそのための捨て駒である。

「さて、決戦に行きましょうか」

　もはや彼にとって最高の結果は望めない。

　バルドは、不本意な状況における最後の賭けに臨のぞむのであった。




　　　　☆




「難儀な事になっておるのう……」

「ドーガ卿!?」

　中庭。近衛騎士団が後から後から現れるアンデッドに手を焼いていると、思わぬ援軍が現れる。

「玄関口の方は、よろしいのですか!?」

「あらかた始末は終えたからのう。あとは、レイナ一人でもどうにかなるじゃろう」

　近衛騎士団団長の問いかけに飄ひょう々ひょうととぼけた口調で言ってのけると、最も大量に敵が湧いて出てくるあたりに向かって突っ込んでいく。

　槍ではなく盾を構えての突撃ではあるが、その大質量はそれだけでも圧倒的な凶器となる。

　新たに湧いたアンデッドをシールドチャージの一撃で一気に制圧すると、辺りをもう一度見渡して状況を確認する。

「ミュータントの類はおらんようじゃな」

「全て殲滅いたしましたので」

「ならば、あとは持久戦、という事かの。城全体が異界化しておる以上、こやつらはいくら倒したところできりなどなかろう」

　団長の報告を聞き、ドーガがあっさり結論を言い切る。

　やはりそれしかないのかと微妙に疲れを見せながらも、新たに発生する気配を見せるモンスターに対して身構える騎士達。

「なに、儀式の間も姫様も健在である以上、そう長くかかるとも思えん。儂わしらの仕事は神殿にいる面子がバルドを仕留めるまでの間、有象無象を向こうに寄せつけない事。これだけの頭数がいれば、大して難しい仕事でもあるまい？」

「終わったあとがいろいろと大変そうですが、確かに大した仕事ではありませんね」

　神殿の方から聞こえてくる、明るい曲調の何とも言えない歌詞の歌に耳を傾けながら、やや気だるげに答える副団長。

　先ほどから漏れ聞こえている歌の影響なのか、徐々に瘴気が薄まってきており、目に見えてアンデット達の力が落ちている。それでも倒す数が数ゆえ、装備品の整備や兵力の立て直しなどを考えると、やらなければいけない事も多く、余裕といえる状況ではなさそうだ。

「とりあえず、五分ほどは儂が稼いでやるから、部下達の状態確認と隊列の組み直しをとっととやってこい」

「了解です」

　ドーガに追い立てられて、騎士達の状況確認に移る団長。

　敵の強さはそれほどでもなかったが、数が数だ。最初の方は激戦だっただけあり、そろそろガス欠になっている人間は少なくない。中にはメインウェポンが破損している者も何人かいる。予備の武器でも一線級の実力は持っているが、あまり無茶をさせるのはよくないだろう。

　前衛として相手の攻撃を受け止め続けたある騎士など、いつ鎧が全壊してもおかしくないほどの損傷を受け、いい加減ポーションで誤魔化すのも限界、というぐらいの負傷をしている。

　壁役がそれだけ頑張っていなければ、壊滅まではしないにせよ、犠牲者ゼロでここまでこぎつける事はできなかったに違いない。

　そういった一人一人の様子を手早く確認し、ダメージに応じて配置を入れ替えて陣形を組み直す団長。数千人の部隊の編成をわずか五分で終えるあたり、やはり人を統すべる器を持つ者である。

「完了しました」

「ならば、少々休憩させてもらおうかの。この老骨には、派手な戦闘が続くのは堪こたえるでな」

「お任せください」

　明らかにまだまだ余裕がある様子のドーガに返事を返し、第一隊を前に出して新たに出現したモンスターを始末しにかかる副団長。

　神殿からは、しみじみと人生を語るタイプの、昭和の香りがするこれまた場にそぐわない歌が聞こえてくる。

　非常にレベルが高いだけに、思わず聞き入りそうになって実にやりにくい。だが、この歌が瘴気を払っているのも確かなのだ。歌うな、などとは口が裂けても言えない。

　どうにも様にならない雰囲気の中、騎士団は地道に雑魚を殲滅し続けるのであった。




　　　　☆




「ごめん、ちょっと休憩」

　休みなしで四曲ほど歌ったところで、喉に多少の違和感を覚えて中断する春菜。

　本人に自覚はないが、瘴気を浄化する歌というのは普通より負担が大きいらしい。

「お疲れさん。飴あめちゃんあるで」

　普段酒場などで歌っていた時に比べ微妙に声がおかしくなっていた事を敏感に察知した宏が、大阪のおばちゃんばりにのど飴を取り出して投げ渡す。金きん柑かんに似た味と成分の何かとはちみつを使った、比較的穏やかな味ののど飴である。

　因みに、材料に使われている金柑に似た何かは、似ているとはいえ地味にモンスターなので、普通の人間は下手に触る事すらできない材料だ。なお、宏が作ったものである以上、のど飴だろうが普通に薬としての効果がきっちりある。

「春菜が飴を舐なめ終わるまでは、俺達が暴れるしかないな」

「せやな。歌止まった途端に、何ぞ実体化はじめとるし」

　達也の意見に同意しながら目の前の状況を指摘する宏。

　さすが異界化。この程度の瘴気だまりでも元気にモンスターが発生するあたり、実に面倒くさい。

「とりあえず、来いやあ！」

　現れたカブトムシのようなモンスターを、とりあえず威圧して注意を自分に引き付ける。

「兄貴、こいつのはらわた乾燥させて処理したら、肝臓の薬になったはずやで」

「また地味だな……」

「まあ、解体しとる暇もないやろから、適当に焼いたって」

「了解。周囲の瘴気ごと焼き払うか」

　宏の周りをぶんぶん飛び回っている三体のカブトムシ。

　その動きを確認した上で、瘴気だまりごとまとめて焼き払うのにちょうどいい術を詠唱する。

「行くぞ、ヒロ！」

「はいな！」

「獄ごく炎えん聖せい波は！」

　達也の気合いの声とともに、何ともいえない色合いの炎が瘴気だまりを焼き払う。

　その炎に叩き込むように、器用に一回のスマッシュで三体のカブトムシを弾き飛ばす宏。

　聖属性なのかそうでないのか分からない名前の魔法だが、地獄に蓋ふたをしている炎を呼び出して不浄なるものを焼き払う、という効果から分かるとおり、聖属性と炎属性の浄化系上級攻撃魔法である。

　達也の場合、こういった浄化機能のある攻撃魔法を使って、わざわざ遠回りなやり方で浄化する以外に、瘴気を払う手段がない。エアリスや春菜のように、物理的な被害を出さずに直接瘴気だけを浄化する事はできないのだ。

「……親玉の到着みたいやな」

　カブトムシを焼き払い、ほぼ清しょう浄じょうな状態になった神殿内に、今までとはまた異質な感じの瘴気の塊かたまりが侵入してくる。その瘴気の塊を察知して、宏が警告の声を上げる。

「聖気が満ちる事が皆様方にとって都合が悪いとはいえど、ここまで根こそぎ払いますか。あくまでも自然の摂せつ理りに逆らうとは、どこまでも傲ごう慢まんな人達ですね」

「なんか、言ってる事が木を見て森を見ない種類のなんちゃら保護団体みたいだな……」

　登場するなり言い放ったバルドの言葉に、うんざりした感じで呟く達也。

　因みに、バルドの傍かたわらにはカタリナも一緒にいる。

「達たつ兄にい、その心は？」

「人間の活動も、自然の摂理の一部分だって話だ。典型的なところだと、割り箸ばしなんかが有名だな。ファーレーンの場合は串か？」

「どういう事？」

「一度人間の手が大きく入った森はな、定期的に増えすぎた木を間引いたりして適度なバランスをとったりしてやらないと、かえって禿はげ山になったりしやすくなるんだ。で、割り箸ってのはそういう時に切った木を使って作ってるから、環境を破壊するような代物じゃないんだよ。ま、今は割り箸自体がほとんどなくなったし、一時は間伐材をあんまり使ってなかったから批判されてもしょうがなかったんだがね」

　達也の解説に、感心したような表情を浮かべるレイオット達。割り箸についてはよく分かっていないが、串に置き換えると理解しやすかったらしい。雑学に詳しい春菜や真琴、農業土木伐採あたりのスキルの恩恵でそういう知識が十分にある宏などは、うんうん、と頷いているだけだが。

「ま、そういうわけだから、お前さんが思う種類の自然の摂理に任せたところで、モンスター達にとって居心地がいい世界になるとは限らんぞ？」

「それで滅ぶのであれば、それが自然の摂理というものです」

　達也の言葉に対して無茶苦茶な事を言い放つバルドに、処置なし、という顔をする達也。

　こういった手合いは、どんな証拠を突きつけたところで、自分の意図に相反する事実は絶対に認めないだろう。

「だ、そうだが、それでいいのか？」

「こんな国、どうなろうと知った事ではありません」

　バルドの言い分をどう思っているのか、そう思って達也がカタリナに水を向けると、なかなかにぶっ飛んだ回答が返ってきた。

「王族は教養を磨いて当然、人のために尽くして当然。物心つく前からそうやって人の事を育てておいて、いざ下の子が姫巫女の資質を持って生まれれば、わたくしの事など無価値と言わんばかりの扱い。どれほど努力しようが、どれほど尽くそうが、生まれ持った資質が少々劣っただけでゴミ屑同様の扱いをする国など、滅んで当然でしょう？」

　カタリナの言い分を疑問に思い、日本人一同が確認するようにエレーナ達に視線を向けると、苦い顔で首を横に振る。

「カタリナ。あなたがどう思おうが勝手だけど、あなたの今までの行動を努力したとは、人のために尽くしたとは、誰も評価しないわ」

「エアリスが今現在あなたより支持されているのは、姫巫女としての資質だけの問題ではない。心の伴わぬ上辺だけの、それも一方的で的外れで、本当の意味では相手の事を一切考えていない奉仕活動など、評価されないのは当然だろう。そんな事も分からないほど愚かだったのか、姉上？」

　カタリナの言葉を、真っ向からきっぱり全否定するエレーナとレイオット。

　生まれ持った資質ゆえかつけた教育係が悪かったのか、カタリナは常に自分が、というよりは自分が学んだ理屈が絶対正しいという前提で行動していた。

　そのため、表面的な情報から導き出される、理屈の上では正しいが本質的には無意味な奉仕を上から目線で投げ与えるように行う事が多く、奉仕活動をしたという行為には感謝されても、その実何の役にも立っていなかった事も珍しくはなかった。

　それでもバルドと直接関わる八歳あたりまでは、カタリナなりに正しくあろうと努力していた。

　それが分かっていたから、王室一家は彼女の行動に対して注意はしても、今現在のように存在そのものを全否定する事はなかった。

　エアリスにしても、カタリナに嫌われているのは自分に非があるからだと、少しでも姉の神経を逆なでしないよう相手の言い分をよく聞いて、至らない部分を必死になって直そうと努力してきた。

　結局のところ、それが彼女をより歪ませてしまった面は否定できない。

　同じ事をしているのに、家族の中で自分の行いは否定され、エアリスの努力は認められる。差はないはずなのに、妹ばかりができた子として褒ほめられる。

　現実には、否定されたやり方に固執して周囲との関係をこじらせたカタリナ自身の自業自得ではあるが、本人からすれば、エアリスばかりがひいきされているように感じてしまうのも無理はない。

「恵まれた立場で育ったレイオットや、自身の一切を否定された事のないエレーナお姉様には、永遠に分かる事はないでしょうね」

「……本当にそう思っているのであれば、世界一の名医を連れてきてあげるから、目と頭を診察してもらうべきね」

「わたくしの事を認めない、受け入れない世界など、みんな滅んでしまえばいいのです」

　噛み合わない、というより、姉と弟の言葉を一切聞き入れようとしないカタリナとの会話に絶望し、微かすかに残っていた希望を捨てるレイオットとエレーナ。

　そこに、今まで黙っていたエアリスが口を開く。

「カタリナお姉様」

「誰に向かって口をきいているのかしら、汚らわしい」

「なぜ、私の事が気に入らないのでしょうか？　どうすればお姉様の心が静まるのでしょうか？」

「……どこまでも傲慢な子供ね。そもそも、あなたが生まれてきた事自体が気に食わないと、何度言えば分かるのかしら？　今あなたが死んだところで、あなたが存在したという事自体がわたくしの神経を逆なでするのよ。それを理解できないなんて、どこまで愚かなのかしら？」

　存在した事自体を全否定するカタリナ。最初からどうあがいたところで、カタリナとエアリスは心を通わせる事などできなかったのだ。

　そもそも、カタリナはエアリスの誕生を喜んだ事は、一度もない。

[image: ]

　レイオットやマークは血のつながった兄弟として、ちゃんと血縁の情を感じる事ができたというのに、エアリスに関しては懐妊が分かった瞬間から憎悪の対象であった。

　眠っているだけでちやほやされるのが気に食わない。

　起きて泣きわめくだけで周囲があたふたと駆け回るのが気に食わない。

　息をしている事自体気に食わない。

　何より、兄も姉も弟達も、みんなエアリスばかり気にかけるのが引き裂いてやりたいほど気に食わない。

　エアリスが関係を改善しようと努力する事すら、カタリナにとっては憎悪する理由にしかならなかったのだ。

「それでも、そうね。あなたにできる事が一つだけあるわ」

　強烈な憎悪がこもった、醜悪としか言いようのない笑みを浮かべながら、うっとりと幸せそうに言葉を続ける。

　その様子に危険なものを感じたエアリスが、懐かい剣けんを抜き放って構えをとる。

　よく見ると、カタリナの影が異形ともいうべき形に変化している。

「わたくしの手にかかって死になさい。血の一滴、肉片の一ひと欠片かけらも残らぬほどズタズタにされなさい」

　その言葉と同時に、カタリナの影から触手のようなものが飛び出す。

　宏や真琴がカバーに入る隙すきも与えず、凄まじいスピードでエアリスを貫こうとする触手。同時に、いつの間にか十人ほどに増えていたバルドが、彼女達にとっては背後に当たる位置から襲いかかる。

　だが、仕掛けてくると分かっていれば、いかに近接戦闘が素人のエアリスとエレーナでも、切り札を起動するぐらいの事はできる。

「ダンシング！」

　カタリナの台詞と同時にエアリスが、

「エッジ！」

　バルドが増殖した時点でエレーナがキーワードを唱える。

　二人が言い終えると同時に、二人の周りにそれぞれ六本ずつ、計十二本の懐剣が主あるじを守るように浮かび、さらにそれを取り巻くように二十四本ずつ、計四十八本の、形も大きさも異なる刃が出現する。

　エアリスを取り巻く二十四本のうち一本が、鉤かぎ爪づめの生えた触手を貫く。次の瞬間には、躍りかかってきていたバルドの分身、もしくは偽物を複数の刃が串刺しにする。

　今の段階で動くのは、外周を取り巻く残りの二十四本だけだ。

　攻撃用と思わしき二十四本をすり抜けた触手や分身は、防御用の六本に阻まれ動きが止まったところを、フリーの攻撃用が完全に沈黙するまで切り裂き、刺し貫く。

　よく見ると、攻撃用は常に二十四本、防御用は常に六本、何も相手をしていない刃が存在している。どうやら、懐剣から浮かび上がった刃は、いくらでも増殖するらしい。故に、次々と現れる偽バルドや触手、その飽和攻撃も一切の意味をなしていない。

　実体化している刃の数がどう少なく見積もっても百を超えたあたりで、バルドは飽和攻撃を諦あきらめた。

「……また、あなたの小細工ですか」

「防御用、っちゅうたらこれぐらいはせんとな」

　今までの経緯から、こういう余計なものを作るのはこのヘタレ男に違いない。そういう思いを込めてバルドが睨にらみつけると、ガタガタ震えながらもおどけるように返事を返してくる宏。

　バルドにとって実に腹立たしい事に、今回のたくらみは宏によって潰つぶされたと言っても過言ではない。

「……なるほどな。どうりでエルンストがその懐剣を兵器だと評するわけだ。最大で何本まで同時に出現する？」

「実験では、一万までは確認した。それ以上は面倒になって試してへん」

「以前言っていた、ワイバーンに通用するかどうか、というのは？」

「見てのとおり、一本一本のパンチ力が微妙や。十メートル級の獲物とか、倒しきるまでに何本かかるか分かったもんやない」

　宏の言葉に納得するレイオット。

　実際偽バルドに対しては、完全に動きを止めてはいるが、止とどめを刺すまでには至っていない。

　偽バルドの生命力であれだとすると、ワイバーンあたりの突進力なら、この防衛網を突破してエアリス達を叩き潰してしまう可能性は高い。

　それに、傍かたわらで見ていれば明確な弱点もある。発動した段階で敵に捕まってしまっていた場合、相手によっては決定的な対応ができない。以前神殿に侵入した時に、宏がこの機能を使わせなかったのもそれが理由である。もっとも、そもそも密着されるほどの距離に敵を近づけてしまった時点で、懐剣の有無に関係なくいろんな意味で終わりなのは間違いないのだが。

「さてと。エル達の見せ場も終わったみたいだし、あたし達もそろそろ暴れましょっか」

「そうだな。とりあえず、邪魔な取り巻きを殲滅するか」

　すらりと大剣を抜き、とりあえず一番近くにいる偽物を斬り倒す真琴。

　獄炎聖波で焼き払う達也。

　澪はいつもの弓ではなく、短剣を抜いて偽物の核を器用に正確にくりぬいていく。

　さらに増えた偽バルドを宏がまとめて足止めし、レベル百未満のプレイヤーなら即死しかねない攻撃を体で全て受け止め、かすり傷未満でしのぎきる。

　たまに完全に止められなかった流れ弾で宏以外がダメージを受ける事もあるが、威力を大幅にそぎ落とされた攻撃だ。その程度のダメージは、初級の回復魔法で即座に治療される。

　流れはやや宏達が優位に立つ形で膠こう着ちゃくしていた。

「それらをいくら殺したところで無駄ですよ」

「むしろ、殺せば殺すほど聖気が増えていく分、あなた方が不利になるだけ」

「それに、我々はまだ、まったく本気を出してはいませんよ」

　仕留めるはしから増えていくバルドが、口々に上から目線で楽しそうに語り続ける。

　だが、そんな事ぐらい、この場にいる全員百も承知だ。消費するリソースより回復するリソースの方が多いこの状況なら、相手がどれだけ増えたところで関係ない。

　そもそも、偽者をどうにかするための手札はちゃんとある。今は単に春菜の喉が回復するまでの時間稼ぎに過ぎないのだ。

「春菜、そろそろいけるか!?」

「問題なし。リクエストは？」

「相手の神経逆なでしたほうがよさそうやから、ズン○コ節あたりいっとこか」

「は～い」

　達也の呼びかけに答え宏のリクエストを受け、某演歌歌手のものでもなくド○フのものとも違う、その二つの大元となったと思われる、いわゆる海軍小唄というやつを歌い始める春菜。

　冗談半分でネタにしたのに、きっちり応えてくるあたり底しれぬ女である。

「妙に哀愁漂う歌だな……先ほどから、もう少しましな選曲はできないのか？」

「意味の分からない単語もあるけど、とりあえずこういう状況で歌う歌ではない、っていうのは分かるわ……」

　歌を聞いたレイオットとエレーナが、微妙な表情で微妙な感想を漏らす。

　そんな微妙な歌でも、瘴気はきっちり浄化されるらしい。触手が全て枯れ果て、串刺しにされたものは崩れ去り、カタリナとバルドが揃そろって苦しみ始める。

「歌をやめろぉ！」

　あまりに強力な浄化作用に耐えきれず、とうとう人の姿を捨てて悪魔と呼ぶのがふさわしい肉体に変身して春菜に躍りかかろうとするバルド。だが……

「どこ行く気や!?」

　宏がアウトフェースを発動させると同時に、バルドの進路をふさいで跳ね飛ばす。

　濃密なプレッシャーが壁となり、宏の姿が数倍の大きさに見える。もはや春菜の居場所を目視する事すらかなわぬとみて、十数体いた偽バルドを全て取り込み宏に躍りかかる。

「まずはあなたから始末せねばならないようですね！」

「できるもんならやってみい！」

　正面から突っ込んでくるバルドに対し、豪快にポールアックスを薙なぎ払って対抗する宏。

　ポールアックスを振り回す宏を見て、馬鹿の一つ覚えのスマッシュかと予測するバルド。スマッシュ潰しを入れようとしたところで、相手が姑息にも小細工をしていた事に気がつく。

　宏が叩き込んだ攻撃は、スマッシュではなかった。

　初級の強打技、スマイト。スマッシュと違って吹っ飛ばしたり姿勢を崩したりするような追加効果は一切ない、純粋に攻撃するだけの技。初級の技である上に形になったのがエアリスとの茶会直前の事なので、技としての性能は最低ライン。

　それこそ現時点ではスマッシュにすら一歩譲る程度の威力しかないが、それでも普通に単なる物理攻撃で殴るよりは威力がある。

　何より、宏から飛んでくる一定以上の高威力攻撃が、必ずしもスマッシュとは限らなくなった事が大きい。発動後の隙が大きかったり、タメに無駄が多かったり、そのくせ現状の威力では真琴の基本攻撃二発分にも届かない低威力だったりと問題は多いが、今回のようにスマッシュ潰しをすかして本命を叩き込むには、十分に役に立つ。

　相打ちになる形でスマッシュ潰しを体でダイレクトに受け止め、同時にひっかけのために放ったスマイトが直撃する。

　普通より隙の大きい攻撃がぶつかり合った結果、最初に体勢を立て直したのはやはり、ほぼ無傷の宏であった。

「ここでこれや！」

　間髪入れずにスマッシュへ移行する宏。

「真琴さん！　兄貴！」

「了解！　ブレイクスタンピード！」

「いけ！　聖せい天てん八はっ極きょく砲ほう！」

　スマッシュでバルドを弾き飛ばした宏の合図に従い、真琴が大剣の通常スキルとしては最上位に当たる大技の一つを、達也が浄化系の機能が若干ある集束型大魔法を叩き込む。

　大剣スキルとしては珍しい乱撃タイプの技を、赤いオーラを全身にまとってしゃにむに叩き込んで離脱する真琴。

　一撃一撃がケルベロスを両断できるだけの威力を秘めた斬撃を三秒間で合計二十叩き込み、スマッシュと同質の体当たりで相手を吹っ飛ばすという大技だ。

　その後に、達也が放った八はっ卦けのエネルギーが入り混じった、森しん羅ら万ばん象しょうの力を固めた砲弾がバルドに着弾する。

「いけては……、ないわね、間違いなく」

「大分削った感じではあるがな」

　一撃入れた感触と、曲がりなりにもボスである事を踏まえて、爆発の煙を見ながら予想をすり合わせする真琴と達也。二人が使ったのはどちらもかなりの大技ではあるが、残念ながら、最強の攻撃力を持つわけではない。

　ブレイクスタンピードは、性能的にはエレメンタルダンスをマイナーダウンしたような代物で、コストパフォーマンスには優れるものの、一撃の重さではツーランクほど劣る。

　それ以上にエレメンタルダンスが持つ、必ず弱点をついた事にできる、という特性がない事が痛い（必ずといいつつ凶悪な魔法抵抗を持つ宏には効かないのだが）。

　結果として、数値上の補正は二割も差がないのに実際の威力は大違いという、何ともいえない現象が起こる。

　聖天八極砲も、複数の属性による攻撃としては強力なのだが、似たような特性でもっと威力のある魔法が、通常スキルにすら少なくとも二種類はある。

　威力の割に習得が楽で、大魔法としてはキャストタイムとディレイが小さく、熟練度アップによるコストダウン効果も大きいという特性から習得者は多いが、間違っても最強の魔法ではない。

　単純な威力を求めるなら、もっと極悪な魔法はいくらでもあるのだ。

　それに、そもそも達也はスペルユーザーとしては上の下だ。彼の真骨頂は素材集めの時の手札の多さであって、最大火力は二の次というタイプである。

　こういう搦からめ手から攻めるには向かない相手だと、魔法使いとしては今一歩パワー不足なのだ。

　八極砲による煙が途切れたところで、ちょうど春菜の歌が終わる。

　煙の向こうのバルドは、予想どおりまだ止とどめには程遠いダメージ状況であった。




　　　　☆




「……とことんまで、気に食わない真似をしてくれますね……」

「そりゃまあ、巻き込まれた以上は、生き延びるために必死に抵抗ぐらいするさ」

　満まん身しん創そう痍い、とまではいかず、だが決して浅手でもない傷を負って憎々しげに吐き捨てるバルドに対して、ニヒルな笑みを浮かべながらからかうように言ってのける達也。

　宏と違ってビビっているのに虚勢を張っている、という雰囲気は一切ないあたり、役者の違いのようなものを見せる。

「さて、一応言っておくが、こっちはまだ、切り札になるようなものは切ってないぞ。まだ抵抗するんだったら、今のうちに切れる札は切っておくんだな」

　小馬鹿にするように、余裕たっぷりの態度を見せつけながら言ってのける達也に、思わず慌てるエレーナ。

「タツヤ、そういう挑発は……」

「この手合いが、この程度で手札を使いきるはずないからな。だったら、まだ消耗らしい消耗をしてない段階で使わせるに越した事はない」

　泡を食って突っ込みを入れるエレーナに対して、余裕の態度を崩さずにあっさり切りかえす達也。

　今現在の状況で、その余裕の態度を潰せるような要素がない事が、バルドの冷静さを削り取っていく。

「なるほど。確かにあなたの言うとおりですね。ではその口をふさぐために、少々手札を切りましょうか」

　バルドの言葉と同時に、十を超えるケルベロスが召喚される。

　いきなり増えた取り巻きに、面倒くさいという表情を隠そうともしない真琴と達也。

　数が数だけに、これは不ま味ずいかもしれないと少々不安になる春菜と澪。

　一体何発殴られればいいのだろうか、などと腰が引けた事を考える宏。

　その様子に、勝ち誇ったように笑うバルド。

　形勢逆転かと思われたその時、入口方向にいたケルベロスが三頭串刺しにされ、国王が避難した方向にいたのが四頭、一瞬でミンチになる。

「何!?」

「黒幕じゃから、もうちっとましなものを呼び出すかと思えば……」

「さっき陛下の邪魔をしたのもこれだったが、貴様は犬をけしかけるしか能がないのか？」

　入口から現れたドーガと、隠し通路方面から現れたユリウスが、心底呆れたように言い放つ。

　彼らの技量なら、護衛対象を背後に抱えていても、ケルベロスごとき何十頭来たところで取りこぼす事などない。さらに一頭ずつ仕留めて宏達に合流すると、エレーナとエアリスを囲むように両脇を固めて油断なく構えをとる。

「どうやら、少々時間をかけすぎましたか。ですが、フェルノーク卿はともかく、ドーガ卿はいささか消耗しておられるようですが」

「なに、お主の攻撃をガードするだけなら、さほど体力を消耗するわけでもないからのう。火力はユリウスとマコトがおるし、ハルナの切り札もある。儂が出しゃばらんでもどうとでもなろう」

　ドーガの言葉が終わる前に、宏達にさらに援軍が訪れる。

「すまない、またしても遅くなった！」

　ドーガ達同様、進路上にいたケルベロスを三枚におろして始末しながら、謝罪の言葉とともにレイナが駆け込んできた。

　見ると、左腕が明らかに折れている。

「遅くなったはいいが、その左腕はどうしたんだ？」

「恥ずかしい話だが、オドネルを始末した時に、最後の自爆でやられた。さすがに大技は厳しいが、ケルベロスを始末するぐらいはどうとでもできる」

　達也の問いかけに、少々恥ずかしそうに答えるレイナ。

　あまりの回答に思わず唖あ然ぜんとする真琴以外の日本人組と、かつて利用して罠わなにはめた相手の予想以上の力量に憎々しげな表情を浮かべるバルド。

「で、あのゲスはちゃんと完璧に始末してきたんでしょうね？」

「オドネルの事か？　破片一つ残っていないから、さすがに復活する事はないだろう」

「了解。まあ、仮に復活しても、再生怪人なんて大抵は単なる雑魚だけどね」

　日本人組で一人だけ冷静だった真琴が、レイナが任されていたであろう仕事の首尾を確認する。

　それを聞き終わったところで、春菜が女神の癒しで骨折を治療する。

　部位欠損は無理でも、骨折程度なら十分治療できるのだ。

「ありがたい、助かる！」

「戦力ダウンを放置しておく理由はないし。で、オドネルっていうのが例の？」

「ああ。マズラックの私兵の頭かしらだ。あんな者とヒロシを同一視していたなど、本当に情けない話だ」

　どうやら、レイナはいろいろな意味でけりをつけたようだ。

　ならば、あとは目の前の、今回の件の黒幕を始末すれば終わりである。

「さて、戦力も充実したし、さっさと終わらせよう！」

「あまり、甘く見ないでいただきたい！」

　さあ、攻勢に出るぞ、というタイミングで、バルドが気勢を上げて衝撃波を放つ。

　それを前に出て受け止める宏。

　完全に出鼻をくじかれた形になり、思わず動きを止めてしまう一同。

「ここまで、ここまでさせるとは感服しますが、それでもこの場は私の勝ちだ！」

　鬼気迫る表情で絶叫するバルド。その言葉が終わると同時に、さらに彼の肉体が変化し始める。

　それに合わせて、今まで辛かろうじて元の姿を保っていたカタリナも、肉体が変質し始める。

「ちょ、ちょっと待ってよ。こんな序盤のボスで二段階変身とか、バランスおかしくない!?」

「真琴さん、最初のボスやからって、そこまで弱いとは限らんで！」

　そんな気の抜けるやり取りをしながらも、気を引き締め直す日本人チーム。

　変身中に手を出そうにも、分厚い瘴気の壁に阻まれて攻撃できない。

　空き時間をぼさっとしているのも芸がないと、とりあえず残っていたケルベロスを全て始末し、支援魔法をかけ直す。

　瘴気の壁が消えた先にいたのは、数倍のサイズになって禍まが々まがしさが増したバルドと、同じく数倍に巨大化し、メデューサ、もしくはラミアと呼ぶのがふさわしい、頭髪と下半身が蛇となったカタリナであった。








ファーレーン編　第二一話






「カタリナ、あなた……」

「もはや、人の姿を捨て去るほどに侵食されていたか、姉上」

　直視するのもはばかられるほど醜しゅう悪あくな姿になってしまったカタリナに対し、無駄だと思いつつも言葉をかけるエレーナとレイオット。

　カタリナは笑みを浮かべるだけで何も言わない。

「お姉様……」

　カタリナのなれの果てを見て、実に悲しそうに呟つぶやくエアリス。

　女神の依より代しろだからか、他者を憎むという情動が薄い。

　ある意味においてはカタリナ以上に歪ゆがんでいる彼女には、どうしてここまでカタリナが憎しみをこじらせてしまったのか、まったく理解できていない。故に、ただただひたすら悲しい。

「聞くだけ無駄やと思うけど、エル」

「何でしょうか……？」

「あの二人、人間に戻せるか？」

　宏ひろしの問いかけに、実に悲しそうに首を左右に振る。姿が変わるほど瘴しょう気きに侵された生き物は、もはやどうやったところで正常な状態には戻らない。

　あそこまでいくと、今年の収穫が多かったとか、大物を仕留めたとか、そういった真っ当な努力が実った種類の喜びに触れるだけでも嫌な気分になり、エアリスが生まれた時のように、たくさんの心からの祝福の言葉が飛び交うような状況では、命にかかわるほどのダメージを受ける。

　瘴気というのは本来、そういう真っ当な神経をしている人間にとって心地いい空気に触れると、簡単に浄化されてしまうものなのである。

　この世界における祭りというのは、日々の生活で溜まった瘴気を払う、という役目も持っており、そういったものに一切触れる事ができなくなる以上、たとえ正気を取り戻したところでまともな暮らしはできまい。

「春はる菜な、歌いながら前に出て攻撃とか、できる？」

「そんなに難しい事じゃないよ」

「エレメンタルダンスは？」

「さすがにそれは、後が続かなくなるから考えないほうがいいかも」

　宏とバルドが睨にらみ合いを続け、レイオットとエレーナがカタリナに声をかけている間に、ざっと簡単に打ち合わせを終わらせる真ま琴ことと春菜。

「さて、気色の悪い偽ぎ善ぜんじみた会話は終わりましたか？」

「偽善、なあ……」

　別に善人を気取ってそういう話をしていたわけではないのだが、こいつらとはどうあがいても会話が成立しない事は嫌というほど理解している。反論するだけ時間の無駄なのだから、とっととどつき倒す事を考えたほうが早い。

「とりあえず、お前さんとは言葉が通じない事だけは分かったし、さっさと終わりにしようか」

「言葉が通じなければ力で排除ですか。やはり、あの腐った女神に関わる者は、皆野蛮ですね」

「お前と話しても時間の無駄だからな」

　その言葉と同時に、ダメージ付きの捕縛魔法、グラヴィティチェインを発動させる達たつ也や。

　効けば儲けもの程度の魔法は、予想どおりあっさりと、とまでは言わないが、ぎりぎりのところで相手の抵抗を破り切る事はできずにキャンセルされてしまう。

「ユリウス！　お前はバルドをやれ！　姉上は私とエルンストで相手をする！」

「御意！」

　レイオットの指示に従い、一気に前列まで距離を詰めるユリウス。

　それに合わせるように、春菜の歌が響き渡る。

　膠こう着ちゃく状態にあった勝負は、一気に佳境に入った。




　　　　☆




「うふふふふふふ」

　不気味に含み笑いをしながら、じりじりと這はい寄ってくるカタリナ。

　その醜悪な姿に顔をしかめつつ、小手調べとばかりに容よう赦しゃなく刃を数本飛ばすエレーナ。

　エアリスと違い、彼女にはもはや、カタリナを倒す事に一片たりとも躊躇ためらいはない。

　先ほどまでと違い、春菜の歌を聞いても苦しむ様子は一切見せない。効果がないのか、と思うがそうでもなく、徐々にではあるがその姿が崩れていっている様子がわずかながら見て取れる。

　これでは、エアリスによる浄化でも、必殺の一撃とはなり得ないだろう。

「うふふふふふふ」

　刃が突き刺さり、手首や髪の蛇、尻尾の先などを切り落とされても、まったく堪こたえた様子を見せずに含み笑いを続けながら這い寄ってくるカタリナ。すでに体の構造が人間とは別物になっているからか、心臓に突き刺さった刃を気にする様子すら見せない。

「まったくもって、気色悪くなったものだな」

「うふふふふふふ」

「もはや人だとは思っていなかったが、言葉すらも捨て去ったか」

「うふふふふふふ」

　何を言っても含み笑いを返すだけのカタリナに、ため息すらも出ないレイオット。

　大して期待してはいなかったし、もはや彼女がどんな言葉を発したところで、切り捨てる以外の選択肢は存在しないのは事実だが、それでも自身の行いを思い知るために、せめて心は人間として死んでほしかった。

「まあ、いい」

　宏から譲られた長剣を構え、さっさとけりをつける事にするレイオット。

　彼の剣は、姉と妹の懐かい剣けんのように、誰が使っても強い武器だというわけではない。だが、懐剣が誰が使っても倒せない相手は倒せないのに対し、レイオットの長剣は使い手の腕次第では、大型の強力なモンスターも倒す事ができる。

　ユリウスやドーガ、レイナには劣るが、レイオットも一流の使い手だ。ミスリル銀の特性で浄化の機能も付いているこの剣とレイオットの腕があれば、今のカタリナでも無事では済まないだろう。

「ヒロシ、早速だが使わせてもらうぞ」

　バルドの前に立ちふさがり、最初の一手を繰り出すタイミングを計っていた宏に、状況確認も兼ねて声をかけるレイオット。

「最初の相手がお姉さんとか、それええん？」

　レイオットの一言に微妙に顔をしかめながら、宏が言葉を返す。

「もはや、あれは人間ではない。人の姿も言葉も捨てた相手を斬るのに、何を躊躇う必要がある？」

「さよか……」

　実の姉を斬る事に対してドライなレイオットに、宏が言葉では表現できない複雑な表情をする。

　レイオットがカタリナを斬る事に対して理解も納得もし、状況ゆえに非難も軽蔑もする気はない。だが、それでも日本人としての倫理観が、どうしても現実を否定してしまう。

　宏に限らず、日本人メンバー全員に似たような表情が浮かんでいる事に、レイオットは心の奥底で、どことなくありがたいものを感じる。

「姉上、死んでいただこう」

　いろんな意味で吹っ切れたレイオットが技の挙動に入ったところで、今まで含み笑いをするだけだったカタリナが、ついに攻撃のために動き始めた。

　蛇の体を活かした、とぐろを巻く動きを利用した跳躍力で一気に距離を詰め、いつの間に再生したのか、エレーナが飛ばした刃で切り落とされたはずの右手の鉤かぎ爪づめで、レイオットでもエレーナでもなく最後尾のエアリスを引き裂きにかかる。

「うふふふふふふ」

　含み笑いを続けながら大きく振りかぶった右腕をレイオットが斬り落とし、飛びかかった体をドーガが盾を構えての体当たりで吹っ飛ばし、ついでに宏のガードをすり抜けて飛んできたバルドの瘴気弾を全て受け止める。

　かなりの抵抗を受けつつも斬り落とされた腕は綺き麗れいに浄化されて消滅し、本体の方の腕も今のところは生えかわる気配はない。

「お姉様、そこまで私が憎いのですか……」

「エアリス。いかに血縁といえど、逆恨みで身を滅ぼした愚か者に同情する必要も意味もないわ」

「うふふふふふふ」

　何を言われようが、何をされようが含み笑いをやめないカタリナを見て、心の底から悲しそうにするエアリスと、ただの無価値な路ろ傍ぼうの石を見るような視線を向けるエレーナ。

　今となっては、カタリナに対して少しでも心を向けているのは、この場ではエアリスただ一人であろう。

　もはや、カタリナがいろんな意味で元に戻れないのは明白だ。

　姿が変わってしまった事もそうだが、何よりレイオットに斬られ浄化され、体は苦しみでのたうっているというのに、顔は含み笑いを浮かべたまま変わらない事がその事実を物語っている。

　彼女の心は自分だけの世界に閉じこもっており、その体は心が壊れる前に抱いた妄もう執しゅうに機械的に従っているにすぎない。

　姿が変わった時点で、カタリナ王女という存在は死んだのだ。

「お姉様……」

「エアリス。姉上の事を思うのであれば、少しでも早く楽にしてやるのが一番だ。プライドだけは高かった姉上が、こんな醜い姿で正気に戻ったところでな」

　レイオットの言葉に頷うなずき、浄化のための準備に入る。ほとんど可能性のない事ではあるが、もしかすると、上う手まく浄化すれば姿くらいは元に戻せるかもしれない。

「エアリス。私が姉上を斬る。その後に浄化しろ」

「……分かりました」

　泣きそうな顔になりながら、気丈にも姉をその手にかける覚悟を決めるエアリス。

　すでに、いつでも浄化をする準備は整っている。

「エアリス！　余裕があるなら、向こうに刃を飛ばしなさい！」

　覚悟を決めレイオットの動きに注目していたエアリスに、広場全体の戦況を見ていたエレーナから指示が飛ぶ。

　見ると、ぼろぼろになったバルドが、上空を凄すさまじい速度で旋回しているではないか。旋回し動き回った軌跡がラインになって残っているところを見ると、どうやら魔法陣を描いているらしい。

「正面の壁が魔法でどうにかなるなどとは思ってなかろうから、物理攻撃を増強する類たぐいのものだろうな。いちいち空中で小細工をするという事は、高速での突撃か？」

　バルドの行動を冷静に分析するレイオット。

　壁役である宏の、壁としての弱点を見抜かれたようだ。

　宏は装備が軽く盾も持っていないため、大質量に高速でぶつかられると、どうしても踏ん張りきれない。ある程度はドーガが何とかするだろうとは思うが、宏とドーガの間にいる人間には、どうしても大きな被害が出る。

　その言葉を聞いてそこまで理解したエアリスが、エレーナにならって可能な限り妨害できるよう、思いつく限りの軌跡を描かせて刃を撃ち出し続ける。

　だが、残念ながらエレーナもエアリスも基本的には素人だ。高速で飛びまわる相手を確実に撃ち落とすような射撃のセンスは、一切持ち合わせていない。

　しかも、どういう手段で魔法陣を描いているのか、線を飛ばした刃で切り裂いても陣が消えない。

「エルンスト！　いざという時のためにハルナとタツヤの前に出ておけ！」

「ですが、殿下……！」

「もはや姉上、いや、カタリナに戦闘能力はない！　それに、始末するのはすぐに終わる！」

「分かりました」

　レイオットの言葉を受け、のたうちまわっているだけのカタリナの横をすり抜けて春菜の前に立つドーガ。

　その姿を見送った後、とっととけりをつけるために、王家に伝わる秘伝の技を発動させるレイオット。

　斬った感触から、四肢を落とすぐらいならまだしも、本体を一撃で仕留めるためには、王家の秘伝を使わざるを得ないと判断したのだ。今の状況的に、何発も斬って仕留める暇はない。

「手た向むけに王家の技で葬ほうむってやろう！　受けよ、次じ元げん斬ざん！」

　時空神アルフェミナの力を借りた、その名のとおり次元そのものを切り裂くエクストラスキル。

　王家に伝わる秘伝といってはいるが、実のところ覚えるだけならファーレーン王家の血族でなくても可能だったりする。要は、アルフェミナから直接加護をもらう事ができ、一定以上のラインで剣術を納めていれば誰でも使えるのだ。

「エアリス！」

「はい！」

　次元斬によってコアを切り裂かれ、もはや残骸といっていい状態のカタリナに対して、まるで介錯するかのようにエアリスの浄化の光が降り注ぐ。その身に蓄えた瘴気を根こそぎ清浄化され、ひときわ大きく痙けい攣れんを起こすカタリナだったもの。

　その姿が徐々に小さくなっていき、元の美しかったカタリナの姿に戻る。

　だが、美女の体に戻ったのもつかの間、瞼まぶたを閉じ妙に安らかな表情をしていたカタリナは、その目を開く事はなく、そのままチリとなって崩れ去り、後には何一つ、カタリナ王女という人物がこの場にいた痕こん跡せきは残らなかった。

「お姉様……」

　結局、最後の最後まで何一つとしてまともに意思疎通する事ができなかった腹違いの姉。

　その最後に堪こらえきれずに涙をこぼそうとしたその時……

「まずいぞ、エアリス！」

　レイオットが妹に警告の声を上げる。

　兄の緊迫した声に顔を上げると、そこには、上空に描かれた魔法陣を背負い、急降下のための体勢に入ったバルドの姿が。

「姉上、エアリス！　あれの勢いをそげるような防御魔法は!?」

「残念ながら、手持ちにちょうどいいのは！」

「ごめんなさい、今からでは多分間に合いません……」

　二人の返事を聞き、もしもの時のために少しでも速度をそぎ落とせるよう、もう一度、今度は別の大技の体勢に入るレイオット。

　いざという時のために腰を落とし、防御力を限界まで引き上げるドーガ。

　スローモーションのように引き延ばされた時間の中、彼らの目が宏に集中したところで、鞄かばんから何かを取り出した宏が、急降下してくるバルドの顔面にそれを叩たたきつける。

　一体どんな集中力だったのか、宏が叩きつけたそれの正体を四人ともしっかり確認してしまい、思わず突っ込みの声を上げそうになる。

　その言葉が口から飛び出すよりほんの刹せつ那なほど早く、神殿中に凄まじい爆音が響き渡る。

　爆音と同時に発生した衝撃に揺さぶられる神殿。その振動をどうにかやり過ごし、何ともいえない微妙な表情で呟くレイオット。

「……さすがに、あれはないだろう……」

「……で、でも、とりあえず危機は脱しましたわ、お兄様……」

「その代わり、緊張感も根こそぎ持っていかれてしまいましたが……」

　宏が行った一連の行動。それにより今までのシリアスだった空気が一気に消え去ってしまう。カタリナの最期に泣きそうだったエアリスですら、その涙が完全に引っ込んでしまっている。

「……この場合、カタリナとバルド、どちらがより哀れなのかしら……」

　双方ともに確かに小物だが、いくらなんでもこれはない。

　あまりにあまりな状況に、初めて心の底から二人に同情してしまうエレーナであった。
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　時間は少しさかのぼる。

「セイクリッド・ストライク！」

　まずは小手調べとばかりに、聖騎士の称号にふさわしい聖属性の一撃を入れて離脱するユリウス。

　離脱した後を太い闇属性の魔力砲が撃ち抜き、宏に着弾してキャンセルされ消滅する。

「今更、その程度の邪属性攻撃が効くなどとは、侮あなどられたものですねえ！」

　何の痛つう痒ようも感じていない様子で、影から大量の黒い非実体の触手を飛び出させるバルド。だが、それらが誰かに届く前に、距離を詰めた宏に接触して消失する。

「何や、これも魔法かい！」

　不気味な割にまったく効果がなかったバルドの行動に拍子抜けしつつ、とりあえずスマッシュで相手の巨体を真上に吹っ飛ばす。

　本来魔法ではないはずの攻撃をキャンセルされた動揺で、その一撃をまともに食らって全身が宙に浮くバルド。

「ブレイクスパイラル！」

「シャインセイバー！」

　宏が浮かせたバルドに対し、そう簡単に体勢を立て直せないように連続で大技を叩き込むレイナとユリウス。斬られた場所から内部を螺ら旋せん状に引き裂いていく一撃と、神聖なる光をたたえた巨大な刃による斬ざん撃げきは、深刻とまでは言わないが無視できないだけのダメージを与える事に成功し、バルドの体勢を完全に崩してのける。

「春菜！」

　そのタイミングを逃さず、真琴が春菜に合図を飛ばす。

　その合図に歌いながら頷き、即興の歌という形で詠唱していたオーバー・アクセラレートを発動させる春菜と、無詠唱で武器に耐久力強化のエンチャントを施す澪みお。

　術を受け一気に人間の動体視力を超える速度まで加速した真琴は、空中で身動きが取れないバルド相手に圧倒的な手数と驚異的な火力で畳み込むように仕掛け、きっかり体感五十秒ほどで離脱、術をキャンセルしてスタミナポーションを飲み干す。

　苛いら立だちまぎれに反撃で撃ち出した数十発の瘴気弾は当然のごとく真琴にはかすりもせず、七割は宏に、残り三割はエレーナとエアリスに届きかけたところをドーガがガードし、まったく被害を与える事なく潰つぶされる。

「真琴姉、体はどう？」

「練習してたし、体感で五十秒なら問題なし！」

　真琴の状態を確認するために声をかけてきた澪に、強がりでも何でもなくはっきりと断言する真琴。実際、宏達と一緒に何度も訓練した結果、体感五十秒程度ならスキルを繰り出してすら、ポーションが必要になる領域まで肉体を痛めつけるような事にはならなくなった。

　レベル六百台の生命力とスタミナは伊だ達てではない。耐久値と防御力こそ宏に劣るが、さすがにレベル差が五倍近くあるだけあって、生命力の最大値は生産廃人を超える。トータルでの生存能力で勝つのはさすがに無理だが、少々の事では死にはしないのだ。

「まったく、どこまでも忌いま々いましい女神め！」

　ズタボロになりながら、憎々しげに吐き捨てるバルド。百倍速によるラッシュは相当なダメージだったらしい。

　さすが真琴の火力というべきか。しかも、今回は通常攻撃を延々と叩き込むのではなく、ディレイの類が引っ掛からないタイプのスキルを、武器を壊さない範囲でぶつけられるだけぶつけている。

　使ったスキルこそ全て初級ではあるが、それでも総ダメージは死ななかった事が不思議なレベルに達している。

　一瞬で変身によって作りだした余裕を全て削り取られ、今度こそ自身がどうしようもないほどの窮地に立たされている事を、はっきり自覚する。

「だが、今のが貴様らの切り札なら、そう何度も使えるものではあるまい！」

　とはいえ、バルドもただでやられていたわけではない。使われた魔法の性質と、その欠点を一瞬にして見抜いてみせる。

　実際、バルドの指摘どおり、もう一度使うには春菜の魔力がもっと回復せねばならないし、魔力の問題がなくとも実戦レベルで使えるのは宏と真琴、澪の三人だけだ。

　ユリウスやドーガは、魔法による加速に耐える事はできるだろうが、自身の加速時間の限界を理解していない。そもそもドーガはレイオットとともにカタリナと交戦中であり、前に出てくるわけにはいかないのだ。

　だからといって、一度加速した真琴をもう一度加速させるのはリスクが大きすぎて論外だし、壁役である宏を迂う闊かつに疲弊させるのも怖い。真琴で無理だった以上、澪では力不足だろう。

　術者である春菜の力量が上がればまだしも、現状では切れて一回の、それも使いどころが非常に難しい、あまりあてにできない札でしかないのだ。

「貴様らの弱点は見抜いた！　これで終わりだ！」

　こうもりやワイバーンのような皮膜の翼をはばたかせ、神殿の大広間、その天井すれすれまで高く飛び上がったバルドが、全身に強大な瘴気を蓄え、魔法陣を描くために旋回を行う。

　それを見た宏が、正攻法では次に来るであろう攻撃を防ぎきれない事を悟る。

（まずい！　あれは貫つらぬかれる！）

　次に来るのは、魔法によって限界まで加速した突撃だろう。

　単純な物理攻撃ならともかく、その手の速度がたっぷり乗った突撃は、宏の手札では重量差の問題で完全に受け止めきる事はできない。

　宏自身は大したダメージを受けず、ドーガもほぼ無傷で終わるだろう。真琴、ユリウス、レイナの三人は弾き飛ばされたところで、その圧倒的な生命力で戦闘不能になる事はない。澪にしても、位置的に回避能力を駆使すれば避けられるはずだ。

　だが、春菜と達也は、かなり微妙なラインになる。レイオットも、見た感じユリウス達ほどの耐久力はなさそうだから、下手をすれば致命的なダメージを受けかねない。エレーナとエアリスに至っては絶望的である。

　もっとも王族三人に関しては、年季が入ったタンクであるドーガがその技の粋すいを使って何とかするかもしれない、という希望的観測がなくもないのだが。

（なんか、なんか手はないか!?）

　内心で焦りながらも反射的にアウトフェースを発動する宏を尻目に、牽制で飛び道具を連発する他のメンバー。カタリナと相対しつつも隙すき間まをぬってエレーナとエアリスも援護射撃をしてくれる。

　だが、

「その程度の小細工で、止められると思わぬ事です！」

　旋回速度の速さと動きの不規則さで、妨害として見てもそれほどの効果を発揮しているとは言い難い。辛かろうじて澪の射撃は何発か当っているが、ダメージと呼べるほどの効果は発していない。

　カタリナの浄化のためにエアリスからの牽制が途絶えたあたりで、妨害が減った事を好機とどんどんその速度を釣り上げ、瘴気によって描き上げた魔法陣を背負う。

（そうや！　あれやったら!!）

　急降下の体勢に入った瞬間に閃ひらめいたアイデアを実践すべく、大慌てで鞄からそいつを取り出す宏。

　そこに向かって突っ込んでくるバルド。

「そおい!!」

　宏が手に持ったもの──それは一般的なスイカの倍近いサイズはある、特大ポメだった。

　それを容赦なくバルドの顔面に投げつける。

　緊急事態だというのにその行動に唖あ然ぜんとする一同をよそに、速度が災いしてものすごい威力で顔面にぶつかった特大ポメが、神殿を揺るがすほどの大爆発を起こす。

　凄まじい爆発に完全に姿勢を崩し、反対側の壁に叩きつけられめり込むバルド。
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「よっしゃあ！　予想どおり!!」

「ちょっ!?」

　爆風をアラウンドガードで抑え込み、思いっきりガッツポーズをとる宏に突っ込みを入れる春菜。あまりの事態に、歌が完全に中断する。

「ちょ、ちょっと宏！」

「なんや？」

「ポメって、あんなに凄まじい爆発はしなかったはずよね!?」

「まあ、普通のポメはそうやな」

　真琴の突っ込みに対し、あっさり同意してのける宏。

　実際、ポメの爆発力は一番強くてせいぜい、運が悪ければ骨折するかもしれないという程度。

　いくらなんでも、全速力で突撃してくる五メートルの生き物を十メートル以上吹っ飛ばして壁に叩きつけてめり込ませるような、そんな過剰な爆発力は存在しない。

「また何かやったのか、ヒロ？」

「味とか栄養価とか良うなるか、思て品種改良しててな。向こうでこっそり温泉水に特別ブレンドの植物用栄養剤混ぜて、ちょっと繁殖させてみてん」

　宏のあまりにマッドな言い分に、顔が引きつるのを止められない一同。

　因ちなみにポメの生態として、ヘタを温泉につけた場合だけでなく、ヘタを切り離した胴体の方を温泉につけても、葉っぱが生えて復活するのだ。つまり、ヘタと胴体を別々に温泉につければ、一株のポメが二株に増えるのである。手間はかかるが、ポメはこの特性を使えば促成栽培も可能なのだ。

「今は関係ない話やけど、ポメは味とか栄養価と爆発力が比例する傾向があるみたいやから、今のポメは相当美お味いくて栄養豊富やったはずやで」

「あんな怖いポメ、料理できるわけないよ!!」

　春菜の突っ込みが神殿に響き渡る。緊迫した空気が一瞬にして消え去り、あとには何ともいえない雰囲気が漂うのであった。
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「……どこまでも、どこまでも虚こ仮けにしてくれる!!」

　壁にめり込んだ己の体を引きはがし、満まん身しん創そう痍いとなった姿で憎々しげに宏を睨みつけるバルド。

　もはや逃げ出すだけの余裕もなく、己の命をかけることなく相手にダメージを与える手段も残っていない。いやそもそも、まだ死んでいないのが奇跡だ。

　ならばせめて、ことごとく虚仮にしてくれたこの冒険者達を、どうにかして道連れにする事だけを考えよう。そう覚悟して、随分目減りした瘴気を限界まで圧縮する。

「もう少し、もう少しで邪悪な女神どもから大陸西部を解放する、その第一歩を踏み出せたというのに……。ここまで来て、この国を我が神にささげる事が不可能になるとは……」

　ウルス城に出入りできる者を取り込むまでに二十年。王族の側そば仕づかえを選定できる立場のものに接触するまでに十年。その後、様々な幸運に恵まれ、カタリナが生まれた頃には彼女の側仕えを好きに決められるだけの影響力を手にし、国が順調ゆえに王家や国の法体系に不満を持つ者達を取り込む事に成功していた。

　そうやって五十年近くかけてじわじわと国の中枢を食い荒らし、ようやく巡ってきた好機をたった二人の冒険者に潰され、少しでも結果を出そうとあがいた行為もことごとく不発。

　まだ、それが彼らが有能で自身のもくろみを全て見抜いていた、というのであれば少しは救われるものを、こいつらはせいぜい最後に暗殺者を送り込むタイミングを誘導した以外は、行き当たりばったりでその場の思いつきとしか思えない行動を続けてこちらの手を潰してのけた。

　自分が所しょ詮せん小物である自覚はある。大した策略を立てられるわけでもなく、ただ煽あおるだけしかできない事も理解している。

　だがそれでも、いくらなんでも、この流れはあまりにも受け入れ難い。これが女神による予定調和だというのであれば、せめてもう少し英雄的な行動を取る連中をよこせと言いたい。

　だが、そんな行き当たりばったりな連中に計画を潰された、という事は、結局自分達のやり方が稚拙だったのだ。そのツケは命で支払わなければならない以上、せめてその原因となった連中ぐらいは道連れにして、少しぐらいは雪辱を果たすべきだ。

「ならば、トウドウハルナ、アズマヒロシ！　せめて貴様らの命は貰もらって逝くぞ！」

　望む威力に足りぬ分を自身の生命力で補い、この姿だからできる最大級の魔法攻撃の準備をする。仮に不発だった時のための最後の悪あがきも担保しつつ。

　思えば、勿もっ体たいをつけずに最初からやっておけばよかった。敵の魔導師が言い放ったように、余裕があるうちに切れる札は全て切るべきだった。だがこの術は、万全な状態で使っても命にかかわる。使うのは計画が完全に潰ついえた時だ。あの時点では、まだ逆転の目が少しは残っていたはずだったのだ。

　そんな言い訳を内心でグダグダ続けながらも、練り上げ圧縮した瘴気と魔力をチャージする。

　拡散して放てばウルスの三割を廃墟に変える事ができる大技を、わざわざ神殿を吹き飛ばす程度の範囲にまで圧縮したのだ。

　これをレジストされてキャンセルされるのは、いくらなんでもあり得ないだろう。

　練り上げられた恐ろしいまでのエネルギーに硬直し、露骨に怯おびえの表情を浮かべる宏の姿に溜飲を下げながら、最後の仕上げに入るバルド。

「チッ、させるか！　ジャッジメントレイ！」

　準備されている魔法の威力に顔色を変え、ようやく妨害のための魔法の詠唱を終えた達也が、光と聖の複合属性を持つ貫通タイプの攻撃魔法を撃ち込む。

　浄化能力を持つ通常魔法としては聖せい天てん八はっ極きょく砲ほうの次に威力が強く、貫通タイプである事からバリアなどの防御で潰されにくい魔法ではあるが、バルドが防御用にあえて漏らしてあった高濃度の瘴気に阻まれ、それらを浄化したところで攻撃力を失い消滅する。

「はっ！」

「まだまだ！」

　達也の妨害が不発だったのを見て、レイナとユリウスが突撃をかける。だが、これまたもはや物理障壁の領域まで達した高濃度の瘴気に食い止められ、腕の一振りで弾き飛ばされる。

「お願いします！」

「刃よ、行きなさい！」

「させない！　バスターショット！」

　レイナとユリウスが失敗したのを受け、エアリスとエレーナが再びありったけの刃を飛ばし、澪がノックバック機能付きの高火力技を撃ち出す。だが、いずれも瘴気の結界を貫く事ができず、妨害するには至らない。

　あれを貫くには、神の技が必要だ。一連の攻撃から、とっさにそう判断したユリウスとドーガがレイオットに視線を向けるが、首を横に振るばかり。

　さすがにエクストラスキルだけあってか、次元斬を発動するにはもう少し冷却が必要なようだ。

　宏じゃあるまいし、一人の人間がそんなにたくさんのエクストラスキルを持っているはずもなく、バルドを迎撃しようとした技は次元斬に比べれば、威力的には三つほどランクが落ちる。

　これだけの結界を張るには、本来バルドごときの能力ではどうあがいても不可能だ。

　だが、その生命力を削り、準備する間の時間だけに限定すれば、たとえ小物であってもこの程度のバリアは張れるのである。

「ドルおじさん！　あれ、止められる!?」

「さすがに厳しい！」

　真琴の問いかけに、険しい顔で首を横に振るドーガ。

　そもそも、止めたところで神殿が無事では済まず、神殿が無事では済まない以上、この場にいる人間が生き埋めにならない保証がない。

　どうにかできないかと手持ちの札を並べて、少しでも生存の可能性を探る周囲の人間とは裏腹に、やけに落ち着いた態度を崩さない春菜。一人だけ冷静にいくつかの補助魔法を発動させ、宏に重ね掛けする。

　そんな春菜の様子に気がつきながらも、周りの連中の態度から勝利を確信し、最後の準備を終えるバルド。

「もう手遅れだ！　一緒に逝ってもらうぞ！」

　自身も含めた、この場にいる人間全てを嘲ちょう笑しょうしながら、命がけの切り札を解き放つ。

「ともに堕おちようぞ！　ヘルインフェルノ！」

　妙にさわやかな笑顔とともに、地獄の業火を押し固めた火球を投げつけるバルド。

　死の手前まで己の生命力を持っていかれ、壮絶なまでの倦けん怠たい感かんに襲われながらも、最後の意地で二本の足で立ち続ける。

　人の枠を捨てた事で得た強きょう靭じんな肉体は、この状態からでもわずかな瘴気をかき集め、じわじわと生命力を回復させていく。

　その状況を、バルドは満足げに眺ながめつづけた。

（何でやねん……）

　巨大な火球が、妙にスローモーションで自分に迫ってくる。

　その様子をぼんやり見つめながら、頭の中をいろんな思考が目まぐるしく走る宏。

　バルドの妙にさわやかな、だがそのくせやたら気迫のこもった笑顔に過去の記憶がフラッシュバックし、彼の中のヘタレの虫が暴れ始めたのだ。




　逃げたい。

　どこへ？

　誰か防いでくれるはず。

　どうやって？

　何でこんな事に。

　自分で首を突っ込んだのではないか？




　益やく体たいもない思考が頭の中をぐるぐる回りながら、自身の手札では足りなさそうな状況と、あまりに絶望的で臨界点を超えた恐怖が、とある記憶を引きずりだす。

　かつて生まれ故郷にいた時の、バレンタインの時期に学校で起こった理不尽な命の危機。警察沙汰となり、全国的に報道された事件。地域と学校の間に大きな不信感を植え付け、学校内部の組織をズタズタにしてしまった出来事。

　どうにか一命を取り留めた後の、クラスメイト女子の、さらに理不尽な言葉と態度。

　宏の今を決定づけただけでなく、学校全体で男女の間に絶望的なレベルの溝を刻みこみ、その直後に入学した新一年生すら男子が女子を一切信用しなくなった事件。それだけの事件でありながらいまだに犯人が全員は特定できていない、警察に対する信頼すら揺るがした一件。

　それを思い出し、目の前の火球を睨みつける。

　そうだ。あれに比べれば、この程度は危機でも何でもない。

　第一、この世界で最も神の匠たくみに近いであろう自分が、この程度で死ぬような軟弱な肉体でいる事を許してくれるほど、こちらの世界の神々は優しくはない。

　この程度、学校の半分が敵に回り、世界の人間の半分に恐怖を覚えるようになったあのころに比べれば、危機と呼ぶ事すらおこがましい。

　恥ずかしながらバルドの気迫に飲まれ、派手な破壊力に怯えてしまったが、よくよく考えればレジストに失敗して直撃を食らったところで、少なくとも自分が死ぬ事はないではないか。アラウンドガードが少しでも上手くいけば、残りはドーガが抑え込んでくれるかもしれない。

　その事に思い至り、本能に突き動かされて衝動的に火球に突っ込んでいく。

　この時、宏の中で何かがかみ合い、急速に形になりつつあった。

「この程度……！」

　火球に向かって歩を進め、無意識のうちにこっそり覚えていたフォートレスを発動。

　ドーガに比べれば児戯に等しいそれだが、そもそも基本となる防御力が段違いだ。物理防御力は全力で身を守っている時のドーガにわずかに及ばぬものの、魔法防御ならば彼より数段高くなる。

「チョコレートに比べたら……！」

　着弾寸前に、アラウンドガードを発動。

　元々大幅に削られていた攻撃範囲を、ほぼ宏一人分にまで抑え込む。

「何ぼのもんじゃーい!!」

　着弾と同時に、気合いを入れて魔法に抵抗する。

　強力な抵抗体に接触し、急激に削り取られていく火球のエネルギー。

　進む力と抵抗する力がほぼ釣り合う中、激流の中をさかのぼっていくかのごとくじりじりと宏に迫っていき、その身を削りながらも爆発するという役目を果たそうと、愚直なまでに直進する火球。

　結果、破壊力をほとんど発揮する事なくどんどん無害なただの魔力となって拡散していき、三分の一程度まで削られたところでついに宏に接触し、爆発。

「……なんだと!?」

　爆風が収まり、煙が消えた後には、ほぼ無傷の宏が突っ込んできていた。

　さすがに無傷ではない。あちらこちらにやけどを負い、爆風によってできた裂傷も少なくない。

　だが、ウルスの三分の一を焦土に変えるだけの魔法を限界以上に圧縮し致ち傷しょう力を高めた一撃を受け、その程度で済ませたという事自体が驚異的なのだ。

　仮に、春菜が補助魔法をかけていなければ、もっと目に見えるダメージを受けていただろう。

　それにフォートレスとアラウンドガードがなければ、後ろにいた春菜達は小さくない傷を負っていたはずである。何より、最初の段階で心が折れていれば、この威力にまで押さえられるほどの抵抗力は発揮できなかった。

　ぎりぎりのところで辛うじて、宏はタンクとしての役割を果たしたのだ。

「往生……せいやあ!!」

　傷の痛みを無視し、力一杯ポールアックスを振り上げ、大声で吼ほえながらイメージに沿ってエネルギーを乗せ、全力で振り下ろす。

　斧おのに乗せられた凄まじいまでのエネルギーは、過剰な破壊力となって放ったポールアックスとバルドの体を粉砕し、地面に叩きつけられ、入口まで広がる巨大なクレーターを穿うがち、神殿正面の出入口がある壁を粉砕し、中庭の中央まで亀裂を走らせてようやく収まる。

　エクストラスキルのタイタニックロア。長柄の斧もしくは鈍器武器専用の、物理攻撃系としては最大の破壊力と攻撃範囲を誇る技。不人気武器の必殺技ゆえに、いまだ習得条件はおろか存在すら発見されていなかったそのスキルを、宏は怒りにまかせて力技で発動させた。

「な、何だったんだ、今のは……？」

「さあ？」

　急展開を見せた一連の流れについていけず、呆ぼう然ぜんとした口調で呟く達也。

　その達也に対して、いつもどおりという感じであっさり答えを返す春菜。

　どういうわけか、彼女はあまり驚いていない。

「春はる姉ねえ、なんかすごく平常運転……」

「まあ、ヘルインフェルノを防いでくれる、っていうのは確信してたし、そのために一杯補助魔法かけたから」

　澪の突っ込みに、あっさり理由を告げる春菜。

　確かに今の攻撃は驚いたけど、などと補足するが、いまいち信用できないところだ。

「そういえば、エアリスもあまり驚いていないようだが？」

「えっと、恥ずかしながら、今までも全ての攻撃が凄すぎて、正直どれが当たっても同じとしか思えなかったのです」

　兄の問いかけに、素直にそう答える妹。

　戦闘経験の少なさゆえ、今のヘルインフェルノがどれほどのものか、それを防いだ宏がどのぐらいとんでもないのか、そして最後の技がどの程度のものなのか、どれ一つとってもよく分かっていないのである。

　この戦闘で出てきた攻撃全てが、一度食らえば十回は死ぬだけの力を持っているのだ。素人であるエアリスが、その威力など分かろうはずがない。

「それに、まだ終わっていませんし」

　急にエアリスの瞳ひとみの色が金に変わり、そんな事を断言する。

　その言葉を証明するように、異界化していた神殿一帯が通常の空間に戻ると同時に、何かが中庭に召喚される。

「な、なんだ？」

「ここであんな大きなものを呼び出されると困るので、とりあえず中庭に移しました。空間は復元しましたが、今の戦闘で出た被害の修復はしていません。回収できるものを回収したら、後の対応のためにさっさとここを離れる事です」

「もしかして、今は女神ですか？」

　春菜のその問いに応える事なく、意味深な笑みを浮かべるエアリス。

　次の瞬間、瞳の色が普段の青色に戻る。

「お兄様！　何かものすごく大きなものが出てきています！」

「……分かった！　すぐに対策に入る！」

　レイオットの言葉を聞き、とりあえず拾えるものを拾い集めて神殿を飛び出す一同。

　神殿にはケルベロスの残骸の山と、最初に気絶したまま完全に忘れ去られていた無傷のオリアだけが残されるのであった。




　　　　☆




「これは……」

「また、難儀なものを呼び出したものじゃのう……」

　今際いまわの言葉を言う事すら許されず、圧倒的な破壊力で粉砕されたバルド。

　そんな彼が自分の死をトリガーにして呼び出した生き物を見て、うめくように呟くユリウスとドーガ。

「正面から直接斬りかかるのは、単なる馬鹿のする事かしらね」

「さっきヒロシが使った技を叩き込みにいくならともかく、少なくとも普通に攻撃するのであれば、間違っても勇者などと称えられる事はないだろうな」

　出てきたものの巨大さと移動方法を見て、うんざりしたように意見を言い合う真琴とレイナ。

　彼女達に限らず、今目の前にいる巨大生物を見た人間の反応は、絶望してうめくかあまりのどうしようもなさに皮肉を口走るか、大体その二つに一つだ。

　もっとも、そんな分かりやすい反応を示さない人間が、若干一名ほどいるのも事実だが。

「来た来た来た！　僕の時代が来よったで！」

　城の中庭に現れた超巨大な芋虫を見て、目を爛らん々らんと輝かせながら喜びをかみしめるように言葉を紡ぐ宏。

　そう。バルドが呼び出したのは、ウルス城すら超える大きさの、むしろ動く山と表現したほうが正しい超巨大な芋虫だったのだ。少し動くたびに地響きを起こすそいつは、まともに相手をしようなんて考えを一瞬で粉砕してくれる。

　これほどのサイズの地べたを這う生き物に対して、正面から近接攻撃を仕掛けるのは愚か者のする事であろう。

　二本脚や四本脚で動き回っている生き物ならばすり抜けて斬りかかる、などという真似も不可能ではないかもしれないが、この手の腹部が地面すれすれに来ている生き物にそんな真似を仕掛ければ、そのまま前進するのに巻き込まれて引きつぶされ、無残な屍しかばねをさらす結果になるだけだ。

　幸か不幸か芋虫自体はノンアクティブらしく、座りのよさそうな場所を求めてゆっくりのんびりもそもそ動いているだけで、攻撃的な様子は何一つ見せていない。

　が、たとえ芋虫といえどもこのサイズ、下手に何か攻撃を仕掛けて中途半端にダメージが通ってしまった場合、怒ってどんな攻撃をしてきてもおかしくない。

　騎士達はこの時点では飛び道具を持っておらず、魔法使い達はあまりのサイズに攻撃魔法を使うべきか否かを迷っていたため、運よくまだ攻撃らしい攻撃は誰も仕掛けていなかった。

　そんな厄やっ介かいな生き物を見て目を輝かせ、喜き色しょく満まん面めんという感じの笑みを浮かべる宏。

　普通なら頭がおかしくなったのではないか、と疑うところだが、この男の経歴や特技を考えれば、人によってはピンと来るものがあってしかるべきだろう。

「ねえ、宏君。もしかして、あれ……」

「澪！　足場と樽たる作るための木材調達や！　兄貴ら魔法使いはバインド系の魔法であれを適当な場所に固定！　エル、もしくは女神様！　あいつが食えるように地脈の魔力、流せるか!?」

　何かに気がついたらしい春菜の問いかけにも応えず、突然宏が矢継ぎ早に指示を飛ばす。

　そんな唐突に発せられた言葉に反応できず、思わず呆然と立ちすくむ一同。

「地脈は問題ありません、ヒロシ様」

　急な指示に反応できない他の人間をよそに、手伝える事があるらしいと、ないはずの尻尾をパタパタと振りながら喜々として答えるエアリス。

　その姿に我に返り、宏の指示を実行しようとする一同。

　ポッと出の下級冒険者の指示なんぞに、という意識は誰も持っていない。

　というより、指揮官全員が取りうる対応を指示できない状況では、可能性があるのであれば誰の指示でも従うべきだ、という判断をしたのだ。

「ほな、エルはあれに地脈の魔力を食わせたって！　ほかの魔法使いは、さっきも言うたように芋虫を適当に固定！　固定する魔法は、絶対ダメージ出るやつ使うたらあかんで！　固定が済んだら、あいつが魔力食えるように、回復とか防御上昇の補助魔法とか、その類のダメージが出えへん魔法をガンガンかけたって！」

「分かりました！」

　宏の指示に嬉うれしそうに従い、魔法使い達が必死になって固定した芋虫に、地脈や霊脈からの魔力をこれでもかというぐらい流し込むエアリス。

「宏君、私も魔力を流す側に回ったほうがいい？」

　その様子を見ていた春菜が、できる事をやろうという感じで提案してくる。が、その申し出に宏は首を横に振ると、

「春菜さんは練習も兼ねて、澪の手伝いよろしく。あと、他の人は集められるだけ糸巻きの芯しん、集めてきて！　あれが繭まゆ作って安定するまで三日ぐらいかかるから、その間にありったけかき集めてや！」

「い、今から？」

「時間が時間ですので、城下のその手の店は店じまいをしているはずですが……」

「三日ぐらいかかるんやから、その手の店は今からでなくてもええ。ただ、できるだけ多く集めたいから、話広めるついでに酒場とか城の中とかの備品も回収してきたらええんちゃうか？」

　宏の指摘にハッとし、大急ぎで人海戦術で城下に散っていく騎士達。その後ろでは、魔力をモリモリ吸収した芋虫が、繭を作るために糸を吐き始めていた。

「さて、一世一代の大勝負や。どんだけ糸が作れるか、こうご期待、っちゅうとこやな」

　出来上がっていく繭を見て満足そうに頷くと、とりあえず樽作りに参加するためにその場を後にする宏であった。




　　　　☆




　それは、かなり異常な光景であった。

「澪！　そろそろ上の方が開くけど、準備はええか!?」

　芋虫の出現から六日目、繭が完成してから三日目の朝。完成直後から凄まじいスピードで糸を紡ぎ続けていた宏が、そんな声を上げる。

　因みに、宏は糸を紡ぎ始めてから一睡もせず、一秒たりとも手を止めていない。
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　水分補給は基本マナポーションで、食事は春菜が用意した手を汚さずに食べられるものを、どちらも無駄に洗練された無駄のない動きで、糸を紡ぐ作業を一切止めずに済ませている。

「いつでも！」

　宏の声掛けに、組み上げられた足場の上からそう返事を返す澪。

　現在彼女が立っている場所は、ウルス城の最も高い建物の屋根より上の位置だ。そこまで行かなければ、繭の天てっ辺ぺんを見る事ができないのだから、それだけでもどれほどとんでもないサイズなのかが想像できるだろう。

　一方、城のテラスには国王とユリウスの姿があり、この情景を微妙な表情で眺めていた。

「ねえ、宏」

　宏の横に積み上がった糸を回収しにきた真琴が、今のやり取りで出てきた疑問を聞くために声をかける。その間にもどんどん糸巻きが出来上がって転がされ、回収するものが増えていく。

　真琴がざっと見たところ、芯にかなり太めに巻いているというのに、一本作り上げるのに十秒かかっていない。しかも、このペースで糸を紡いでいるというのに、全てにきっちり自動修復のエンチャントが施されているのだから、普通の職人が見たら正気を失いかねない光景だ。

「真琴さん、どうしたん？」

「上の方が開くって、何？」

「ああ。繭の中にあるさなぎが、そろそろ見えてくんねん」

「それって、何かあるの？」

「そのさなぎを開けるとな、いろんな事に使えるスープみたいなんが取れんねん」

　雑談の間にも一切手を止めず、なんとなく飄ひょう々ひょうとした態度でそう答える宏。

　その回答を聞いて、思わずうえぇ、という顔をしてしまう真琴。

「それって、もしかしなくても体液ってやつよね……？」

「もしかせんでも体液やで。今は変態中で完全にどろどろに溶けて、まだ新しい体に変化し始めてへん頃のはずやから、ものすごいたくさん取れるやろうなあ」

　この芋虫、繭を作り始めてから羽化するまで約十日ほどと、図体の大きさの割に羽化が早い。

　なので、その液体を一番たくさん集められるのは、繭が完成してから二日目から三日目あたりの、胚はいを除いて完全に溶けきっている時期だけになる。

　繭ができて四日目には胴体ができ始め、五日目にはほぼ体が完成し、六日目には成体になっているのだ。

　そういう意味では、糸を紡げるのも、普通ならせいぜい繭が完成してから四日目ぐらいまでという事になる。

「真琴さん。それ片したら、樽の回収も手伝ったって」

「はいはい。それにしてもこの糸、一体何なの？」

「霊布の材料になる霊糸っちゅうやつや。糸としては最高級品やで」

　宏のとんでもない返事に、思わず回収した糸巻きを落としそうになる真琴。

　その様子に苦笑しながら、無駄に洗練された無駄のない動作でさりげなくマナポーションを飲み干し、さらに糸巻きの作業を続ける。

「まあ、そんなわけやから、いくらひと山いくらみたいな分量あるいうても、それなりに丁てい寧ねいに大事に扱ったってや」

「りょ、了解……」

　ゲームでも伝説級の素材だった糸の暴落ぶりにめまいを覚えつつ、とりあえず臨時倉庫の方に回収した糸を運んでいく真琴。

　振り向いた時にはすでにふくらはぎぐらいの高さまで積み上がっており、それでもまだまだ糸は取れるんだぜ、と自己主張している繭に再びめまいを覚える。

　なお、なぜわざわざ臨時倉庫を用意したのかというと、単純にアズマ工房の倉庫容量を超えそうだったからである。

　ここのところ大物から大量の素材が取れるケースが連続したため、工房の倉庫をとことんまで容量拡張していたのだが、いくらなんでも城より巨大な繭からとれる糸や体液を、全て収納できるほどの容量はなかったのだ。これがワイバーンやケルベロス程度ならば、ダース単位でも余裕があったのだが。

「さて、糸巻きと樽は足りるんかいな、と」

　ウルスにある全ての糸巻きの芯をかき集め、それだけでは不安だからとさらに近隣の村のものまで根こそぎ回収して積み上げたのだが、現時点で在庫は残り三割程度。予想ではぎりぎりで全部を糸にできるはず、といった状況だ。

　正直なところ、霊糸を巻き取る糸巻きが、霊木を使って加工段階からガチガチにエンチャントをかけろ、みたいな無体な事を言い出すような類のものでなくて助かった、といわざるを得ない。

　無論、ただの芯では巻いている間に壊れてしまうため、巻きつけ始める前に様々な小細工をする必要があるが、その程度の作業は寝ながらでもできる自信がある。

　もっと厄介なのが樽の方で、作れるのが宏と澪しかいなかったため、昨日まで澪が作り続けていたものの、千には届かなかったのだ。

　どうせ底の方に残った分は汲み上げられないだろうとは思うが、それを考えても際どい線である。

「まあ、なるようにしかならんか」

　心持ち、糸を巻き取るスピードを上げながらそんな風に結論をつける宏であった。
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「これで、終わりや!!」

　そんな宏の叫びがウルス城に響き渡ったのは、繭ができてから五日目の昼前の事。四日貫徹し、全ての作業を終えた事をもう一度確認したところで、さすがに体力の限界に負けてダウンする。

「お疲れ様、宏君」

「お疲れ様です、ヒロシ様」

　やり遂げた顔でそのまま爆睡モードに入った宏に、そっとねぎらいの声をかける春菜とエアリス。

　このままここで寝かしておくのもどうだろうと考え、誰かを呼ぼうとしたところでふといたずらを思いつく春菜。

「ねえ、澪ちゃん」

「春姉、呼んだ？」

　完全に寝入っている宏を前に、小声で澪を呼ぶ春菜。春菜に呼ばれ、素直に作業を切り上げる澪。

「宏君をこのままにしておくのもどうかと思うから、私達で運んじゃおうか」

「春姉、チャレンジャー……」

　春菜の提案を聞き、珍しく誰にでも分かるほど呆あきれた顔をする澪。

「こんな機会でもないと、宏君にプレッシャー与えずに触ったりする事ってできないと思うんだ」

「そうだけど……」

　珍しく押せ押せな春菜に、澪はどうにも戸惑ってしまう。

「そのお話、私もお手伝いさせていただいて、よろしいでしょうか？」

　そこへ、春菜と澪がこそこそしている事に気がついたエアリスが、二人の会話に口を挟む。

「そうだね。折角だから、三人でやろうよ」

　エアリスの申し出を快こころよく受け入れる春菜。

　結局、いろいろバタバタしている城の兵士の手を煩わせるにも気が引け、堂々と触れる機会に澪も抵抗できず、三人で起こさないように宏を部屋へ運ぶ事にする。

　余程疲れているのか、時々ひやりとするシーンがあったにもかかわらず、熟睡していた宏は最後まで起きる事はなかった。

「これで、今回の事件は終わりかな？」

「そうですね。権限のない私や、本来部外者である皆様のお仕事は、多分これで終わりでしょう」

「あとは、陛下と殿下が頑張るべき仕事」

　熟睡する宏を見守りながら、ひそひそとそんな事を話し合う三人娘。

「本当に、お疲れ様」

　いろんな意味でドキドキしながら、そっと宏の手に触れる春菜。

　こうして、ファーレーンを襲った一連の事件は、何とも言い難い形で一応の解決を見た。

　なお、数量が際どかった糸巻きや樽だが、糸巻きは残り三つというところで、全て繭が糸に化けた。逆に樽の方は予想どおり若干数が足りずに、一度作業の手を止めた宏によって肥料に加工されて城のハーブ園にまかれ、その後十年ほど、庭園のハーブを最高品質に維持し続けるのであった。
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「此こ度たびの事、本当に世話になったな」

　かなりお疲れの顔で工房を訪れ、全員が揃そろったところでいきなり頭を下げる国王。

　非公式の場でなければ正直許されない光景に、思わず顔を見合わせながら苦笑する日本人五人。

　人事および書類的な意味での全ての後始末が終わり、国王が工房に顔を出す事ができたのは、糸作りが終わってから二週間後、すでに秋も終わりに近づき冬の気配を感じる頃の事であった。

　今更ではあるが、この世界にも四季はある。無論、地域によって常夏だったり、一年中寒かったりもするが、少なくともファーレーンのほとんどの地域は、はっきり分かる四季がある。その中でもウルスは、年間の気温がほぼ東京と大阪の中間ぐらいで、日本人としては恐らく一番過ごしやすい気候になっている。

　宏ひろし達は先々週の中頃に工房に引き上げており、エアリスと連絡こそ取りあってはいるものの、王宮関係者と直接顔を合わせるのは十日ぶりぐらいの事になる。

　書庫の調査も、宏が爆睡している間に達たつ也やが大方終わらせてしまっている。

「お城の方は、もうええんですか？」

「仕事自体は山積みだが、気分転換に城下にでも行ってこいと言われてな。息子達だけでなく宰相に侍従長、果ては近衛の団長にまで同じ事を言われては、もはや逆らえんよ」

「そらお疲れ様で。何なら、よう寝れて疲れが取れるハーブティーでも処方しましょうか？」

「頼む。できれば、冷めても不ま味ずくならない物がいいな」

「はいな」

　お疲れの国王陛下の注文を聞き、苦笑しながら了解を告げる。

「それで、あの後どないなったんですか？」

　春はる菜ながお茶請けを全員に配ったところで、宏が話を切り出す。

　戻ってきてからはいろいろな物の仕込みでてんてこ舞いで、そのあたりの情報はまったく仕入れていない。

　春菜の方も一カ月ぶりぐらいだというのに、いや、一カ月ぶりぐらいだからこそか、いくらでも売れるという感じのカレーパンを腕が上がらなくなるまで揚げ続ける羽目になり、客や周りの屋台とはそれほど雑談する余裕がなかったのだ。

　澪みおは二人の手伝いで、これまた目が回るほど忙しかった。

　その間、手持ち無ぶ沙さ汰ただった達也と真ま琴ことが組んで冒険者として活動してはいるが、下っ端の冒険者に入ってくる情報などたかが知れている。

　分かっているのは、ここ数日で急速に討伐系の依頼が減ってきた事くらいだ。

　そんな状況ながら、今日全員揃っているのは、さすがに一息つきたいという料理係三人の意見が一致し、全員で休む事にした日だったからだ。

　もっとも、国王が訪れたのは偶然ではない。昨日の夜にエアリスから連絡があり、全員揃う日はいつか、と聞かれていたのである。その時は、まさか国王が直接来るとは思わなかったのだが。

「とりあえず、まだ状況は現在進行形だが、城内の掃除はほぼ終わった、というところだな」

「城内は、ですか……」

「連中の領地に関してはまだ査さ察さつの途中だからな。とりあえず、貴公らを城で受け入れる直前ぐらいから領主の様子がおかしくなったというのは、連中の領地では共通認識だったらしいから、今のところむしろ領主が代わる事に対してはさして混乱はないが……」

　苦渋の表情を浮かべながら春菜の疑問に答え、お茶請けのかりん糖をかじって一息つく。

「はっきり言って、調べれば調べるほど、碌ろくでもない事実が出てきてたまらん。まさか先代の頃からすでに中枢の一部に食い込んでいたとは、洒落にならんぞ」

「先代の頃から？　ってえと、最低でも三十年以上の計画って事か……」

「連中が関わった痕こん跡せきに関しては、大体四十年前ぐらいまではたどれた。宮廷内で力をつけ始めたのは、十五年ほど前にあった、余が即位する直前の大規模侵攻の頃からのようだがな」

「また、気の長いやり方をしてたんだな……」

「まったくだ」

　あまりに気の長い計画と、それがあと一歩で成就しそうだったという状況に、呆あきれるやら感心するやら、という感じの達也と国王。

　冷静に考えれば、ファーレーン王国はモンスターの侵攻により常に適度な緊張感を持っているし、軍事的にも経済的にも強固な国である。国内の政情が安定しているからといって、内側から大国というやつを壊そうとするのであれば、やはりそれぐらいの時間はかかるのだろう。

　ましてや先代は、レイオットより若くして即位したにもかかわらず、先々代の乱心によってややこしい事になった国内を、たった五年で立て直した鉄血剛腕の人である。

　四十年ほどの在位期間において唯一にして最大の致命的なミスは、どうやっても不備がでる法律というものを、あまりにも絶対的な基準にしすぎた事だろう。

　それがなければそもそもここまでややこしい事にはなっていなかったのだから、一足飛びに転覆させうるところまで影響力を得る事などできなくて当然だ。

　しかも、それだけ時間をかけ、大方中枢を掌握しつつあるところまで侵食し、あとは転覆させるだけ、というところで大きな行動を起こしたのに、こんなくだらないきっかけであっさり計画を潰つぶされるのだから、やりきれない思いがあるに違いない。

「何にしても、軍事的にはリカバリー可能な程度しか打撃を受けていないからいいものの、後始末の絡みで文官まわりが大量に抜けてしまったのは頭が痛い。半分ぐらいはそろそろ復帰できるが、何人かはやはりモンスター化手前までいっておって、手の施しようがなかったしな。救いといえば、連中の領地が大人しく、どころか積極的にこちらに協力してくれる事ぐらいか」

　今回に関しては事が事だけに、ゆっくり緩ゆるやかにという選択肢はなかったとはいえど、こういう粛しゅく清せいをあまり急激に一気に行うと、あとが本当に大変なのだ。

　理想は腐敗が進むよりは早く、だが人手が足りなくならない程度のスピードで絶え間なく問題児を排除していき、使えない人員の数を許容範囲に収まるように調整し続ける事なのだが、どちらの世界の歴史を見ても、それを上う手まくやれた事例などほとんど存在しない。

　人類の歴史というのは、良くも悪くもショック・ドクトリンによる大規模な変化の積み重ねなのである。

「それをボク達に愚ぐ痴ちられても困る……」

「そうだね。私達は、領地がどうとか外交がどうだとか、そういうのは完全に専門外だし……」

　その後も続く報告というよりも愚痴といったほうがいい内容に対する澪の困惑交じりの突っ込みに、春菜が苦笑しながら同意する。

　実際、たかが冒険者に何を望むのか、という種類の話だ。

「そうだな、すまん」

　連中とは違う意味で中枢に食い込んでいるとはいえ、一般人相手に愚痴るような話でもない。二人の突っ込みでその事に思い至り、素直に頭を下げる国王。

「とりあえず、操られていたらしい連中の処分も終わった。今回の件で法改正のハードルを下げる事にも成功した。それに、分かっている反乱分子を現行犯でしか処分できないシステムもある程度改めた。あとは落ち着くまで手綱を握っていられるかどうかだけだ」

　今回の件での最大の収穫は、全ての武官、文官、貴族が賛成しなければ、どんな些さ細さいな変更もかけられないという事実上法改正が不可能なシステムを変更できた事だろう。

　一部例外を除いて一人でも棄権があった時点でアウトだったのが、ウルスおよび直ちょっ轄かつ地だけのものなら各部門の長の三分の二、ファーレーン全域ならそこに領主達の三分の二の賛成があれば改正可能になった。

　本来なら過半数程度まで抑えたかったのだが、そこまで一気にハードルを下げるのは難しい。そもそも、今回の件がなければ、それすらも不可能だったのだ。

　これまでよく政治が停滞しなかったというシステムだが、貴族や王族に対する刑法まわりに大きな不備はあっても、民事的な部分および軍事的な部分はこれまでの慣習をそのまま明文化しただけに等しかったため、運用をややアバウトにする事で十分対応できたのだ。

　先代が在位期間のほとんどを費やして、経済や国民生活に対する権力者の影響を可能な限り減らした事が、よくも悪くも功を奏した形になっている。

　外交にしても、新たに法を制定しなければできないようなものは可能な限り時間をかけてとことんまですり合わせをして検討し、法解釈だけで対応できるものは全て法解釈をいじる事で対応してきたため、諸外国からは侮られる事なくやってこれた。

　内部に対してはいろいろ弱い現王だが、外交手腕はそれなりに評価できる人材なのである。

「操られてた人達は、どういう処分に？」

「多少思考誘導されていた程度の人間は解かい雇こ、もしくは降格であるが、オリアは操られていたといっても言い訳がきかんが、これまでの働きを鑑みて処刑だけはやめておいた。北部の修道院で修行、という名の事実上の隔離ではあるが、あれの性格ならばあの修道院でも上に昇っていける可能性は十分ある」

　温情なのかどうなのか微妙な処罰に、何ともいえない顔をしてしまう宏達。

　とはいえ、やらかしてしまった事を考えると、かばうのも難しい。

「例の暗殺者は？」

「悪いが、余はそこまで細かい事は関知していない。全てレイオットに任せてあるから、詳細はやつに聞いてくれ」

　確かに、仕事が山積みの国王に、たかが一介の暗殺者の処分などわざわざ聞きはしないだろう。

「それにしても連中、案外正統派といっていい努力の仕方で食いこんできてたんだな」

「そうなるな」

「その根性を、もっと別の目的のために使えばいいんだがなあ」

「それができる連中であれば、そもそも邪神なんぞ崇あがめたりはせんだろう」

　一言で切り捨てた国王の言葉に、苦笑しながら同意せざるを得ない一同。

　結局のところ、あの手の連中は皆、自分の境遇に酔っているのだ。

　だから、不遇と言っていい境遇でなければ駄目だし、それを克服するためではなく、自分達を不遇な境遇に陥れた連中を痛めつけるための努力しかできないのである。

「まあ、連中の性根は置いといて、邪神を崇めとるっちゅう事は、やっぱり邪神教団やったんですか？」

「連中からすれば、我々の方が邪教で、アルフェミナ様の方が邪神になるようだがな」

「なんや、そんな感じの事を言うとったなあ……」

　邪神という言葉にやっぱりと思いつつ宏が確認を取ると、それ以上に面倒くさい話が出てくる。

　自分達が正しいと思い込んでいる連中なのだから、女神アルフェミナを邪悪とするのはある意味当然なのだろう。しかし、巻き込まれただけの人間を大量にいけにえにするような行動をする宗教が邪教でないとは、よく言ったものである。

「あいつらの厄やっ介かいなところは、基本的に普通の人間と区別がつかんところだ。バルドですら、今回の件までは、せいぜい胡う散さん臭いだけのただの一般人にしか見えなかったからな。しかも、領地を持たん名前だけの貴族はともかく、領主をやっている連中は領地経営自体はまともにやっているのだから、面倒な事この上ない」

「そうだよね。ものすごく胡散臭いとは思ったんだけど、夜会の時には瘴しょう気きとかあんまり感じなかったし」

　直接邪神教団に所属していたであろうバルドですらそれだ。単に連中に感化され、無意識のうちに瘴気をため込み始めた程度の人間など、せいぜい最近言動がおかしくなってきた、とか、妙にひがみ根性が鼻につくようになってきた、とか、そういった変化から疑うしかない。

　春菜ならまだ、直接歌を聞かせてみるという疑われずにできる確実な方法もあるが、他の人間にはせいぜい、エアリスの浄化の儀式に巻き込むぐらいしか、疑っている事を悟られずに確実に判別できる手段はない。そこも面倒なところである。

「我が国は貴公らのおかげで、間一髪ではあったが国家滅亡の危機は回避できた。だが、他の国はどうなのか分からん」

「最悪、一国か二国ぐらいは連中の手に堕おちてる可能性もある、ってわけか……」

「そろそろウルスでの情報収集も限界に来とるのに、迂う闊かつに外に探しにもいけへんってか……」

　国王の厄介な一言に、達也と宏が表情を曇らせる。

「そのあたりについては、使える手は全て使って調査させているが、なにぶん遠方の国もある。結果が出そろうまで、一カ月ぐらいはかかると思ってほしい。書庫にあまり役立つ情報がなかったというのに、心苦しい話だが……」

「つまり、帰る方法探すためにウルス出るにしても、一カ月は待て、っちゅう事か」

　宏の言葉に、国王は首を左右に振る。

　その態度に、おや？　という表情を浮かべる一同。

「あと一カ月となると、そろそろ各地で雪が降り始める。陸路で移動するなら、もうすでに北ルートは候補から外すべき時期に来ているし、東から南へ抜けるルートも、ちょうど一カ月半後ぐらいから徒歩では厳しくなる地域が出てくる。まあ、隊商についていけば、迂う回かい路くらいは知ってはいるだろうがな」

「要するに、冬が終わるぐらいまでは、ウルスで大人しくしとれ、と？」

「そうなるな。それに、冬場の移動は時間がかかる。特に雪道の移動は手間がかかるし、吹雪でも吹けば三日は普通に足止めされる。そのあたりを考えるなら、この街で三カ月余計に足止めをされたといったところで、最終的には大差なくなるからな」

　季節の事を考えていなかった宏達は、国王に言われてはじめてそのあたりの問題に気がつく。

「なるほど、了解ですわ。まあ、真琴さんやとこっち来て大分経ってんねんし、今更三カ月ぐらい大差あらへんやろう。皆もそれでええ？」

「達也さんさえそれでいいんだったら、私達は別に慌てないよ」

　春菜の言葉を聞き、達也に視線を集める一同。

「そうだな。なんだったら、この間に移動手段を作れば、それぐらいの遅れは取り戻せるかもしれないし、書庫ももうちょっと調べたら情報があるかもしれないしな」

　全員の視線を受けた達也が、そんなもの分かりのいい答えを返す。

「あと二カ月もすればウルスの新年祭だ。街を挙げて行うゆえに、なかなかに盛大にやる祭りでな。折角だから一般人の立場で参加していってもらえると、国と街を預かる立場としては大変嬉うれしい」

　ウルスは農業より商工業の方が規模が大きい事もあってか、秋の収穫祭というのはそれほどの規模では行われない。

　まったく行わないわけではないのだが、各地区が勝手に自分ところの自治会のような組織ごとに日程を決め、日本の盆踊りや夏祭りのように、地元ローカルの祭りとしてそれなりににぎやかにやる感じである。

　宏達が居きょを構えている地区の祭りは温泉に行っている間に終わっており、屋台の出店も一般参加もできなかった。他の地区の収穫祭も、城でごちゃごちゃやっているうちに全て終わっており、彼らはウルスの収穫祭というやつを一つも見ていない。

　なお、周辺の村や町は、新年祭より収穫祭の方を盛大に行う。

　これは、新年祭はウルスのものに参加する人の方が多い、という事もあるが、基本的にはウルスの衛星都市やその周りの村のほとんどは農業が主体で、新しい年を迎える事よりもその年の収穫を祝い、大地母神に感謝する事の方が重要視されているという理由が大きい。

　因ちなみに、ファーレーンの新年が地球の北半球と同じ真冬なのは、単に暦こよみの起点となる年の初めを、建国王の建国宣言に合わせたからである。

　初代国王は収穫祭が終わってから国のこまごまとしたシステムを始動し、国として十分に機能してから建国宣言を行った。そのタイムラグが約二カ月あり、結果として地球と同じように真冬のこれからもうしばらくは寒くなり続ける、という時期になったのだ。

「ほな、その段取りでいきますわ」

「うむ」

　宏の返事を聞いて、一つ頷うなずく国王。その様子を見ていた真琴が、ふと疑問に思った事を口にする。

「陛下、この二人に鈴をつけなくて、いいんですか？」

「どうやってつけろ、と？」

　真琴の質問に対して返ってきたのは、そんな身も蓋ふたもない回答であった。

「金も地位も必要としておらず、身の安全を保障するには宮廷は不向き。女を与えるなど逆効果以外のなにものでもないとなると、何を以もってどうやって縛りつけろというのだ？」

「うっ、確かに……」

「出ていく事自体は止めぬさ。どんな手を使ってでも取り込むべきだ、という意見もなくもないが、な」

　あっさり鷹おう揚ように言い切った国王に、苦笑しか出ない日本人達。

「そうであった。これはできれば、でいいのだが……」

　少々言いづらそうにしている国王に、怪け訝げんな顔を向ける宏。

「食料品関係の事だけでもよいから、誰かに仕込めるだけ仕込んでこの工房に残しておいてもらえると助かる。何なら、こちらがそのための人員を用意してもいい」

「言うとは思ってたけど、そこまでですか？」

「うむ。インスタントラーメンは厳しいかもしれんが、せめてカレー粉の調合ができる人材は欲しい、と、エレーナもエアリスも言っておってな。それに、マヨネーズはどうにかなるようだが、ポン酢や醤しょう油ゆ、鰹かつお節ぶしといったものはなかなか難しいらしい。欲をいえば、製法を広められてかつ、大量に生産する方法も用意してもらえるとありがたい」

　真琴の突っ込みとも質問ともとれる言葉に対する返事、それはかなりの無茶ぶりであった。

「……まあ、カレー粉はどうにかしますわ。実際のところ、ここの大家のメリザさんにも同じ事頼まれてますし、レシピ自体はあっちこっちにばら撒まいとるんで、あとは調合のための計量作業がネックになっとるだけらしいですし」

「そうか。他の調味料は？」

「人手集めて、冬の間にある程度の規模で生産できるようにはしますわ。こっちもいろいろ広まってくれれば、美お味いしいもんがようさん食べれてありがたいですし」

「頼む」

　そう言って、肩の荷が下りたという顔でかりん糖をかじる国王。

　その後、お土産をもらってほくほくした顔で帰っていくのを見送って、どうしたものかと顔を見合わせる一同。

「宏。安請け合いしてたように見えたけど、当てはあるの？」

「忙しいて棚上げしとったけど、メリザさんから頼まれとった事があってな。正直、個人的には避けたい事ではあるんやけど、澪に手伝うてもらえたらいけるかなあ、って」

「それってどんな？」

「兄貴と澪が盗賊に捕まっとった時、他にもようけ監かん禁きんされとったやろ？」

　質問した真琴に対して、問いかけというより確認をする宏。その言葉に頷く一同。

「そのうち二人ほど、帰る場所がなくてメリザさんところで面倒見てもろうてる人がおるらしいんやけど、その人らをこの工房で使ってほしい、言われとってん」

「それが、どうして個人的に避けたいの？」

「そら、二人とも女やからに決まっとるやん」

　その一言で、非常に納得してしまう春菜達。

　宏に女性を指導するのは荷が重いだろう。春菜はクラスメイトでかつ運命共同体だったから、澪はネナベだったからこその例外である。

　その二人が春菜並みに距離感覚がしっかりしていなければ、いろんな意味で厳しい。

「とりあえず、カレー粉の調合とか醤油の作り方ぐらいやったら、澪でも指導できるやろ？」

「うん。多分、春はる姉ねえでもできるんじゃないかな？」

「カレー粉は大丈夫。醤油とかはちょっと自信がないかな？」

　などと、とりあえず筋道だけはつけていく。

　その後、大方目途が立ったところで、達也が結論を出す。

「どっちにしても、ここを長く空けておくのはそれはそれでまずいし、その二人が信用できそうならここを任せちまうのもありじゃないか？」

「そうね。あたしも賛成」

「みんな賛成やったら、明日にでもメリザさんに話通してくるわ」

　せやからフォローしてや、と言う宏の言葉に頷くと、とりあえず新しい人間を迎え入れるための準備に取り掛かる一同。

　彼らのファーレーンでの拠点が、大国ファーレーンにとっても最重要施設になる事が決まった瞬間であった。
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「そういやさ、宏」

　確定事項となった新人さん受け入れのための準備を終えたところで、真琴が思い出したように宏に声をかける。

「何？」

「あんた、武器はどうすんの？」

「あ～、忘れとった」

　宏の言葉に呆れる真琴。

　彼のポールアックスは、エクストラスキルを放った時に完全に砕け散り、修理どころか材料の回収すらできていなかった。

「いっそ、ケルベロスファング使う？」

「無理無理無理。僕が長剣なんざ使いこなせるわけあらへん」

　真琴の提案に、大慌てで首を左右に振る宏。

　ケルベロスファングとは、ケルベロスの死体が魔剣化したものである。言うまでもなく、バルド戦にて入手したものだ。

「てか、なんでここにあんねん」

「前に臨時倉庫の中身を回収した時にね、ユリウスさんがどさくさにまぎれて回収物の中に混ぜてたの」

「いや、気ぃついとったんやったら突っ込もうや」

　春菜がチクった理由を聞き、さすがに突っ込まざるを得ない宏。

　このケルベロスファング、性能的には間違いなく今現在手元にある武器の中では最も強力なものだが、残念ながらこのチームでは使い手もおらず宝の持ち腐れである。それ以前にそもそも、王宮での戦闘で入手したものなのだから、所有権は王国にあるのではないのか？

「殿下いわく、持たせる相手がいないし呪われそうだから私達に押し付けたいんだって」

「いや、それが心配やったら、エルに浄化させたら済む話やん」

「向こうも処分に困ったんじゃない？」

　確かに処分に困りそうなアイテムではあるが、だからといって宏達に押し付けるというのは、あまりにも安易ではないかと思う。

　大量に作った糸もせいぜい五十本ほどを献上しただけ、あとは全て宏達が回収する事になったのだ。澪でもまともに扱えないようなものをファーレーンの人間が加工できるとは思えないが、それでも半分とは言わないがせめて三割は所有権を主張すべきだと思う。

「とはいえ、こっちにあっても場所をとるだけなんだよなあ」

　処分に困る長剣に、そんな風にぼやく達也。

「真琴さんこそ、長剣は使わへんの？」

「使わない事はないけど、それだったらまだ刀の方がましかなあ」

「大剣と刀って、また妙な組み合わせやなあ」

　真琴の返事を聞いた宏が、かなり不思議そうな顔をする。達也も、どことなく微妙な顔だ。

　その表情を見て苦笑した真琴が、種明かしをする。

「最初は、っていうか、刀が手に入ってから結構な期間、メインは刀だったのよ。でもね……」

　真琴いわく、ゲームでは他のレア武器ほど強力な刀が手に入らなかったとの事。

　実際、生産系プレイヤーが初期に作った物以外で出回っていた刀は、基本的には辺境のＮＰＣが販売していたものかレアドロップの高品質品のみ。いわゆる魔剣に相当するものは結局一振りも見つかっていないのだ。

　近接物理としてはスキルが強力で、長剣とはまた違った方面でバランスがよかった事もあり、最上級スキルを習得するところまでは鍛えた真琴だが、結局武器の性能というどうにもならない限界を超えられず、火力に比べて取り回しに優れた大剣に転向したのである。

「それやったら、刀打ったほうがええ？」

「ん～、今更っていえば今更なのよね。刀使ってたのも二年以上前だし」

「まあ材料入ったら、大剣と刀、両方作ってみるわ。刀の方がしっくり来るんやったら、大剣はユーさんにでも押し付けたらええし」

「その前に、自分の武器作りなさい」

　余計な方向に突っ走りそうになった宏を、冷たい声で制する真琴。

「そういえば、あの時使ってた技って、結局何？　使えそうなの？」

「頭に浮かんだ名前はタイタニックロアやった。けど、役に立ちそうか、っちゅうたら現状では判断不能や」

「はあ？」

「使い方は分かるんやけど、何をどうやっても発動せんしなあ……」

　全ての一件が終わったあとに、予備のポールアックスを借りて何度か試したのだが、発動時の感覚をどれほど完璧に再現しても、うんともすんとも言わなかった。

　スタミナをはじめとした消耗するはずのものも一切消耗していないのだから、完全に不発なのは間違いない。手順を間違っていないのに不発な以上、使えないと判断するしかない。

「多分、何かが足らんのやと思う」

「そっか。さすがにそんなに甘くないか……」

「そういうこっちゃな」

　さすがに、そんなに簡単に宏の戦闘能力はアップしないらしい。

「ま、そんな火事場の馬鹿力的な代物は横に置いとくとして、だ。いい加減腹も減ったし、そろそろ飯にしていいんじゃねえか？」

「あ、そうだね。晩ご飯作るよ」

「今日は何？」

「ワイバーンガラのスープをベースにした醤油ラーメンと餃子、ってところでどう？」

　春菜の提案に対する回答は、その場にいる人間全員の満面の笑顔であった。
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「で、冬が終わったらこの国を出るとして、当面のでいいから目的とルートを決めておこうよ」

　ラーメンを堪能し終えたところで、デザートの杏仁豆腐をつつきながら春菜が提案する。

　なお、杏仁豆腐の材料については、深く考えないほうが幸せになれそうな物とだけ言っておく。

「そうだな。書庫で邪神教団の情報を拾った時には関連がありそうだと思ったんだが、どうもここまでの流れを思い出すに、俺達が知ってるグランドクエストとは、全体的に相当ずれてる感じが強い。ゲームの時の情報や常識は一旦忘れたほうがよさそうだ」

「そうなん？」

「ああ。少なくとも二章の半ばの時点じゃ、どこの国にもここまで深刻なピンチはなかったはずなんだ」

「四章半ばでも、って付け加えとくわ。ついでに言うと、その時点でも邪神教団は単なる脇役というか、ストーリーには直接かんでこなかったし」

　達也と真琴の説明を聞いて、思わず唸り声を上げてしまう宏達。

　女神なんて存在が関わっているから、廃人である真琴が持っているグランドクエストの情報が少しは当てになるかと思っていたのだ。かなり大幅に当てが外れ、しかもよりややこしい状況とくれば、唸り声の一つぐらいは仕方ないだろう。

「正直、今の状況がグランドクエストだとしても、あたし達はどのあたりにいるのかはまったく分かんないわ」

「まあ、どうせ四章半ばで情報が途絶えてるんだし、グランドクエストの事はこの際、無視していいだろうさ」

「それはええとして、今後に関して兄貴は具体的になんか思いつく事とかある？」

「まずは、情報集めのためにルーフェウスを目指すべきだろうな」

　達也の提案、その意味を即座に悟って頷く一同。

「大図書館、か」

「確かに、あそこの禁書庫に入れたら、いろいろ進みそうな雰囲気はあるかな」

　達也の提案に、宏と春菜が納得の声を上げる。

「誰とは言わないが、また余計なものを拾いかねないのが難点だがな」

　達也の突っ込みに、ちょっとばかり視線を明後日あさっての方向に向ける春菜。

「それだけだと、芸がない」

　明後日の方向を向いてしらばっくれる春菜を放置し、澪が淡々と妙な指摘をする。

「確かに、ただまっすぐルーフェウスに向かうってのも、無駄といえば無駄だな」

「いくつもの国を無駄に素通りするのも、確かに芸がないわね」

　澪の指摘に、達也と真琴が同意する。

　それを聞いてしらばっくれるのをやめた春菜が、思いついた事を提案する。

「だったら、ルート上にある国や地域の神殿関係も、回れるだけ回ろうよ」

「理由は？」

「今回の事で確信したの。アルフェミナ様が私達について名指しで話してるぐらいだし、私達が飛ばされてきた事と、こっちの神様は、絶対無関係じゃいられない、って」

「……大変説得力のある意見、ありがとう」

　春菜の、凄すさまじいまでの説得力を感じさせる宣言に、真顔で同意する達也。

　確かに、無関係とは考えにくい。

「となると、どういうルートを通るか、だな」

「北回りでフォーレとミダス連邦を経由してルーフェウスに入るか、南回りでダールとミダス連邦を通るか」

「達たつ兄にい、真っ直ぐルーフェウスに行かずに、ダール、ミダス、フォーレからウォルンを通ってルーフェウスに入るルートもある」

　かなり大雑把な地図を見ながら、あれこれと話し合う一同。

「あ、そうや」

　街道を示す線をいろいろたどっているうちに、何かを思い出したらしい宏。

　大だい霊れい峰ほうの切れ目、その麓ふもとから広がりファーレーンとダールの国境をまたぐ広大な大森林地帯。

　街道をまたいでさらに南にまで広がり、途中から熱帯雨林に変わっていくその森林地帯の、大霊峰側の中心あたりを指し示し、この場の誰も知らなかった情報を持ち出す。

「ゲームの時の話やけど、このあたりにエルフの集落と森の神の神殿があったはずや」

「こんな文明圏の近くに、エルフの集落があるんだ……」

「あってん。ただ、なんちゅうか、いろんな意味でゲームと同じっちゅう確信はあらへんけど」

　宏が白状した言葉に、思わず苦笑してしまう一同。

　そのあたりはもう、これまでの事で嫌というほど思い知っている。

「まあ、そこらへんは情報を集めてから決めよう。冬が終わったばかりだと、北ルートは通りにくい場所も一杯ありそうだから、通りやすさも考えれば南ルートがいいだろうな」

「そうだね。南の方が途中で食材を集めるのもやりやすそうだし」

「じゃあ、次の調査はエルフの森方面で決まりね」

「ん、了解」

　達也の決定に彼女らしい理由で賛成する春菜。ほかのメンバーも特に異論はないらしい。

「ルートも決まった事やし、長距離移動の予行演習もかねて、そのうちどっかでみんなで護衛依頼受けてみいひん？」

「そうね。予行演習はしておいたほうがいいわね」

「あとは、馬車とかそのへんの移動手段も用意せんと」

「意外と忙しいよね、特に宏君が」

「まったくや。やっぱりちゃんと準備するんやったら、国王様の話があらへんでも、冬一杯ぐらいはファーレーンから動けんで」

　宏の言葉に頷く春菜と澪。

　宏ほどではないが、消耗品やらなにやらの準備でこの二人も忙しい。

「とりあえず、明日からもいろいろがんばろう」

　当面の方針と目先のやる事が決まり、自然と表情が明るくなる日本人達であった。




　　　　☆




「ファーレーンのバルドが失敗した」

「……そうか」

「計画の遅延は、免れんな……」

　誰も知らない闇の中、数人の男達がひそひそと話をしていた。

　全員、視線を逸そらせばその姿どころか、いたかどうかすら思い出せなくなるほど存在感が薄く、特徴のない容姿をしている。

「他のバルドは？」

「ダールのバルドは、昨年義賊の手によって問答無用で排除された。今、新たなバルドを送り込んでいるところだ。フォーレのバルドはドワーフどもの価値観に苦労しているらしい」

「順調なのは、ウォルディスのバルドだけだな」

　特徴のない容姿の集団が、各地の様子を平坦な声で語り合う。

　彼らの会話の内容から察するに、バルドというのは実行部隊のトップのコードネームみたいなものらしいが、ファーレーンにいたバルドの様子を考えるに、当人は自分がバルドという個人だと思っている節がある。実は、この場にいる連中の事も知らないのかもしれない。

「ファーレーンのバルドが、ここまで綺き麗れいに失敗したのは想定外だ。いったい何があった？」

「知られざる大陸から連中が、ファーレーンのバルドの行動をことごとく潰してくれたらしい」

　知られざる大陸、その単語が出てきた瞬間、男達から忌いま々いましそうな気配が漂う。

「またしてもやつらか」

「だが、やつらとて、その寿命はただの人のもの。仮にやつらの行いによりこの五十年が無為に終わったとしても、また五十年、必要なら百年でも二百年でもかければいい」

「この世界に聖気が存在する限り、我らが主あるじは不滅。主が不滅ならば、我らもまた不滅」

「とはいえ、やつらを放置しておく理由もない」

「藪やぶをつついて蛇を出す必要もないが、我らの活動域に入ってきたら手厚い歓迎をしてもいいだろう」

　その言葉とともに、闇が蠢うごめく。

「ファーレーンはどうする？」

「かなり派手に失敗したから、今は無理だ。周囲を聖気で満たしてからの方がいいだろう」

「分かった。では、私は他のバルドの補助に回ろう。世界を聖気で満たすために」

「「「「「世界を聖気で満たすために」」」」」

　その言葉と同時に、ほんの微かすかに残っていた気配が完全に消える。蠢くものがいなくなったその場所は、どこまでも深い闇に包まれていた。






ファーレーン編　後日談その一






「テレス・ファームです。今日からよろしくお願いします」

「ノーラ・モーラなのです。よろしくなのです」

　国王陛下が愚ぐ痴ちりに来た二日後、メリザに連れられ、アズマ工房に二人の女性が訪れた。

　テレスと名乗ったほうがエルフ、ノーラと名乗ったほうがウサギ系の獣人（といっても、ほぼ人間と変わらない外見ではあるが）である。

　見目麗しい種族の女性である二人が、がっしりした体格の壮年男であるメリザと並ぶと、なかなかコメントしづらいビジュアルになる。

　テレスは金の髪に翠みどりの瞳ひとみの典型的なエルフ美人で、背の高さは春はる菜なはおろか宏ひろしよりも高い。横方向も実に華きゃ奢しゃで、体型も古きよきエルフのという感じである。

　胸のふくらみは現時点での澪みおと互角ぐらい、真ま琴ことやレイナのように洗濯板だなんだと言われるほどではないが、背の高さを考えると貧乳と表現しても問題はないレベルだ。

　ノーラは桃色の髪にこぼれおちそうなほど大きな赤い瞳、そして最大の特徴が頭に生えているウサギの耳という、いわゆる萌え系美少女タイプの獣人である。

　ウサギのイメージどおり小柄だが、凹おう凸とつは貧相だとか貧乳だとかいわれない程度のメリハリを持っている。獣人だが人間との違いは耳としっぽぐらいなもので、手の構造もまったく人間と同じである。

　肉球と爪が邪魔で作業できない、などというありがちな問題が起こらなかった事は、宏としては喜んでいいのやら悪いのやら複雑な心境だ。

「メリザさんに聞いとるし、あえて聞くのもあれやと思うけど、自分ら本当に故く郷にに帰るとかはないん？」

　日本人サイドの自己紹介が終わったところで、思いっきり距離を取りながら確認のために質問しておく宏。

「帰ってもいいんですが、一応目的があって出てきたのに今帰ると、何しに出てきたのかが分からないというか……」

「帰る場所あらへんちゅうわけやないんやな。なら帰ってもええやん」

「正直に言いますと、そろそろ都会の暮らしに愛着が湧いてきた感じでして……」

　テレスのどこか照れたような言葉に、要は田舎者が都会に染まった感じなのか、と当たりをつける宏。エルフ族というのは閉鎖的、という設定は多くのファンタジーに存在するが、見方によってはそれは、いわゆる田舎者という側面も見えるのだ。

「街に出てきてるエルフは、あんまり故郷に帰りたがらないんだよな」

「そうなんですか？」

「ああ。聞いた感じでは、別段外に出た連中が戻っちゃいけない、みたいな決まりはないらしいんだが……」

　メリザの補足説明を聞いて、ますます「俺ぁこんな村いやだ！」と言って森を後にするイメージが強くなる宏。

　何というか、ファンタジーというものに喧けん嘩かを売っている想像である。

「……まあ、ええわ。そんで、モーラさんの方は？」

「ノーラでいいのです。さんもいらないのです。モーラというのは種族名みたいなものなのです」

「……ノーラの方は？」

「モーラ族は、独り立ちすると実家というものがなくなるのです。ノーラの生まれは人間の街ではないので、多分故郷はどこかに移って、すでに存在しないのです」

　ノーラの回答を聞き、妙なところで野生動物みたいだな、などと考える日本人達。

　因ちなみに、モーラ族はファンタジー設定によくありがちな女しか生まれない種族、というわけではない。なので、ちゃんとモーラ族の男女だけで構成された集落、というのも存在する。

「モーラ族は強い種族ではないのです。なので、街以外で暮らすのは難しいのです。でも、街で暮らすには手に職が必要なのです。ノーラにはそういった技量がないのです」

「で、渡りに船とばかりにメリザさんに頼みこんだ、と」

「愛玩動物として生活するのは、いろいろとリスクが大きすぎるのです」

　売られた場合の用途をしっかり自覚しているあたり、このノーラという少女、外見とは違って結構したたかなのかもしれない。

「という事だ。何とか仕込めそうか？」

「やってみんと分かりませんわ」

「だろうなあ」

　とはいえ、カレー粉をはじめとした調味料を量産するだけなら、正直それほど面倒な事ではない。専用の道具を作ってしっかり手順を教え込めば、この二人の能力がどうであろうと関係なく大量生産はできる。

　問題なのは、彼女達にどの程度の事を仕込む必要があるのか、だ。

　彼女達は知られざる大陸からの客人ではないのだ。宏はおろか澪のレベルに達するまでですら、五年やそこらでは不可能だろう。

「正直な話、単にカレー粉とか調味料を作るだけでええんやったら、僕が専用の設備作って作業手順教えて、難しいところは全自動で完成までやるようにすれば済むんですけど、それやと他の人間に作り方を広められへんから、作れる量がすぐ頭打ちになるんが問題ですねん」

「そうだよなあ。独占できるってのは最初のうちはいいけど、長い目で見れば損だからなあ」

「かというて、三カ月やそこらで仕込めるんは、せいぜい春菜さんぐらいまでやしなあ……」

　現在の春菜の力量は、正規の材料なら八級のポーションなら大体失敗せずに作れるレベル。

　七級はまだまだ安定しているとは言い難いところで、精錬や紡ぼう織しょく、木工などはほぼ手つかず、といったところである。

「何にしても、とりあえず最初の段階から仕込めるだけは仕込んでみますわ」

「おう、頼む。必要なものがあったら言ってくれ。いくらでも援助するからな」

「そらまた太っ腹な事で」

「新規事業のための初期投資ってやつだ」

　そう言って、笑いながら工房を出ていくメリザ。

　それを見送ってから、とりあえず澪の方に顔を向ける宏。

「とりあえず、まずは近場で採れる薬の材料から教えたって」

「了解。二人とも、武器は？」

「私は弓が使えます」

「残念ながら、素手でチンピラを相手に隙すきを作るぐらいの事しかできないのです」

　いきなり物騒な話になり、戸惑いながら自身の戦闘能力を正直に申告する二人。

「だったら、間を見て協会で戦闘訓練。登録できそうなら、冒険者登録も」

「工房で働くのに、冒険者登録ですか？」

「素材によっては戦闘能力必須」

　テレスの質問に、表情を動かす事なく回答する澪。

　そもそも、普通に供給があるものを作れる程度でいいなら、宏達が仕込む必要自体がない。

「私もついていこうか？　最近素材集めもご無ぶ沙さ汰ただったし」

「春菜さん、頼んでええか？」

「任せて」

　そんな感じで、とんとん拍子に話が進んでいく。

「で、ヒロはどうするつもりなんだ？」

「とりあえず、協会行って二人の道具仕入れてくるわ」

「作らないのか？」

「道具作りも教えるから、最初からあんまりええ道具があるんもなあ……」

　宏の言葉に、妙に納得してしまう達たつ也や。確かに、自分達が作るものより質のいい道具があった日には、新しい道具を作ろうというモチベーションが湧かなくなってしまう。

「なら、俺もそっちに付き合うか。どうせ、スパイスとかも仕入れにゃならんのだろう？」

「じゃあ、あたしは適当に仕事探してくるわ」

「っちゅう事は、協会までは真琴さんも一緒やな」

「そうね」

「ほな、誰も居おらんなるから戸締まりしてこんと」

　こんな感じで、関係者が増えたアズマ工房の一日が始まった。




　　　　☆




「それにしても、積極的に賛成しておいて今更だが、本当に大丈夫なのか？」

「ほんま今更やで、それ」

「まあ、そうなんだが……」

　協会からの帰り道。微妙に心配そうな顔をしながら、宏をうかがう達也。

　正直なところ、指導がどうというより、これ以上女が増えて大丈夫なのか、という部分が心配でたまらない。だが、あまり長い時間工房を無人にするのもまずいのは事実だ。

　解決方法として職人を雇って仕事をしてもらいつつ、工房の維持管理もしてもらうのが一番なのも確かで、今回の話は性別さえ問題なければ願ってもない申し出なのは間違いない。

　なので、最初は積極的に賛成していた達也ではあるが、いざ面接をしてみると、宏の顔色がとにかく悪い。それこそ、びっくりするほど悪い。

　緊張もあってか相手方からの突っ込みはなかったが、多分彼女達も何かを察してはいるだろう。

　当分は春菜と澪の指導でどうにかできるにしても、その範囲を超えた時に大丈夫なのかがとことんまで不安である。

「兄貴、僕の恐怖症と今回の事は、基本分けて考えなあかんで」

「つってもなあ。どうせなら、陛下に頼んで男の弟子を用意してもらったほうがよかったんじゃないか？」

「僕が上う手まい事距離取れば済む話やねんし、今更あの二人を追い出せる？」

「……無理だな」

「やろ？」

　それはそうである。面接をする前なら断りようもあったが、面接して大体の人となりを確認した今では、それこそ努力ではどうにもならないほどこの仕事に向いていないというケース以外では、クビにするのは義理人情や精神衛生上不可能。

　どこまでいっても今更なのだ。

「それに、テレスさんにゃ聞きたい事もあるし」

「聞きたい事？」

「前に言うとったエルフの森関連や。集落と何ぞの神の神殿があるかどうかとかをな」

「ああ、なるほどな」

　宏が告げた確認事項に納得する達也。

　確かに、いろいろな意味でゲームとは違うこの世界、空振りを防ぐために本当に集落があるのかどうかを確認しておくのは、間違いなく重要な事だ。

「まあ何にしても、当面はひたすらカレー粉の調合と醤しょう油ゆとかポン酢の仕込みをやらす事になりそうや」

「それが先方の要望だからなあ」

　結局、自分達は食う話とは縁を切れない事を思い知る達也。

　そもそも、食が絡む需要は、有限ではあるが限りなく無限に近い。

「で、タイミングよく市場に着いたわけだが、何を買い足すんだ？」

「スパイス類は当然として、大豆とか麦、柚ゆ子ずなんかも大量に、っちゅうところやな」

「了解」

　なかなかの分量が必要そうだ。そう考えて別行動をしようとしたところで、

「ぎゃん！」

　ばちっという派手な音とともに、達也の足元から人間のものとは思えない悲鳴が響く。

　声が聞こえたほうに視線を向けると、薄汚れた格好の、男女の識別もつかない年頃の小さな子供が、右手を押さえてうずくまっていた。

「引ったくりか……」

「まあ、珍しくはあらへんわな」

　とはいえ、エンチャントによる防御がしっかりしている宏達を狙うスリや引ったくりなど、最初の一週間ほどを過ぎたあたりからまったく見なくなっていた。きっと彼らには彼らの横のつながりがあるという事なのだろう。

「で、どうするんだ？」

「まあ、僕らの事知らんあたり、本職っちゅうわけでもなさそうやし、ちょいと事情聴取か？」

「ヒロ、つくづくお前は物好きだな」

「本音言うとやな、こういう王道とテンプレの境界線上にあるイベント無視して官憲につきだすん、なんかもったいないなあ、思うて」

　のんきな事を言ってのける宏に呆あきれつつ、子供が逃げないように目立たない種類のバインドをかけて担ぎあげる。

「なんかすげえ悲鳴だったが、何かあったのか？」

「あ～、足元見てなくて、こいつを思いっきり蹴っ飛ばした。怪我してるとまずいから、ちょっと連れて帰って手当てするわ」

「別に、わざわざそんな事しなくてもいいんじゃねえか？」

「やばい怪我でもしてたら、寝覚め悪いだろ？」

　しれっと言い訳を済ませ、何食わぬ顔で子供を拉ら致ちる二人。

　そんな二人を見送ったところで、声をかけた男は自分の仕事に戻り、市場はいつもの姿を取り戻すのであった。




　　　　☆




「一つ聞いてもいいのでしょうか？」

「何かな？」

「親方は、女の人が怖いのです？」

　東門から外に出て、近場の草むらで等級外ポーションの材料を集めようとしたところで、ノーラからそんな質問が飛び出した。

「やっぱり分かっちゃうかあ……」

「あの顔色と距離の取り方を見て、それでも他の可能性を真っ先に考えるのは、いくらなんでも鈍すぎるのです」

　一刀両断で切り捨てるノーラに、思わず苦笑してしまう春菜と澪。

「師匠、故郷でいろいろあったらしい」

「それで、よくお二人と一緒に行動できるのです」

「全部春はる姉ねえの功績。ボク達はその距離の取り方を真似してるだけ」

　澪の回答を聞き、先ほどの工房でのやり取りやその立ち位置を思い出す二人。

　自分達相手とは違って互いにある程度以上の信頼関係がある事を感じさせる、実に自然な間合いの取り方。一応言葉に出して確認はしているが、ほとんどアイコンタクトだけで意思疎通を完了させている事が分からないほど、テレスもノーラも鈍くはない。

「えっと、私からも質問」

「どうぞ」

「ハルナさんと親方はその、そういう関係なんですか？」

「違うよ」

　テレスの質問に、ズバッと即答する春菜。

「でも、傍はたから見ていて、あそこまで息が合っているとそれ以外には見えないんですけど」

「それはね、私達がそういう関係じゃないからできるんだよ。ちょっと会話しただけで呼吸困難になるほど女の人が怖い宏君が、そういう意識を持つのはまだまだ無理だと思う」

　苦笑というには苦みが勝ち、だが悲しそうなとか愁いを帯びたと称するには笑みの割合が大きい、そんな複雑な表情を浮かべて答える春菜。

　その、何とも言えぬ色気のある表情に、思わずドキリとする三人。

「親方の事情は理解したのです。では、ハルナさん自身はどうなのですか？」

「えっ？」

「ハルナさん自身は、親方の事をどう思っているのですか？」

「……親友兼、パートナー？」

　何とも自信なさげに回答を返す春菜。

　正直な話、これを恋愛感情と認めるのは何かが違う、いや、認めるのは何かがまずい気がし、だが単なる友情だと強きょう弁べんするのも難しい、そんな曖あい昧まいな気持ち。

　運命共同体という観点では、達也や真琴、澪もそうだ。

　だが、彼らに対して抱く感情とも、明確に違う。そんな、どう定義していいか分からない、今まで経験した事のない感情にそれなりに戸惑っている様子がにじみ出ている。

　そもそも、春菜は恋愛感情がどういうものなのか、はっきりとは理解できていない。

　他人の恋愛相談に乗ったり、恋愛が絡む騒動で貧乏くじを押しつけられたりと、いわゆる恋バナやラブコメ的状況に関わる機会はチームの誰よりも多かったのに、当の本人はお試しでの交際すら経験がないという、信じられない身持ちの堅さでこの年まで生きてきた。

　なまじスペックが高すぎた事もあり、言うほど男子とまともに会話した事もない。

　告白してくるのはスペックに目がくらんだ相手を碌ろくに見ないナンパ男か、自意識過剰の勘違い男かのどちらかのみ。春菜や周囲の人間のお眼鏡にかないそうな人間は、基本的に高たか嶺ねの花になど手を伸ばしたりはしない。

　結果として、藤とう堂どう春菜という女性を正面から見て、その人格を真っ当に評価してくれる身内以外のフリーの男など、今まで一度も遭そう遇ぐうした事がないのだ。

　これは鈍い鈍くないというより、どちらかというと経験と環境の問題であろう。

　宏が春菜というパートナーに出会えて、無事に共同生活を送る事ができている事が奇跡であるなら、春菜が宏と本当の意味で出会えて、正面から互いの人間性を理解し尊重しあいながら、多少なりとも異性として意識するようになった事もまた、奇跡と言っていいのかもしれない。

　ただ、現状のままでは、どうあがいてもそこから発展する未来が見えないのが問題ではあるが。

「……なるほど。よく分かったのです」

「ハルナさんもミオさんも、大変です」

「えっ？　何が？」

「春姉、自分の事には鈍すぎ……」

「えっ？　えっ？」

　本気で分かっていない様子の春菜に、思わずため息を漏らす澪。

　王宮入りした最初の夜会の頃までなら、今の言い訳でもみんな納得しただろう。

　だが、暗殺者騒動とバルドとの決戦を経た今、春菜の感情は微かすかに、だが明確に変化している。それなりに付き合いが深いメンバーで、その事を理解していないのは春菜本人と宏ぐらいだろう。

　なお、このケースで宏が鈍いというのは酷こくである。

　そもそも、あれに自身に対する恋愛感情を想定しろ、という事自体が無茶ぶりもいいところだ。鈍いわけではないから春菜の微妙な変化には気がついているだろうが、それと恋愛感情に至る可能性を結びつけるには、少々どころではなく女性に対する不信感が大きすぎる。

　中学時代に経験したであろうあれこれを考えると、きっと正面から絶対に誤解の余地を与えない方法で本心から愛の告白をしたところで、よっぽど強烈なきっかけでもなければ信じないであろう事は誰にだって分かる。

「自分の事には、って事は、ミオさんも……？」

「呼び捨てでいい。因みに、ボクは否定するつもりはない。ただ、自信を持って恋してると言えるほど、自分の感情や直感を信用してるわけじゃない」

　澪のカミングアウトに、何とも言えない表情を浮かべる春菜。

　澪が宏に対して複雑な感情を持っている事は、言われるまでもなく気がついていた。

　宏がヘタレた事を言ったりやらかしたりした時に、彼女が妙に宏に対してきつく当たり、その後、宏が見ていない場所で慣れた人間にしか分からない表情で自己嫌悪に陥おちいっているのも、澪の第二次性徴期にありがちな複雑な心を表している。

「で、二人から見た師匠は？」

「申しわけないのですが、それほど素敵な人だとは思わないのです」

「優しくて誠実な人なんだろうな、とは思いますが……」

　率直な意見を聞かされ、苦笑するしかない春菜と澪。

　残念ながら、宏の良さは初対面ではなかなか分からない種類のものだ。物を作っているところを見せれば、余程職人というものを下に見ていない限りは一発で評価が変わる確信はあるのだが、先ほどの面接ぐらいでは伝わらないのが普通である。

「初対面だと、妥当な感想」

「私も、故郷にいる時はそんな感じだったし」

　春菜のカミングアウトを聞き、思わず驚きの表情を浮かべる二人。

「あの、皆さんは一緒に行動するようになってから、どれぐらいなんですか？」

「私と宏君で三カ月ぐらい？　全員でとなると、まだ二カ月ちょっと、ってところ」

　恐る恐る聞いてきたテレスに、春菜がさらに爆弾を落とす。

「た、たった三カ月であれ、ですか？」

「事故でこっちに飛ばされてくるまでは、たまに挨拶する以外は全然接点なかったし」

　それが、たった三カ月で熟年夫婦と言わんばかりの息の合い方。

　女性恐怖症という性質上、宏の方から歩み寄るとは思えないから、春菜が相当注意深く相方を観察し、距離を測り、呼吸を合わせたのだろう。

　最初は多分必要に駆かられてなのだろうが、まったく特別な感情を持たない相手に何カ月もそれを続けるのは異常だ。心が広い、なんていう説明で済ませられる範囲を超えている。

　少なくともテレスの常識ではそうなのだが、今現在自分達と話をしている彼女の人柄を考えると、余程でない限り、誰とでもそういう関係を維持できる人種なのかもしれない、と思う自分もいる。

「ヒューマン種というのは、時折信じられない人間が存在するものなのですね」

「春姉は、いろんな意味で超特殊だから」

　自分と春菜をヒューマン種でひとくくりにされてはたまらないと、ノーラの言葉にかぶせるように否定する澪。

　はっきり言って、こんな太古のギャルゲーに出てくる、やたらめったら大量にフラグを立てさせた挙げ句に、ワンミス即死という感じでゲームオーバーを量産する女と、単に種族が同じというだけで同類にされては困るのだ。

　因みに言うまでもない事だが、ヒューマン種というのはいわゆる普通の人間の事である。

　この呼び名を使うのはエルフをはじめとした異種族だけだが、それを言われてむっとするような人間もいない。『人間』という言葉は基本的に異種族を含めた人型の知的生命体全体を指すので、ある意味当然ではあろうが。

　まるで変人のように言われて、さすがにむっとした表情を浮かべる春菜。

　だが、その春菜が何かを言う前に、畳み込むように澪が次の言葉を発する。

「ちょっと駄だ弁べりすぎた。そろそろお仕事」

「……そうだね。後々の事もあるから、山ほど集めないとね」

　文句を言う機会を潰つぶされて、大きなため息とともに怒りを逃がす春菜。

　怒りといってもちょっと腹が立ったくらいで、少し意識を逸そらせばあっさりなかった事にできるレベルだ。これくらい暴言とも言えない言葉など、王宮で相手にした敵対貴族達に比べれば、本来は笑って済ませられる程度のものである。

「じゃあ、この葉っぱとこの草、あとこの草も集めてきて。葉っぱを切る時はできるだけ丁てい寧ねいに、草は根っこ全体を掘り返してね」

　そう言って、見本を見せる春菜。

　大したものではないとはいえ、浮かべていた怒りを綺き麗れいになかった事にした春菜に戸惑いつつ、見本に従って葉っぱや草を集めていく二人。しばらくは黙々と作業をしていたのだが、

「そういえば、親方には、他に関係している女の人とかいないんですか？」

　その単調さとだるさに五分もしないうちに音を上げ、テレスが再び恋バナを振る。

「いないわけじゃないけど……」

「多分師匠が女性恐怖症じゃなくても、絶対手を出さない相手だとは思う」

　振られた恋バナに、作業の手を止めずに律儀に返事を返す二人。

「あ、でもエルちゃんの場合、女性恐怖症じゃなかったら子犬的なアピールの仕方で押し切るかも」

「ありうる。ボクが自分の気持ちに自信がなくなるぐらい、一途に真っ直ぐに好き好きオーラ出してるぐらいだから」

「まあ、経緯を考えたらしょうがないんだけど、宏君も大変だよね」

「外見はともかく、年齢と立場が厄やっ介かいすぎ」

　聞いてはまずいのではないかと思う内容がポロポロと飛び出してくる。

　聞こえてくる情報の断片、そこから漂う危険な匂においに、テレスもノーラも深く突っ込んで聞いていいのかが判断できず、現実逃避的に草むしりに集中してしまう。

「エルちゃんが適齢期になるまでに向こうに帰れるかどうか、そこが割と勝負だと思うんだけど、どうかな？」

「同意」

　適齢期、という言葉で、相手が一般にまだ子供、少なくとも成人はしていない女の子だという事を、嫌でも理解してしまう新人達。

　もしかしなくても、この二人が雑談で語っている内容はやばいのではないのか。戦せん々せん恐きょう々きょうとしながらも、恋バナの誘惑に負けてついついいろいろと質問してしまう。

　そんなこんなで、恋バナで大いに盛り上がりながら十分な物量の薬草を回収し、終わる頃にはすっかり意気投合している四人。

　いつぞやの春菜の言葉ではないが、恋バナと甘い物が嫌いな女の子は少ない、という事を証明してしまった形である。




　　　　☆




「さて、獲物が安全な相手かどうかも嗅かぎ分けられない素人の小僧が、わざわざ危険を冒おかしてスリなんてしようとした理由を聞こうか」

「話す事なんて、何もない。とっとと官憲に突き出せよ」

　工房の食堂で、捕獲した子供に事情聴取をする達也。

　乱暴に扱ったためか、頑かたくなな態度で達也の言葉を拒絶する子供。見た目や声の感じからすると、どれだけ上で想定しても、間違いなくエアリスより年下だ。

「まあ、なんとなく予想はつくけどなあ」

　微妙に青い顔をしながら、深く深くため息をついて呟つぶやく宏。

　その呟きが予想外に大きく響き、達也と子供の視線を集める。

「予想はつくって、どういう事だよ？」

「こんな言い方したらあかんのやろうけど、びっくりするぐらい王道や」

「王道？　もしかして!?」

「多分やけど、自分スラム出身で、身内にひどい病気の人がおるやろ？」

　宏の言葉に青ざめながらも、頑として答える気はないらしい子供。

「その反応が、すでに答えになってんで」

「だったらなんだよ!?　スラムで何か文句あんのかよ！　病人の身内で悪いのかよ!?」

「文句、っちゅうわけやないんやけどなあ」

　言うべきかどうか悩み、微妙に口ごもる宏。

　それを見た達也が、苦笑しながら結論を言い放つ。

「別に、その人を治してやる代わりにここで仕事しろ、でいいんじゃないか？」

「僕らだけで勝手に決めてしもて、ええんかなあ？」

「そんな、何十人も人を増やすわけじゃないから、問題ないだろうさ。それに、あの二人だけで賄まかない切れそうか？」

「向こうの物覚えにもよるけど、まあ無理やろうな。三人でも仕入れと工房の管理までいうたら、多分手が回らんと思う」

　宏と達也の会話を聞いているうちに、もしかして自分は相当やばい相手に手を出したのではないかと、急に不安になる子供。実際聞きようによっては、何か非合法な物を作る打ち合わせをしていると勘違いしてもおかしくない言動である。

「で、その病気ってやつは大丈夫なのか？」

「その人がどんなもんかは、診察してみんと分からへん。ただ、少なくとも空気感染とか飛ひ沫まつ感染、接触感染の類たぐいではないと思う」

　子供に対する質問に、宏が先回りして答える。どうせ病状は診察しなければ正確なところは分からないのだから、問題になりそうな事だけ結論を告げる事にしたらしい。

「そうか。で、その根拠は？」

「そこまで感染しやすいんやったら、もっと騒ぎになってなおかしい。栄養状態とか体力とかも影響する、っちゅうても、よく市場に出入りしてる人の関係者がまったく発症せえへんとか、ありえへんやん」

「まあ、そうだよな」

　宏の説得力のある言葉に、大いに納得する達也。

　仮にスラムの中だけで蔓延している類の病だとしても、スラムの住人がまったく市場などに出入りしないわけではないのだから、空気感染だの接触感染だのの病気なら外に広がらないわけがない。

　いくらスラムの人間が市場に出入りする事にいい顔をしない人間が結構いるとはいっても、完全に締め出しているわけではないのだ。

　そもそも、ウルスのスラムは、スラムと名がつくものの中では治安がいい。

　ギャンブルなどで身を持ち崩した連中ではなく、モンスターの大発生で村が滅んだとか災害で仕事を失ったとか、そういった難民に近い人達が住む、ある面最後のセーフティネットとして機能している区域だからというのが大きいだろう。

　最低限ではあるが国からの援助があり、兵士達も定期的に見回るため、そうそう犯罪の温おん床しょうになる事もない。

　もちろん、放ほう蕩とうの限りを尽くして身を持ち崩したような連中がたむろする場所もある。が、そういう区域はまた別の場所にきっちり隔離され、それなりに国が睨にらみを利かせている。

　それに、先のバルドがらみのあれこれで、暗黒街の犯罪組織も大方駆除が終わっている。残っているのは、間違って迷い込んだ堅かた気ぎに手を出すような事はしない、いわゆる必要悪のレベルに収まっている、妙な言い方をすればある種の治安維持組織となっている連中だけである。

「この子の衛生面とか栄養状態からいうて、食べもんが悪かった可能性が高い。どっちにしても、まずこの子自身を清潔にして、きっちり診断してちゃんとしたもん食わせるところから始めんと、向こうだけいくら治療してもいたちごっこになりかねん」

「そうだな。それに、俺も腹が減った。まずは飯にしようや」

「了解。食材仕入れられへんかったから、あり合わせになるけどかまへん？」

「おう」

　達也の返事を聞き、厨房に消える宏。

　最近の倉庫の中身を考えると、あり合わせは十中八九肉系になる。

　何しろ、ワイバーン以外のモンスター食材も、山ほど残っている。

　あとはせいぜい、裏でこそこそ繁殖させたポメが台所に並ぶくらいだろう。

「……何たくらんでるんだよ……？」

「店員の増強、じゃないか？」

「……はあ？」

「とりあえず、ここで仕事するんだったら、どこよりもうまい飯が食える事は保証するぞ？」

　疑念の目で質問してくる子供に、茶化したように説明する達也。

　モンスター食材の割合が非常に高くなる可能性がある事は伝えない。

　食えれば問題ないだろう、という地味にひどい理由なのはここだけの話だ。
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「ただいま～」

「おう、お帰り」

　宏が厨房に消えてから三十分後。子供もこき使って風呂の準備を終えたあたりで、春菜達が帰ってきた。

「あれ？　誰か来てるの？」

「ちっと拾った」

「犬猫じゃないんだから……」

　達也の説明に、思わず呆れて突っ込む春菜。

　いきなり現れた大勢の女性に、警けい戒かい心も露あらわに部屋の端に隠れようとする子供。

「澪ちゃん」

「ん」

　春菜に声をかけられ、風呂場に移動する澪。

　それを見てやろうとしている事を察し、声をかける達也。

「風呂なら、さっき沸かしたぞ」

「そっか、ありがとう」

「まあ、そろそろ飯の準備が終わるだろうから、先に食ってからだな」

「作ってるのは、宏君？」

「他にいないだろう？」

　達也の返事に、反論できずに苦笑する春菜。達也はそんなに料理が得意ではないし、真琴はゲームでも現実でも、調理実習以外で料理をした経験はない。

　故に、春菜も澪もいなければ、必然的に料理は宏の担当になる。

　しかも、春菜と宏の間にはもはやそれほどの技量の差はないが、宏と澪の間にはそう簡単には埋められない時間の壁が立ちふさがっている。

「親方は、料理もできるのですか？」

「料理も、っていうか、物を作る、加工する、っていうカテゴリーの作業は何でもできるよ」

「むしろ、何でもできるから師匠」

　ノーラの問いかけに、微妙に信じがたい返事をする春菜と澪。

「で、その子は何？　多分女の子だと思うんだけど」

「女なのか？」

「ノーラにヒューマン種の子供の性別を聞かないでください」

「ごめんなさい、私にもちょっと」

　春菜の発言に対する達也の問いかけ、それに対して首を必死になって左右に振るノーラとテレス。

　話題にされた子供は、春菜の言葉でさらに威い嚇かくの態度を強くする。

「とはいえ、考えてみれば思い当たる節はあるんだよなあ」

「と、いうと？」

「ヒロの顔色が、妙に悪かった」

「……親方の女性恐怖症って、そこまでなんですか？」

「分からんが、まあ、本人は無自覚かもしれないぞ」

　などと微妙に横道にそれた会話を続けていると、食欲をそそるしょうがと醤油の焼けた匂いが辺りに漂う。

「ご飯できたで」

「おう。美う味まそうだが、メニューは？」

「ロックボアのロースしょうが焼きや。そのまま食べても、パンに挟んでも美味いで」

　そう言って、カートから山盛りもったパンとともにテーブルに配膳する。

　サラダとスープもばっちりだが、サラダはともかくスープの材料は聞かないほうがよさそうなオーラが漂っている。

　パンに挟む時のつけ合わせを意識してか、レタスが何枚か用意してあるのが妙に気配りが行き届いている。

「ロックボアって、普通に調理しても硬くて食べられなかった気がするんですが……」

「それ以前に、あんなに獰どう猛もうで強力なモンスターの肉を、誰が調達してきたのかが非常に気になるのです」

　平常運転で告げられた食材に、戦々恐々とするテレスとノーラ。

　ロックボアはその名のとおり、岩のような皮膚を持つイノシシだ。あまりに皮膚が硬いため、単純な物理攻撃はほとんど効かない。

　魔法も属性によっては絶対的な抵抗力を見せ、そうでなくても恐ろしいまでの突進速度で突っ込んでくるため、魔法をはじめとした飛び道具は当てるだけでも一苦労、その上視界内の生き物は何にでも攻撃を仕掛けたがるやんちゃな性質をしたモンスターで、言うまでもなく食材として使うにもハードルが高い。

　そもそも普通のイノシシの倍はいかない程度のサイズしかないので、ワイバーンと違って肉が無事である事自体が少ない。

　とまあ、モンスターの中でも大概厄介な性質をしているロックボアだが、例に漏れずオキサイドサークルなら一発で仕留められるため、達也からすれば結構いいカモだったりする。

　ワイバーンと同じ日に仕留められており、取れる素材のうち毛皮はワイバーンの下位互換でしかないため、丁寧に処理を済ませた後にメリザに買い取ってもらっている。

　最初は鎧よろいにでも加工するか、などと言っていたが、時間がない上に宏が作った鎧が出回るといろんな意味で大騒動に発展しかねないため、そのまま素材として引き取ってもらった。

「兄貴と真琴さんの手にかかれば、ロックボアごとき何ぼのもんでもないで。せやろ？」

「まあな」

　自慢するでもなく普通のテンションで言い放つと、いただきますをさっさと済ませてしょうが焼を一口食べる達也。

　しょうがとタレ、そしてロックボアの肉のワイルドな旨みが互いを引き立て合い、素晴らしいハーモニーを奏でる。名前や解体での苦労とは裏腹に、その肉は適度な歯ごたえというレベルで、硬すぎて食べられない、などといった事は一切ない。

　確かにそのまま食べても美味いが、パンに挟むのもよさそうだ。もっとも、

「なんでこれで米と味み噌そ汁がないんだ……」

　達也の日本人的感性の場合、真っ先に来るのはそれだったりするが。

「あんまりバクバク食えるほどの量はあらへんしなあ」

「でもよ、今日ぐらいはいいんじゃないか？」

「僕らはよくても、今日来たばっかりの子らに箸はし使え、っちゅうんも厳しいやろ？」

「そうだけどさ……」

「ちゅうか、そう思ったから、パンに挟んで食べる前提で用意したんやけど」

　わざわざパンに挟むのに使うトングまで並べているところが、実に芸が細かい。

　見ると、即行でノーラが肉をトングでつかみ、レタスを敷いたパンに挟んでいる。

「で、勝手にメニュー決めて用意したけど、種族的にこれ食べたらあかん、っちゅうんがあったら言うて」

「特にありませんね。里にいた時はあまりお肉は食べませんでしたが、それは種族としての決まりというより、単純に供給量の問題でしたし」

「心配していただかなくても、モーラ族は雑食なのです」

　そう言って、用意された食事を嬉うれしそうに食べる二人。

　その様子を部屋の陰から見つめていた子供が、何とも切なそうに恨みがましい視線を向ける。

「……捕獲」

　その様子を微妙に気にしていた澪が、子供を強制的に捕まえる。

　あまりにナチュラルな動きに、捕獲された本人も含めて、誰もまともに反応できない。

「な、何すんだよ!?」

「ご飯の時は、手を洗ってちゃんと椅子に座る」

「食わせてくれ、なんて言ってない！」

「経緯ははどうあれ、出されたものはちゃんと食べるのが礼儀。そもそも子供に一服盛る理由なんてない」

　などとギャースカ言う子供の言葉を淡々とぶった切り、洗面所に連れ込んできっちり手を洗わせる澪。自分も子供を捕まえた事で汚れてしまった手を洗うと、今度は逃げないように手をつないで連れてきて、無言の圧力で椅子に座らせる。

「澪、強えな」

「ちゃんと食べられる体なのに、わがまま言って食べないのは許さない」

　澪の言葉に気け圧おされて、恐る恐るしょうが焼きを挟んだパンに口をつける。肉とパンがその小さな口に入った瞬間、驚いたように目を見開き、そのまま無心にがつがつと食べ始める。

「あの様子だったら、消化器系がやられてるとかそういう心配はなさそうだな」

「せやな。で、悪いんやけど、兄貴と春菜さんには、食べ終わった後にあの子と一緒にスラム行って、あの子の病気の関係者を連れてきてほしいねん。澪らは先に風呂済ませて、調合作業の基礎練習や」

「分かった。じゃあ、春菜には俺から経緯も話しておく」

「うん、了解」

　食後の事を簡単に打ち合わせして、昼食に専念する日本人達。やっぱり米がほしい、などと思いながらも、定食換算で二人前近くの分量を達也が食べたのはここだけの話である。




　　　　☆




「連れてきたよ」

「ご苦労さん」

　春菜達が痩せ衰おとろえた女性と、ひったくりをしようとした子供よりさらに幼い子供を連れて戻ってきたのは、出て行ってから三十分少々経ってからであった。

　この場にいない澪と新人二人は、現在風呂に入っている。

「ほな、ざっと診察するから、春菜さん手伝って。それが終わったら、ちびっこを風呂に投入や」

「は～い」

　宏の指示に従い、診察のための準備をする春菜。なお、不信感ありありの子供を口説く際に用いた言葉は、

「ちゃんと連れてきて診察受けさせたら、その人らにもご飯出すで」

　という一言であった。やはり、美味い食事というのは強い。

「手伝っておいてなんだけど、どんな感じだったのかな？」

　手際よく二人の診察を進めていき、結果が出そろったあたりで春菜が聞く。

「大体予想どおりやな。お姉さんかお母さんかは知らへんけど、年上の人の方は寄生虫と魔導物質中毒や」

「……中毒？」

「多分こっちの世界にしかない種類の物質やと思うんやけど、メラネイトっていう魔力伝導体があってな。それが特定の元素と結合すると、人体に有害な物質になんねん」

　さっくり有害物質、しかもこちらにしか存在しないものに言及する宏。

　それを聞いて不思議そうな顔をする春菜。

　何でそんな知識を持っているのか、理解できなかったのだ。

「ねえ、宏君。どうしてそんな事が分かるの？」

「元素については、錬金術関係のクエストで変な元素抽出させられたりしたから、大体把握しとるんよ」

「……だとしても、何でそれだって診察できるの？」

「そら、錬金術とか製薬の関連クエスト触っとったら、そういうスキルも取得するしな。手術スキルとっとけば、医者の真似ごともできたんやけどなあ」

　習得方法がマイナーな上に使う機会も少ないが、『フェアリーテイル・クロニクル』には医学関係のスキルもしっかり存在する。非常に育てにくいが、それでも習得しておけば医者のような事もできるのだ。宏や澪の持っているスキル構成でも、保健室の先生に近い事は可能である。

　宏の回答に、関心したような、煮え切らないような、そんな表情を浮かべる春菜。

「……因みに、その元素って何？」

「窒素や。ただ、窒素って割と安定しとる元素やから、そのまま放置したぐらいでは結合せえへん。植物が土壌から取り込んだ時に、栄養素をあれこれする過程で結合しおるねん。瘴しょう気きを吸収したメラネイトは、植物の必須栄養素と区別つかんなるし」

　宏の説明を聞き、春菜は大方の原因を察する。

　ここ最近の騒ぎで土壌が汚染されたあたりの雑草を食べて、中毒を起こしたのだろう。寄生虫に至っては、ありそうな原因には事欠かない。

「治療はできるの？」

「問題あらへん。ただ、体力が相当落ちとるから、まずは虫を殺して栄養を横取りされへんようにするところからやな」

「なるほど。で、もう一人のほうは？」

「こっちは窒化メラネイト中毒が原因の栄養失調。寄生虫は陰性やけど、念のために弱めの虫下しはやっといたほうがええやろう」

　テキパキと段取りを進めながらの宏の説明に、一つ腑ふに落ちない点に気がつく春菜。

「中毒の原因がそれだったら、どうしてファムちゃんだけ無事なの？」

「ファム？」

「あの子の名前」

「そういや、名前聞いてなかったな」

「忘れとったわ」

　ファムを拾った直後は向こうの不信感で意思疎通そのものに苦労していたし、その後は展開が早くてそんな暇はなかった。そのため、この段階に至るまでちびっこの名前を知らなかった。

　女性ともう一人の子供にしても、あまりにも状態が悪すぎるので、名前よりも必要な情報の聞きとりを優先したため、名前はまだ聞いていない。

「まあ、話を戻して、や。体質とか体重、食べた量とかでも、この種の中毒のなりやすさはちゃうしな。臭いからすると発症まではいってへんだけで、やばいところにはきとるんちゃうかな？」

　宏の言葉に、顔をしかめながら頷うなずく春菜。

　達也からは「王道や」とか言っていたと聞いたが、実際のところは恐らく、その臭いのやばさが今回の行動の理由だと察する。

　それも多分、子供を見捨てられなかったみたいな偽ぎ善ぜんチックな理由ではなく、感染症だったら春菜達やエアリスなどにも被害が及ぶ可能性があるからというのが本音に違いない。

　そうでなければ、子供といえども自分の持ち物を盗もうとした女を助ける理由がない。

「とりあえず、栄養剤と虫下し入れた点滴用意するから、一発打ったって」

「了解」

　あれやこれやを手際よく混ぜ、魔力を通して変質させたものを点滴用の袋に詰めて、あとの作業を春菜に任せる。

「ああいう時は、結構格好いいでしょ？」

「えっ？」

　素晴らしい手際で点滴を打ち終わった春菜が、こっそり見ていたテレス達に囁ささやく。

「確かに、診察してる時と調合してる時は素敵だったのです」

「いつもあのままなら、さぞもてるでしょうね」

「テレスさん、それは違うのです。普段どう見てもヘタレな男性が、有事にはものすごく有能でかっこいいというギャップが魅力的なのですよ」

「ああ！　なるほど！」

　いつの間にか様子を観察していたテレスとノーラのなかなかに容よう赦しゃのないコメントに、何とも言い難い表情になる春菜とファム。

　なお、彼女の母親と妹は、宏の卓越した技能と非常識なレベルの材料を惜しみなく使った治療により、一週間で病気になる前よりも健康になり、さらに工房の管理と引き換えに衣食住を保証するという太っ腹な申し出に家族一同感謝を通り越して忠誠すら誓いそうになるのだが、それを成した当人はその事を知らない。




　　　　☆




「新しい職人が決まったと聞いたが、そろそろ落ち着いたか？」

「まあ、そこは問題あらへんよ。ただ、レイっちか王様にちょっと相談せんとあかん事があってな」

「相談事？」

　診察の一件から数日後、新人達についての確認も兼ねて遊びに来たレイオットに対し、スラム地区についての相談を持ちかける宏。

「なるほど、土壌汚染が原因の奇病か」

「そのままほったらかしにしとくと、伝染病や何やっちゅうデマでパニックになりかねへんから、土壌改良なりなんなりで対策しといたほうがええと思うねん」

　宏の言葉に、一つ頷くレイオット。宏の言葉どおり、これはかなり重要な案件だ。

「そうだな。父上やマーク、財務卿などとも相談する事になるが、予算を組んですぐに対策を打ったほうがいいだろう」

「大丈夫なん？」

「予算に関しては、何とかする。その代わり、お前達も手伝え」

「無理に、うちに頼まんでもええんやで？」

「原因物質の除去をはじめとした土壌改良など、お前以外にできる業者の心当たりもない」

　レイオットに言われ、思わず微妙に納得する宏。

　そもそも、それ以前の問題として、短期間で大量のメラネイトを除去して浄化するなど、普通の業者にはできない。

「まあ、土の浄化とかそのへんは、うちで請け負うわ。掘りかえしたりとかその手の人海戦術は、そっちで適当に業者決めたって」

「分かった」

「そうや。ついでにスラム地区の雇用対策と米の栽培法確立その他のために、いっそ一部区画を実験農場にしてまわへん？」

「そうだな、それもいいな」

　こうして、ファーレーンの今後に影響する計画は、レイオットの手で一気に具体化するのであった。








ファーレーン編　後日談その二






「今日も疲れた～」

「じっとしてると、寒いのです……」

　年越しまであと数日に迫った、いわゆる年の瀬。

　スラム地区の土壌改良事業という一大プロジェクト。その土木作業の手伝いを終えたアズマ工房の見習い一同は、帰ってくるまでの間にすっかり冷え切った体をひっつけあいながら工房にかけ込んできた。

　見習いではなく弟子、もっと言うなら助手である澪みおは、土壌改良プロジェクトの目途がついたぐらいからずっと、大工の訓練も兼ねて工房の一室を改装しており、この日も作業には加わっていない。

「おう、お帰り。風呂沸かしてあるぞ」

「ありがと～」

　段取りよく準備を進めてくれていた達たつ也やに礼を言い、着替えを取って風呂に急ぐ一同。

　全員が風呂場に移動するのを見送った後、時間差で帰ってきた宏ひろしに視線を向ける。

「お前も、今日は上がりか？」

「もうじき日も落ちるし、土木関係の作業もあらかた終わりやから、しばらくは現場監督が口挟む事もあらへんし」

　土壌改良プロジェクト自体は、もうほとんど終わりかけている。

　幸いにも汚染された土は表層五センチ程度で、スラムの人間全員とあちらこちらの土木関係者をかき集めての人海戦術により、除去そのものは老朽化した建物の取り壊しが終わるのとほぼ同時に完了している。

　汚染された土の処理は宏と澪に加え、城の魔法使いのうち手が空いている人員や民間人の中で手伝える人間、そして何よりアルフェミナ神殿の神官が大勢協力してくれたため、こちらも除去が終わって数日で完了した。現在は浄化の済んだ土を戻し、農地として整備しているところである。

　普通なら三カ月で終わらないような大工事だが、人員も道具も十分にあり、かつ宏のような土木の上級を持っている人間が現場監督をやれば、一カ月程度で十分に目処がつく範囲だ。

　余談ながら、土木のエクストラスキル『神の道』をマックスまで上げれば、同じような工事を一週間で終わらせる事ができたりする。ゲームでは道みち尾お康こう司じというプレイヤーが土木エクストラを極めており、ほとんどの工事を一週間以内で終わらせるという神技を見せていた。本人はただひたすら道を掘って整地するのが好きな、年末年始によくいるただの変態ではあるが。

「どうでもいいが、ヒロ」

「何？」

「澪や弟子連中はともかく、春はる菜なまで土木作業やらせる必要はあるのか？」

「本人が裁縫くらいは極めたい、っちゅうとるから、メイキングマスタリーも覚えさせたほうがええやろう、思うたんやけど？」

「メイキングマスタリー？」

　不思議そうな顔をしている達也に、生産がらみのあまり知られていない要素を説明する。

「なるほど、そういう事か」

「納得してもらえた？」

「おう。ゲームの時、澪に土木系のクエやらせてたの、理由が分からなくて首ひねってたんだが、ようやく納得した」

「まあ、なきゃないで、根性でどうにかできるんはできるんやけどなあ」

　確かに、成功率も歩留まりも作業時間も、根気があればカバーできる問題ではある。だが、全部複合して噛んでくるとなると、あまり根性でカバーしたくはない。

「いくらなんでも、春菜にそれを求めるのも酷こくだろうなあ」

「兄貴もそう思うか？」

「ああ。正直、材料がある程度自力調達できてた俺ですら、製薬が中級の三分の一もいかずに心折れたからな」

「裁縫は製薬とか錬金と違うて、別のスキルが絡むから余計やで」

　宏の指摘に、しみじみ頷うなずくしかない達也。

「それはそれとして、裁縫で思い出したんだが……」

「ああ、霊糸の事？　今の織機やと加工できへんから、当面は倉庫に積み上げっぱなしやな」

「なるほどな。いつまでも加工しないから、おかしいとは思ったんだ」

「霊布織るんやったら、最低でも大だい霊れい峰ほうの四合目から上に居おる樹木系モンスターか、オリハルコンクラスの金属を材料にして織機を作らんと、一枚織る前に壊れおるで」

「それでよく糸巻きが大丈夫だったな」

「単に巻きつけるだけの糸巻きと、布に加工する織機とではやっぱちゃうで。まあ、糸巻きにしたかて、かなりがっちり強化かけとかんと、巻きつけた時に切れおるけどな」

　ワイヤーか何かの間違いじゃないのか、などと小一時間ほど問い詰めたくなる話に、思わずげんなりしてしまう達也。糸としての手触りは最高なのに、加工に際しては随分と物騒な話が多い。

「高級素材ってのは、あれもこれも面倒なんだな……」

「面倒やから、性能がええねん」

「なるほど……」

　妙に説得力のある話に、思わず心の底から納得してしまう達也。

「まあ、作れない物に関しては置いておこう。でだ、さっき連絡があって、今からエルがこっちにくるそうだ。泊まっていくそうだから、レラさんが部屋の準備してる」

　その急な連絡に、何とも言い難い表情を浮かべる宏。

　もうすでに日が落ちて暗くなり始めている時間だ。年が明けてすぐぐらいが誕生日だといっても、それでもまだ十一歳。そんな子供が出歩くのはどうか、という時間である。

　なお、レラとは結局工房で雇う事になったファムの母親で、二十五歳の未亡人だ。

　七歳のファムと五歳のライム、二人の娘を一生懸命育てている若きシングルマザーでもある。

　言うまでもない事だが、この世界では十七、八で子供を産むのは珍しい話ではない。

「こんな時期のこんな時間から？　よう周りが許したな」

「何でも、急に環境が変わった上に姫ひめ巫み女ことしての役割が忙しくなりすぎてて、ちょっとグロッキーになってるそうだ。役目の方は三日やそこら抜けても大丈夫なぐらいには落ち着いたって事だから、気分転換も兼ねてこっちに遊びによこすんだと」

「なるほどなあ。まあ、王宮組はいろいろ大変そうやし、ええ加減グロッキーにもなるやろう」

　急な話に相手の環境を思い出し、うんうんと頷く宏。

　特に姫巫女は現状、エアリス以外は誰も代わりができなくなっている。資質を持っているエレーナが毒の後遺症やら何やらで儀式に耐える事ができなくなって久しく、また、新しい姫巫女として実績を作る必要があるため、式典や法話の類たぐいもたくさんこなさなければならないときている。責任感の強いエアリスがグロッキーになるのも、仕方がないだろう。

「そういえば、真ま琴ことさんはまだ戻ってへんの？」

「そっちもさっき連絡があった。同じ仕事に駆かり出された女冒険者と気が合ったから、今日は外で飲んでくるんだとさ」

「なるほど。出先の飯がまずくても知らんで」

　二十歳を過ぎた女の行動に、ケチをつけても仕方がない。一人分料理が要らなくなったと考える事にする宏。

「兄貴は飲みに出るとか、ええん？」

「今日はいいさ。そのうち噂集めも兼ねて、適当に飲みに行くつもりはあるがね」

「了解や。まあ、どうせ真琴さん戻ってきたらシメになんか食わせろとか言うてくるやろうし、エルが好きそうなメニュー考えよか」

　などと話をしているうちに、レラとライムが二階から降りてくる。

「お部屋の支度が終わりました」

「ご苦労さん」

「おてつだいしました～」

「お～、えらいえらい」

　ドヤ顔で胸を張って宣言するライムをよしよししてやる達也。

　レラには構え気味の宏も、ライムには普通だ。この対応がライムが子供だからか、それとも小動物枠なのか、という割としょうもない内容で女性陣が盛り上がっている事を宏は知らない。

　もっとも、同じ程度に子供であるファムにも微妙に構えるところがあるので、どちらかというと小動物枠だというのが正解に違いない。同じ小動物枠に入りそうなエアリスは、いろいろと育ちすぎてプレッシャーを与えてしまうのが不ふ憫びんである。

「さて、そのお姫様はいつ来るんやら」

　すでに真っ暗になっている外を見ながら、王宮を出てからでもなんだかんだとよく顔を合わせるエアリスの事を案じる宏。とはいえ、宏達が城から戻ってからは工房の方に顔を出した事はなく、新人達と顔を合わせるのはこれが初めてだ。

「こんばんは」

　噂をすれば影。エアリスが到着した。時間が時間なので、歩いてではなく自前の転移魔法を使ってここに来たらしい。

「いらっしゃい。えらい遅い時間に来るんやな」

「お勤めが終わったのが、先ほどでしたので……」

「そういえば、こっち来るんは久しぶりやな。神殿での生活はどない？」

「特に不自由があるわけではありませんが、やはりなんとなくこちらの方が落ち着く気がします」

「ほな、風呂とかまだやろう？　女の子らは今入っとるから、混ぜてもらってき」

　エアリスの体が微妙に震えているのを見て、そんな風に提案する。

　野外での儀式やらお清めやらを済ませた後、体を温める間もなくこっちに飛んできたのだろう。上機嫌な表情とは裏腹に、顔色はそれほどいいとはいえない。

「はい」

　宏の言葉に素直に返事を返すと、背負っていた荷物からお風呂セットを取り出し、明らかに高い身分を持つと思われる少女に対しておっかなびっくりという感じで手を伸ばしてきたレラに素直に残りの荷物を預けると、いそいそと風呂場に向かう。初対面のはずのレラを見ても特にこれといったリアクションを見せないのは、新しい住人の話を聞いていたからなのか、単に初対面という状況に慣れているからなのか。その様子に苦笑しながら、宏がレラとライムに顔を向ける。

「レラさん。悪いんやけどエルの荷物運んだって。ライムもそろそろ風呂入り」

「は～い」

「分かりました」

　宏の言葉に素直に返事を返すと、元気一杯という感じで着替えも持たずに風呂場に突撃をかけるライム。ファーレーン人の例に漏れず、彼女も風呂は大好きである。

　今まではスラムだったのでまともな風呂での入浴など夢のまた夢だったが、ここにいれば毎日欠かさず温かい風呂に入れる上に、以前は見た事も食べた事もない美お味いしい食事が毎日食卓に並ぶのだ。ライムに限らず、スラム組にとってはここは楽園で、レラやファムなどは本当にここにいていいのかと毎日が不安である。

「さて、エルが結構体冷えとるみたいやし、芯しんからあったまるメニューがよさそうやな」

「だな。ついでに、チビ達の偏食が治るやつがいい」

「となると、やっぱりメインはシチューやなあ。いっそ、テローナにするか？」

「ブルフシュなんかもいいんじゃないか？」

　ファーレーンの国民食を挙げる宏に対して、同じく郷土料理を持ってくる達也。

　ブルフシュとは、この地方でこの時期に採れる山芋の一種をすりおろして作る生地に、いろいろな具材を入れて焼き固めた焼き料理である。素材の味と焼き加減だけで勝負とするいう、実にこの国らしい調理方法で、カロリーの割に腹もちがよく栄養価が高い、ある意味理想的なメニューだ。

　さらにブルフシュは使う芋の性質で、中に入れる具材を上う手まく選べばアツアツの状態がかなり長く続くという、冬場に持ってこいの特徴がある。

　今日みたいに寒い日だと、普通のファーレーン人は大体どちらかを食べる事になる。

「ブルフシュもええんやけど、全員の消費カロリー考えたらもう一声いるで」

「今思いついたんだが、テローナうどんってどうだ？」

「……ありかもしれへん。試してみるわ」

　海産物でダシを取り醤しょう油ゆベースに仕上げたスープで作るテローナなら、うどんにぴったりだろう。

　春菜に言わせれば、それだと単なる煮込みにうどんをぶちこんだだけだ、という事になるのだが、味み噌そ煮込みうどんよりはこの国の食文化に近いからいいのではないか、と宏は思っている。

　いや、そもそもうどんは小麦粉の塊かたまりなのだから、コンソメスープともそれほど相性は悪くないはずだ。だったら、正統派のテローナにうどんを入れても、それほどおかしな味にはなるまい。

「とりあえず、まずはうどん打つところからスタートやな」

「何か、お手伝いできる事はありますか？」

「テローナやから、シャルプばらしてくれへん？　一昨日現場で貰もらって絞めたやつが十羽ほどあるから、十分足るはずやで」

「分かりました」

　宏の指示に従い、単に絞めただけのシャルプを丁てい寧ねいに解体していくレラ。内臓にはかなり加熱しても死なない割と頑固な寄生虫がいるため、基本的に食べるのは肉だけ、モツの類は廃棄だ。

　その気になれば薬や増幅系の消耗品に使えなくもないが、処理が面倒な上に教材として使うにも澪以外はまだそのレベルに達していない。そして、その澪は今更これを使って練習するレベルでもないので、現段階ではわざわざ取り置きする必要がないのである。

　もっとも、単に捨てるのはもったいないので、今後のために寄生虫をどうにかした上で肥料に加工するつもりではある。何しろ、土壌改良のための良質な肥料というやつは、これからどれだけあっても足りない。

「今日はテローナにしたんだ？」

「正確には、テローナうどんとブルフシュや」

「なるほど、新しい料理にチャレンジするんだね！」

　風呂から上がり、手早くエプロンをした春菜が、何やら気合いを入れる。

　彼女の参戦により、テローナうどんはテローナにうどんをぶちこんだだけ、というレベルでは収まらない魔改造品になるのだが、それでも作り方を説明しろと言われるとテローナを作ってそこにうどんをぶちこむ、としか言えないのが業ごうの深い話である。
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「あの、これはなんですか？」

　夕食後。今日完成した団だん欒らんの間、と案内された広めの部屋。

　土足厳禁と言われて靴を脱ぎ、中に入ったところで奇妙なテーブルを見つけて、小首をかしげながら質問するエアリス。

「故郷で使われてる暖房器具で、こたつって言うんだ」

「こたつ、ですか？」

「まあ、入ってみれば分かるよ」

　そう言って手まねきした春菜に従って彼女のとなりに行くと、見よう見まねで掛け布団を少しめくって足を突っ込む。その後に続き、向かい側に入る達也。

「……温かいです」

「でしょう？」

「ですが、この距離感だと、ヒロシ様は厳しいのではないでしょうか？」

「それは大丈夫。宏君は個人用を持ってるから」

　そう言って、ちょっと離れた位置にある、頑張って四人入れるかどうかという小さいこたつを指さす。

「なんだか、それはそれで寂さみしい話です……」

「しょうがないよ。無理をしてもいい事は何もないし」

　下着の時に懲こりたよ、と言う春菜に何も言い返せず、何とも言い難い寂しげな笑みを浮かべるエアリス。

　なお、神殿脱出の時は当人の自滅、暗殺者の時は不測の事態、という事でとりあえず責任を感じる事はやめにした。あまり引っ張ると、それはそれで宏が居心地悪そうにするのだから、このぐらい割り切らないと駄目なのである。

「そういえば、ほかの皆さんは？」

「テレスとノーラは、ヒロと澪から講義を受けてる。レラさんは後片付けでファムとライムはベッドに直行だ。本当はあの二人も勉強させたいんだが、子供に無理をさせてもな」

「それと、真琴さんは今日は外で飲んでくるんだって。もうじき戻ってくるんじゃないかな？」

　それぞれの用事を教えてもらい、とりあえず納得するエアリス。

　風呂場と夕飯の席で仲よくなったファムとライムがいないのは少々寂しいが、自分も同じ年の頃は結構早くに眠くなったものだから、文句を言っても仕方がない。

　なお、テレス達が講義を受けているのに、春菜はこたつでぬくぬくしていてもいいのか？　という問いに関しては、今やっている内容はすでにマスターしており、彼女が聞いても仕方がないという回答が返ってくる。

　澪と比べるとかなり素人に近い春菜だが、それでもこの国の平均から見れば、十分職人扱いしていい技量は持ち合わせているのである。

「それにしても、このこたつというテーブルは、ぽかぽかして気持ちがいいです」

「油断して寝ちゃうと風邪ひくから、そこは注意してね」

「はい……」

　春菜の注意をどことなくぽわんとした表情で聞きながら、座布団の下にある不思議な素材の床を触って確かめる。

「この部屋の床は、草でできているのですか？」

「うん。畳っていう、うちの国の伝統的な床材だよ」

「夏場だったら、このままごろ寝したりもするな」

「それは素敵ですね」

　達也の言葉に目を輝かせるエアリス。

「それにしても、畳まで作るとかびっくりだぞ」

「よくイ草の代用品があったよね」

「まあ、あいつらの事だから、錬金ででっち上げたとか言われても驚けないんだがな」

　達也の言葉に苦笑する春菜とエアリス。

　今までの前科を思い出すと、宏が何をやらかしたところで宏だからで済んでしまいかねない。

　実際には、土壌改良の過程で大量に集まった草の中に、イ草の代わりに使えるものがかなりの量あっただけという、あまり面白みのない流れで調達しているのだが、そもそも根本的に、毎度毎度素材の収集に面白エピソードがあるほうがおかしい。

　たまには、ごく普通でありきたりな形で材料を調達しても罰ばちは当たるまい。

「できれば、私のお部屋にもこういうスペースが欲しいのですが……」

「うーん、ファーレーン城に和室を作るのって、結構難しいんじゃないか？」

「それに、雰囲気とか風情とか考えると、ちょっと合わないかな、って気もする」

　エアリスの希望に、容よう赦しゃなく駄目出しをする二人。

　言われるまでもなく気がついていたからか、エアリスもそれほどショックを受けた様子はない。

「そういう感じの離宮を作る、というのはどうでしょう？」

「今って、国庫が大変な事になってるんじゃないの？」

「そうでもありませんよ。むしろ、横おう領りょうの罰金とか没収した財産とかで、城の修復や土壌改良事業ぐらいでは使いきれないほどの臨時収入がありましたし」

「……そういうお金を、そんな風に無駄遣いするのはどうなのかな？」

　春菜の突っ込みを受け、誤魔化すようにこたつの中を覗のぞき込むエアリス。

　そんな事をしているうちにふと、現状について気になる事を思い出す。

「そういえば、急に三人も大人の人を雇って、人件費とかは大丈夫なのでしょうか？」

「そのへんは大丈夫。ちゃんと収入あるから安心して」

「最近、弟子連中もカレー粉は安定して調合できるようになってきたから、その売り上げが結構あってな」

「そうなんですか」

「そうなの」

　達也と春菜の説明に納得するエアリス。焼くと煮込むが基本のファーレーン料理とカレー粉は、春菜達が思っている以上に相性がいいらしい。

　それゆえ現在作れば作るだけ売れている、という感じだ。

　大量に調合するための道具を用意してあるため、庶民でもちょっと背伸びすれば手が出る値段で販売できているのも大きい。

　もっとも、屋台でカレーパンをできるほど大量かつ安価に出回っているわけではないので、今のところ揚げ物技術の問題と相まって、春菜の屋台が競合する事はない。

　因ちなみに、買っていくのは当然料理人が一番多いが、その次に多いのは意外にも冒険者だったりする。野営の時に適当に調達した肉や草が、こいつをちょっと振りかけるだけで随分と食べやすい味になる、という理由である。

　同じ理由で、街から街へ移動する事が多く野営の機会が少なくない仕事をしている人間には、非常によく売れているらしい。

　なお、終わりが近いという理由で今日は全員で土木工事に赴いたが、基本的に新人達は三日ごとのローテーションでスラムの土壌改良工事に参加している。

　一人、もしくは二人が土木に行っている間、残りの人間が採集や調合を行うという流れで訓練を行い、全員カレー粉は問題なく、等級外ポーションも五分五分程度の精度で調合できる技量を身につけつつある。

「ついでに言うと、カレー粉の調合自体は、ライムが一番活躍してるらしい」

「さすがに宏君や澪ちゃんほどじゃないけど、計量がすごく早いんだよね。だからものすごくたくさん作れるんだよ」

「均等に混ぜる作業はテレスとノーラが頑張ってるんだけどな」

　お手伝いできるというのが余程嬉うれしいのか、ライムはものすごい集中力と素晴らしいスピードで材料の計量を済ませる。

　記憶力も良く、分量を口頭で指示しただけでも一度も間違えた事はない。もっとも指示が口頭なのは、読み書きがまだ不十分でメモを用意していても意味がないのも原因だが。

「順調なのですね」

「うん。びっくりするほど順調」

「という事は……」

「少なくとも俺達がファーレーンを出る頃には、等級外ポーションと各種調味料の注文はどうにかこなせそうらしい」

「そうですか」

　アズマ工房が順調で、働く人みんながやりがいを感じているという表情を浮かべている事に、嬉しさと寂しさを感じてしまうエアリス。

「ウルスを出られるとのお話を聞いた時はショックでした……」

「まあ、出ていくっつっても、あと二カ月はかかるんだがな」

「たったの二カ月です」

「そうだね。今までだって、あっという間だったし」

　着々と近づいてくる別れの時。

　その気配を感じ、寂しさと切なさを隠しきれないエアリスであった。
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「何や、エル。まだ起きとったんか」

　講義を終えてみかんの入った箱を持って上がってきた宏が、エアリスの存在に気がついて苦笑する。三十秒ほど遅れて入ってきた澪が、特に何もコメントせずに春菜の向かいに座る。

「ヒロシ様と、お話がしたかったのですよ」

「別に、明日も明後日もあるやん」

「それでも、そんなにたくさんの時間はありませんよ」

「まあ、それもそうか」

　エアリスの反論にあっさり頷くと、箱から適当にみかんを取り出して、籠かごに盛る。

「やっぱり、こたつっちゅうたらみかんやで」

「だよね」

　目の前に盛られたみかんを手に取り、宏の言葉に同意する春菜。柑かん橘きつ類の種類が豊富なファーレーンでは、日本で年末頃によく食べられる手のひらサイズで素手で皮がむけ、袋ごと食べられる甘い品種の物も普通に出回っている。

「こたつでみかんは幸せ……」

　ほとんど条件反射という感じでみかんに手を伸ばした澪が、皮をむきながらしみじみと呟つぶやく。彼女がこの組み合わせを最後に体験してから、すでに数年の時が流れている。もう二度と体験できないと諦あきらめていた事が、こちらに来てから次々とできるのは嬉しくもあり、複雑でもある。

「やっぱりそっちに行くんだな」

　小さいこたつの方に入った宏に、苦笑しながら突っ込む。天板に小さく『男性専用』と書かれているのが、逆に妙な肩身の狭さを感じさせる。籠が小さいのも、盛られたみかんの数が少ないのも、何とも言えずさびしい。

「そっちに入るん無理やて、分かっとるくせに」

「まあなあ」

　そう言って、二つほどみかんをゲットして宏の方のこたつに移動する達也。

「で、テレス達は？」

「下の片付けしとる。そろそろ上がってくるんちゃう？」

　そんな事を言っていると、入口の方から声が聞こえ、テレス達三人が戸惑ったように部屋の中を覗き込んでいた。

「この部屋は土足厳禁やから、靴脱いで入ってきて」

「あ、はい」

「分かったのです」

　言われたとおり靴を脱ぎ、恐る恐る部屋に入ってくるテレスとノーラ。

　宏達の言葉だからか、レラは特に構える事なく入ってきている。

「折角だから、こたつに入ってよ」

「こたつ？　このテーブルの事ですか？」

「そそ」

　テレスの問いに答え、空いているところを適当に指し示す春菜。

　それに従い、見よう見まねで掛け布団をめくって足を突っ込む三人。エアリスと同じテーブルとか、本当にいいのだろうかと思わなくもないが、当人が自分の身分について何も言わず、彼女達の言葉遣いだとかそういったものに対しても特に何も言わないのだから問題ないのだろう、と割り切っている。

「こ、これはものすごく危険なのです……」

　その暖房器具の危険性に、真っ先にノーラが気づく。

「ここに一度入ってしまったら、自分の意志で出ていける気がしないのです……」

「暖かいですよね、このテーブル」

　などと言いながら、春菜やエアリスにつられて、無意識にみかんに手を伸ばすノーラとテレス。

「あ、そうだ」

　みかんの皮をむきながら、何かを思い出したように声を上げる春菜。

　その様子に、室内の視線が集まる。

「年越しそば、どうする？」

「あ～、そんな時期やなあ、確かに」

　春菜の言葉に宏が応じる。別段こだわりがあるわけではないが、折角和室にこたつまであるのだから、年越しそばを食べるのもいいだろう。

「年越しそば、ですか？」

「ボク達の故郷では、一年の最後の日にそばを食べる習慣がある」

「そのそばを、年越しそばって言うんだ。確か、何か謂いわれがあるとは思うけど、私は聞いた事がないかな」

「まあ、他のパターンから言うならば、新しい年も長くそばにいられる事を願って、ってとこじゃないのか？」

　ファーレーンの人達を代表してのエアリスの質問に、日本人達が端的に答えを返す。

　日本の縁起物は、こういう語呂合わせのようなものが多い。日本に限らず縁起物というのはそういうものなのかもしれないが、日本の場合は独特の習慣に語呂合わせが絡んでいる事も少なくないので、単純にそういう語呂合わせや言葉遊びが好きな民族なのだろう。

「その話するんやったら、おせち料理も考えなあかんやん」

「あ～、そうだよね。それもあるよね」

「まあ、レイっちとかエルとかマー君とかも来るんやったら、作っとくんもありやない？」

　宏の言葉に頷く日本人達。地味な割に作るのに手間がかかるものも結構あるが、全体でみると彩り華やかなおせち料理は、季節ものとして悪くない。

「因みに、おせち料理って言うんは、新年の最初の三日ほどに食べる、ちょっと手の込んだ料理の事や」

　聞かれる前に答えた宏の言葉に、納得の表情を浮かべるファーレーンの人達。

「この国で言うところの、モスレムと同じですね」

「モスレム？　どんな料理？」

「小麦粉を練った生地でお肉をくるんだのと野菜をくるんだのを交互に串にさして焼いた食べ物で、新年祭の時だけ食べるものです」

「料理自体はそんなに特別なものじゃないみたいだから、入ってる肉と野菜がポイント？」

　春菜の問いかけに頷くエアリスとレラ。

「お肉はバルーナという動物のもので、一組のつがいで一年に一頭しか生まれない、ちょっと貴重な生き物です。平均で三度、長くても四度子供を産むと寿命を迎えるのですが、その時のお肉が一番美味しいのも不思議な生き物です」

「それ、よう絶滅せえへんなあ……」

「だから貴重で、新年祭の時に寿命が来たもののお肉しか食べないんですよ」

　エアリスの説明を聞いての宏の突っ込み、それに対するレラの言葉にひどく納得する一同。

　因みにバルーナは、見た目は牛と鳥の間の子のような姿をしているが、別段キメラとかそういう類の生き物ではないらしい。そういう哺ほ乳にゅう類るいか鳥類か分類に困りそうな生き物が普通に生存しているあたり、さすがファンタジーといったところか。

「野菜は？」

「そちらはこれといって特別なものは入っていません。ただ、この季節に取れるものがふんだんに使われるのが決まりみたいになっていますね」

　レラの解説に、割と真剣に聞き入っている春菜。

　地味にテレスとノーラも大真面目に聞いているあたり、彼女達も食には割と全力投球である。

「モスレムは新年祭の時に、国もしくは領主から住民に振る舞われる料理です。領主が直接見回らないような小さな町や村では、新年祭のために共同でバルーナを飼育しているそうです。その費用も国費で賄まかなわれていますが、さすがに伝統という事で、この件について文句を言う人はいませんね」

「この日ばかりは、私達のようなスラムの者が城や広場に入っても、誰からも文句を言われる事はありません」

「なるほどなあ」

　まだファーレーンに飛ばされてきてから半年に満たない事もあり、知らない文化や風習も山ほどある。自炊するのが早かった事もあり、地味にファーレーン料理もそれほどの種類を食べていない。

　もしかすると、実は非常にもったいない事をしているのではないか。図らずもそんな事を考える宏と春菜。相変わらず、こういうところは思考ルーチンが実によく似ている二人だ。

「ところでモスレムを新年の最初の日に食べるのって、何か意味があるのか？」

「はい。役目を終えた古き命を食べる事で、過去の事を忘れる事なく糧として新たな年を生きる事を誓う、ある種の儀式のようなものです」

「なるほどな」

　やはり、所変われば品変わる、というべきか。ファーレーンも歴史が古いだけに、節目節目にいろいろと独自の習慣がある。

「それやったら、新年祭の前夜祭で年越しそば食べて、年明けたらモスレムってのもええんちゃうか？」

「それも素敵ですね」

「何やったら、前夜祭の時にこっちに抜けて来れるんやったら、年越しそばぐらいは用意するで」

　その宏の言葉に目を輝かせ、迷う事なく頷くエアリス。

　この時のやり取りがきっかけで、姫巫女が一年の最後の日に儀式の一環として年越しそばを食べる習慣が定着し、醤油やダシの定着とともに一般にも広がっていくのだが、そんな未来の事は知る由もない宏であった。




　　　　☆




「そういやさ、インスタントめんの製造関係って、結局どうするの？」

　翌朝。結構遅くまで飲んでいたにもかかわらず、特に二日酔いの兆ちょう候こうも見せていないウワバミ女がそんな事を聞いてきた。

「残り時間考えたら、そこまでは無理やで」

「あんただったら、製めん機ぐらいどうとでもなるんじゃないの？」

「そら確かに、インスタントラーメンの製造ラインぐらいはどうとでもなるけどな。予想される需要に対して最終的に供給があれな事になるから、多分えらい値段になると思うで」

「その前に、ライン一本作った程度だったら、王家に根こそぎ買い上げられそう」

「……それもそうね」

　面白半分で騎士達に食べさせた時の反応を思い出し、苦笑しながら澪の突っ込みに同意するしかない真琴。

　ファーレーンに限らずこの世界では、いわゆる携けい行こう食しょくの発達は地球の歴史と比較しても遅いと言わざるを得ない。そのため、騎士達の食いつきはものすごいものがあった。

　なまじ腐敗防止のおかげでいつでも新鮮なものが食べられ、容量拡張のおかげで単位面積当たりの貯蔵量が大きいため、干物のような貯蔵や持ち運びに便利な食べ物の研究はあまり進んでいない。

　取り出してすぐ、もしくは軽く火であぶる程度で食べられるものなど、せいぜいパンとチーズ、肉の燻製ぐらいなものだ。

　因みに、肉の燻製は保存食ではなく寄生虫対策で生まれたものだ。昔の焼き方がアバウトだった時代、表面を焦がさずに中まで火を通すのが難しく、生焼けの肉を食べては寄生虫にやられていた人間が少なくなかった頃に、その被害をなくすために虫を追い出そうと煙でいぶしたのがこの世界の燻製肉の始まりである。

「そもそも、ラインだけ作っても新製品の開発とかできへんから、やっぱりちゃんと製法マスターした人間はいるで」

「新製品、ねえ」

　これまた納得するしかない意見ではある。自分達が知っている限りで、現時点で存在するインスタントラーメンは袋二種にカップ二種。しばらくは物珍しさや利便性で売れるだろうが、定着してしまうと飽きられかねない程度のラインナップしかない。それでも利便性などで一部の層には売れ続けるだろうが、向こうの世界ほどの広がりは見せないのではないか、という懸念は残るレベルだ。

「そういや、ヒロは新しいやつ、作ってねえのか？」

「カップのそばとうどん、それからカップ焼きそばをそれぞれ二種類ほど作ったけど？」

「定番だな」

　朝食に出されたカップに入ったスープを飲みながら、宏と達也の会話を聞くとはなしに聞いていたエアリス。新製品、それも焼きそばという単語に、好奇心いっぱいの瞳ひとみを向ける。

「カップ焼きそば、ですか？」

「そこに食いつくのか」

　妙なところに食いついたエアリスに、思わず苦笑する達也。

　そばではなく焼きそば、というところが目の付け所が違う。

「あの、焼きそばとは、鉄板の上で肉と野菜とめんを炒めて、お好み焼きに使うソースで味付けしたものでしたよね？」

「せやで」

「それをインスタントめんで再現するというのは、どういう感じになるのでしょう？」

　エアリスの質問に、テレス達も興味津々といった感じで宏の方を見ている。

「実演するんが早いとは思うけど、朝からそんなには食えんやろう？」

「……残念です」

「いや、昼に食べたらええやん」

「いいんですか!?」

「カップめんで満足できるんやったら、別にかまへんで」

　宏の言葉に、満面の笑みを浮かべるエアリス。時折ドキリとするほど色っぽい表情を見せるようになった彼女だが、こういうところは全力で子供だ。

「それはそれとして、新年祭はどうする？」

「とりあえず、前夜祭は工房全体で屋台出すつもりで申請はしてきてるよ。ちゃんと大きい屋台を調達してるし」

　真琴の問いかけに春菜が答える。今までは基本的に春菜一人で売り子をやっていたため、屋台で用意できる料理の数も量も知れていた。だが、テレスとノーラにファムのバックアップも期待できる今回は、もう少し手を広げてもよさそうだと宏といろいろ企画を練っている。

「それで、なにを売るつもりなんだ？」

「カレーパンと各種揚げ物はまあ定番として、おでんとたこ焼き、お好み焼きもありかなって思ってる」

「また、手を広げるわねえ……」

「当然、真琴さんと澪ちゃんも売り子やってもらうつもりだから」

　春菜の言葉に、微妙にひきつった顔を浮かべる二人。

「あの、ハルナさん」

「何？」

「ノーラとテレスは、一体どんな事をすればいいのですか？」

「お好み焼き担当かな？　たこ焼きは澪ちゃんの担当だし、揚げ物はまだ揚げ加減の見切りが上手くできないと思うし、お好み焼きはちょっと練習すれば普通に焼けると思うから」

　ノーラの質問に答え、あっさり担当を振る春菜。

　因みに今回、お好み焼きは平たい串を生地で挟むようにして焼く事で、箸はしを使わずとも食べられるようにする予定だ。焼きそばがないのは、箸が使えるのが現状、王族の一部とこの工房の人間ぐらいしかいないからである。

「あと、余裕があれば肉まんなんかも出したいんだけど、できそう？」

「仕込みの方はまあ、問題あらへんで。量ったり混ぜたりするんは、ライムが居ればどうとでもなるし」

「了解。じゃあ、そっちを達也さんと真琴さんにお願いかな？」

「あたしに蒸し加減を判断しろとか、なかなかチャレンジャーね」

「そこは、道具でどうにかするんがこのチームのクオリティや」

　と、文化祭か何かのノリで企画を詰めていく一同に、どことなく悔くやしそうな顔をするエアリス。

「親方、エルが何だか悔しそうなのです」

「エルさん、どうかしましたか？」

「いえ、皆さんがすごく楽しそうなのに、どう頑張ってもおそばを食べに来るぐらいの時間しか抜けてこれないのが寂しいというか……」

　エアリスの、本当に悔しそうな顔に苦笑するしかない一同。手伝いは論外にしても、せめて屋台に買い物には来たかった。そう全身で主張しているエアリスが、非常に微笑ほほえましく感じてしまう。

「まあ、自分は役割が役割やからなあ」

「分かってはいるのですが……」

　基本的にもの分かりがいいエアリスだが、まだまだ子供に分類される年齢である。やはりこういう好奇心は抑えられないし、人が楽しそうにしているところに自分だけ入っていけないというのはなかなか苦痛だろう。

　なお、ライムを除く下っ端連中は、エアリスがこんなところに出入りするのが不自然なほど高位の貴族、下手をすれば王族かもしれないという事を昨日と今日できっちり悟っているが、賢明にも本人が打ち明け話をするまでは気がつかないふりをし、彼女が遊びに来た事は外に漏らさないと固く決意していたりする。理由は簡単、恩人に対する忠誠心に加えて、我が身がとても可愛いからだ。

「もうしばらくしたら、エルちゃんの方もあれこれ落ち着きそうなんでしょう？」

「はい」

「だったら、その時に一緒に遊びに行こう。考えてみれば、私達もウルスの観光名所とか、全然見に行ってないんだよね」

　春菜の日本人的発想に、思いっきり呆あきれたような顔をするテレスとノーラ。

　宏達も苦笑しか出ない。

「そもそも各国の首都など、普通は観光などするものではないのです」

「あの、ノーラ。それ以前に、観光のために旅行する人間自体、余程でない限りいません」

「ノーラは微妙に観光目的交じりでうろうろしていたのですが？」

「だったら、ノーラが私に突っ込むのっておかしくない？」

「おかしくないのです」

　面の皮が分厚いウサギ人間、ノーラ・モーラ。妙に口が回るのが非常に面倒くさい。

「あ、あの、ファーレーンは結構観光旅行も盛んな国ですので……」

「そうなんですか？」

　エアリスにそう補足され、目を丸くするテレス。ヒューマン種の社会に溶け込むのに必死で、そこまで気が回らなかったらしい。

「はい。ファーレーンは交通機関が発達していまして、少なくともウルスの中産階級なら、その気になって休みを作ればカルザスやメリージュ、その周辺の各都市ぐらいに遊びに行くのは金銭的にはそれほど難しい事ではありません」

　帝王学の授業で教わったとおりの内容を解説するエアリスに、感心したような表情を浮かべる一同。

「とはいえ、皆さんの場合は、そんな一念発起して観光、という程度の話ではないのですよね……」

「ん～。まあ、残り時間が少ないのは確かだけど、ウルスを出ていく前に一度は遊びに行けると思うから」

「はい！」

　そんな風にエアリスをなだめる春菜。

　こうして、とりあえず新年祭がらみでちょっとピリピリしていたエアリスは、今までの会話で上手い具合に気分転換ができたのであった。

　なお、カップ焼きそばは蓋ふたが糊で張り付けられている平べったくて丸い容器の未確認飛行物体な名称のものではなく、大体それと対の扱いをされる事が多い、大阪あたりでは二食分を超大盛りとしてコンビニなどで売っている以外はあまり見かけない、四角い顔の方を食べようとしたため、

「熱っ！　あっ……」

　カップ焼きそば初心者がやりがちなミスをして湯きりの時に中身を全滅させてしまい、しょんぼりする事になってしまうエアリスであった。




　　　　☆




　なお、余談ながら……、

『仕入れた材料、もう空やで』

「こっちも、カレーパンとたこ焼きは終わったよ」

「お好み焼きの生地が切れたのです」

「おでん、最後の卵と昆布が売れたわよ」

「揚げ物、あと一品」

「肉まん、終わりました」

　新年祭前夜の客足の前には、たかが工房一軒が用意した材料程度ではまったくの無力で、日が落ちるまでには全ての料理が終わってしまう。予想より早くに終わってしまったので、せっかくだからと祭りを冷やかして帰った春菜達は、

「思ったより早かったな」

「皆さん、寒いところお疲れ様でした」

　どてらを羽織ってこたつに入り、年越しそばを食べているレイオットとエアリスを見る事になるのだが、それはまた別の話である。
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ファーレーン編　後日談その三






「そおい！」

　宏ひろしの気合いの声にあわせヘビーモールが豪快な音を立てて振り抜かれ、イノシシ型のモンスターが宙に舞う。弱点の腹部が露あらわになったところを、一本の矢が正確に心臓まで貫つらぬく。

「宏、こっちに一匹頂ちょう戴だい！」

「宏君、こっちにも！」

「了解や！」

　真ま琴ことと春はる菜なの言葉に従い、イノシシをまずは真琴のところにスマッシュで飛ばし、スキルディレイが終わったところで即座にもう一匹を春菜に弾き飛ばして渡す。

「師匠、上！」

「こっちでも見えた！」

　澪みおの言葉より一拍ほど早く飛んでくる大ガラスを発見し挑発、急降下してきたところをカウンター気味にスマイトで叩たたき落とす。

「ウインドカッター！」

　地面に堕おちる直前に達たつ也やが風の初級攻撃魔法で首を切り落とし、止とどめを刺す。

　さらに血の匂においに誘われて、奥から現れた肉食の熊に対し、

「こいやあ!!」

　アウトフェースで威圧をかけて自身に攻撃を集中させる宏。一瞬ひるみ、そのまま怯おびえて宏を殴り倒そうと突っ込んで、次の瞬間派手に吹っ飛ばされる熊。

「どうする？」

「討伐証明部位が残ればどうでもええ」

「了解だ」

　吹っ飛ばされた熊が態勢を整える前にそんなやり取りを済ませ、無詠唱の魔法で一瞬にして熊を氷漬けにする達也。

「お疲れ」

「結構ようけ出てきたなあ」

　戦闘態勢を崩さずに周囲の討伐済みモンスターを見渡して、感心するような呆あきれたような口調で呟つぶやく宏。彼らが仕留めたモンスターは二十を超える。真琴達がソルマイセンの調達をしに行った時の数に比べれば三割にも届いていないとはいえ、比較的人里に近いこの場所で、辛かろうじて行き来できる程度に雪に閉ざされている季節に遭そう遇ぐうする数としては無視できない。

「五分ほどでこの数を釣り上げて殲せん滅めつして、その一言で済ます親方達が信じられないのです」

「何というか、親方も強かったんですねえ」

「親方、格好いい！」

　戦闘開始後、安全圏に退避していた工房の職員達が、今の戦闘について口々にそんな感想を言い合う。何気に失礼な言い分のテレスに対し、ファムは素直に格好いいと絶賛しているところが、雇われる前の関係を考えると面白いところかもしれない。

　今回彼らは五人での連携訓練も兼ねて、ウルス郊外にある農園地帯に依頼を受けて来ていた。ノーラ達三人は、折角だから素材集めについてきてもらったのだ。無論、地主の許可は取ってある。

　郊外といっても、東門から歩いて二時間ぐらいはかかる場所で、街道に出てあと半日も歩けばレイテ村が見えてくる、という微妙な位置関係だ。

　依頼内容は単純で、例年になく増えたモンスターの駆除である。内容が内容だけに宏達以外にも何組かの冒険者が来て、割り当てられた担当区域で狩りをしている。

　これだけ狩れば問題なしというラインは曖あい昧まいではあるが、さすがに一カ所で百も二百も仕留める必要もないだろう。むしろ、狩りすぎてもそれはそれで後々面倒な事になる。

「別にこれぐらい普通っちゅうか、僕おらんでも真琴さんと兄貴のコンビだけで、普通に大差ない時間で終わるやろ？」

「まあね」

「ただ、どっちが楽かって話なら、今回の方が圧倒的に楽だったぞ」

　同じく戦闘態勢を維持しながらも宏の言葉に同意しつつ、さらっと本音を言う二人。

　同じ数を二人で仕留めるのと五人で仕留めるのでは、一見して五人でやるほうが楽なのは当然のように思える。だが、素人同士の集団戦ならともかく、モンスター相手となるとそんな簡単な話ではない。

　最低でも一対一である程度のモンスターを仕留める能力がある事が前提で、その上で役割分担ができなければ話にもならない。さらに欲を言うならば、役割分担の際に連携を意識して動ければなおよく、もっと言うならば全員の得意分野がバラけつつ、それぞれの役割をある程度他の人間が肩代わりできれば文句なし、という事になる。

　そういう意味では、日本人チームはかなり理想に近い構成になっている。

　彼らの場合、難があるとすればもう一人補助魔法に長たけた人間が欲しいのは事実だが、そこまで言うのは贅ぜい沢たくだろう。何しろ、そうでなくても宏という安定度合いでは他の追つい随ずいを許さない強力な壁役がいるのに、それ以外でも達也以外は前衛が可能という贅沢にもほどがある仕様なのだ。

「しかし、アウトフェース覚えてから、一段と安定するようになったよな」

「なかった頃は、死角にいるのをたまに取りこぼしてた」

「なあ。単なる職人にそこまで求めるんはどうかと思うで」

「むしろ、アウトフェースなしでそのライン、っていうのが異常よ」

　達也と澪のコメントに対する宏の苦情、それに真琴があきれ顔で突っ込みを入れる。

「とりあえず、もう出てくる気配もないし、ばらせるものはばらしちゃおうよ」

　会話を苦笑しながら聞いていた春菜が、もう一度ざっと周囲の索さく敵てきを済ませて提案する。

　春菜が特に口を挟まなかったのは、今までの経験上、自分達の感覚はどう転んでも一般人からずれている自覚があったからである。もはや手遅れだとはいえ、わざわざ口を挟んでこれ以上職員達に変人扱いされるネタを提供する必要もないだろう、などと珍しく保身に走った思考をしていたのはここだけの秘密だ。

「せやな。っちゅうても素材としては微妙なんが多いけど」

「みんなの練習用に使うのは厳しいか？」

「毛皮のなめし以外は、辛うじて春菜さんだけやなあ。せめて七級ポーションに手を出せるレベルでないと、薬の素材として使うんは難しいやつばっかりや」

　宏の言葉になるほどと頷うなずきつつ、とりあえず討伐証明部位だけ切り取っていく一同。一応金になるからという事で、取れるものは全て回収したが、加工するかどうかは悩ましいところである。

「で、そっちは薬草類はどの程度集まった？」

「とりあえず、籠かご一杯はどうにか集めたのです」

「ファムが大活躍でした」

「テレスもかなり頑張ってたじゃん」

　どうやら、収穫としては上々だったらしい。テレスとファムに比べノーラの疲労が濃いのは、単純に技量の差であろう。元々森の民であるテレスや、よく雑草から食べられるものを見分けて収穫していたファムに比べ、どちらかというと雑用的な仕事で食いつないできたノーラがこの方面で負けているのは仕方がない事だ。

「なら、とりあえず報告に戻って、ついでに昼にするか」

「せやな。いくら温度制御のエンチャかけてあるっちゅうたかて、寒いもんは寒いし」

「雪が降ってきたら、ちょっと厄やっ介かいだよね」

　達也の言葉に同意する宏達。

　このあたりはウルスに近いといっても、結構積もる地域なのだ。今も三日前に降った雪がそこかしこに残っており、街道のあたりに比べると二度か三度気温が低い事を物語っている。

「春菜、お昼は何用意してきたの？」

「ギャノのいいのを仕入れたから、ザプレにしてみたんだ」

「いいわね」

　春菜の返事に、実に嬉うれしそうな顔をする真琴。

　なお、ギャノとはブリのような見た目で鮭のような味がする白身の大型魚で、ザプレとは食材を大きな木の葉でくるんで焼く包み焼きである。

　ギャノに限らず様々な肉や魚で作るザプレは、テローナ、ブルフシュと並ぶファーレーンを代表する国民食だ。季節や地域ごとに使われる葉っぱが違い、それぞれに独特の風味が現れるのが特徴で、屋台で売られている物は葉っぱをむきながらかぶり付くのが普通の食べ方である。

　なおこの三種の料理は、上品にアレンジされて正式なコースに出てくる事もある。

「いい感じに寒いし、早く帰りましょ」

「了解」

　上機嫌な真琴に合わせ、暗に早くご飯にしようと簡潔に同調する澪。そんな彼女達に思わず生温かい笑みを浮かべながら、特に文句を言う理由もないのでさっさと戻る一行。

　昼までに狩ったとしては破格の数の討伐証明部位に、同じタイミングで戻ってきた他の冒険者が唖あ然ぜんとしたのは言うまでもないだろう。




　　　　☆




「来週から、護衛でカルザスまで行ってくるから」

　討伐依頼から二日後。遊びに来たエレーナとエアリスに対して、その予定を告げる春菜。

　宏と達也、真琴の三人は所用で外出中、澪は工房の監督中なので、彼女達の相手をするのは春菜一人だ。レラはこういう時、お茶を持ってくる以外ではまず顔を出さないし、ライムは先ほど昼寝を始めたため、起きてくるのはもうしばらく先になる。

　アズマ工房は出入りする人間が限られ、下手な要塞よりも防衛設備が整っている事もあり、転送石もしくは転移魔法を使って直接来るのであれば、場合によっては城よりも余程安全だ。そのため、王子王女が護衛なしでこちらに顔を出す事は割と黙認されている。そもそも、エレーナとエアリスをかくまっていた時期の事を考えると、何を言うのも今更という感じが強い。

　王族が一つの業者とあまり深いつながりを持つのはどうか、という意見も王宮内をはじめ様々なところにあるのだが、そもそもアズマ工房以外で調達できない物が多すぎる。その中には国策で広めていこうという機運が高まっている物もあり、それらがもっと手軽に手に入るようになるまで、アズマ工房との関係を弱くするのは不可能である。

　そういった事情から、工房は権力闘争に関わらない部分で微妙かつデリケートな位置に立たされている。もっとも、所属している人間は、王家と関係を深めてどうしようという野心の類たぐいは一切ないのだが。

「……もう、そんな時期なのですね」

「まあ、中央でも場所によっては雪が解け始める頃だものね」

　などと言いながら、こたつに入ってぬくぬくする王族二人。そろそろ冬も終わりだと言っても、寒いものは寒いのである。

　来週から護衛任務に出る事を聞き、別れが近い事を悟って顔を曇らせるエアリス。しかし、こたつにどてらという姿では微妙に格好がつかない。

「うん。工房のみんなもそろそろ最低限の仕事はできるようになってきたし、いい機会だから練習しておいたほうがいいかな、って」

　春菜のいう練習とは、この場合二つの意味を持つ。一つは言うまでもなく工房のメンバーが宏達が不在でもちゃんと仕事をする練習で、もう一つは宏達の長距離移動である。

　因ちなみにウルスもカルザスも港町だが、言うまでもなくウルス～カルザス間の物流を全て海運だけでまかなっているわけではない。

　途中にいくつか村や町があるし、海路で長時間運搬するには向かない品物も当然ある。それに、仮に海岸線上にある漁村だったとしても、必ずしも船が寄港してくれるわけではなく、転移ゲートなんて便利なものは各国の首都もしくは一番規模の大きな都市の内部交通機関としてしか使われていない。転移陣も主要な都市に小規模なものが設置されている程度で、言うまでもなく使えるのは王族か貴族、もしくは王家の許可をもらった人間のみである。

　そういうわけで、隊商の護衛というメジャーな仕事は、鉄道のように便利で速くモンスターに強い陸運手段が完成しない限りは、そう簡単にはなくならないだろう。

「まあ、幸いにして転送石はいくらでも用意できるから、少なくとも宏君はファーレーンを出てもそれなりの頻度で戻る予定ではあるんだけどね」

　最低限の仕事はできるようになった、などといったところで、単に量って混ぜるだけのものがあまり失敗せずにできるようになった、という程度にすぎない。カレー粉はほぼ問題なく作れるが、手順に癖がある等級外ポーションや熟成が絡む醤しょう油ゆなどは、少々安定性に欠ける。そのため、最低でも月に一回か二回は、宏か澪が戻って指導をする必要があるのだ。

　そもそも、三カ月やそこらで、そんな高度な技が身につくはずがない。むしろ、三カ月でガラス瓶を作るところから教えて、等級外ポーションの成功率が少々不安定というレベルまで到達した事が異常なのである。

　なお、余談ながら、転送石を湯水のように使うというのは、ある意味で冒険者の夢だ。

　今更の解説になるが、転送石というのは一度行って拠点登録を済ませた、もしくはしっかりイメージができるほど馴染んだ場所に一瞬で行けるという夢のアイテムである。一つの石で五、六人移動でき、ノーリスクである事もポイントだ。

　便利ではあるが使い捨てで、しかも徐々に魔力が抜けていくため調達してからの使用期日がそれほど長くない。徐々に魔力が抜けていくという性質上、基本的に受注生産にならざるを得ず、価格も一万クローネと驚きの値段になる。

　転送石が高いなら長距離転移の魔法を使えばいいじゃないか、という意見もあるが、あれはあれで消費が重く、移動できる場所の制限が転送石より厳しい。

　一度使用した後の再使用時間が最短でも二十四時間と長く、何より集団で転移すると、何千回かに一回は転移事故を起こす事があるという危険な魔法なのだ。さらにいえば、バルドのように外法を使うか十人以上で儀式を行うかしない限り、一度に移動できる人数、持ち運べる物量は転送石と変わらない。

　まあ、起こる事故の大半は、移動しようとしたのとは違う拠点に飛ばされるだけで、レイオットやエアリスが使うアルフェミナ系特殊転移魔法は人数以外の条件全てを無視できるのだが。

　他にも転移魔法の問題があるとすれば、干渉による異界化だが、前述のとおり手出ししない事が暗黙の了解になっているので、気にしなくてよいと言える。

「そういえば、転送石や転移魔法ではない移動手段を作るとか聞いたけど、そっちの方はいいの？」

「今は試運転中。人通りが少ないところを軽く走らせて、不具合がないか調べてるんだって」

「そうなのね。それで、結局どんなものを作ったの？」

「え～と、ゴーレム馬車って言えば通じるのかな？」

　春菜の言葉に納得する二人。

　馬を使った馬車などが一般的なファーレーンでは比較的珍しい乗り物ではあるが、まったく見かけないわけでもない。またファーレーンの場合、魔法動力を使った交通手段は船が主流であるため、陸運に使われるゴーレム馬車はあまり発達していない。

　ゴーレム馬車の本場といえばやはり、内陸部という立地上、陸運が発達したローレンであろう。

「それで、その馬車はゴーレムが引っ張ってるタイプ？　それとも車体自体がゴーレムのもの？」

「車体がゴーレムのタイプだよ。宏君が夜なべして、七人ぐらいが椅子に座れるのを作ってくれたんだ」

「それは、割と大きなものですね」

「問題点の洗い出しと改良が終わったら、エルちゃんとエレーナさんも一度乗ってもらうつもりだって」

「それは楽しみね」

「楽しみです」

　どことなく嬉しそうに言う二人に、多分見れば驚くんだろうなあ、などと無責任に考える春菜。

　賢明な方ならお気づきだろうが、宏が作ったのはいわゆるワンボックスの乗用車である。

　アクセルをベタ踏みすれば時速百キロなど余裕で超えるだけのスペックを持つ、モンスターを除けば現時点では間違いなくファーレーンはおろかこの世界で最速の乗りものだ。サスペンションまわりは宏が持てる全ての技術をつぎ込んでいるため、乗り心地は現存する馬車はおろか日本の高級車と比較しても遜色ないだろう。

　全長からするとやや短めのボンネット、割と高めの車高、側面のスライド式ドアなど、この世界のゴーレム馬車には存在しない、現代工業の粋すいを集めたデザインはまず間違いなく人目を引く。

　普通の馬車よりはるかに機密性が高いと一目で分かる構造は、中の人間の安全性においてもこれまでの馬車とは一線を画す存在であろう。

　出せる速度が速度ゆえ、間違って何かにぶつかった時のダメージは馬車の比ではない。そのため、不具合だけではなく安全対策の不備がないかも徹底的に洗い直している。わざわざ外に出て、人通りの少ない街道の脇道を走り回っているのもそれが理由だ。間違ってもデザインの問題ではない。

　もっとも、見れば驚くというのは速度やスペックの問題ではない。むしろ速度やデザイン、乗り心地などよりも、使わない時の事を考えた宏が組み込んだ余計なギミックの方が問題である。

「そういえば、みんなで農園地帯で暴れてきたと聞いたけど？」

「確かに、そういう依頼は受けたよ」

「朝のうちに二十を超えるモンスターを仕留めたというのは、本当ですか？」

「本当だよ。わらわら出てきて。宏君が全部かき集めてくれたから、そんなに面倒な仕事でもなかったけど」

　春菜が最後に付け加えた言葉に、思わず顔を見合わせるエレーナとエアリス。

　やるべき時にはちゃんと前に出るとはいえ、基本的に臆病者の宏が積極的にモンスターをかき集める。どうにも違和感のある話だ。

「……よく、ヒロシがその役回りをやってくれたわね」

「宏君にも、いろいろ思うところはあったみたい。まあ、抱え込むって言っても長くて五分もあれば終わるからとか、出てくるモンスターの強さ的に、当たってもそんなに痛くなさそうだったとかも理由だとは思うけど」

　春菜の指摘に、納得がいくようないかないようなそんな気分になる。

　実際、人の生活圏が近い場所に出てくる通常モンスターなど、宏の防御力の前にはまったくの無力だ。農園地帯で相手にした連中にしても、一般的な七級冒険者では数で勝っていても無傷で終わらせられるかは微妙な相手だが、宏なら裸でも無傷で終わる程度の火力しかない。当たれば痛いといっても、一番痛くて小指をたんすの角にぶつけたほうが何倍も痛いのだから、調子に乗って前に出てもおかしくはないのかもしれない。

　だが、それでもどうしても違和感があるのは、二人の中では戦闘要員にカウントされていない、という事が大きいのだろう。

「……やっぱりしっくりこないわ」

「ヒロシ様は、大きな敵と戦っているような鋭い目をするより、貴重な素材に目を輝かせたり、難しいものや新しいものにチャレンジする時の真剣な姿の方が魅力的だと思います」

「まあ、エルちゃんの言う事には私も賛成なんだけど、ね」

　揃そろいも揃って、宏が冒険物語の主人公には向いていないと言い切る女達。残念な事に、レイオットをはじめとする他の男達はおろか、当人すらもその意見に賛成するあたりが情けないというかヘタレているというか。

「とりあえず、どうせこれからも戦闘に巻き込まれる事はたくさんあるだろうし、実戦で連携の練習をしておいたほうがいいって宏君も含めた全員の意見が一致したんだ」

「残念ながら、きっとそれが正解なのよね」

「長旅をする以上、移動中にモンスターと戦う機会は少なくありませんし」

　春菜が伝えた結論に、エレーナもエアリスも同意する。

「アルフェミナ様が私達の名前とか知ってて、割と注目してるのも気になるから、いろんな神様の神殿とかも回ってみようって話はしてるんだけど……」

「そうなると、バルドみたいなケースに巻き込まれる可能性は無視できないわね」

「うん。ここまで手の込んだ事をしてて、しかも女神様の事を敵視してるんだから、他の国や神殿に何もしてないって考えるのはちょっと楽観的すぎると思う」

　神殿めぐりに対するエレーナの懸念を、春菜が真顔で肯定する。

「ファーレーンは幸運にも、バルドの手による転覆計画を間一髪のところで阻止する事ができましたが、仮にファーレーン以外でも起こっていた場合、他の国までそう上う手まくいくとは……」

「結局、そこなんだよね」

　エアリスの言葉に、春菜がため息をつく。元の世界に戻る事を考える限り、どうあがいてもこの手の厄介事と縁を切る事はできない。進んで首を突っ込むつもりはないにしても、十中八九巻き込まれると考えて間違いないだろう。

　宏達が解決しなければいけない義理はないので、無視できるなら無視するつもりではある。だが、ファーレーンの事件のように、気がつけば首までどっぷり浸かりこんでしまっている場合もある。そうなる可能性も含めて、ある程度の覚悟は必要なのだ。

「やらなきゃいけない事、やったほうがよさそうな事はいくらでもあるけど、どれから手をつけるべきかはちょっと悩ましい感じ」

「そういう時は、すぐに終わるものか、ずっと続ける必要があるものから手をつければいいわ」

「習慣づけが必要なものは、思い立った時に始めないと、いつまでもズルズルと先延ばしにしてしまいます」

「うん、そうだね」

　二人の言葉に同意しつつ、その内容について余計な事に気がつく。

「なんか、習慣づけがどうっていう話は、ダイエットの話題を思い出すよ」

「言われて思い出しましたが、レナお姉様やマリアお姉様は、晩ばん餐さん会かいや夜会が続いた時に『体重が！』とか『コルセットが！』とかいいながらこっそり走っていましたわ」

　春菜の言葉に、懐かしそうにエアリスが思い出話をする。

　どうやら、ファーレーンにもダイエットという単語とその概念は存在するらしい。

「エアリスもそのうち、そっちの仲間入りする……事もないわね。姫ひめ巫み女こだし」

「姫巫女だと、太らないの？」

「基本は粗食だし、地脈の浄化はものすごくエネルギーを使うみたいなのよね」

　だから歴代の姫巫女は皆、胸部と臀でん部ぶを除いてスレンダーな体型をしていたらしい。

「とりあえず、この一点に関しては、私達みんなカタリナを評価していたわ。どんなに食べても太らないよう、常日頃から体型と美び貌ぼうの維持のためにびっくりするほど努力していたもの」

「あ～、結局まともに話した事はなかったけど、確かにそんな感じがする人だった」

「そういうハルナはどうなの？　あなた、いつもものすごく食事にこだわってるわよね？」

「ん～。うちの家系は基本、そう簡単には太らない感じだから」

「そうなの？」

「うん。特にみんなでカラオケ……えっと私の国で個人、もしくは小集団でそれ専用の設備で歌を歌う事をカラオケって言うんだけど、そのための施設に歌いに行った場合、家族四人で三時間歌って、お父さん以外は平均二キロぐらい体重が落ちるし」

「……一体どれだけ歌にエネルギーを使ってるのよ……」

　それでも春菜はまだ趣味の範囲でおさめているため、家族につられて全力以上を出して歌った時以外はそれほどのエネルギーを消費したりはしないが、母の雪ゆき菜なや妹の深み雪ゆきなどは常に全力以上の力で歌うため、一回歌うだけでもジョギング以上のカロリーを燃焼している。

「あと、こっちに来てからは、体力を目いっぱい使う機会が増えたから、むしろ一時期は体重落ちてたし」

「それでその体型と美貌を維持するとか、羨うらやましいを通り越して女性の敵ね」

「真琴さんにも言われたけど、体質の事について文句を言われても困るよ」

　エレーナにまで言われて、苦笑とともに苦情を言うしかない春菜。反論のためになおも言葉を重ねようとしたところで、澪が上がってきた。

「春はる姉ねえ、そろそろご飯の支度」

「あ、そうだね」

　澪に促され、こたつから出ていく春菜。

「因みに、今日の食事は何？」

「最近ファーレーン料理に凝ってたから、今日は久しぶりに国の料理って事でカキフライ。そろそろシーズンも終わりだし」

「料理を覚えたいので、お手伝いしてもよろしいですか？」

「了解。いろいろ教えてあげる」

　エアリスの申し出を快かい諾だくし、いろいろと料理を教え込む。

　匿かくまわれていた頃から合間を見ては手伝いをしていたエアリスは、簡単なものなら危なげなく作る事ができる腕を持っている。その意外な手際のよさを見せられて、

「十一歳になったばかりのお姫様に、どう逆立ちしても太刀打ちできないとか……」

　料理が苦手なテレスががっくり落ち込んでいたのはここだけの話である。
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「アンタ達が、マコトの仲間？」

「そうだが、あんたは？」

「マコトの飲み仲間、ってところかな？」

　護衛任務当日。集合場所に顔を出したところで、知らない女冒険者に声をかけられた。冒険者をしている女性としては珍しく、その栗色の髪を長く伸ばしている。

「アタシはイルヴァ。チーム・ブラッディローズのリーダーで、ランクは五級。因みに、ウチのチームは全員女。今回、アンタ達と一緒にカルザスまで隊商を護衛する事になったわ」

「俺は香か月づき達也。アズマ工房の交渉担当その一ってところか。ランクは八級に上がったところだな。今回は、見習い以外の全員で来てる」

　とりあえずチーム名をアズマ工房という事にして、自己紹介を済ませる事にした達也。イルヴァの自己紹介を聞いたところで、自分達がこれといってチーム名を決めていなかった事を思い出したのだ。冒険者協会の方ではアズマ工房専属の冒険者という扱いで登録されているため、達也の自己紹介もそれほど大きく間違ってはいない。

「噂のアズマ工房の人間と一緒できるとは、面白い事になりそうだな」

　達也とイルヴァのやり取りを聞いていたらしく、なかなかいいガタイをしたハンサムが声をかけてきた。

「噂？　というかあんたは？」

「おう、すまねえ。オレはハーン。ハーン・サンドロームだ。ランクは六級でチーム・深緑の牙きばの一員だ。向こうと同じく、カルザス行きの隊商の護衛に参加する。リーダーは別にいるんだが、あんまりこういう挨拶回りが得意じゃなくてな」

「まあ、それはうちの工房主も同じ事だからな。別に気にせんよ」

「そう言ってくれるとありがたい」

　達也の返事に、本当にありがたそうに笑うハーン。その笑顔は、彼の気のよさを余す事なく表に出している。

「で、噂って？」

「いろいろ、変わったものを作ってるんだろ？」

「否定はできないな。まあ、作ってるのは俺じゃないがね」

　そんな感じで達也が一緒に護衛をする他のチームと親睦を深めていると、

「兄貴、そろそろ出発するらしいで」

　飛んで火に入る夏の虫、という感じで宏が声をかけてきた。

「もうそんな時間か。あ、そうだ。ついでだから紹介しておく。ヒロ、そっちの軽戦士がブラッディローズのリーダー、イルヴァで、この男前が深緑の牙の交渉担当のハーンだ。二人とも、こいつがうちの工房主、東あずま宏だ」

「ハーン・サンドロームだ。よろしく」

「イルヴァ・ミールよ。いつもマコトには世話になってるわ」

「東宏や。あんまり冒険者らしい事はやってへんから、足引っ張らんように頑張るわ」

　正直に余計な事を言ってのける宏に、思わず苦笑が漏れる達也。

　もっとも、単に背負っているだけとはいえ、柄えまで金属で作ってあるような洒落にならない重量のヘビーモールを軽々と持ち歩いている人間を、単なる足手まといなどと考えるほど二人ともレベルは低くないのだが。

「しかし、ハーン・サンドロームかあ」

「何か文句でもあるのか？」

「いんや。ただなんとなく、あだ名とか略称とかがハンサムになりそうやな、って」

　余計なネタを振った宏に、同時に噴ふき出す達也とイルヴァ。

　イルヴァの反応から、ハンサムという単語はこちらでも通じるらしい。前にも他の誰かに言われた事があったらしいハーンは、苦笑するだけにとどめる。

　その様子が妙に大人の風格を漂わせている。

「まあ、とりあえず行こうや。ちんたらやってたら置いてかれる」

「了解。とはいえ、街道沿いに移動するんだから、俺達の出番はそんなにないだろうがね」

「でもないぞ。最近は大分落ち着いてきたが、それでもモンスターの異常発生は落ち着いてない」

「じゃなきゃ、アタシ達みたいにランクの高い冒険者を、たかがカルザスに行くぐらいで雇うわけないじゃない」

「なるほど、道理だな」

　達也ののんきというか甘い考えを、一言でバッサリ切り捨てるハーンとイルヴァ。

　その言葉に納得して見せる達也。

「とりあえず澪もおるし、索敵に関してはそんなに心配いらんやろう」

「だな」

　そう言いながら、とりあえず割り当てに従い真ん中の馬車に乗り込む。ブラッディローズは先頭、深緑の牙はしんがりだ。

　こうして何事もなく護衛の任で出発した冒険者達。

　そう、宏達はまったく気づいていなかった。

　建物の陰から冒険者達を見つめながら、どこかに連絡を入れる背が高くて胸のない騎士風の女性と、中肉中背で黒ずくめのそれなりに胸のある少女の存在に。
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「師匠、不確定名巨大な鷹が三羽、こっちをロックオンしてる」

　馬車の幌ほろのない部分に出て、空を見上げて澪が言う。

　護衛だからといっても馬車の外を歩いたりはしない。足が遅くなれば余計に襲われやすくなるのだから、当然といえば当然だろう。

　何しろ、この世界の馬車はスキルの影響で、荷馬車でも平均して時速二十キロ以上の速度が出るのだ。故に荷台に乗らない連中は即応しやすいように、隊商が経費で借りた馬に乗って周囲を警けい戒かいしている。宏達の場合は真琴と春菜がこの役割である。

　ファーレーン国内では、人数分の馬を用意して襲撃をかけてくるような大規模な盗賊団はほぼ駆く逐ちくされているため、本来はウルスとカルザスの間を移動するぐらいなら大した護衛は必要ない。街道付近に出てくる、馬車が走行中に襲ってくるような足が速くて獰どう猛もうなモンスターは、せいぜいポイズンウルフぐらいしかいないためである。

　だが、バルドがいろいろやらかした影響がまだまだ残っているため、今回みたいに大型モンスターに襲撃をかけられるリスクが数年前とは比べ物にならないほど高い。

　余談ながら、こういう場合、馬は冒険者協会で借りるのが一般的で、返却は基本的に行き先の協会で問題ない。基本的に行き先ごとに一回いくらで貸し出されるが、特殊な魔道具で生命反応やら何やらを追跡しているので持ち逃げはできないのだ。

　気になる料金だが、不慮の事故に備えた保険も貸し賃に乗せられるため、餌えさ代だいも考えるなら買うよりは相当安いとはいっても、レイテ村ぐらいの距離で気軽に使えるほど安いものでもない。

　ただし、保険に相当する料金は馬を返した時に返金されるため、懐ふところに多少でも余裕があるなら、貸し馬は十分リーズナブルな移動手段だ。

「澪、撃ち落とせそか？」

「問題ない」

　宏の質問に応え、矢継ぎ早に三射、矢を放つ。

　他の人間が目視できる距離になったところで矢が心臓を射抜き、そのまま墜落してくる鳥三羽。

　地面に堕ちる前に、達也がアポートを発動させて手元に引き寄せ、邪魔にならないように鞄かばんに収納する。

「トロール鳥か。どうする？」

「候補は唐揚げ、照り焼、ステーキにカツあたりやな」

「持って帰って、スモークするのもいいんじゃない？　ってか、あたしはそっちが食べたい」

「ここであえて煮込み」

　達也の問いかけに帰ってくる回答が、全て食う事を前提としたものなのが彼ららしいところであろう。特に真琴が主張する燻製は、飯のおかずであると同時に酒のあてでもある。

　ここだけの話だだが、最近宏が芋や麦で焼酎を仕込む羽目になっているのは真琴のせいなのだから。

「誰も、肉を売りに出そうって言わないのがすごいよね。それも、一羽ならともかく三羽も仕留めて」

「普通、トロール鳥の肉となると、まずはどこに売るかを考えるものなんですけどねえ」

　苦笑しながらの春菜の言葉に、同じく苦笑しながら同意する御ぎょ者しゃ。

「あんた達と合流してから一番最初に狩ったトロール鳥、料理したいって言ったのは春菜だった事、あたしは忘れてないんだけど？」

「あの頃は、食材もそんなに充実してなかった時期だし。それに、あの大きさの鳥を三羽分って、結構食べきるのに苦労するよ？」

「だったらいっそ、屋台で使えばどうだ？」

「屋台に出すんだったら、あと二羽ぐらいほしいかな」

「そんな余計な事を言うと、それ以上の数を仕留める羽目になるぞ」

　どこまでものんきな会話を続ける日本人達。その時、

「不確定名、巨大な鷹が五羽。仕留めていい？」

「撃ち漏らすなよ～」

　マーフィーの法則に従ったか、再びトロール鳥が出現する。またしても目視できるようになると同時に撃ち落とされて、達也に引き寄せ魔法で回収される。

「トロール鳥って、あんなに簡単に処理できたか？」

「弓手の腕がよければ不可能ではないだろうが……」

　その様子を、何とも言えない顔で観察する深緑の牙の一行。

　先頭にいるブラッディローズのメンバーに至っては、なにが起こっているのか把握もできていないだろう。多分、彼女達の眼には、いきなり矢に心臓を貫かれたトロール鳥が落ちてきて、唐突にその死体が消えたようにしか見えないはずだ。

「もうすぐ野営の時間だし、その時にざっと処理して食うか？」

「せやな。トロール鳥は基本、肉以外価値ないし。で、どうやって食べる？」

「使える調理器具は？」

「鉄板と鍋やな。大概のもんはできんで」

「だったら、揚げ物でいいんじゃないかな？　おすそわけもしやすいし」

　前後のチームの困惑など知った事ではない日本人一同は、そんな風に平常運転でメニューを決める。

「……うまい飯にありつけるのはありがたいんだが……」

「この釈然としない気持ちは何かしら……」

　その後、野営の時におすそ分けとして渡された唐揚げをかじりながら、次々に取り出される調理器具で野営地とは思えないほど充実した料理を用意する宏と春菜を、本当に釈然としない顔で見つめる二つのチームの代表者であった。
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「そろそろ交代だぞ」

「了解。すまんね」

「それが役目だからな」

　三日目の早朝。見張りのローテーションで起こされた達也達が、眠気を振り払って見張りにつく。

　ゲームの時は徒歩で複数日かかる場所への移動は、わざわざ野営などせずにログイン時間を目いっぱい使って移動していたため、こういう警戒は今一歩慣れない。

　カルザスとウルスの間の移動、それも複数の村や町を経由する迂う回かいルートにおいて、最もリスクが高いのがこの二日目と三日目の晩の野営である。この区間には宿場町も農村もないため、どんなに頑張っても野営を避ける事ができない。盗賊などに襲われるのも、大体このタイミングである。

　まあ、襲われやすいと分かっている場所を国が放置しているわけもなく、それなり以上の頻度で山狩りなどをしているため、そんなに襲撃をかけられる事はないのだが。

　因みにこれまた言うまでもない事だが、徒歩で五日程度という最短ルートは、余程急ぎの、それも海運が使えない種類の荷物が大量にある場合でもない限りは、普通の隊商はまず使わない。寄り道する街が一カ所しかない上、その街にはウルスとカルザス双方から定期的に荷馬車が出ているため、ほとんど旨みがないからである。

『野営、っちゅうんも結構大変やなあ』

　パーティチャットで駄だ弁べりながら、それぞれの警戒場所に散っていく宏達。

　護衛対象の規模がそれなりに大きいため、一カ所で固まっているわけにはいかないのだ。

『見張りがいるからな。それとも、見張りを置かなくても安全に休める道具があるか？』

『材料が微妙や。さすがにウルスにおって手に入るもんで、全部まかなえるわけやあらへん』

　当然といえば当然の宏の言葉に、微妙に納得する達也。

　実際のところ、弱いモンスターを追い払う程度の道具は普通に売られてはいるが、残念ながら消耗品なので、今回程度の規模の隊商ではどうにも使い勝手が悪い。その上、追い払えるレベルがせいぜいトロール鳥の弱い個体ぐらいまで。それも気が大きくなっているような個体には効果がないどころか無視して突っ込んでくる事すらある、という微妙な性能なので、まるで頼りにならない。

　もっと強力なモンスターを追い払えたり、使用回数に制限がなかったりとさらに便利な物もあるにはあるが、ほとんどがアーティファクト扱いで一般人には入手不可能だ。

　辛うじて中級モンスターを追い払える使い捨ての結界アイテムが流通しているが、使うのは三級ぐらいの冒険者が遠方のダンジョンに行く時に余計な体力の消耗を避けるため、ぐらいしかない。

『微妙でも、少しはマシになるんだよね？』

『まあ、普通に売っとるやつよりは強い効能はあるで』

『だったら、間に合わせ程度で作るだけ作っておくのは？』

『考えとくわ』

　そんな感じで駄弁りながら、警戒しつつも手待ちの時間を潰つぶすために薬草や薪の類を集めていく一同。

　何事もなく時間が過ぎ、そろそろ日が昇ろうかというあたりで、

「オキサイドサークル！」

　冬眠し損ねて迷い込んできたらしいロックボアを、達也が酸欠にして仕留める。

「ヒロ、澪、他にいるか？」

　集まってきた宏達に、端的に質問を飛ばす達也。

「居おらん」

「範囲内にアクティブなのはいない」

「じゃあ、起こす必要もないわね」

　念のために頭を落とし、吊つり下げて血を抜きながら真琴が結論を出す。血の臭いで余計なものを誘い出さないように消臭結界を張り、抜いた血を容器で受けて宏に預ける。こういう時の処理は専門家に任せるのがいい。

　因みに、消臭結界は真琴が使える数少ない魔法の一つで、ゲーム時代に血の臭いで余計なモンスターを集めないためによく使っていたのだ。

「また肉やな」

「ベーコンにするには、ちょっと時間が足りないかな？」

「何やったら、熟成加速器使えばええで」

「分かった。ちょっと借りるね。折角だから、朝ごはんに使おう」

　そう言って、ロックボアの肉のいいところをいぶし、ベーコンに加工し始める春菜。

「折角だから、鳥肉も」

「はいはい。何なら、チーズとかもスモークする？」

「いいわね」

　などと言いながら、周囲を起こさないように注意しつつ和わ気き藹あい々あいと燻製を作っていく春菜達。

　野営の見張りの最中に、それも朝一番の時間帯に燻製など作る冒険者はそうはいないだろう。

　そんな常識を蹴け散ちらしながら、日本人達はどんどん燻製を作り上げていくのであった。
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「……で、探知魔法にモンスターが引っ掛からなかったから、ロックボアを解体してベーコン作ってた、と」

　鉄板でいい音を立てながら焼かれるベーコンを見ながら、呆れたように達也の報告を聞くハーン。

　毎食毎食手の込んだ料理を作る宏と春菜に、思わず白い目を向けたくなるのも仕方がない事だろう。

「仕留めたやつを、そのままにしておくわけにもいかなかったからな」

「いや、解体するのまではいい。そのままにしておくわけにはいかないのは事実だからな。だがな、ベーコンを作るのは、いくら何でもやり過ぎだろう？」

「そうなのか？　うちは割といつもこういうノリだから、時間に余裕があるんだったら仕留めてばらしたやつを食えるように加工するのは普通だと思ってたんだが」

　達也の回答に、思わずこめかみを押さえて頭痛をこらえるハーン。どうにもいろいろ噛み合っていない感じがする。

「大体、何でベーコンなのよ？」

「真琴が言い出したんだよ。で、そのままいつものノリでベーコン作ったんだが……」

　横で次々と焼き上がるベーコン。その否応なく食欲をかきたてる匂いに、そろそろどうでもよくなりつつあるハーンとイルヴァ。
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　こいつらを吊るし上げる役目を振った他のメンバーに微妙に恨みがましい気持ちになりながらも、最後の気力を振り絞って、事情聴取を続ける。

「そもそもの話、何でオレ達を起こさずにこそこそやってたんだ？」

「他にいないのが分かってたから、わざわざ騒ぐ必要もないかと思ってな」

「分からんでもないが、はぐれとはいえモンスターが出たんだ。ちゃんと起こしてもらえるとありがたいんだが？」

「あ～、すまん。一瞬で終わった上に、俺達はそういう部分の感覚がどうにもずれてるんだよなあ」

　頭をかきながら、申しわけなさそうに言う達也。

「というか、一体今までどういう生活してれば、その実力でここまでずれた思考になるのよ？」

「元々冒険者じゃなかったから、そこは言われても困る。冒険者登録したのも最近だし、護衛任務やってるのも、必要に迫られた部分が強いんだよ」

「必要に迫られた？」

「ああ。世界中を旅する必要が出てきてな。長距離移動の訓練として、先輩方にどういった事を注意するべきか、教わろうと思ってたんだ」

　世界中を旅する必要、というところに興味を惹かれそうになるが、問題はそこではないので自重する二人。

「まあ、オマエ達は護衛任務は初めてらしいし、今回はこれ以上は言わん。次は注意してくれ」

「了解。飯ができたみたいだし、さっさと食おうぜ」

　達也に言われて、苦笑しながらお相伴に与る二チーム。

　何だかんだ言って、彼らも日本人達の行動の恩恵を受けている。

「ロックボアにトロール鳥が八羽もとは、大収穫ですね」

「よろしければ、毛皮と肉を買い取っていただけませんか？」

「もちろんです。これだけの質なら、協会の買取査定より五割上乗せしても十分儲けがあります」

「普通の査定でいいですよ。あまりちゃんとした処理はできてないとの事ですし」

　朝食の席で、そんな会話が繰り広げられる。これだけ丁てい寧ねいにきっちり処理しておいて、ちゃんとした処理はできていないとかどういう事かと突っ込みそうになり、あのアズマ工房の主あるじが来ているのだからおかしな事ではないのかもしれない、と考え直す他チームの面々。

　結局、到着するまでにもう一度モンスターと遭遇し、夕食に熊肉のカレー焼きが振る舞われる事になるのであった。




　　　　☆




「やっとついたね～」

「やっぱ、ウルスよりカルザスの方が港町っぽいんやなあ」

「ファーレーン中央部の南側入口ですからね。そもそも、山側にあった城が港町と一体化するほど大きくなったウルスが特殊なのであって、世界中のほとんどの港町は、建物の様式はともかく規模や景色としてはこんな感じですよ」

「ウルスは普通の大都市四つ分ぐらいの規模があるものね。港があるのに海が見えない町って、こっちじゃ少ないってのはあたしでも分かるわ」

　ウルスを出発して二週間後。現実の光景としては初めて見る事になったカルザスを前に、好き放題言い合う一行。ギルドで成功報酬を貰もらって、せっかくだからと観光スポット的な扱いになっているアルフェミナ神殿のカルザス分殿を覗のぞくと……、

「お待ちしていました」

　神殿の裏手に通され、満面の笑みを浮かべるエアリスに出迎えられる。

「え、エルちゃん!?」

「またなんでカルザスに？」

「各地の分殿めぐり、最初の一カ所の時期を繰り上げて、場所をカルザスにしていただいたのです」

「何、その権力の私的利用……」

　あまりにあまりなエアリスの言葉に、思わず力なく突っ込みを入れる真琴。その言葉を予想していたのか、にっこり微笑ほほえむと言葉を返すエアリス。

「神殿の皆様もお父様達も、姫巫女として初めてウルスから出ていく私の事を大変心配してくださりまして。皆さんがここに来るという話をしたら、二つ返事で許可をくださいました」

　満面の笑みを崩さずにその言葉を告げられ、返す言葉を見つけられずに全面敗北を受け入れる一行であった。








ファーレーン編　真エピローグ






「テレスさん、ちょっといい？」

　護衛任務から帰ってきた翌日。

　朝食後に春はる菜ながテレスを呼び出す。

「まだ何も作業の類たぐいは始めていませんので、特に問題はありませんけど、どうかしましたか？」

「ちょっと聞きたい事があるんだ。悪いけど時間頂ちょう戴だい」

「はい」

　春菜について和室に入るテレス。そこには、ファーレーン全土の略図らしいものを広げて、何やら書き込みながら会話をしている日本人一同の姿があった。今回は全員で話し合う必要があるためか、宏ひろしも特大こたつの方に入っている。

　よく見るとライムが一緒に入って船をこいでいるが、今日はまだ彼女に手伝える事もあまりないため、テレスも宏達同様見逃す事にする。

「連れてきたよ」

「ご苦労さん。まあ、二人ともこたつ入り」

「あ、私はやめておきます。今入ると出られなくなって、作業しなくなりそうですから」

　テレスの言葉に、苦笑しながら一つ頷うなずく一同。

　この季節のこたつの魔力というのは、布団と同じぐらい危険な力を持っている。

「それで、聞きたい事って、何ですか？」

「テレスは確か、南部大森林の出身だったよな？」

「はい。南部大森林の中にある村から出てきました」

「お前さんの村って、近場にアランウェン様の神殿とかなかったか？」

「ええ、ありますよ」

　それがどうかしたのか、という様子であっさり答えるテレス。その様子から、どうやら別段部外者に話してはいけないとかそういう決まりはないらしい。

「お前さんの村、他よ所そ者ものが出入りしちゃまずいとかそういう事はあるか？　ものすごい排他的だったりとかは？」

「いいえ。でも、場所が場所ですので、物好きな行商の人が年に一度来るかどうかなので、排他的なのかどうかはよく分かりません」

　達たつ也やを見ながら、変な事を聞くなあ、という様子を隠そうともせず、あっさりその手の情報をテレスが伝える。この様子から、少なくとも彼女の眼にはさほど排他的な村には映っていないのだろう。

「だったら、場所とか聞いても問題ない？」

「ええ。でも、まともな道とか一切ないところなので、上う手まく説明しづらいんですよね」

　そう言いながら、テレスが略図に大雑把に川や最寄りの宿場町などを書き込みながら、大体の位置を説明する。

　その説明を聞いた一同の結論は、

「森林行動の練習が必要そうやな」

「そうだね。そういう依頼探してこようか」

　であった。

「大体分かったよ、ありがとう」

「いえ、お役にたてて何よりです。ライム、こたつで寝ると風邪ひくよ」

「は～い……」

　礼を言ってくる春菜に軽く答え、ライムを揺り起こして一緒に出ていくテレス。

　それを見送った後、

「大体予想したあたりやな」

「なんだか、冒険者っぽくなってきたよね。私ちょっと楽しみになってきたよ」

「あたし、このメンバーでこんな本格的な冒険をする事になるとは思わなかったわ」

「真ま琴こと、それは俺達のせいじゃないんだが……」

「真琴姉、文句は師匠と春はる姉ねえにお願い」

　そんな事を言いながら、さっさと行動を起こすべく迅じん速そくに準備に入る一同であった。




　　　　☆




　その日の昼過ぎ。

「えらく援軍が早いと思ったら、オマエらが来たのか……」

　レイテ村のさらに北方に位置する、主要街道から離れた位置にある農村。

　徒歩なら昼夜歩きどおしで一日、馬車でも普通に半日かかるその村に到着した宏達を迎えたのは、冒険者チーム、深緑の牙きばの交渉担当、ハーン・サンドロームであった。

「俺達が来ると、何かまずい事でも？」

「いや、こういう依頼にちょっかい出すイメージがなくてな」

　達也の疑問に、苦笑しながらハーンが答える。

　正直なところ、冒険者としての常識に疎うとい事以外、アズマ工房のメンバーが来て困る事は特にない。飯が美う味まくなる可能性まで考えると、むしろ歓迎してもいい。

「で、また何でこの依頼を？」

「ちょっと、南部大森林の中に入る用事ができてな。ちょうどいいから、森の中を動き回る練習をしようと思ったんだよ」

「練習、ねえ」

　達也の回答に、納得したような釈然としないような様子を見せるハーン。

　今回の依頼内容は、森をうろついているらしい大型肉食モンスター、ヒュージウルフの討伐。

　確かに森の中を動きまわる練習にはもってこいだろう。だが、そういう理由でこの手の危険な依頼を受ける姿勢には、先輩として一言言いたい事がないわけでもない。

「まあ、そういう理由だから、今回は俺らはメンバー全員で固まって行動するわ。悪いな」

「いや、それは構わないんだが……」

「それで、山狩りはどの程度終わってるんだ？」

　口を挟む隙を与えない達也の話術にいろいろと諦あきらめ、ざっとした範囲を説明するハーン。

　それを聞いて一つ頷いた後、自分達の行動を決定するために相談を始める達也達。もっとも、どのあたりを調べるかを決めるだけなので、さほど時間はかからない。

「俺達は北東、大だい霊れい峰ほうを目指すルートを中心に探索する。構わねえか？」

「ああ、好きにしてくれ」

「じゃあ、ちょっと行ってくる。明日の夕方には一度戻る」

　などと言い残して出ていこうとするアズマ工房一行を、大慌てで呼び止めるハーン。

「ちょっと待て！　この季節に半分素人のオマエらだけで、森の中の道もないようなところで野営する気か!?」

「工房主が、そういう道具も作ってるから、そいつのテストも兼ねてな。やばいと思ったら転移魔法で戻ってくるさ」

「……やっぱり、オレもついていく。オマエらの判断能力を疑うわけじゃないが、等級の低い連中も混ざってる。戦闘で問題が起こらないにしても、予想外のところでトラブルが起こる可能性は無視できないからな」

　ウルスの冒険者の中で一、二を争う苦労性の男、ハーン・サンドローム。今回もこの危なっかしい連中を放置できず、ついつい生来の面倒見のよさを発揮してしまう。

「そっちのチームはいいのか？」

「今日はもう、村に待機だからな。ヒュージウルフぐらい、オレがいなくてもどうとでもなる」

　どうやら、すでに仲間とは話をつけたらしい。達也の質問に対し、問題ない事を告げるハーン。

「ほな、ハンサムさんが付いてくるっちゅう事で、日ぃ暮れる前にさっさと出発や」

「そうだな。飯は移動しながら済ますか」

「そのつもりで、しょうが焼きサンドとか焼きそばパンとかいろいろ作ってきたよ」

　宏の号令を受けての達也の言葉に、予定どおりといわんばかりに調理パンを大量に取り出して見せる春菜。一個でそれなりの量を食べられるように、食パンを使ったサンドイッチではなくホットドッグなどのようなものを主体にしている。

「あと、軽くつまめるように、唐揚げとか野菜の串カツとかも作ってるから」

「オマエら、毎度毎度こんなに凝った飯を用意してるのか？」

　あれこれ取り出して見せる春菜に、思わず呆あきれた声を出すハーン。

　以前の護衛任務の時に見せられた、野営中とは思えない手の込んだ料理も大概呆れさせられたものだが、移動中にかじる食糧まで単なる干し肉などではなくきっちり調理したものが出てくるあたり、明らかに冒険者として力を注ぐところが間違っている気がする。

「美味い飯は、何するんにも重要やん」

「言ってる事は分からんでもないが、それでも限度ってもんがあるぞ……」

　もはやどうにもならない価値観の違いにめまいのような疲れを感じるハーン。仲間にことづけを残し、宏達とともにさっさと森へ足を進める。

　結局、ヒュージウルフ自体はこの日の夜、野営の準備中に澪みおに発見され、達也のオキサイドサークルであっさり仕留められるのであった。




　　　　☆




　翌日。

「……オマエ達に常識で心配するのは、時間の無駄だと思い知ったぞ……」

「なんかすまん」

　テント一つ張れるスペースがあれば使える、空間湾曲式の携帯用コテージ。そのダイニングでぼやくハーンに、思わず心底すまなそうにしてしまう達也。

　ここ一カ月の間で隙すきを見て宏が作ったそれのおかげで、冬の終わりが近いとはいえ春がまだ遠いこの季節に、快適な野営ができてしまうのだ。ハーンが呆れるのも当然だろう。

「まあ、何にしても、無事にヒュージウルフも仕留めたんだし、さっさと戻るか」

「せやな。っちゅうか、ヒュージウルフは一匹だけなん？」

「絶対とは言えんが、あの手の特殊個体は数が少ないから特殊個体なんだ。いたとしてせいぜい、あと二、三匹ってところだろう」

「なるほど」

　ハーンの言葉に納得すると、さっさと片付けに入る宏。討伐証明となる頭部以外は、とりあえず適当に倉庫に突っ込んでおく。

「そういや、あの狼おおかみの肉は食わんのか？」

「狼は、大概そのまま食うても美う味まないねん」

　宏の返事に、やはり食おうとしたのか、となんとなく納得するハーン。

　その時、ハーンのもとにギルドカードの通信で、他のチームメイトから聞き流せない報告が。ハーンの表情は先ほどとは異なり、やや神妙な面持ちだ。

「……ちょっといいか？」

「ん？　どないしたん？」

　すっかり片付けを終えた宏に、渋い顔で声をかけるハーン。

「面倒な話が来た。村に戻る前に、ちょっと人探しする必要がある」

「詳しい事、聞いてええ？」

「今から話す」

　といっても、大して珍しい話ではない。血気にはやった若者が、昨日村の連中の制止を振り切って森に入り、今朝になっても戻ってこないのである。

「その人って、どの程度戦えるの？」

「森に入って狩りができる程度の腕はあるそうだが、ヒュージウルフをどうにかできるほどじゃないだろうな。あれは七級ぐらいの冒険者なら、二パーティぐらいで対処するモンスターだ」

　春菜の問いに対し、ハーンが聞いている情報を伝えつつ、いまいちモンスターに対する脅きょう威い度の認識がずれている宏達に釘を刺す。

「まあ、何にしても、や。夜通し狩りしとるんやったら結構深いとこまで行っとる可能性もあるし、遠回りして探したほうがええな。澪」

「ん。この周囲一キロぐらいには、人の気配はない。脅威になるようなモンスターや大型動物もいないと思う」

　宏に声かけられ、索さく敵てき結果をあっさり告げる澪。

　それに頷くと、索敵精度を上げるためにゆっくり移動を始める一行。

　澪が人の気配を拾ったのは、捜索に出発してから約二時間後。村から直線距離で十五キロほど、野営地点から十キロほど大霊峰側に進んだあたりであった。

　言うまでもなく完全に森の中、歩いているのは獣道である。

「約二キロ先に、人の気配発見」

「……硫い黄おう泉せんの類やないけど温泉っぽい匂においがするから、源泉あるかもしれへん」

　宏の言葉に微妙に目を輝かせかけ、環境的に人が堂々と入るには向いていないと思い当って少しばかり落らく胆たんする春菜と真琴。澪も温泉の匂いには気がついていたが、環境や状況を考えると恐らく浸かるのは無理だと判断して口にしなかった。

「澪、気配はどんな感じや？」

「人の気配は動いてない。あと、小動物の気配はそれなりにあるけど、ちょっと不思議な感じ」

「不思議？」

「好条件なのに、肉食獣や大型の動物の気配が少なすぎる」

　澪の言葉にちょっと納得すると、気を引き締め直して気配の方に進んで行く。

　ほどなく、一行は強い温泉の匂いとともに気絶している若者を発見した。周囲の特徴としては、誰が手を入れたわけでもないのに広場のようになっている事だろう。

　むしろ、そういう場所だから倒れていられるのかもしれないが。

「この人、かな？」

「多分そうね」

　恐る恐る近づいて脈や呼吸を確認しながらの春菜の言葉に、とりあえず同意する真琴。

　服装的にも居場所的にも、他の可能性が思いつかない。

「ハーンさん、どう？」

「確かに、あの村の男だな。オマエらが来る前に、オレ達に随分噛みついてくれたよ」

「あ～、お約束？」

「ああ、お約束だ」

　春菜の問いかけに、苦笑しながら頷くハーン。

　彼の態度から察するに、よそから来た冒険者に対して反感を持ち、村の事は全部自分達で何とかする、と吠ほえる若者は珍しくないようだ。

　もっとも、ヒュージウルフクラスのモンスターに手も足も出ない村人達を見下す、いわゆるガラの悪い冒険者も目につく程度にはいるのだから、ちょっと大きな街から離れた場所にある村で、若者が冒険者に対して反発するのも無理はないところではある。

　実際の一番の問題は、そういう冒険者ほど、実力が口ほどではない傾向にある事かもしれないが。

「まあ、それはそれとして、こいつは何でこんなところで気絶してるんだ？」

「外傷は特にないし、脈も呼吸も安定してるから、モンスターに襲われて、ってわけじゃなさそうなんだけど……」

「どういう理由で気絶したにしろ、こんなところで寝ててよく無事だったよな」

「うん。熱とかもないから、病気でもなさそう。というか、どれぐらい寝てるのかは分からないけど、こんな寒い所で寝てて病気にならないって、結構すごいよね」

　達也の持った疑問に対し、脈や呼吸を調べて得た情報と一緒に自分の感想を告げる春菜。もしかしたら、気絶してからそれほど時間が経っていないのかもしれない。

「とりあえず、ちょっと周り調べてみようや。とりあえず誰か一人この兄ちゃんについとってもらうとして、気絶する原因によっちゃあこの兄ちゃん担いで逃げたほうが安全かもしれんから、起こすんは調査終わってからやな」

　宏の提案に頷くと、とりあえず役割分担を話し合う一行。

「誰がついてる？」

「気絶した原因が精神系だった場合に備えるなら、タツヤが適任だろう。念のために杖は仕舞っておいたほうがいい」

「そうね。宏か澪は探索と近場の警備に回したいし、あたしや春菜だと、何かあって攻撃とかしちゃったら、まず間違いなく一撃で殺しちゃうだろうし」

　ハーンと真琴の言葉に納得し、満場一致で達也が護衛役に決まる。さらに念を入れて、間違って何かがあっても即座に同士討ちが始まらないぐらいの距離を置いて澪に周囲の警けい戒かいをさせ、他のメンバーはあまり離れすぎないぐらいの範囲で周りを見て回る事にする。

「何かあったら、すぐ集合、やな」

「もちろんだ」

　宏の念押しに頷くと、とりあえず警戒しながら辺りの探索に入る一行であった。




　　　　☆




　三十分後。

「あれ？」

　それを見つけたのは、春菜であった。

「なんだろう、あれ……」

　視界の隅でちょこちょこ動いていた何かに、心持ち警戒を深めながら近寄っていく春菜。

　見間違いでなければ、手のひらに乗るぐらいの何かがいた、もしくはあったはずなのだ。

「……やっぱり、いた。……なんだろう？　植物系モンスター？」

　よく観察してついに発見したそれを、まじまじと見つめる春菜。

　間違いなく植物モンスターだ。それは断言できる。だが、そいつはゲームでもこちらの世界でも、一度も見た事がない生き物であった。

「何してんのん、春菜さん？」

「あ、宏君？　見た事ないモンスターを見つけて、観察してたんだ」

「ほほう？　ああ、あいつか。確かにあのサイズのんは見た事あらへんな」

　春菜の言葉に同意し、ちょこちょこと奥のほうに移動しようとしているその植物に慎重に近寄っていく宏。暗黙の了解で宏を前に出し、後ろからすぐに補助に入れる姿勢で付き従う春菜。

「……温泉の方に向かっとるな」

「そうなの？」

「多分、やけどな。匂いとかからすると、こっちの方に温泉湧いとるはずやねん」

　そう断言する宏に頷きながら、なおも観察を続ける春菜。観察に観察を重ねて、ぽつりと感想を漏らす。

「なんか、あの子可愛いかも」

「……まあ、気持ちは分からんでもないけどな」

　春菜のその場違いな感想に、なんとなく同意してしまう宏。

　モンスターであるという警戒心から油断なく相手を観察してはいるが、手のひらサイズの小さな生き物が短い手足をちょこちょこ動かしながら歩いている姿は、何とも言えず愛らしさを感じさせる。

　しかもその愛らしさを強調するように、この植物は本体であろう根っこや地ち下か茎けいにあたる部分（後ろ姿を見ても、こいつは大根やカブの一種である事は断言できる）よりも、頭から上に生えている葉っぱの部分の方が大きいのだ。その不安定でバランスの悪い姿で、転ばないように一生懸命歩いているのである。

　ゆるキャラに通じる、一種コミカルな可愛らしさを全身で振りまいてしまうのも、ある意味では仕方がないであろう。

「あっ……」

「転んだな……」

　バランスの悪い生き物だけに、見ている前でついに転んでしまう植物。前のめりに転んだあと勢い余って半回転し、ついに宏達の位置からは見る事ができなかった正面の姿が露あらわになる。

「っていうか、何あれ！　ものすごく可愛いんだけど!?」

　気配を消して今まで比較的小声でささやき合っていた事も忘れ、思わず叫んでしまう春菜。だが、その春菜を宏もとがめる事ができなかった。

　それもそのはず。前から見たその生き物は、非常に無む垢くでつぶらな瞳ひとみを絶妙なバランスで配置しており、普通の感性をしていればまず可愛い以外の評価が出ない姿をしていたのだから。

　しかも駄目押しをするように、起き上がれずにじたばたと短い手足でもがいているのだ。まだ生後何週間という子猫が転げまわっている種類の愛らしさに通じるその姿は、可愛いものに目がない年頃の女性である春菜に対して圧倒的な破壊力を持っている。

　それが分かってしまい、しかも自分でも可愛いと思ってしまったため、宏も春菜に何も言えなかったのである。

「確かに、あんな可愛いん、ゲームでもこっち来てからでも、見た事あらへんなあ……」

「だよね!?」

「でもなあ。カブとか大根みたいな植物モンスターで、しかも温泉に行こうとしとる、っちゅうんがちと引っかかるんよ」

　宏の言葉に、一瞬顔が引きつる春菜。

　その条件に該当するモンスターに、思いっきり心当たりがあるのだ。

「まあ、そいつやったら、こっちからちょっかい出さん限りは基本害はないはずやけど……」

「正直今私、いろんな意味で切実に違う事を祈ってるよ……」

「とりあえず、あれ助け起こしてから、ちょっと温泉見に行ってみよか」

　などと話し合っているうちに、何とか自力で立ち上がった謎の植物。頭の葉っぱをゆらゆらと揺らしながら、そのままちょこちょこと短い脚で奥に進んで行く。

　それについていくと時間がかかるから、と、刺激を与えないように迂う回かいして追い越して、先回りして温泉へ進む宏と春菜。

　そこには、ある意味予想したとおりの光景が広がっていた。

「うわあ……」

「まあ、そうやとは思ったで」

　あまりにあまりな光景に絶句している春菜に、宏がやっぱりという感じで容よう赦しゃのない一言を告げる。

「で、でも、まだ同じだと決まったわけじゃ……」

「残念ながら、確定や。ほら」

　往生際悪く希望的観測を口にする春菜に、宏がさらに容赦なく非情な現実を突きつける。

　宏が指示した場所では、ゴ○ゴ面をした恐らくポメだと思われる植物から、先ほどの可愛らしい何か、それをさらに小さくしたものがぽこんと株分けされたのである。

　さらに悪い事に、別の場所から飛び込んできた先ほどの植物、不確定名ミニポメ（亜種）がじわじわと大きくなり、一分ほどでちょっと小ぶりながらも立派な眉まゆ毛げのゴ○ゴ面のポメ（亜種）に成長していた。残念ながら、これではあの二種が別の生き物だと主張するのは不可能である。

「やっぱりポメ系の植物や。現実っちゅうんは非情やな」

「何で、何であんなに可愛い植物が、こんな濃い顔に……」

　春菜の嘆きに、思わず同情しそうになる宏。

　モアイ顔のノーマルポメも大概濃いが、立派な眉毛を持つ亜種のポメも甲乙つけがたいほど濃い。こういう生き物をブサかわいいとかキモかわいいと評価する女の子も少なくはないようだが、春菜はどちらかというとそっち方面の感性はしていないらしい。
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「まあ、それはそれとして、このポメ、多分品種が違うんやと思うけど、性質もアレとまったく同じなんやろうか？」

「さ、さあ？」

「なんか、見るからにヤバそうな感じしおるから、迂う闊かつにショック与えて自爆させるんも怖いねんなあ……」

　などといいながら、サンプルを二つほど確保する宏。

　元々ポメそのものは比較的大人しい植物だ。衝撃にだけ気をつけて上手く持ち上げれば、特に問題なく確保する事ができる。

「さて、一旦報告に戻ろうか」

「う、うん。そうだね」

　宏に言われ、ショックを引きずりながらも頷いて道に戻る春菜。

　成長後のポメ（亜種）の姿に多大なショックを受けていたため、普段なら気がついていたであろうある種の違和感、それに最後まで気がつかない二人であった。




　　　　☆




「それが、オマエらが見つけてきたものか」

「せやねん。恐らく、何かあるとは思うんやけど、実験するんもやな予感がしとってなあ」

「まあ、モンスターはモンスターだからなあ」

　持ち帰ったポメ（亜種）を見せながら報告する宏に、渋い顔をしながら頷くハーン。宏にぶら下げられ、抵抗を諦めてだらりと脱力しているそいつは、何とも不気味だった。

「他は特に何も気になる事はなかったけど、そっちはどう？」

「こっちも、不気味なぐらい何もねえ」

「あたしの方もね」

　春菜に確認され、嫌な予感がするほど何もなかった事を告げるハーンと真琴。

　どうやら澪の方も何もなかったらしく、同意するように頷いている。

「とりあえず、これ以上調べても何もなさそうやし、念のために地点登録だけして帰ろか」

「そうだな」

　宏の提案に頷き、拠点登録作業を始める達也。

　ちょうどそのタイミングで、澪が警告を発する。

「モンスター接近！　不確定名・大型の鳥！」

「澪、迎撃や！」

「了解！」

　宏の指示に従い、澪が迎撃のために弓を構える。そのまま流れるように矢を放ち……、

「えっ!?」

「ちょっ!?」

　矢が刺さりかけた瞬間、何とモンスターは羽毛をパージし、一回り小さくなって加速したのだ。

　その想定外の対処方法に驚きながらも何とか次の矢をつがえて放とうとする澪。だが、予想外の事態に驚いてまごついた結果、相手の最初の一撃が先に宏達の、もっと正確にいうなら気絶している村人の所に届きそうになる。

「させるかい！」

　自分が手に何を持っているかを忘れ、普段どおりにカバーに入る宏。

　対処方法が想定外だっただけで、所しょ詮せんはフィールド、それも比較的人里の近くに現れるモンスター。普通に出てくるものに比べてはるかに強力とはいえ、宏のガードをぶち抜けるほどではあり得ない。

　そこまではよかったのだが……。

「あっ……」

　攻撃をガードした際の衝撃で、手元のポメ（亜種）が自爆する。

「ヤバい!!」

　とっさにアラウンドガードを発動したものの、どうやら攻撃扱いではなかったらしく、自爆で起こった衝撃波が辺り一帯、それもかなりの広範囲をなでる。

　その衝撃波を浴びたらしい小鳥達が逃げ回り、あるいは木の上からぼとぼとと地面に落下し、茂みの中で派手にがさがさという音が起こり、虫や蛇が飛び出してきては気絶する。

　至近距離で爆風を浴びた大型鳥も例外ではなく、一瞬パニックを起こして飛び上がろうとして宏に足をひっかけ、飛びあがれずにバランスを崩して墜落、意識を失う。

「やっぱり、こいつのせいか……！」

　村人が気絶していた理由を確信し、小さく舌打ちをしながら周囲を見渡す。

　見ると、周りにいた全員がばっちりパニックを起こし、周囲の樹や地面を殴ったり、闇雲に武器を振り回したり、膝を抱えてガタガタ震えたりしていた。

「こらまずい！」

　あまりに危険な状況に、一瞬たりともためらわずに万能薬を全員に投げつける宏。

　四級という高性能なそれは、かなりの強度の状態異常まで治療できる、はずであった。

　だが、ちゃんと大量に万能薬を浴びたにもかかわらず、メンバーのパニックは収まらない。

　闇雲に武器を振り回していた真琴と樹を殴っていたハーンは宏を敵認識し、膝を抱えていた春菜はさらにパニックを悪化させて逃げ出そうとする。

「四級でも無理かいな！」

　そのあまりのたちの悪さに舌打ちしながら、宏が最後の手段に出る。

『フェアクロ』では、恐慌系の状態異常は、同じタイプの強度の低い状態異常で上書きする事ができていた。そこにかけて、最近地味に出番の多いタンク必携のスキルを発動させたのだ。

「ちっとは落ち着かんかい！！」

　アウトフェース。低ランクの精神系状態異常・恐怖を付与する事がある範囲挑発。使用者の精神力によって付与確率が変わるが、宏の精神力ならまず間違いなくかかるだろう。

　予定どおり上手い具合に全員恐怖で身をすくませ、次の瞬間我を忘れて宏に殴りかかろうとする。普段ならおそらく、宏のアウトフェースを受けてもこんな風に問答無用で殴りかかったりはしないだろうが、今回はポメ（亜種）のおかげでそもそも周囲の状況が認識できないほどパニックになっている。恐らく、今自分が何をしているかすらまともに認識できないのだ。

「そおい！」

　全員が自分に敵意を向けてきた事を確認し、四級万能薬を霧状にして周囲にばら撒まく。

　アウトフェースの状態異常は、いいところ六級程度の治療薬で解除できる。

　結果、宏の読みどおりに全員を回復できた。

「落ち着いたか？」

「え、えっと？」

「あのポメ亜種の自爆、かなりタチの悪い状態異常を発生させおるみたいでな。皆思いっきりパニクって暴れとったから、ちょっと乱暴やと思たけどアウトフェースでビビらせて、万能薬で強制的に治療してん」

　自分の状況が把握できていなかったメンバーにざっと説明をする宏。ついでに気絶している大型鳥の首をはね、大雑把に血抜きを済ませる。

「えらく乱暴な方法で治療したんだな、おい……」

「さすがに四級で治療できへんとか、予想外にもほどがあったわ」

「そういう事かよ……」

　宏の事情説明に、ぐったりしながら納得するしかない達也。

　さすがポメというべきか、本家も亜種も碌ろくな生態をしていない。

「四級で対処できん状態異常を無差別にばら撒くとか、危なすぎて使いもんにならんから、対処法が確立できるまでこのポメは手ぇ出さんほうが無難やな」

「……私も、それを聞いちゃうと怖くて調理できないよ……」

　宏の台詞に、いろんな意味で落ち込みながら春菜が同意する。

　こうして、せっかく発見したポメ（亜種）は、とりあえず当面の間は封印される事になったのであった。




　　　　☆




　村でハーン達と別れて無事にウルスに戻ってきたアズマ工房一同は、報告を済ませて報酬を受け取り、工房で休憩しながら今回の件について反省会だか愚ぐ痴ちり会だか分からない会話をしていた。

「今回はいろいろあったなあ……」

「このチームにいて、状態異常に引っかかる日が来るとは思わなかったわ……」

　宏のぼやきに、真琴がぼやきで返す。

「でもまあ、南部大森林でも普通に探索とかできそうだってのが分かったのは収穫だな」

「うんうん。それに、依頼も全部問題なく解決できたし」

　春菜の言葉に、思わず小さく笑いながら頷く一同。

　あのポメの爆発、地味に影響が半径五キロにも及んでおり、帰り道に気絶したヒュージウルフが澪の索敵に引っかかったのだ。もちろん首をはねて美お味いしく回収している。

「もうちょっと暖かなったら、いよいよ南部大森林に出発やな」

「エルフの村って、どんな感じなんだろうね？」

「せやな、楽しみやな」

　とりあえず碌ろくでもない事は忘れて気分を切り替え、今後の目的地について話し合う宏達。

　テレスの故郷に対して、いろんな意味で期待を膨らませる日本人達であった。
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